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27.3 生産限度 
27.4 新しく生産されたユニットの配置 
27.5戦力プールおよび戦域間の転送 
27.6 海軍航空の生産 
27.7 海軍生産および修理 
27.8 新しく生産された航空および海軍ユニットの裏返し 
27.9 SWユニットの生産 
 

27.1 生産コスト: 

27.11 BRPコスト: ユニット生産フェーズ中にその生産限度（27.3）
に従って、各主要国は 1 戦闘力あたり次のBRP コストでユニット

を生産できます。 
A. 1戦力あたり1BRP: 歩兵、補充部隊、海軍航空、神風特攻機。 
B. 1戦力あたり2BRP: 装甲、パルチザン、高射砲。 
C. 1戦力あたり3BRP: 空挺、チンディット、海兵隊、コマンド、

陸軍航空、ジェット機、輸送機、戦略爆撃機、迎撃機、駆逐艦、巡

洋艦、主力艦、空母、輸送船、潜水艦、ASW。 
D. 1カウンターあたり5BRP: 陣地、レールヘッド。 
E. 1カウンターあたり10 BRP: 港湾。 
27.12 これらの生産コストは、プレイヤー補助の BRP コスト表に

要約されています。 
 

BRPコスト表- 27.12 
活動 BRPコスト 

宣戦布告:  
 対主要国 35 
 対中小国 10 
全面攻勢: 15 
限定攻勢または攻勢参加:  
 使用される各陸上または航空戦力につき 1 
 使用される各駆逐艦または護衛空母戦力につき 1 
 使用される各2戦力巡洋艦または有名艦につき 1 
ユニット生産（1戦力あたり）:  
 空挺ユニット、チンディット、海兵隊、コマンド、 
陸軍航空、ジェット機、戦略爆撃機、迎撃機、駆逐艦、

巡洋艦、主力艦、空母、輸送船、潜水艦、ASW 

3 

 装甲、パルチザン、高射砲 2 
 歩兵、補充部隊、海軍航空、神風特攻機 1 
陣地、レールヘッド（1カウンターあたり） 5 
港湾（1カウンターあたり） 10 

 
27.13 ２倍の再生産コスト: 次のユニットは、それらが除去された

ターン中に再建できますがそのコストは通常 BRP 生産コストの 2
倍となります。その後のターンでは、通常の BRP 生産コストで生

産できます。 
A. 孤立によって除去されたユニット。 
B. 通常のBRPコスト（9.82）を払わずに、攻勢の攻撃を実施した

孤立ユニット。 
C. 任意に除去されたユニット。 
 

27.2 制限: 
27.21 生産の 1 ターン遅れ: 特殊部隊ユニットは、それらが除去さ

れたプレイヤーターン中に再建できません。 
27.22 再生産の禁止: 次のユニットは、除去されれば再生産できま

せん。 
A. 太平洋のオランダのユニット。 
B. Vlasov、Wangおよびインド国民軍ユニット（例外: 日本がビル

マとインドの重要戦略目標を支配することにより日本の戦力プール

に加えられたインド国民軍ユニット- 72.93A）。このルールは、他に

認められれば、このような追加ユニットの生産を排除しません。 
C. 中小国の海軍ユニット（例外: オーストラリアの駆逐艦）。 
27.23 海軍航空ユニット: 海軍航空の生産は、海軍航空訓練限度

（17.353, 27.6）に従います。エリートの日本の NAS は、通常の

NAS（17.352）として再建されます。 
27.24 海軍ユニット: 特別のルールが、海軍ユニット、輸送船およ

びASWの生産を規定します（27.7）。 
 

27.3 生産限度: 
27.31 生産限度の影響: 各主要国が各ターンにユニット生産に消費

するBRPの数は、その生産限度を超過できません。 
27.32 生産限度の決定: 生産限度は以下のように決定されます。 
A. 基本的な生産限度: 各主要国の基本的な生産限度はそのBRP ベ

ースの3分の1です。 
・主要国によって 初に支配されていた重要経済地帯が敵の支配下

にある場合、その重要経済地帯の価値は、基本的な生産限度を決定

する前に、 初に支配していた主要国の BRP ベースから控除され

ます。 
・ロシアは、マップ東端から補給をトレースすることができる IC
のBRP価値を含めます。 
・英国の全体的な生産限度は、独立して計算されるイギリス諸島お

よび英連邦の生産限度の合計に基づきます。 
・生産限度は、その構成要素の1つがプレイの間に変わる場合は常

に再計算されます。 
B. 減少: 各主要国の基本的な生産限度は27.34A-Hの中で述べられ

るように減少されます。 
C. 増加: 各主要国の基本的な生産限度は27.35に述べられるように

増加させることができます。 
27.321 端数: 端数は生産限度の計算中には、そのまま計算します。

計算がすべて完了した後に、結果は整数になるように切り捨てられ

ます。 
例: 英国が輸送船の不足（27.34A）により 20BRP を、戦略爆撃（27.34C）
により10BRPを失います。英国の生産限度は6.67BRP および3.33BRP だ

け減少し、合計の減少は 10BRP となります（この計算を行う も簡単な方

法は、輸送船と戦略爆撃による損失を足し合わせ、3 で割ることです。

20+10=30/3=10BRP）。 
27.33 すべての生産コストが含まれます: 航空、陸上、海軍および

SW ユニット、陣地、港湾およびパルチザンの生産に費やされた

BRPはすべて生産限度に数えられます。 
27.34 生産限度の減少: 
A. 鉄鉱石（ドイツのみ）: スウェーデンからの鉄鉱石の出荷が遮断

される場合、ドイツの生産限度は 5BRP だけ減少します（86.42）。
この効力は累積的でなく、鉄鉱石の出荷が回復されれば否定されま

す。 
B. 輸送船: 
・大西洋の輸送船不足のために失われた英国の3BRPごとについて

イギリス諸島の生産限度が1BRPだけ減少します。 
・インド洋の輸送船不足のために失われた英国の3BRPごとについ

て英連邦の生産限度が1BRPだけ減少します。 
・輸送船不足は、日本の生産限度または米国の生産限度に影響があ

りません。 
C. 爆撃: 重要経済地帯または IC への戦略爆撃、飛行爆弾および戦

略核攻撃により失われた3BRPごとについて、防御側の主要国の生

産限度が1BRPだけ減少します。 
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・英国の重要経済地帯に対するドイツの爆撃、飛行爆弾および核攻

撃は、イギリス諸島の生産限度を減少します。 
・オーストラリアおよびインドに対する日本の爆撃および飛行爆弾

攻撃は、オーストラリアおよびインドの生産限度ならびに英連邦の

生産限度の両方をオーストラリアおよびインドのそれぞれにつき

高3BRPまで減少します（71.321, 72.321）。 
D. ロケット: 重要経済地帯または IC に対するロケット攻撃により

失われた各BRP について防御側の主要国の生産限度が1BRP だけ

減少されます。 
・英国の重要経済地帯に対するドイツのロケット攻撃は、イギリス

諸島の生産限度を減少します。 
・オーストラリアとインドに対する日本のロケット攻撃は、オース

トラリアおよびインドの生産限度ならびに英連邦の生産限度の両方

をオーストラリアおよびインドのそれぞれにつき 高 3BRP まで、

減少します（71.321, 72.321）。 
E. オーストラリアおよびインドに対する日本の脅威: 日本の戦闘

フェーズの終わりにオーストラリアまたはインドボックスに隣接し

ている日本の陸上戦力数が、オーストラリアまたはインドボックス

内の西側連合国の陸上戦力数を超えているために失われた英国の

3BRPごとについて、オーストラリアおよびインドの生産限度なら

びに英連邦の生産限度の両方がオーストラリアおよびインドのそれ

ぞれにつき1BRPづつ 高3BRPまで減少されます（71.42, 72.42）。 
F. ウラルに対する枢軸国の脅威: 枢軸国戦闘フェーズの終わりに

ウラルボックスに隣接している枢軸国または日本の陸上戦力数が、

ウラルボックス内のロシアの陸上戦力数を超えているために失われ

たロシアの3BRPごとについて、ロシアの生産限度は1BRPずつ

高15BRPまで減少します（81.71）。 
G. BRP譲渡: 主要国が譲渡した3BRPごとについて、譲渡が実施

されたターンにおけるその主要国の生産限度は1BRPだけ減少しま

す（40.23A）。 
H. 生産石油効果: 27.34A-Gのすべての減少を考慮した後に、生産

石油効果を受ける主要国は、その生産限度を半分にします。英国が

受ける生産石油効果は、イギリス諸島の生産限度にのみ適用されま

す（33.651）。 
27.35 生産限度の増加: 主要国が受け取った譲渡の3BRPごとにつ

いて、譲渡を受け取ったターンにおけるその主要国の生産限度は

1BRPだけ増加します（40.23B）。BRP譲渡による生産限度の増加

は、受取国の生産限度の減少がすべて決定された後に考慮に入れら

れます（27.34）。 
27.36 終計算: 
A. 英国の生産限度: 全体的な英国の生産限度は、イギリス諸島およ

び英連邦の生産限度を加えることにより決定されます。 
B. 端数切捨て: 一旦生産限度の減少（27.24）および増加（27.35）
がすべて行なわれた後に、 終結果は端数を切り捨てて整数にされ

ます。 
 

27.4 新しく生産されたユニットの配置: 
27.41 適格の位置: 新しく生産されたユニットの配置は、次の制限

に従います。 
27.42 本国: ユニットは、次の資格および制限に従い生産する主要

国の本国のみで生産できます（例外: 27.47）。 
A. ドイツ: 東プロシアはドイツの不可欠な部分です。 
B. イタリア: シシリーはイタリアの不可欠な部分です。イタリアは

サルジニアでユニットを生産できません。 
C. 日本: 九州、四国、本州および北海道だけが日本の本国と考えら

れます。日本は、樺太、千島または沖縄にユニットを生産できませ

ん。 
D. 英国: アルスターは英国の不可欠な部分です。 
E. フランス: フランスはコルシカでユニットを生産できません。

フランス植民地の1-3 歩兵ユニットはそれぞれの植民地で再建しな

くてはなりません（75.61）。 
F. ロシア: ロシアは東ヨーロッパまたはウラルボックスでユニッ

トを生産できません。シベリアでのユニット生産については、

27.476を参照してください。 
G. 米国: 米国のユニットはいずれかの米国ボックスに生産できま

す。 
H. 中国: 中国国民党および中国共産党は、満州でユニットを生産で

きません。 
27.43 補給: 
A. 一般: ユニットは孤立したヘクスまたは部分的に補給されたヘ

クスに生産できません。 
B. ロシア: 陣地を含むロシアのユニットは、ウラルボックスからマ

ップ端のロシアに支配されるヘクス（28.757A, B）を経由して補給

線をトレースすることができるヘクスにのみ生産できます。ICから

の補給は、ユニット生産の目的には十分ではありません。ロシアの

ユニットは孤立したシベリアの重要戦略目標に生産できません。 
27.44 敵ZOC: ユニットは、敵ZOC内のヘクスに生産できません。

２国が戦争中でなければ、ユニットは、将来の敵国の装甲ユニット

のZOCに関係なく国境ヘクスで生産できます。 
27.45 ヘクス支配: ユニットは、生産するプレイヤーターンの開始

時に生産する主要国によって支配されるヘクスにのみ生産できます。

ユニットは、奪還に続くプレイヤーターンまで、敵から奪還された

ヘクスに生産できません。 
27.46 スタック制限: スタック制限は配置中に遵守される必要があ

ります。 
27.47 本国外でのユニット生産: 本国外でのユニットの生産は、以

下の場合に認められます。 
27.471 日本: 日本は、各ターンに朝鮮および満州で歩兵（のみ）を

3 戦力まで生産できます。この3 戦力の限度は、それぞれの場所に

生産される戦力数ではなく、生産される戦力の総数に対して適用さ

れます。 
27.472 南アフリカ: 
A. 位置: 南アフリカのユニットは南アフリカボックスに生産され

ます。 
B. コスト: 南アフリカのユニットを生産するコストは、次の国が支

払うことができます。 
・英国。英国の生産限度に数えられる生産コストによる。または、 
・米国。米国の生産限度に数えられる生産コストによる。大西洋の

輸送船1つが、米国が南アフリカのユニットの生産コストを払うす

べてのターンに、必要な米国の BRP を南アフリカへ送るために使

用される必要があります。米国とドイツの戦争前の南アフリカのユ

ニット生産に対する米国の支出は、米国の参戦前の譲渡限度に数え

られます。 
27.473 オーストラリア: 
A. 位置: オーストラリアのユニットはオーストラリアのヘクスま

たはオーストラリアボックスに生産できます。 
B. 1ターンあたりの限度: オーストラリアの生産限度は1ターンあ

たり9BRPで、以下の各ターンの限度に従います。 
・歩兵: 任意の名称の3歩兵戦力。 
・航空: 1つのAAF。 
・造船: 英国と日本が戦争中（27.731F）の場合、１造船ポイント。

これは、西側連合国の輸送船戦力の生産またはオーストラリアの駆

逐艦1戦力を再建するために使用できます。オーストラリアはプレ

イ中に2つを超える駆逐艦戦力を持つことはできません。 
C. コスト: オーストラリアのユニットを生産するコストは、以下の

国が支払うことができます。 
・英国。英国の生産限度に数えられる生産コストによる。または、 
・米国。日本と英国の間の開戦に続く 初の連合国プレイヤーター

ン以降に、米国の生産限度に数えられる生産コストによって、オー
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ストラリアのユニットが米国により生産できます。太平洋の輸送船

1 つが、米国がオーストラリアユニットの生産コストを払うすべて

のターンに、必要な米国の BRP をオーストラリアへ送るために使

用される必要があります。 
27.474 インド: 
A. 位置: インドのユニットはインドのヘクスまたはインドボック

スに生産できます。 
B. 1 ターンあたりの限度: インドの生産限度は 1 ターンあたり

3BRPです。 
C. コスト: 英国はインドのユニット生産のコストを払わなくては

なりません。インドのユニット生産のコストは英国の生産限度に数

えられます。 
D. チンディット: チンディットは、任意の適格なインドのヘクスま

たはインドボックスに生産できます。チンディットを生産するBRP
コストは、インドではなく英国の生産限度に数えられます。 
27.475 カナダ: 
A. 位置: カナダの4-5装甲ユニットおよびカナダの3-4歩兵ユニッ

トは、カナダで生産されます。 
B. 造船: 西側連合国のASWおよび輸送船、英国の駆逐艦および潜

水艦は、カナダの造船容量の限度まで、カナダで生産できます。 
C. コスト: カナダのユニット生産のコストは次の国よって支払う

ことができます。 
・英国。英国の生産限度に数えられる生産コストによる。または、 
・米国。米国の生産限度に数えられる生産コストによる。米国とド

イツの戦争前のカナダのユニット生産に対する米国の支出は、米国

の戦争前譲渡限度に数えられます。 
27.476 ロシア: ロシアは各ターン、シベリアで陸上および（または）

航空ユニットを6BRP 分だけ通常のBRP コストで生産できます。

ロシアのユニットは、モンゴルまたはタンヌ・ツバでは生産できま

せん。 
27.477 フランス: フランスの 1-3 歩兵ユニットはフランス植民地

部隊を表わし、それらがキャンペーンゲームを開始した植民地

（75.61）のみに生産できます。 
27.478 陣地: 32.1を参照してください。 
 

27.5戦力プールおよび戦域間の転送: 
27.51 陸上ユニットの変更不可: 英国、米国およびロシアは一方の

戦域から別の戦域へユニットを転送することができます。陸上ユニ

ットはより小さな単位へ分割できず、戦域間で転送されたときによ

り大きな単位へ統合できません。両戦域のための移動力（陸上ユニ

ット）および活動範囲（航空ユニット）は、ユニットカウンター上

に示されています。 
27.52 米国の生産: 米国のユニットはそれがどこで失われたかにか

かわらず、いずれかの米国ボックスに生産できます。また米国の陸

上および航空ユニットは、1 ターンあたり 大 6 ユニットの割合

（28.751A, 28.752A）で一方の米国ボックスから他方までSRする

ことにより、またはインド洋の輸送船を使用すること（20.645）に

より、一方の戦域から別の戦域へ転送できます。 
 

27.6 海軍航空生産: 

27.61 海軍航空訓練限度: 各ターンに生産可能な海軍航空戦力数は、

すべての主要国について以下のように制限されています。米国 4、
日本3、英国2、ドイツ1、イタリア1、フランス0。日本の海軍航

空訓練限度は、一旦神風特攻機が形成されれば 2 倍になります

（17.353D）。この限度は、新しく戦力プールに加えられたものの生

産および除去された海軍航空ユニットの再建の両方に適用されます。

米国の CVE の生産は、海軍航空訓練限度を上限としますが、それ

には数えられません（17.353B）。海軍航空訓練限度は、量産への

RP の投資（42.22E）によって増加させることができます。ロシア

および中国は海軍航空ユニットを生産できません。 
 

27.7 海軍生産および修理: 

27.71 造船の位置: 
27.711 潜水艦、ASWおよび輸送船は次の位置に生産できます。 
A. 生産する主要国の本国にある任意の支配され完全に補給される

港湾。 
B. いずれかの米国ボックス（米国のみ）。 
C. カナダ（英国のみ）。 
C. オーストラリアボックス（1 ターンあたり 1 つの輸送船のみが、

英国と日本が戦争中の場合に英国により生産可能）。 
27.712 駆逐艦、CVE、巡洋艦および名前付きの海軍ユニットは、

次の位置に生産できます。 
A. 生産する主要国の本国にある錨のシンボルを含んでいる任意の

支配下の完全に補給される港湾。 
B. いずれかの米国ボックス（米国および英国のみ）。 
C. カナダ（英国の駆逐艦のみ）。 
D. オーストラリア（英国と日本が戦争中の場合に限りオーストラ

リアの駆逐艦のみ）。同時に 2 戦力を超えるオーストラリアの駆逐

艦は、プレイに登場しません。 
27.713 捕獲した造船所の使用: 巡洋艦または名前付きの海軍ユニ

ットは、 初に造船所を支配していた主要国が降服した場合に限り、

錨のシンボルを含んでいる捕獲された港湾で修理できます。その造

船所用の海軍生産表が、修理の経過を記録するために使用されます。

捕獲されたそれぞれの造船所は、1 の造船限度および 2 の造船所容

量を持っています。造船所がその所有国に奪還された場合、完全な

造船所限度および容量が回復されます。もし 初の所有国が降服し

た後、その同盟国によって奪還されれば、それは1の造船限度およ

び2の造船所容量を持つ捕獲された造船所として扱われます。 
27.72 造船と BRP コスト: 個々の海軍戦力は、生産するために 1
造船ポイントおよび3BRPを必要とします。 
 

海軍の修理および生産コスト- 27.7221 
状況: 破損 新規生産 

ユニット ターン    SB  ターン    SB 
DD    -            -    1           1 

CVE    -            -    1           1 
CA    1            -    2           2 

2戦力    2            1    4           2 
3戦力    2            1    8           3 
4戦力    2            1   12           4  
5戦力    2            1   16           5 

港湾で沈められた巡洋艦または有名艦は、 初にそれを引き上げ破損した

状態とするために 1 造船ポイントおよび 3BRP を消費し、その後に通常

の方法で修理するために造船所へ移すことにより修理できます。港湾で沈

められた駆逐艦およびCVE は永久に除去されます。米国だけがCVE を

生産できます。 
 
27.721 潜水艦、ASWおよび輸送船: 
27.7211 潜水艦、ASW および輸送は、各戦力につき 1 造船ポイン

トおよび3BRPのコストで直ちに生産されます。 
27.7212 輸送船は、基地へ帰還したときに造船ポイントおよびBRP
コストなしで直ちに修理されます。 
27.722 駆逐艦、CVE、巡洋艦および有名艦: 
27.7221 駆逐艦、CVE、巡洋艦および有名艦の生産および修理に要

するターン数および造船コストは、以下のとおりです。使用される

各造船ポイントにつき 3BRP のコストがかかります。米国だけが

CVEを生産できます。 
27.7222 海軍生産に対する制限: 
27.72221 高速空母: 
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A. 米国および日本はCV、CVBおよびCVLを生産できます。 
B. ドイツ、イタリアおよび英国はCVLだけを生産できます。 
C. ロシア、フランスおよび中国は高速空母を生産できません。 
D. 米国の開戦前の高速空母生産に対する制限については、27.7325
を参照してください。 
27.72222 CVE: 
A. 米国だけがCVEを生産できます。 
B. 米国はUSATが28に達した後に、米国のBRP譲渡限度に数え

られる生産コストで、英国のCVEを生産できます。英国のCVEの

生産は、英国の海軍航空訓練限度によって制限されます。 
C. 米国は、USATが34に達した後に、米国のCVEを生産できま

す。米国の CVE の生産は、米国の海軍航空訓練限度によって制限

されます。 
27.72223 米国の造船: 
A. 各ターン、米国の造船限度の半分（端数切上げ）までが、駆逐艦、

CVE、潜水艦、ASWおよび輸送船を生産するために使用できます。

この制限は、個々の米国の造船所へ別々に適用されます。 
B. 巡洋艦および有名艦を生産するために使用できる米国の造船所

の割合に制限はありません。 
27.72224 カウンター数による制限なし: 海軍ユニットの生産は、利

用可能なカウンターによって制限されていません。 
27.723 海軍生産表: 駆逐艦、CVE、巡洋艦および有名艦の生産、

ならびに巡洋艦および有名艦の修理は、所有する主要国のシナリオ

カード上の海軍生産表を使用して記録されます。巡洋艦または有名

艦が修理でき生産できる港湾またはマップボックスは、それぞれ海

軍生産表を持っています。 
 

海軍生産- キール 
限度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

容量 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24
レベル 春 夏 秋 冬 

5 

    

4 

    
 

Tirpitz 
（BB4） 

3 

    
 

Bismarck 
（BB4） 

2 

  
 

Graf Zeppelin 
（CVL） 

 
 
 

CA 

 

 
進水 

    

 
修理待ち 

破損した艦船はここで修理を待つこと。 

開始時の海軍ユニット: BC3:Gneisenau, Scharnhorst; PB2: Graf Spee, 
Lutzow, Scheer; CA4; DD6。 

 
27.724 海軍生産表の使用: 個々の海軍生産表は、それが表わす港湾

またはマップボックスの次の本質的な特徴を表示しています。 
A. 造船限度: 造船限度は、1ターンにその港湾またはマップボック

スで消費できる造船ポイントの数を表わします。米国の戦前の造船

限度は、USAT およびUSJT の増加（36.34）に伴いどの程度その

造船所が動員されるかという範囲により決定されます。 
B. 造船所容量: 造船所容量は、いずれかの時点でその港湾またはマ

ップボックスで修理または生産されることができる駆逐艦、CVE、
巡洋艦および有名艦の数を表わします。修理を待っている艦船は、

造船所容量および造船所が位置する港湾の基地容量には数えられま

せん。潜水艦、ASWおよび輸送船は造船所容量に数えられません。

造船所容量は、各位置の造船限度の2倍です。（例外: 各米国ボック

スの開始時の造船限度は1ですが、各米国ボックスの開始時の造船

所容量は 10 です。米国ボックスの造船限度が 5 を超過した後は、

その米国ボックスの造船所容量は通常通り増加します。）  
C. 造船レベル: 造船レベルは、海軍の修理および生産の進行を記録

するために使用されます。海軍ユニットが完成に近づくとともに、

それは「進水」列へ向けて海軍生産表を下へ移動されます。 
D. 修理を待ち: 破損した艦船は、修理が開始され海軍生産表の適切

なボックスに置かれるまで「修理待ち」ボックスに置かれます。 
E. 開始時戦力: 1939 年秋における生産中の艦船の状況は、個々の

海軍生産表上で示されています。個々のそのような艦船に対応する

カウンターが海軍生産表に置かれた後は、開始時の位置は無視しま

す。 
27.725 新規生産の開始: 
27.7251 主要国は、艦船の生産を開始するために艦船のサイズまた

はタイプにかかわらず、1造船ポイントおよび3BRPを消費しなけ

ればなりません。 
A. 有名艦は、適当な海軍生産表上にそのサイズに対応する列でその

ターン用の場所に置かれます。したがって3戦力船が春に生産開始

される場合には、「3」列の「春」の場所に置かれます。 
B. 巡洋艦は「2」列の建設が始められるターン用の場所から2コラ

ムの場所に置かれます。巡洋艦は2戦力の要素として生産される必

要があります。したがって、春に生産開始された巡洋艦は、「2」列

の「秋」の場所に置かれます。 
C. 駆逐艦とCVEは「進水」列の生産開始されるターン用の場所の

1 つ右のコラムに置かれます。冬ターンに生産開始された駆逐艦お

よびCVEは、「進水」列の春のコラムに置かれます。 
27.726 修理の開始: 
27.7261 破損した艦船: 破損した巡洋艦および有名艦は、それらが

修理を行なうことができる場所まで移動または再配備されるまで修

理できません。それらは修理場所に向かう途中でインターセプトさ

れるかもしれず、再度破損されれば沈められます。到着後は、それ

らはその場所用の海軍生産表の「修理待ち」ボックスに置かれます。 
27.7262 港湾で沈められた艦船: 港湾で沈められた巡洋艦および有

名艦は、ユニット生産フェーズ中に1造船ポイントおよび3BRPを

初に消費することにより被害を受けた状態で引き上げられ、その

後に通常の方法で修理するために造船所へ移動することができます。

これ以外では港湾で沈められた艦船は移動できません。修理は、そ

の艦船が被害を受けた状態で引き上げられたプレイヤーターン中に

は開始できません。港湾で沈められた駆逐艦および CVE は永久に

除去されます。 
27.7263 艦船を引き上げる造船ポイントの出所: 港湾で沈められた

艦船を引き上げるために使用される造船ポイントは、その艦船の場

所へ専門家および労働者を転送することを表わしており、所有する

主要国により支配される任意の造船所から支払われます。米国の大

西洋の造船所はヨーロッパ戦域でのみ使用できます。米国の太平洋

の造船所は太平洋戦域でのみ使用できます。英国の造船所はいずれ

の戦域でも使用できます。主要国は、別の主要国が所有する艦船を

引き上げるためにその造船ポイントを使用できません。 
27.7264 修理の場所: 英国の艦船は、グラスゴーで、または米国が

ドイツと戦争中の場合にはいずれかの米国ボックス内で修理できま

す。ヨーロッパにある米国の艦船は米国大西洋岸ボックス内で修理

され、太平洋にある米国の艦船は米国太平洋岸ボックス内で修理さ

れます。 
27.7265 ビシーフランスの修理: ビシーフランスの艦船はマルセイ

ユの造船所で修理できます。ビシーフランスが提携または活性化し
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ていない場合には、修理のためのBRPコストは必要ありません。 
27.7266 修理に対する制限: 
A. 1ターンの遅延: 修理は、巡洋艦および有名艦が破損されたプレ

イヤーターンには開始できません。 
B. ロシア: 太平洋戦域のロシアの有名艦および巡洋艦は修理でき

ません。 
C. 中小国: 中小国の巡洋艦は、その基地に関する通常の地理的な制

限に違反することとなっても、その同盟党派の主要国が所有してい

る造船所で修理できます。修理された後は、そのような巡洋艦は再

び基地に関する地理的な制限を受けます。 
27.7267 修理開始: 主要国はユニット生産フェーズ中に、1 造船ポ

イントおよび3BRPを消費して、破損した有名艦を海軍生産表の「修

理待ち」ボックスから修理完了に必要な時間を反映したスペースへ

転送できます。例えば、春ターンのユニット生産フェーズには、修

理に 2 ターンを要する破損した有名艦は、「進水」列の「秋」コラ

ムに置かれます。巡洋艦は、造船ポイントまたは BRP コストなし

で修理でき、修理に 1 ターンを要するので、「進水」列の修理開始

に続くターン用のコラムに置かれます。造船容量は、破損した有名

艦および巡洋艦の修理を制限します。 
27.727 生産と修理の継続: 
27.7271 一旦生産または修理が開始されたならば、生産中の海軍ユ

ニットと修理中の海軍ユニットは区別されません。 
27.7272 各ユニット生産フェーズに、移動しているプレイヤーは、

各海軍生産表のそのターン用のコラムに現われる個々の海軍ユニッ

トに対して5つの選択肢を持っています。他のターン用のコラムに

ある海軍ユニットは無視されます。 
A. 生産の継続: 海軍ユニットの生産または修理は、1造船ポイント

および3BRPを支払って同じコラムの1つ下の列に海軍ユニットを

移動させることにより継続できます。 
B. 生産の加速: 3 戦力、4 戦力および 5 戦力艦の生産は、通常の 1
造船ポイントと3BRPのコスト（27.7272A）に加えて追加の3BRP
または6BRPを支払うことで加速することができます。合計6BRP
（加速用の3BRPを含む）および1造船ポイントの消費は、加速さ

れた船を1列下で1つ左のコラムに移動させ、これにより艦船を進

める次の機会は、加速しない場合よりも 1 ターン早く到来します。

合計9BRP（加速用の6BRPを含む）および1造船ポイントの消費

は、加速された艦船を１列下で２コラム分移動させ（チェス用語の

「騎士の動き」）、これにより艦船を進める次の機会は、加速しない

場合よりも2ターン早く到来します。加速には次の制限が課されま

す。 
・海軍ユニットが海軍生産表に 初に置かれるときには、加速は認

められません。 
・艦船は海軍生産表の「5」、「4」または「3」の列にある場合に限

り加速できます。 
・1戦力および2戦力の海軍ユニットおよび艦船は加速できません。 
・イタリアは西側連合国と開戦するまで海軍生産を加速できません。 
・日本は、米国と戦争中またはUSJTが40以上である場合にのみ、

海軍生産を加速できます。 
・米国は、日本と戦争中またはUSJTが40以上である場合にのみ、

太平洋で海軍生産を加速できます。 
・米国は、ドイツと戦争中の場合にのみ、大西洋で海軍生産を加速

できます。 
C. 生産の延期: 海軍ユニットの生産または修理は、造船ポイントま

たはBRP コストなしで、同じ列の 1 つ右のコラムに船カウンター

を移動させることによって延期できます。「冬」コラムにある海軍ユ

ニットは「春」コラムに移動されます。したがって生産または修理

の完成は1ターン遅れます。その主要国がユニット生産フェーズの

初に十分な BRP を持っている場合には、海軍生産の延期は次の

制限に従います。 
・イタリアは西側連合国と開戦するまで、海軍生産を延期できませ

ん。 
・フランスは、次のいずれかに続く連合国プレイヤーターンまで海

軍生産を延期できません。 
o イタリアによる英国またはフランスへの宣戦布告。 
o 初の枢軸国の西部戦線上での全面攻勢。または、 
o 初のドイツの西部戦線にある中小国に対する宣戦布告。 

・日本は、米国と戦争中またはUSJTが40以上である場合にのみ、

海軍生産を延期できます。 
・米国は、日本と戦争中またはUSJTが40以上である場合にのみ、

太平洋で海軍生産を延期できます。 
・米国は、ドイツと戦争中の場合にのみ、大西洋で海軍生産を延期

できます。 
D. 放棄: プレイヤーは他の用途のために造船所容量を空けるため

に任意に海軍ユニットを除去できます。放棄は、海軍生産の延期

（27.7272C）と同じ制限に従います。 
E. 艦船の進水: 海軍ユニットが「進水」列に進入する場合、それは

マップ上の海軍生産表に対応する港湾またはマップボックスに裏返

しで直ちに置かれます。 
27.7273 駆逐艦: 新しい駆逐艦の生産は 1 造船ポイントおよび

3BRPを要求します。それは1ターン後に、それ以上の消費なしで

自動的に進水します。 
27.7274 CVE: 新しいCVEの生産は1造船ポイントおよび3BRP
を要求します。それは1ターン後に、それ以上の消費なしで自動的

に進水します。各ターンに米国が生産する米国および英国の CVE
の数は、米国および英国の海軍訓練限度（17.353B）によって制限

されます。 
27.728 修理または生産中の艦船の状況: 
27.7281 海軍生産表の「修理待ち」ボックス内の艦船は、その港湾

から移動または再配備できます。海軍生産表の「2」または「進水」

列にある部分的に完成した艦船または破損した艦船は、その港湾か

ら任意に移動または再配備できませんが、その港湾が敵陸上ユニッ

トによって占領される場合、置き換えられます。どちらの場合でも、

そのような艦船は敵の航空および海軍ユニットによりインターセプ

トされるかもしれず、これらの艦船は、敵の航空または海軍ユニッ

トのインターセプトで発生する戦闘を解決する前に破損されている

と考えられます。海軍生産表の「修理待ち」ボックスから移動また

は再配備する艦船、あるいは「2」または「進水」列から置き換え

られる艦船は、破損した艦船として扱われ、それが入る造船所の「修

理待ち」ボックスに置かれます。 
27.7282 海軍生産表の3番目以上の列にある部分的に完成した船は

移動できず、その造船所が敵に支配される場合には除去されます。 
27.7283 港湾にいる間に敵の航空ユニットによって攻撃される「修

理待ち」ボックスにある破損された艦船は、敵の航空攻撃の解決に

先立って破損されていると考えられます。部分的に完成した船およ

び現在修理中の艦船は、戦略爆撃（26.78）によってのみ攻撃できま

す。 
27.73 造船限度: 
27.731 ゲーム開始時の造船限度は以下のとおりです。これらの造

船限度は造船へのRPの割付けによって増加できます。 
A. ドイツ: ２（キール） 
B. イタリア: ２（ジェノア、トリエステが各々１） 
C. 日本: ３（鹿児島） 
D. ロシア: ２（レニングラード、セバストーポリが各々１） 
E. 英国: ５（ロサイス（4）、カナダ（1）） 
F. オーストラリア: １（英国と日本が戦争中の場合） 
G. フランス: ２（ロリアン、マルセイユが各々１） 
H. 米国: ２（大西洋（1）、太平洋（1）） 
27.732 米国の戦前の造船: 
27.7321 米国は、各戦域で開始時に 1 の造船限度および 10 の造船

所容量を持っています。米国は動員（36.34）または量産（42.23D）
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によってその造船限度を増加させることができます。 
A. 動員による米国の造船の増加は、緊張が動員を引き起こした戦域

の米国ボックスに割り当てなくてはなりません。各動員では1を超

える造船の増加は発生しません。 
B. 量産による米国の造船の増加はいずれかの米国ボックスに割り

当てることができます。米国の造船は、米国がその戦域で戦争中ま

たはその戦域の米国緊張レベルが 50 以上となるまで、その戦域で

量産により増加できません。 
27.7322 輸送船: 米国は、USAT が 28 以上である場合に、米国と

ドイツの開戦に先立ち輸送船を生産するためにその造船所を使用で

きます。このような生産のBRPコストは、米国によって支払われ、

米国の英国に対するBRP譲渡限度（25を超える各USATレベルに

つき1BRP）および米国の生産限度に数えられます。 
27.7323 日本との開戦に先立ち米国太平洋岸ボックスで建造され

た米国の艦船は、それが進水したターンに米国大西洋岸ボックスに

再配備される場合、太平洋艦隊の一部になりません。 
27.7324 1 つの戦域だけでプレイしている場合、その戦域の動員お

よび量産による増加が米国の造船限度を規定します。 
27.7325 米国の高速空母に対する生産制限: 米国と日本の開戦前に

は、米国の高速空母の生産は、下に述べられた事態によって可能と

なるものを除き禁止されます。この制限は、ゲーム開始時に先立ち

開始されている米国の高速空母の継続的な生産には影響しません。

次の事態の各々について、米国は任意のタイプの高速空母1つを生

産開始できます。 
A. Hiryu（1939年秋）、Shokaku（1941年春）およびZuikaku（1941
年夏）の進水（各進水につき1つの高速空母）。 
B. 他の日本の高速空母の生産開始（日本の海軍生産表に置かれた

個々の日本の高速空母につき1つの高速空母）。 
27.73251 ヨーロッパのシナリオ: ヨーロッパのシナリオでは、米国

は、枢軸国により生産が開始された個々の高速空母につき、任意の

タイプの高速空母の生産を開始できます（ドイツまたはイタリアの

海軍生産表に置かれた個々のドイツまたはイタリアの高速空母につ

き1つの高速空母）。 
27.74 造船所容量: 
27.741 各場所における駆逐艦、CVE、巡洋艦および有名艦の生産、

または巡洋艦および有名艦を修理できる造船所容量の合計は、その

場所の造船限度の２倍です。いずれかの時点における各造船所の海

軍生産表上の駆逐艦、CVE、巡洋艦または有名艦カウンターの数は、

その場所の造船所容量を超過できません。この制限を超過する場合

には、新規の艦船は生産開始できず、破損した艦船の修理は開始で

きません。 
27.742 海軍の生産または修理の完成により、海軍生産表からマッ

プに艦船が転送される場合、新規の艦船の生産または破損した艦船

の修理は、同じユニット生産フェーズ中に開始することができます。 
27.743 米国の戦前の造船所容量: 米国の参戦前には、たとえ緊張の

国内政治に対する影響が動員および米国の造船限度を規定している

としても、造船所の有効性を反映し、その米国ボックスの造船限度

が5を超えていない場合には、各米国ボックスの米国の造船所容量

は10です。 
 

27.8 新しく生産された航空および海軍ユニットの裏返し: 

27.81 裏返しで生産される航空および海軍ユニット: すべての航空

および海軍ユニットは、生産または修理されたときに裏返しで置か

れます。 
27.82 再配備の影響: 
A. 航空: 新しく生産された航空ユニットは、十分な石油がその目的

に利用可能（33.7）な場合には、生産されたプレイヤーターンの終

了時に表に戻すことができますが、それが再配備フェーズ中に新し

い基地へ再配備された場合には、引き続き次の相手プレイヤーター

ンの間、裏返されます。 
B. 海軍: 新しく生産または修理された海軍ユニットは、十分な石油

がその目的に利用可能（33.7）な場合、それらが進水したプレイヤ

ーターンの終了時に表に戻せますが、それが再配備フェーズ中に新

しい基地へNRされた場合には、引き続き次の相手プレイヤーター

ンの間、裏返されます。 
 

27.9 SWユニットの生産: 
27.91 裏返し: ユニット生産フェーズ中に生産されたSW ユニット

は、SW ボックスに置かれた場合には裏返されません。生産された

プレイヤーターンにマップ上に再配備された潜水艦は、海軍ユニッ

トと同様の場合に（28.82）裏返されたままとなります。 
27.92 航空ユニットの配置: 新しく生産された戦略爆撃機および迎

撃機は以下のように置かれます。 
A. ドイツ: 大西洋SWボックス内の任意の戦線上。 
B. 日本: 太平洋SWボックス内の任意の戦線上。 
C. 英国: 大西洋SWボックス内の任意の戦線上。 
D. 米国: 米国がその戦域で戦争中の場合、大西洋または太平洋SW
ボックス内の任意の戦線上。新しく生産された米国の戦略爆撃機お

よび迎撃機は、米国が戦争中でない戦域では米国ボックスに置かれ

ます。 
E. ロシア: 大西洋または太平洋 SW ボックスの東部戦線またはア

ジア戦線上。 
27.93 海軍ユニットの配置: 新しく生産された潜水艦、ASWおよび

輸送船は以下のように置かれます。 
A. ドイツ: 任意の西部戦線またはバルト海の港湾。 
B. イタリア: イタリアの任意の港湾またはシシリー（潜水艦のみ）。 
C. 日本: 任意の日本の港湾。 
D. 英国: 任意の英国の港湾またはアルスター。 
E. カナダ: カナダ。 
F. オーストラリア: オーストラリアボックス（輸送船のみ）。 
G. 米国: 米国大西洋岸または太平洋岸ボックスのいずれか。 
27.94 海軍ユニットのSW ボックスへの転送: 生産後に、潜水艦、

ASW および輸送船は、SW ボックスに以下のように再配備できま

す。 
A. 大西洋 SW ボックス: ヨーロッパまたは米国大西洋岸ボックス

で生産された潜水艦、ASW および輸送船は、大西洋SW ボックス

に再配備できます。 
B. 太平洋SWボックス: 日本、米国太平洋岸ボックスまたはオース

トラリアで生産された潜水艦、ASW および輸送船は、太平洋 SW
ボックスに再配備できます。 
C. インド洋 SW ボックス: オーストラリアボックスで生産された

輸送船は、インド洋SWボックスに再配備できます。日本の潜水艦

は、太平洋SWボックスまたはヘクスCC2、DD2およびEE1まで

40 ヘクス内の任意の港湾からインド洋 SW ボックスに再配備でき

ます。 
 

28. 再配備 
28.1 再配備フェーズ 
28.2 再配備に対する制限 
28.3 再配備のメカニックス 
28.4 戦術再配備 
28.5 海上再配備 
28.6 戦略再配備 
28.7 マップ外再配備 
28.8 航空、海軍およびSWユニットに対する再配備の影響 
28.9ユニットの任意除去 
 



© 2003 GMT Games A World At War 0303-11 06-17-03, 12-31-03 
 

 103

28.1 再配備フェーズ: 
28.11 再配備フェーズ: ユニット生産の後、再配備フェーズ中に、

各同盟はその陸上、航空、海軍およびSWユニットを以下に従って

再配備できます。 
28.12 再配備のタイプ: 3つのタイプの再配備があります。 
A. 戦術再配備（TR）: 陸上ユニットは、その移動力で認められた

限度まで移動でき、航空ユニットは基地変更を実施できます。 
B. 海上再配備（NR）: 海軍ユニット、ASW および輸送船は再配

備でき、陸上および航空ユニットは海上護衛されることができます。 
C. 戦略再配備（SR）: 陸上および航空ユニットは、それが再配備

される先の重要戦略目標の容量まで、その通常の移動および基地変

更能力を超過する距離を移動できます。 
28.13 再配備フェーズのセグメント: 再配備フェーズは次のセグメ

ントからなります。 
A. TR 
B. SR（NRを試みているユニットのみ） 
C. NR 
D. SR 
E. TR（NRまたはSRされたユニットのみ） 
 

28.2 再配備に対する制限: 

28.21 適格のユニット: 各同盟は 28.22 に従い、その同盟の主要国

および中小同盟国に属する陸上、航空、海軍およびSWユニットを

再配備できます。 
28.22 不適格なユニット: 
A. 孤立したユニットは再配備できません。 
B. 部分的に補給されているか、陸軍石油効果を受ける陸上ユニット

はNRできません。 
C. パルチザンおよび提携中小国のユニットは再配備できません。 
28.23 支配され補給されるヘクスに制限される再配備: 再配備して

いるユニットは、石油効果を受けているものを含む、支配され、完

全または部分的に補給されたヘクスにのみ進入または通過できます

（例外: 航空ユニットは補給されていないヘクスの上を飛行できま

す- 28.342）。多人数ゲームでは、ユニットは、パートナーが同意す

れば同盟または連合のパートナーによって支配されたヘクス上に再

配備できます。 
28.24 新しく獲得したヘクスへの再配備可能: 28.25の制限に従い、

ユニットは、そのへクスが再配備フェーズに先行する戦闘後補給フ

ェーズ中に完全にまたは部分的に補給されていた場合には、前の移

動または戦闘フェーズの間に獲得したヘクスへ、およびそのヘクス

を通過して再配備できます。 
28.25 敵カウンターに隣接する再配備の禁止: 陸上、航空、海軍ま

たはSWユニットの再配備およびユニット生産フェーズ中に実施さ

れたBRP譲渡の経路は、28.26で認められる場合以外には、敵の陸

上、航空、海軍またはSWユニット、パルチザン、航空基地カウン

ター、ロケット基地、橋頭堡、港湾カウンター、レールヘッド、要

塞、陣地、ICまたは秘密施設に隣接して開始、終了または通過でき

ません。 
28.26 敵に隣接する再配備が認められる場合: ユニットは以下の場

合に敵カウンターに隣接しているヘクスで再配備を開始、通過、終

了できます。 
A. 「敵性」主要国が中立であり、したがってユニットを再配備する

同盟と戦争中でない場合。 
B. 隣接したヘクスの敵ユニットが、特定の外交結果により再配備が

中立のヘクスを通過して実施されるような政治的な理由により、再

配備ヘクスに進入できない場合。 
C. 敵カウンターが、横断可能海峡を含めて海面で分けられた隣接ヘ

クスにある場合。湖はヘクスを分離するのに十分ですが、河川はそ

うではありません。 
D. ヘクス Z8 の敵ユニットの存在にかかわらず、ジブラルタルへ、

またはジブラルタルから（73.41）。 
28.27 NR: 海上を再配備しているユニットは、敵ユニットを含んで

いるヘクスに隣接またはそのヘクスを通過することができますが

（例外: ジブラルタル、トルコ海峡、コペンハーゲンおよびスカゲ

ラク、マラッカ海峡、スンダ海峡、スエズ運河- 21.211）、敵カウン

ターに隣接している港湾で再配備の海上部分を開始または終了でき

ません（例外: ジブラルタル: 28.26D）。 
28.28 スタック制限: スタック制限は再配備フェーズの終了時に適

用されますが、再配備フェーズ中の様々なセグメントの終了時には

適用されません。 
 

28.3 再配備のメカニックス: 
28.31 シークエンス: 
28.311 TR: すべての適格のユニットはNRおよびSRに先立ちTR
できます。 
28.312 NRに先立つSR: すべての初期のTRが完了した後に、適格

のユニットはNR のために港湾へSR できます。NR されないユニ

ットは、NRが完了した後までSRできません。 
28.313 NR: 適格のユニットはNRできます。海上護衛を含むすべ

ての NRは、同時に相手に発表され、その後移動しているプレイヤ

ーの望む順で実施されます。NR を実施したか、またはNR に割り

当てられた航空および海軍ユニットは、同じ再配備フェーズ中に他

のユニットのNRを防御するためには使用できません。 
ともにNRされる海軍ユニットは、インターセプトされた場合には
共同で戦います。航空ユニットの TR は、同じ再配備フェーズ中に
発生するその後の海軍ユニットのNRを防御する能力を妨害せず、
また、同じ再配備フェーズ中にNRのインターセプトにより発生す
る海軍戦闘に参加した後に、航空ユニットが SR されることも妨げ
られません。NR される前にSR された航空ユニットはNR を防御
できません。 
28.314 SR: すべてのNRが完了した後に、NRされる前にSRした

ユニットを含む適格のユニットはSRできます。 
28.315 追加的 TR: すべての NR および SR が完了した後に、NR
またはSRされたユニットは再びTRできます。 
28.32 異なった基地への別々の NR: 同じ基地を目的地とする NR
は、それらが異なる場所を出発地としていても、敵のインターセプ

トからの保護に関して同時に実施されていると考えます。異なる目

的地へのNRは別々に実施され、それらが同じ海面へクスを通過し

ても、相互の保護による利益を得ることはできません。 
28.321 陸上ユニット: 陸上ユニットは、海上護衛または空輸を受け

なければ再配備の間に全水へクスサイドを通過できません（例外: 
河川および横断可能海峡）。 
28.33 IC: ICは再配備できません。 
28.34 航空ユニット: 
28.341 海上護衛がなければ基地の連鎖が必要: 航空ユニットは、補

給されていない航空基地から再配備できますが、航空石油効果を受

けるものを含めて完全または部分的に補給された航空基地へ、また

はその航空基地を通ってのみ再配備できます。中間の基地の容量は

無関係です。航空ユニットは、支配している航空基地から完全また

は部分的に補給され支配された対岸の航空基地まで、8 ヘクス（ヨ

ーロッパ）または6ヘクス（太平洋）以下の経路をトレースするか、

または海上再配備のために海上護衛を使用することで海面上を再配

備できます。TR は8 ヘクス（ヨーロッパ）または6 ヘクス（太平

洋）に制限されています。航空ユニットは、完全または部分的に補

給された航空基地の連鎖を使用することにより、8 ヘクス（ヨーロ

ッパ）または6ヘクス（太平洋）を超えてSRできます。海軍航空

ユニットについては、必要な航空基地の連鎖に完全または部分的に
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補給され支配された1ヘクス島嶼を含めることができ、また、含ま

れる航空基地は、どちらの戦域でも6ヘクス以下である必要があり

ます。同盟または連合パートナーによって支配された航空基地は、

協力制限または多人数ゲームでの同意不足によって禁止されなかっ

た場合に使用できます。 
28.342 航空ユニットが再配備するヘクスの状況: 航空ユニットは

非補給のへクス、および陸上部分が味方の支配下にある場合または

陸上部分が中立国の支配下にあり、航空ユニットが全陸上へクスサ

イドを横切らない場合には部分的な陸上・海面ヘクスを通過して再

配備できます。航空ユニットは、完全に敵または中立国の支配下に

あるへクス、または陸上部分が敵支配下にある部分的な陸上・海面

ヘクス上を通過して再配備できません。 
28.343 海上の空母を出入りする再配備の禁止: NASは、NRされて

いる海上の高速空母に、またはその空母から再配備できません。 
28.35 航空基地およびロケット基地: 航空基地とロケット基地は再

配備できません。 
28.36 空輸: 
A. 空輸可能な陸上ユニット（18.543）は、運用中の航空基地内の

裏返されていない輸送機戦力を使用することにより8ヘクス（ヨー

ロッパ）または6ヘクス（太平洋）ヘクスまで再配備できます（18.54）。 
B. 陸上ユニットが輸送機戦力によりTRされる場合、陸上ユニット

および輸送機戦力の両方は、同じ航空基地で再配備フェーズを開始

しなくてはなりません。同様に、陸上ユニットが輸送機戦力により

SR される場合、陸上ユニットおよび輸送機戦力の両方は、同じ航

空基地で再配備フェーズのSR セグメントを開始しなくてはなりま

せん。 
C. 陸上ユニットを再配備させるために使用される空輸戦力は、その

基地に残るか、または目的地の基地へ再配備できます。 
D. 空輸任務に使用された輸送機戦力は、空輸任務が実行された再

配備セグメントの終わりに裏返されます。陸上ユニットの空輸に使

用された輸送機戦力は、他の制限がない場合には後の再配備セグメ

ント中に再配備できます。 
E. 重要戦略目標の間で SR できる陸上ユニットおよび航空戦力の

数に対する制限（28.62）は、SRされた陸上ユニットおよびSRに

使用した輸送機戦力の両方に適用されます。 
 

28.4 戦術再配備: 
28.41 通常の移動制限の適用: 通常の移動制限が TR に適用されま

す。陸上ユニットが移動できる移動力数は、地形、天候および他の

要素により減少されます（13.4）。 
28.42 攻勢オペレーションの禁止: TRしている陸上ユニットは、再

配備フェーズ中に移動に関連する攻勢オペレーション（オーバーラ

ン、海輸）を実施できません。 
28.43 すべての適格のユニットが TR 可能: 同盟国の陸上および航

空ユニットの全部または一部は、他に認められている限り（28.2）、
TRでき、全くTRしなくてもかまいません。 
28.44 TR は戦線境界に制限されません: 陸上および航空ユニット

は、戦線の境界を横切ってTRできます。 
28.45 マップ外のTR: マップ上への、またはマップからのTR は、

オーストラリア、インドおよびウラルボックスを出入りするものの

みが認められます。 
28.46 航空ユニットは引き続き裏返されます: そのプレイヤーター

ンに使用され、その後にTR された航空ユニットは、次の相手プレ

イヤーターンの間に引き続き裏返されます。 
 

28.5 海上再配備: 

28.51 NRに対する制限: 
28.511 場所: ユニットは、港湾、1ヘクスまたは2ヘクス島または

マップボックスで再配備フェーズのNRセグメントを開始する場合

にのみNRできます。 
28.512 補給: 海軍ユニット、輸送船およびASWは、補給されてい

ない港湾から再配備できますが、完全または部分的に補給された港

湾またはマップボックスへ、またはその港湾またはマップボックス

を通過してのみ再配備できます。 
28.513 範囲の制限: NRまたは海上護衛を実施するヨーロッパおよ

び太平洋の海軍ユニットは、活動範囲または戦線境界の制限を受け

ませんが、それらは支配下の完全または部分的に補給される港湾に

寄港せずに、20ヘクス（ヨーロッパ）または10ヘクス（太平洋）

を超える海面へクスを通過することはできません。（例外: 日本か

らの日本の NR および真珠湾からの西側連合国の NR は、20 へク

スの範囲を持ちます。日本がウェーキ島およびミッドウェーまたは

ジョンストン島を支配して完全に補給していれば、日本は日本と日

本が支配するハワイ諸島の間をNR できます。NR または海上護衛

はこれらの島を通過し、その後に目的地へクスに 短距離で進む必

要があります。） 
28.514 ジブラルタル: 海軍ユニットは、ジブラルタルが味方の支配

下にある場合のみ、ジブラルタル海峡による NR ができます

（21.211B）（例外: 潜水艦- 25.15）。したがって英国降服後の連合

国によるジブラルタルの支配は、ジブラルタル海峡を通過する枢軸

国艦隊の再配備を禁止します。海峡に隣接するジブラルタル以外の

ヘクス（AA9 とBB8 を含む）内の敵対部隊は、ジブラルタル自身

が支配されている限り、ジブラルタルへ、またはジブラルタルを通

過するNRを妨害しません。ジブラルタルへの、およびジブラルタ

ルからの海上護衛は同様に認められます。 
28.515 トルコ海峡: 海軍ユニットは、横断可能海峡に隣接している

4 ヘクスがすべて味方の支配下にある場合にのみ、トルコ海峡によ

るNRができます（21.1323）。 
28.516 コペンハーゲンおよびスカゲラク海峡: 海軍ユニットは、コ

ペンハーゲンおよびスカゲラク海峡が味方の支配下にある場合にの

み、バルト海と北海の間のNRができます（21.211C, D）。 
28.517 シンガポール: 海軍ユニットは、シンガポールが味方の支配

下にある場合にのみ、マラッカ海峡（DD11, EE10）によるNRが

できます（21.211E）。 
28.518 スンダ海峡: 海軍ユニットは、ヘクス II10（スマトラ）およ

び II11（ジャワ）が味方の支配下にある場合にのみ、スンダ海峡に

よるNRができます（21.211F）。 
28.519 スエズ運河: 海軍ユニットは、運河に隣接している陸上ヘク

スがすべて味方の支配下にある場合にのみ、スエズ運河による NR
ができます（88.342）。 
28.52 NRのインターセプト: 
28.521 認められるインターセプト: 陸上または航空機で再配備さ

れるユニットはインターセプトされません。NRされるユニットは、

以下に述べるように攻撃およびインターセプトを受けます。 
28.522 通常通り解決されるインターセプト: NRは裏返されていな

い敵の航空ユニットによって攻撃され、裏返されていない敵の海軍

ユニットによりインターセプトされます。マップボックスを出入り

するNRは、マップ上の海面ヘクスでのみ攻撃されインターセプト

されます。再配備するプレイヤーは、インターセプトする敵海軍ユ

ニットに対するカウンターインターセプトを試みることができます。

海軍戦闘は通常通り解決されます。 
28.523 インターセプトの影響: NRまたは海上護衛を実施している

海軍ユニットが、インターセプトする敵海軍との交戦で勝利した場

合、移動しているプレイヤーの選択でNRまたは海上護衛を継続す

るか、または港湾に戻ります。それらが交戦で敗北した場合または

再配備するプレイヤーがNRを中断した場合、再配備は失敗し、参

加していた海軍ユニットは出発地の基地へ戻り、その際に残存する

すべての海上護衛されていた陸上または航空ユニットも同行します。

その後、陸上および航空ユニットは他の場所にSR またはTR でき
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ますが、そのようなユニットはその再配備フェーズでさらに海上護

衛を受けることはできません。失敗した再配備に関与した海軍ユニ

ットは、その出発地の基地でそのターンを終了します。再配備の失

敗によりその出発地の基地で任意のタイプのユニットがオーバース

タックとなった場合には、そのオーバースタックが再配備フェーズ

の終了時までに改善されない場合、超過ユニットが除去されます。 
28.524 敵の航空および海軍による攻撃の影響: 積荷を運ぶ駆逐艦

および輸送船に対する敵攻撃の影響については、20.58 と 20.59 を

参照してください。 
28.53 マップボックスを出入りするNR のインターセプト: マップ

ボックスへの、またはマップボックスからのNRへの航空攻撃また

は海軍のインターセプトは、以下のように実行されます。 
28.531 マップ上への NR については、再配備するプレイヤーが、

マップの端から目的地へクスまでの経路をトレースします。敵の航

空攻撃および海軍のインターセプトは、選択された地図端ヘクスと

目的地の間（両方を含む）で実施される必要があります。マップボ

ックスへのNRについては、再配備するプレイヤーが、出発地の港

湾からマップの端までの経路をトレースします。敵の航空攻撃およ

び海軍のインターセプトは、出発地の港湾と地図端ヘクスの間（両

方を含む）で実施される必要があります。 
28.532 SWボックス内の海軍ユニットは、そのSWボックス内の輸

送船を使用する任意の再配備の防御に対して数えることができます。

SWボックス内の海軍ユニットは、そのターンで以前にそのSWボ

ックスを通過する海上補給を保護するために敵部隊と交戦していた

としても、そのSWボックスを通過する再配備を保護できます。 
28.533 同じ目的地への再配備は1つの再配備として保護できます。 
複数の基地への再配備は別々に保護される必要があり、再配備する

プレイヤーは、敵航空および海軍のインターセプトが発表される前

にSWボックス内のどの海軍ユニットがどの再配備を保護するかを

示します。 
28.534 海軍戦闘が解決された後、SWボックス内にあった残存する

損害を受けていない海軍ユニットは、SW ボックスに残ります。破

損された海軍ユニットは、直ちに、任意の適格の基地またはマップ

ボックスに帰還します（25.371）。 
28.54 追加の再配備: 失敗したNRを含むNRを実施したユニット

は、可能な場合には、さらにSRおよび/またはTRできます（28.315）。 
 

28.6 戦略再配備: 
28.61 タイミング: SR は、NR の完了に続く再配備フェーズのSR
セグメント中に実施されます（例外: NRをしようとするユニットは

NRの前にSRできます）。 
28.62 制限: SRするユニットは、その同盟党派が支配する重要戦略

目標またはマップボックスでSR を開始し、終了しなくてはなりま

せん。SR するユニットは、距離にかかわらず、ある重要戦略目標

またはマップボックスから別の重要戦略目標またはマップボックス

まで、再配備に関する通常の制限（28.2）に従って、単純に経路を

トレースします。SR する航空ユニットは、重要戦略目標の間で航

空基地の連鎖を持っている必要があります（28.341）。2つを超えな

い陸上ユニットおよび5つを超えない航空戦力が、各重要戦略目標

を出入りしてSRできます。 
マップボックスを出入りして SR できるユニットの数に制限はあり
ませんが、SR の別の端となる重要戦略目標における数は制限され
ます。この唯一の例外は2 つの米国ボックス間のSR です。他の場
合には、ユニットはあるマップボックスから別のボックスまで SR
できません。 
28.63 ロシアの冬効果: ナチ=ソビエト協定ライン東側のロシアお

よびフィンランドにおける修正済の各々の冬レベルにつき、影響を

受けたエリアにある1つの重要戦略目標が所有する同盟党派により

選択され、そこでは2つの陸上ユニットおよび5つの航空戦力では

なく、1 つの陸上ユニットおよび 5 つの航空戦力のみがSR できま

す。 
28.64 追加の再配備: SRするユニットは、その目的地の重要戦略目

標からTRできます（28.315）。 
28.65 レールヘッド: 
28.651 生産: レールヘッドはユニット生産フェーズ中に、ドイツ、

イタリア、日本、ロシア、英国および米国によって生産できます。

フランス、中国および中小国はレールヘッドを生産できません。 
28.652 コスト: 1つの主要国が、レールヘッドを生産するために次

の支出を行う必要があります。 
A. 5BRP。 
B. 2RP。陸軍の技術革新により1RPに減少されます。 
28.653 適格のヘクス: レールヘッドは、そのプレイヤーターンの開

始時に生産する主要国により支配され、完全に補給された（ロシア

の IC からの補給は十分ではありません）重要戦略目標でない都市

にのみ生産できます。 
28.654 制限: レールヘッドの生産は次の制限に従います。 
A. 各へクスに1つのレールヘッドだけが生産できます。 
B. レールヘッドは敵ZOCに生産できません。 
C. レールヘッドは、「5」またはより悪い冬効果を受けているエリ

アで生産できません。冬準備はこの効果を相殺できます。 
D. 各同盟党派は、1ターンあたり1つのレールヘッドのみを生産で

きます。 
28.655 効果: 
A. SR: レールヘッドカウンターを含んでいる都市は、SRの目的で

は重要戦略目標として扱われます。 
B. 消耗占領: レールヘッドカウンターを含んでいるヘクスは、消耗

占領の対象（14.62C）に選択できません。 
C. 陸上戦闘: 装甲の展開（15.33A）により攻撃された場合、また

は「9」以上の冬効果（15.33G）を受ける場合、レールヘッドで防

御する歩兵および補充部隊は否定的なDMを受けません。 
28.656 永久不変: レールヘッドは一旦生産されれば、移動できず破

壊もできません。捕獲されたレールヘッドは、それを支配する側が

使用できます。孤立したレールヘッドはプレイに残ります。 
 

28.7 マップ外の再配備: 
28.71 メカニックス: マップ外の再配備は、以下の 3 つの状況で生

じます。 
A. マップ上からマップボックスへの再配備。 
B. マップボックスからマップ上への再配備。 
C. マップボックスの間の再配備。 
28.72 マップ上からの再配備: マップ上からマップボックスまでの

再配備は次のルールに従います。 
A. マップボックスへ再配備されたユニットは、そのボックス内で再

配備フェーズを終了しなくてはなりません。 
B. 再配備のための海上護衛が、再配備が通過する SW ボックス内

の輸送船によって提供される必要があります（例外: 28.754E およ

び 28.755E）。マップを出入りするNR は、そのNR のマップ上の

部分でインターセプトを受けます。NR は、NR が出発した基地の

海軍ユニットおよびNRが通過するSWボックス内の海軍ユニット

によって保護できます。 
C. ユニットはマップ外へは、オーストラリア、インドおよびウラル

ボックスへのみTRできます。 
28.73 マップ上への再配備: マップボックスからマップ上への再配

備は次のルールに従います。 
A. ユニットはオーストラリア、インドおよびウラルボックスからの

みマップ上にTRできます。 
B. マップボックスからマップ上へSRするユニットは、海上護衛の

ために目的地の重要戦略目標を基地とする駆逐艦を使用して、その
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重要戦略目標からNRできます。それらは他で認められている場合

には、さらにTRできます。 
C. マップボックスからマップ上へ NR するユニットは、海上護衛

のために 初の目的地の港湾を基地とする駆逐艦を使用して、その

港湾からNRを継続できます。マップボックスからのNRを保護し

た海軍ユニットは、このような 初の目的地港湾より先のNRを保

護できません。それらは他で認められる場合には、さらにSR また

はTRできます。 
D. マップボックスからの NR のための海上護衛が、その再配備が

通過するSWボックス内の輸送船によって提供される必要がありま

す。マップ上へのNRは、そのNRのマップ上の部分でインターセ

プトを受けます。NR は、NR が出発するマップボックス内の海軍

ユニットおよびNRが通過するSWボックス内の海軍ユニットによ

って保護できます。米国がドイツと戦争中となるまで、米国の海軍

ユニットは大西洋のNRを保護できません。 
28.74 マップボックス間の再配備: マップボックス間の再配備は、

次のルールに従います。 
A. マップボックスへ再配備されたユニットは、そのボックス内で再

配備フェーズを終了する必要があります。 
B. NRのための海上護衛が、NRが通過するSWボックス内の輸送

船により提供される必要があります。マップ上のヘクスも通過する

NR（米国大西洋ボックスから地中海を経由してインドボックスま

でのNRのような）は、さらに駆逐艦による海上護衛を必要としま

す（28.73C）。 
C. SWボックスのみを通過するマップボックス間のNRは、敵の航

空または海軍ユニットによってインターセプトされません。マップ

上のヘクスも通過するNRは、そのNRのマップ上の部分でインタ

ーセプトされます。 
28.75 マップボックスを出入りする再配備: 次のエリアは、再配備

の目的において指定されたマップボックスと接続しています。ユニ

ットは、マップボックスに再配備される場合にはリストされたエリ

アのうちの1つで開始するかそこを通過する必要があり、マップボ

ックスから再配備される場合にはリストされたエリアのうちの1つ

を到着地とするかそこを通過する必要があります。マップボックス

に再配備したユニットは、そのマップボックスに無期限に残ること

ができます。そのような再配備が通過するSWボックス、およびも

しあれば再配備に使用される輸送船の場所（20.642, 20.644, 20.645, 
20.646）は、ブラケット[ ]の中で述べられています。 
28.751 米国大西洋岸ボックス: 米国、英国およびカナダのユニット

のみが米国大西洋岸ボックスを出入りする再配備ができます。 
A. 米国太平洋岸ボックス。 [輸送船は使用されません] 
B. 南アフリカボックス。 [大西洋SWボックスの輸送船] 
C. ヨーロッパマップ西端に沿った任意のヘクス（A23 からEE1）
経由で西部戦線の港湾 。[大西洋SWボックスの輸送船] 
28.752 米国太平洋岸ボックス: 米国、英国およびカナダのユニット

のみが米国太平洋岸ボックスを出入りする再配備ができます。 
A. 米国大西洋岸ボックス。 [輸送船は使用されません] 
B. オーストラリアボックス。 [太平洋SWボックスの輸送船] 
C. 太平洋マップ東端に沿った任意のヘクス（A59 から KK48）を

経由してダッチハーバー、真珠湾およびパペーテ（タヒチ）。 [太平

洋SWボックスの輸送船] 
28.753 南アフリカボックス: 西側連合国のユニットのみが南アフ

リカボックスを出入りする再配備ができます。 
A. 米国大西洋岸ボックス。 [大西洋SWボックスの輸送船] 
B. 西部戦線の港湾。 [大西洋SWボックスの輸送船] 
C. スエズ、バスラまたはアバダン。[インド洋SWボックスの輸送

船] 
D. インドボックス。 [インド洋SWボックスの輸送船] 
E. エチオピア。 [インド洋SWボックスの輸送船] 
F. オーストラリアボックス。 [インド洋SWボックスの輸送船] 

28.754 インドボックス: 西側連合国のユニットのみがインドボッ

クスを出入りする再配備ができます。 
A. 南アフリカボックス。 [インド洋SWボックスの輸送船] 
B. スエズ、バスラまたはアバダン。 [インド洋SWボックスの輸送

船] 
C. エチオピア。 [インド洋SWボックスの輸送船] 
D. 太平洋マップ西端に沿った陸上ヘクス（O9 から CC2）。 [輸送

船は使用されません] 
E. ヘクスCC2経由でコロンボまたはマドラス。インド洋SWボッ

クス内の海軍ユニットは、このような再配備を保護できません。 [輸
送船は使用されません] 
F. オーストラリアボックス。 [インド洋SWボックスの輸送船] 
28.755 オーストラリアボックス: 西側連合国のユニットのみがオ

ーストラリアボックスを出入りする再配備ができます。 
A. 米国太平洋岸ボックス。 [太平洋SWボックスの輸送船] 
B. インドボックス。 [インド洋SWボックスの輸送船] 
C. 南アフリカボックス。 [インド洋SWボックスの輸送船] 
D. スエズ、バスラまたはアバダン。 [インド洋 SW ボックスの輸

送船] 
E. 太平洋マップの南端に沿ったNN15およびNN24の陸上へクス。

[輸送船は使用されません] 
F. ヘクスNN24経由でタウンズビルまたはヘクスNN31経由でヌ

ーメア（ニューカレドニア）。インド洋 SW ボックスおよび太平洋

SW ボックス内の海軍ユニットは、このような再配備を保護できま

せん。 [輸送船は使用されません] 
28.756 ウラルボックス: ロシアのユニットのみがウラルボックス

を出入りする再配備ができます。 
A. ヨーロッパマップ東端にあるロシアの任意のヘクス（A62- Z53）。 
[輸送船は使用されません]  
B. 太平洋マップ西端にあるロシア（A23- F18）または中国共産党

（ 初はG18- L15）の任意のヘクス。 [輸送船は使用されません] 
28.757 ムルマンスクボックス: ドイツのユニットのみがムルマン

スク船団を予期してムルマンスクボックスを出入りする再配備をで

きます（40.4）。西側連合国のユニットは、ムルマンスク船団を護衛

するときにのみムルマンスクボックスに進入します。 
A. 米国大西洋岸ボックス（西側連合国のユニット）。 [大西洋 SW
ボックスの輸送船] 
B. 英国の任意の港湾（西側連合国のユニット）。 [大西洋SWボッ

クスの輸送船] 
C. ベルゲン、オスロまたはスカパフロー、しかしそれ以外はありま

せん（ドイツのユニット）。 [輸送船は使用されません] 
28.758 エチオピアボックス: 88.42に述べられるように、エチオピ

アボックスを出入りする再配備が認められます。 
28.76 初の展開に適用される一般ルール: 「 初の展開」という

用語は、ユニットおよび BRP の米国ボックスからヨーロッパおよ

び太平洋戦域への転送を表すために使用されます。これが、マップ

ボックスからの再配備を規定するルールの適用事例の中で も一般

的で も重要であるものの1つであるため、28.7に述べられた総則

はすべて 初の展開に適用されます。 
一般ルールでは、米国ボックスからヨーロッパまたは太平洋マップ
まで海輸、海上侵攻または再配備される西側連合国の各陸上ユニッ
ト（3つの非機械化戦力が1ユニットとして扱われます）、5つの航
空戦力および 10BRP（端数切上げ）につき、大西洋または太平洋
の輸送船が要求されます（20.64C）。輸送船は、米国ボックスから
ヨーロッパまたは太平洋マップへの海軍ユニットの再配備には必要
ありませんが、海軍ユニットだけではドイツまたは日本を破れない
でしょう。したがってドイツの潜水艦の脅威から生き残った大西洋
の輸送船の数が、西側連合国が 初の展開をできる量を決定し、大
西洋の戦いにその歴史的な重要性が与えられます。 
28.77 SWボックスを出入りする再配備: 海軍ユニット、ASWおよ

び輸送船は、25.31 に述べられるようにSW ボックスを出入りして
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転送されます。SWボックスからNRされた海軍ユニットは裏返さ

れ、少なくともそのプレイヤーターンの残りおよび次の相手プレイ

ヤーターンの間、そのまま残ります（25.372B）。戦略爆撃機と迎撃

機は、26.22 を経由してSW ボックスに配置されます。SW ボック

ス間の転送は24.52により管理されます。 
 

28.8 航空、海軍およびSWユニットに対する再配備の影響: 
28.81 裏返された航空および海軍ユニットは引き続き裏返されま

すが、再配備は裏返しを引き起こしません: 再配備する裏返されて

いない航空および海軍ユニットは、その結果裏返されず、したがっ

て次の相手プレイヤーターン中に防御任務を実行できます。しかし

ながら、裏返されている航空および海軍ユニットが再配備された場

合、次の相手プレイヤーターン中に引き続き裏返されます。 
例: 1942年秋に英国へ 初に展開する米国の航空ユニットは、その米国の航

空ユニットが 1942 年秋のユニット生産フェーズに生産されたのでないかぎ

り、1942年冬の枢軸国プレイヤーターン中に防御航空支援の提供または枢軸

国海軍ユニットのインターセプトができます。以前に生産されていたとして

も、それは 1942 年秋の連合国の再配備フェーズ中に英国からノルウェーへ

向う連合国ユニットの海上護衛をインターセプトした枢軸国海軍ユニットを

攻撃できません。 
28.82 SW ユニット: 新しく生産されたSW ユニットは、生産され

たターンにSWボックスに再配備すれば、裏返されません。したが

って新しく生産されたASWおよび迎撃機は、生産およびSWボッ

クスへの再配備に続く敵プレイヤーターン中に敵のSWオペレーシ

ョンに対する防御に使用できます。これは、新しく生産されたCVE
には適用されません。CVEは海軍ユニットであり、進水したターン

にSWボックスに再配備すれば引き続き裏返されます。裏返された

CVEは、潜水艦戦に対して防御しません（25.362）。 
 

28.9ユニットの任意除去: 
28.91 再配備フェーズの終了後の任意除去: 再配備フェーズの終わ

りに、プレイヤーは任意にユニットを除去できます（13.2）。 
 

29. ヘクス支配 
29.1 初期のヘクス支配 
29.2 占領によるヘクス支配 
29.3 孤立によるヘクス支配 
29.4 外交によるヘクス支配 
29.5 中小国の征服 
29.6 主要国の征服 
29.7 島グループ 
 

29.1 初期のヘクス支配: 

29.11 各シナリオの 初に各主要国によって支配される陸上ヘクス

は、そのシナリオの中で述べられます。海面ヘクスは誰によっても

支配されません。 
 

29.2 占領によるヘクス支配: 

29.21 ヘクスへの進入: 一旦プレイが始まれば、敵および中立のヘ

クスの支配は、それを占めるかそれを通って陸上ユニットを移動さ

せることにより獲得されます。味方の装甲ユニットの ZOC に敵が

支配するヘクスを置くことは、ヘクスの支配を変更しません。陸上

ユニットは、支配を獲得するためには物理的にそのヘクスに進入し

なければなりません。 
29.22 ヘクス支配のメカニックス: 各ヘクスは、29.21 および以下

に従って、 後にその中にユニットを有していたかまたはそれを通

って陸上ユニットを移動させた主要国によって支配されます。 
A. 主要国は、その中小同盟国または提携中小国ユニットがヘクスを

通って移動する場合、ヘクス支配を獲得します。 
B. 主要国の本国ヘクスは、その主要国の同盟国によって奪還された

場合、その主要国の支配に戻ります（例外: 中国共産党またはロシ

アによって奪還された中国のヘクスは、中国共産党の支配となりま

す。中国国民党または他の西側連合国のユニットによって奪還され

た中国のヘクスは中国国民党の支配となります）。これはイタリアま

たはフランスの降服後のイタリアおよびフランスのヘクスには適用

されません。 
29.23 防御側の除去はへクス支配に不充分です: 攻勢または消耗戦

闘によりヘクスからすべての防御側陸上ユニットを除去することは、

攻撃側にヘクスの支配を与えません。攻撃されたヘクスは、攻撃側

がそのヘクスへ陸上ユニットを前進させなければ、防御側の支配下

に残ります。同様に、空挺ユニットが防御されたヘクスに降下し、

攻撃側空挺ユニットおよび防御側陸上ユニットの両方が除去される

場合、防御側はヘクスの支配を保持します。 
29.24 同盟国へのヘクス支配移転の禁止: ヘクス支配は主要国から

その同盟国へ移転できません。主要国の同盟国によって支配された

ヘクスを通って味方の陸上ユニットが移動することは、そのヘクス

の支配を変更しません。 
A. 主要国は、同盟党派のパートナーによって支配されたヘクスを通

って補給および再配備をトレースでき、そしてその場所に航空基地、

ロケット基地および港湾カウンターを置くことができます。 
B. 西側連合国およびロシアは、相手が同意している場合には、相手

によって支配されたヘクスを通って補給または再配備をトレースで

きますが、互いのヘクスに航空基地、ロケット基地および港湾カウ

ンターを置くことはできません。 
29.25 英国と米国の共同支配: 一旦米国がその戦域で戦争中となれ

ば、英国および米国によって支配されたヘクスは、両方の国によっ

て共同で支配されます。 
29.26 パルチザンによるヘクス支配: パルチザンはそのへクスを占

めている間のみ、敵のへクスを支配できます（11.61）。パルチザン

が別のへクスに移動するか、除去された場合、それが占めていたヘ

クスは以前にヘクスを支配していた主要国の支配に戻ります。 
 

29.3 孤立によるヘクス支配: 
29.31 孤立したポケットの蒸発: 移動しているプレイヤーは、彼の

プレイヤーターンの戦闘後補給判定セグメントの終了時に、以下の

状況にある敵ヘクスの支配を獲得します。 
A. 前の相手プレイヤーターンの間に完全または限定補給を受け取

っておらず、 
B. 移動しているプレイヤーターンの開始時に敵のパルチザン、航空

基地、ロケット基地、橋頭堡、レールヘッド、港湾カウンター、要

塞または陣地を含む敵ユニットに占められるかまたは隣接しておら

ず、かつ、 
C. 移動しているプレイヤーによって支配された、補給されたヘクス

に隣接している場合。 
29.32 補給のタイミング: 実際の占領の必要なしでプレイヤーの支

配を受ける孤立した敵ヘクスは、そこまで陸上補給線をトレースす

ることができる場合、移動しているプレイヤーターンの戦闘後補給

判定セグメントの終わりに補給を受けることができますが、次のタ

ーンまでこのような新しく獲得したヘクスを通過して補給をトレー

スすることはできません。したがってこの方法で獲得したヘクスは、

移動および戦闘の間に、移動しているプレイヤーの航空または海軍

ユニットにより使用できませんが、再配備フェーズの前に移動して

いるプレイヤーの支配下となり、補給を受け取ります。 
例: 1941年夏にドイツの装甲ユニットが、ロシアの歩兵ユニットの大きなポ
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ケットを包囲します。ロシアのプレイヤーは包囲を突破できず、ロシアの歩

兵ユニットはロシアの 1941 年夏の戦闘後補給判定のセグメントの終わりに

除去されます。1941年秋のドイツの移動フェーズ中には、これらはロシアに

よってまだ支配されているので、ドイツの航空基地はこれらのヘクスに生産

できません。ドイツのプレイヤーはわざわざポケットを通ってユニットを移

動させません。1941 年秋のドイツの戦闘後補給判定セグメントの終わりに、

補給されたドイツのヘクスに隣接している包囲されたヘクスはすべて、ドイ

ツの支配下となります。ドイツのプレイヤーはこれらのヘクスへ、またはこ

れらのヘクスを通ってユニットを再配備できます。ポケットが複数のへクス

の深さであった場合には、 も内側のヘクスは次のターンまたはそれ以降の

ターンまでドイツの支配下となりません。 
 

29.4 外交によるヘクス支配: 
29.41 外交結果: 主要国は、「8」以上（枢軸国）または「-1」以下

（西側連合国およびロシア）の外交結果の後に、ヨーロッパの中小

国内のヘクスの支配を獲得できます。このような外交結果が生じる

場合、中小国内のすべてのヘクスは、別の同盟党派に属するユニッ

トによって占められているヘクスを除いて、直ちに外交結果を得た

同盟党派の支配を受けます（82.31）。 
29.42 提携: 主要国は、中小国が外交結果または敵の攻撃のいずれ

かによりその主要国と提携する場合（84.44）、中小国内のヘクスの

支配を獲得します。太平洋では、タイが日本と提携でき（89.5）、オ

ランダ領東インドは英国と提携できます（89.24）。またフィリピン

は米国と提携しています（89.4）。 
29.43 活性化: 主要国は、外交の結果、中小国が中小同盟国として

活性化する場合、中小国のヘクスの支配を獲得します。太平洋では、

中国共産党がロシアの中小同盟国として活性化できます（79.11）。 
29.44 ペルシア: 西側連合国は、ペルシアの BRP ルートの活性化

（40.524）によりペルシアのヘクスの支配を獲得できます。 
 

29.5 中小国の征服: 
29.51 ヨーロッパ: ヨーロッパ戦域では、中小国が攻撃の 初のタ

ーンを生き残り、そのヘクスが相手の主要国の支配下とならない限

り（84.21）、中小国に対する 初の征服は、征服する主要国のプレ

イヤーターンの終わりに征服された中小国のすべてのヘクスを征服

者支配とします（83.22）。 
29.52 協同の征服: 2以上の主要国の同盟パートナーが、主要国、重

要経済地帯、中小国または植民地の征服または再征服に協力すれば、

上級の同盟パートナーが征服されたエリアのヘクスの支配を獲得し

ます（83.5 例外: 29.22B）。 
29.53 植民地: 植民地は、ゲーム開始時に先立って征服された中小

国として扱われ、したがって植民地の首都の占領は、植民地の他の

ヘクスの自動的な支配をもたらしません。 
29.54 太平洋- 初の日本の征服: 日本は、日本がジャワ、スマト

ラおよび南ボルネオを征服した 初の日本の戦闘フェーズ終了時に

オランダ領東インド内のすべてのヘクスの支配を獲得し、また日本

がマニラを支配する 初の日本の戦闘フェーズ終了時にフィリピン

内のすべてのヘクスの支配を獲得します。フィリピン内の残存する

連合国の陸上ユニットは、すべて降服したと考えられ除去されます。

フィリピン内のすべての米国海軍ユニットは置き換えられます。こ

のルールは 初の日本の征服にのみ適用されます。通常のヘクス支

配のルールが、オランダ領東インドおよびフィリピンへの連合国の

再征服に適用されます（83.22A）。 
 

29.6 主要国の征服: 

29.61 主要国: 征服された主要国のヘクス支配は、その主要国に適

用される降服ルールによって決定されます。 

 

29.7 太平洋の島グループ: 
29.71 島グループのヘクス支配: 移動しているプレイヤーは、以下

の場合には、現実にその場所を占めずに、そのプレイヤーターンの

戦闘後補給判定セグメントの終わりに太平洋の島グループ（4.74）
内のすべての占領されていない敵の島の支配を獲得します。 
A. 移動しているプレイヤーの前のプレイヤーターンの終わりに、グ

ループ内の島に少なくとも1つの陸上ユニットまたは裏返されてい

ない海軍航空ユニットを持っており、かつ、グループ内の他のいず

れの島も敵の陸上ユニット、航空または海軍ユニット、航空基地、

ロケット基地、橋頭堡、レールヘッド、港湾カウンターまたは陣地

によって占められておらず、 
B. 相手プレイヤーは、彼のプレイヤーターンにその島グループまで

海上補給をトレースしておらず、かつ、 
C. 敵の陸上ユニットまたは裏返されていない航空または海軍ユニ

ットが相手プレイヤーターン中に島グループ内の島を占めなかった

場合。 
29.72 影響: 実際の占領の必要なしでプレイヤーの支配を受ける孤

立した敵の島は、海上補給がその島グループまでトレースされる場

合には、移動しているプレイヤーのターンの戦闘後補給判定セグメ

ントの終わりに補給を受けられます。したがってこの方法で獲得し

た島は、彼の再配備フェーズに先立って移動しているプレイヤーの

支配を受けることとなり、補給を受け取ることができます。 
 

30. 補給 
30.1 概観 
30.2 補給源 
30.3 補給線 
30.4 補給判定 
30.5 ユニット補給 
30.6 ヘクス補給 
30.7 特別状況 
 

30.1 概観: 
30.11 程度は異なりますがパルチザン以外のすべてのユニットは補

給を要求します。補給されないユニットはその能力に悪影響を受け、

除去に直面します（30.5）。 
30.12 ヘクスもまた、ユニット、航空基地、ロケット基地、港湾お

よび陣地の生産、航空および海軍ユニットのオペレーション、なら

びに再配備を実施するためには補給される必要があります（30.61）。 
30.13 補給は、補給源から補給されているユニットまたはヘクスま

で、陸上および（または）海上補給線に沿ってトレースされます

（30.3）。いくつかの補給源は無制限であり、すべてのタイプのユニ

ットを補給できますが、他のものは制限されており、特定のタイプ

のユニットのみに補給できます（30.2）。 
30.14 陸上ユニットおよびヘクスの補給状況は、各プレイヤーター

ン中に2回判定されます（30.4）。航空および海軍ユニットの補給状

況は、それが基地とするヘクスの補給状況です。初期の補給判定は、

移動フェーズ中の航空および海軍ユニットの移動後、陸上ユニット

の移動前に実施されます（30.42）。戦闘後補給判定は、戦闘後調整

フェーズ中に、ユニット生産および再配備の直前に発生します

（30.43）。 
30.15 補給切れの陸上ユニットは孤立します。補給切れのヘクスは

非補給とされ、航空および海軍ユニットがそこから活動する能力を

制限します。それらが限定補給源から補給を受けている場合、陸上

ユニットおよびヘクスは部分的に補給されます。 
30.16 初期の補給判定の終わりに孤立していた陸上ユニットは、移
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動または戦闘フェーズに移動できません。いくつかの例外を除いて、

戦闘後補給判定の終わりにまだ孤立している陸上ユニット、航空基

地、ロケット基地および橋頭堡は除去されます。孤立したヘクス内

を基地とする航空および海軍ユニットは、そのプレイヤーターンの

移動および戦闘フェーズの間に任務を実行できません。航空および

海軍ユニットは孤立のために除去されません。 
 

30.2 補給源: 
30.21 無制限および限定補給源: 補給源が提供する補給のタイプは、

それが無制限または限定補給源のいずれであるかに依存します。無

制限補給源は完全な補給を提供します。限定補給源は部分的な補給

を提供します。 
30.211 補給容量: 補給源は、そのヘクス内のユニットのみの補給に

明示的に制限されていない限り、いかなる数のユニットおよびヘク

スでも補給できます。 
30.22 無制限補給源: 
30.221 無制限補給源はすべてのタイプのユニットを補給すること

ができます。 
30.222 ヨーロッパ枢軸国: 
A. イタリアが中立でも、ベルリンとローマはすべてのドイツ、イタ

リアおよび枢軸国中小国ユニットのための無制限補給源です。 
B. ドイツが国家要塞（42.24F）を作成したならば、ベルヒテスガ

ーデンはすべてのドイツ、イタリアおよび枢軸国中小国ユニットの

ための無制限補給源です。 
C. 個々の損害を受けていない合成石油プラントは、すべてのドイツ、

イタリアおよび枢軸国中小国ユニットのための無制限補給源です。 
30.223 日本: 
A. 東京、大阪、鹿児島およびソウルは、すべての日本のユニットの

無制限補給源です。 
30.224 西側連合国: 
A. ロンドンとパリは西側連合国の無制限補給源です。 
B. 米国と南アフリカボックスは、西側連合国の無制限補給源です。

補給はこれらのボックスからトレースできます。米国が枢軸国と戦

争中でなくても、海上補給は米国ボックスから西ヨーロッパまでト

レースできますが、この場合には英国とフランスの海軍ユニットに

よってのみ保護できます。南アフリカボックスからの海上補給は、

インド洋を経由してスエズ、バスラまたはアバダンへのみトレース

できます。 
C. オーストラリアが降服していなければ、オーストラリアボックス

は西側連合国の無制限補給源です。インドが降服していなければ、

インドボックスは西側連合国の無制限補給源です。補給はこれらの

ボックスからトレースできます（例外: 補給は、オーストラリアま

たはインドボックスからスエズ、バスラまたはアバダンまでトレー

スできません）。 
D. 真珠湾、マニラおよびコロンボは、すべての西側連合国のユニ

ットのための西側連合国の無制限補給源です。 
30.225 ロシア: 
A. ウラルボックスはロシアの無制限補給源です。 
B. 補給は、ウラルボックスから北はA62から南はZ53までのヨー

ロッパマップ東端に沿ったロシアのヘクスを通ってヨーロッパマッ

プ上にトレースでき、またペルシアが連合国の支配下にありペルシ

アの BRP ルートが開通している場合、ヨーロッパマップ東端上の

ペルシアのヘクスを通ってもトレースできます。 
C. 補給は、ウラルボックスから太平洋マップの西端上のロシアのヘ

クス（A23からF18）を通って太平洋マップ上にトレースでき、ま

た中国共産党がロシアの中小同盟国であり、そのへクスがロシアの

支配であればG18 からL15 までのヘクスを通ってもトレースでき

ます。中国共産党は、ロシアの中小同盟国あるか否かにかかわらず

ロシアの補給源から補給を受け取ることができます。 

D. ロシアに支配される ICは、そのヘクス内のロシアおよびロシア

の中小国ユニットに対してのみ孤立の影響を相殺するために、無制

限補給源として使用できます。 
IC が補給源として使用されるターンごとにその価値は 5BRP ずつ

減少します。ICのBRP価値が0になる場合、それは除去されます。 
E. ウラジオストックおよびイルクーツクはこれらのヘクス内のロ

シアのユニットに対してのみの無制限補給源です。 
F. モスクワはロシアの補給源ではありません。 
30.226 中国国民党: 
A. 重慶、広東、南京、北京および上海はフライングタイガーズを含

むすべての中国国民党のユニットの無制限補給源です。 
B. 中国国民党は、西側連合国およびロシアの補給源から無制限補給

を引くことができます。 
30.227 エチオピア: エチオピアにあるユニットは、常に無制限補給

にあります（88.45）。 
30.23 主要国の首都: ベルリン、ローマ、パリおよびロンドンは、

ドイツ、イタリア、フランスまたは英国が征服されれば、無制限補

給源の役割を中止します。英国が降服後に再度参戦する場合、ロン

ドンは英国が支配したとしても限定補給源に留まります。 
30.24 中小国の首都: 征服されていない中小国の首都は、その中小

国のすべてのユニットに対して無制限補給源ですが、主要国の同盟

国または征服国を含む他の国の所有するユニットに対しては限定補

給源としてのみ機能します。 
30.25 橋頭堡: 海上侵攻によって置かれた橋頭堡は、それが置かれ

たプレイヤーターンの戦闘後補給判定中には無制限補給源として機

能します。橋頭堡は後のターンには補給源の役割をしませんが、海

上補給線は橋頭堡を通って陸上ヘクスへトレースできます

（30.331）。 
30.26 限定補給源: 
30.261 陸上ユニットの歩兵コンポーネントのみが補給されます: 
限定補給源は、陸上ユニットの歩兵コンポーネントのみを補給しま

す。限定補給源は、航空および海軍ユニット、ならびに陸上ユニッ

トの機械化または空挺の部分には補給を提供しません。すべての限

定補給状態の陸上ユニットは、その CTL が 1 だけ減少します

（30.522A）。 
30.262 首都でない主要国の重要戦略目標: 
A. ヨーロッパ枢軸国: ブレスラウ、ケルン、エッセン、ライプチヒ、

ジェノアおよびミラノは、ヨーロッパ枢軸国の限定補給源です。 
B. 西側連合国: バーミンガム、マンチェスター、リヨンおよびマル

セイユは、西側連合国の限定補給源です。 
30.263 征服された主要国の首都: ベルリン、ローマ、パリおよびロ

ンドンは、一旦ドイツ、イタリア、フランスおよび英国が征服され

れば、限定補給源となります。首都は敵に支配されているものの、

その国自身はまだ降服していない場合には、その首都はどちらの側

にも補給を補給しません。 
30.264 中小国の首都: 中小国の首都は、提携または同盟しているか、

またはそれ以外にそれを支配する主要国のための限定補給源です。

中小国の首都は、協力制限に従って、その主要国により支配された

すべての中小国およびすべての同盟した主要国およびその中小国を

補給できます。 
30.265 植民地の首都: 植民地の首都（ヨーロッパ: アル・クウェー

ト、アルジェ、アンマン、バグダッド、カイロ、ダマスカス、エル

サレム、ラバト、タンジール、ティラナ、トリポリ、チュニス。 太
平洋: ハルビン、奉天、サイゴン、ラングーン、クアラルンプール、

シンガポール、クチン、バタヴィア、パレンバン、バリクパパン、

ウランバートル、キジル）は、それを支配する主要国、その主要国

によって支配されたすべての中小国、すべての同盟主要国、および

その国の中小国のユニットに対する限定補給源です。中立のビシー

植民地の首都は、枢軸国の支配下の場合にのみ、枢軸国の限定補給

源です。キエフは、ウクライナがドイツと提携または同盟した場合
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にのみ、限定補給源として機能します。 
30.266 征服された中国の重要戦略目標および雲南: すべての中国

の重要戦略目標ヘクスは重慶を含めて、それを支配する側のための

限定補給源です。雲南は中国共産党のユニットの限定補給源です。 
30.27 １ヘクスのための補給源: あるヘクスがそのヘクス内のユニ

ットに対してのみの補給源である場合、一旦それらの補給状況が決

定されたならば、それらのユニットはヘクスから移動できます。 
例: ロシアの IC 内でターンを開始する陸上ユニットは、その IC のへクスか

ら移動できますが、そうでなければ補給されなかったユニットは、その補給

状況を改善するか、またはその ICのヘクスから補給を引くためにそのような

ヘクスへ移動できません。 
30.28 防御施設: 要塞および陣地は補給源ではありませんが、それ

らはその内側の孤立した陸上ユニットの除去を防止します

（32.241）。 
30.29 補給源に対する制限: 
30.291 西側連合国とロシアの補給源: 西側連合国のユニットはロ

シアの補給源から補給できず、その逆もできません（例外: 中国国

民党のユニットは、ロシアの補給源から補給を引くことができます）。

この禁止は、西側連合国およびロシアと連携、同盟または支配下の

植民地および中小国にも及びます。 
30.292 ロシアの補給源からの枢軸国の補給: 枢軸国ユニットは捕

獲された IC から補給を受けることができません。ロシアに支配さ

れた中小国の首都のような、IC以外のロシアの補給源は、一旦それ

が枢軸国の支配下になれば、枢軸国の補給源になります。 
30.293 ロシアの補給源からの日本の補給: 日本のユニットはロシ

アの補給源から補給を受けられません。 
30.294 中国国民党および西側連合国の補給源: 西側連合国の補給

源は、中国国民党のユニットを補給できます。中国国民党の補給源

は、西側連合国のユニットに限定補給のみを提供できます（例外: フ
ライングタイガーズ）。西側連合国の補給源は、中国共産党がロシア

の同盟国でなければ、中国共産党のユニットを補給できます。共産

党および中国国民党が互いの補給源から補給を受ける能力は、前タ

ーン終了時の中国の抵抗レベルに依存します（78.923, 79.623）。 
 

30.3 補給線: 
30.31 一般: ユニットとヘクスは、補給源から補給線をトレースす

ることにより補給されます。 
30.311 マップ上のヘクスのみ: 陸上または海上補給線は、マップボ

ックスからマップ上にトレースできますが、マップ外へ出ることは

できません。補給線は、マップ上に現われるヘクスによってのみト

レースできます（例外: 北部スウェーデンとフィンランド間の補給、

シベリアのヘクス A5 から太平洋マップ北端のマップ外を経由して

へクスA1からおよびカムチャツカのへクスA26までのロシアの補

給、ヨーロッパマップ西端のマップ外からの海上補給- 21.218B）。 
30.312 補給線の長さ: 補給線は30.31に従い、無制限の長さで引く

ことができます。 
30.32 陸上補給: 
30.321 陸上補給線: 陸上補給線は、補給源からユニットまたはヘク

スまでの敵ZOCでない支配された陸上ヘクスの線によりなります。

補給源ならびに補給されているユニットまたはヘクスは、補給線の

すべてのヘクスが敵ZOCでない場合には、敵ZOCにあっても構い

ません（例外: 橋頭堡が敵ZOCにある場合、たとえそれ自身が補給

源である間でも、補給は橋頭堡からトレースできません）。 
30.322 補給源に隣接するZOCの影響: 補給源に隣接するユニット

およびヘクスは、補給源およびユニットまたはヘクスの両方が同じ

敵装甲ユニットの ZOC にある場合、その補給源から補給線を直接

トレースできません。補給線は、このような補給源から敵 ZOC で

はない別のヘクスまたは複数のヘクスへトレースされ、その後にユ

ニットまたはヘクスまでトレースすることができます。補給源が陣

地化されている場合には、敵 ZOC は補給源を含んでいるヘクスへ

伸びないので、この制限は適用されません。同様に、補給線は陣地

を含んでいるヘクスを通ってトレースできます。 
30.323 補給は同盟国のヘクス上をトレースできます: 補給線は、補

給線をトレースする主要国、その提携または同盟する中小国、同盟

する主要国または同盟する主要国と連携または同盟する中小国のい

ずれかによって支配されたヘクス上をトレースできます。主要国は、

支配するヘクス上に同盟国が補給線をトレースすることを妨げるこ

とができません。 
30.323 パルチザン: 補給線は敵パルチザンを通ってトレースでき

ません。補給線は、パルチザンがへクスを占める前に補給する側に

よって支配されていた場合のみ、味方のパルチザンが存在するヘク

スを通ってトレースできます。 
30.324 ペルシア: ペルシアのBRPルートが活性化された場合のみ

（30.225B, 40.5）、ロシアはペルシアを通って補給線をトレースで

きます。 
30.325 ビルマロード: 西側連合国は、インドボックスからマンダレ

ーへ、その後にマンダレーから昆明へという経路によってのみ中国

まで陸上補給をトレースできます。これは、海上補給線の必要条件

が満たされる場合に西側連合国が中国に支配される港湾まで海上補

給をトレースすることを妨げません。 
30.326 横断可能海峡: 補給線は、インターセプトの危険を伴わずに

横断可能海峡で海面を横切ることができます。これは海上補給

（30.33）であると考えられません。 
30.33 海上補給: 
30.331 海上補給線: 補給線は、海面ヘクス上に以下のようにトレー

スできます。 
A. 出発地: 海上補給線は次の場所のうちいずれか 1 つから出発し

ます。 
・マップボックス。 
・補給源である港湾。 
・その補給ゾーンの前ターンの補給状況にかかわらず補給ゾーンに

ある以下の条件の港湾。 
o その補給ゾーン内の制限または無制限補給源から、あるいは同

じ補給判定セグメント中に海上補給されたその補給ゾーン内の別の

港湾から陸上補給を受け取っていること（港湾は同じプレイヤータ

ーンには、海上補給の受取りと送りだしの両方を実施できません）。

かつ、 
o敵ZOCにないこと。 

B.目的地: 海上補給線は、次の場所のいずれか1つで終了できます。 
・港湾。ただし海上補給が同じ補給判定セグメント中にその港湾か

らトレースされていないことが必要です。 
・海上侵攻の結果により置かれた橋頭堡。 
・1ヘクス島嶼。 
・ニューアイルランド、パラワンおよびハルマヘラのような港湾ま

たは横断可能海峡のない2ヘクス島。海上補給は、このような島の

都市または海岸ヘクスを通ってあたかもそれが港湾かのようにトレ

ースできます。橋頭堡は要求されません。 
C. 制限: 海上補給線はマップボックスまでトレースできません。 
この制限は、西側連合国が、マップボックスまで海上補給をトレー
スすることによりマップボックスに関連した石油備蓄を使用する必
要の裏をかくことを防ぎます（33.4714）。 
30.332 海上補給を受ける補給ゾーンからの補給: 
A. 陸上補給線: 陸上補給線は、海上補給線が終了する港湾、橋頭堡

または 1 ヘクス島嶼からトレースできます。補給線の陸上部分が、

すべて敵ZOCにない支配されたヘクスであるという要求（30.311）
は、敵 ZOC 内の港湾または橋頭堡のユニットが海上から補給を受

け取るのを妨げませんが、敵ZOCは、港湾、1ヘクス島嶼または橋

頭堡を通過する補給線の継続を妨げます。 
B. 海上補給線: 無制限の数の海上補給線が、補給ゾーンまで海上補
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給をトレースしている港湾を除き、海上から補給を受けている補給

ゾーンの1つ以上の港湾からトレースできます。その補給ゾーンま

でトレースされる海上補給が敵の活動により崩壊した場合（30.38）
には、そのような補給ゾーンからの海上補給線は補給を提供しませ

ん。 
C. 補給のタイプ: 補給ゾーンからの海上補給によって提供される

補給のタイプ（部分的または完全補給）は、補給ゾーン自体のタイ

プと同じです。部分的に補給される補給ゾーンは部分的な補給のみ

を提供します。完全に補給される補給ゾーンは完全な補給を提供し

ます。この決定は、それぞれの海上補給線がトレースされる補給判

定セグメント中になされます。 
例: 英国は、様々な限定補給源（30.265）を含んでいる中東を支配していま

す。連合国プレイヤーターンの初期補給判定中に、1 つのインド洋の輸送船

が南アフリカボックスからスエズに完全補給を提供するために使用され、3
つの個別の海上補給線が、アレキサンドリアからマルタ、キプロスおよびシ

シリーの英国の橋頭堡までトレースされます。インド洋での海上補給は成功

します。この結果、中東の補給ゾーンは完全補給されます。したがって、マ

ルタ、キプロスおよびシシリーの英国の橋頭堡も、その場所への海上補給線

が敵の活動により崩壊しなければ、完全補給されます。 
 南アフリカボックスからスエズへの海上補給線が枢軸国の航空ユニットに

より崩壊した場合には、マルタ、キプロスおよびシシリーの英国の橋頭堡は

高でも部分的に補給されることとなります。 
30.333 補給容量: 海上補給を受けることができるユニットの数、ま

たは適格の場所からトレースできる海上補給線の数に制限はありま

せん。限定補給源（30.26）からの海上補給線または部分的な補給の

みを受け取った補給ゾーンからの海上補給は、部分的な補給のみを

提供します。 
30.334 海上補給線の長さ: 海上補給線は支配された港湾を通り抜

けずに、ヨーロッパでは20へクス、太平洋では10ヘクスを超える

ことができません（21.3613D）。（例外: 日本からの日本の海上補給

および真珠湾からの西側連合国の海上補給は、20へクスの範囲を持

ちます。日本がウェーキ島およびミッドウェーまたはジョンストン

島を支配して完全に補給していれば、日本は日本が支配するハワイ

諸島に日本から海上補給できます。日本の海上補給線はこれらの島

を通過し、その後に目的地へクスに 短距離で進む必要があります。

米国ボックスからの海上補給線については 30.365 を参照してくだ

さい）。太平洋マップ東端はこの目的では西側連合国の港湾であると

考えられます。30.331に従う限り、これ以外には海上補給線の長さ

には制限がありません。港湾に寄港する海上補給線は、その港湾ま

たは補給ゾーンに補給を提供せず、他に禁止されていない限り、そ

の港湾から海上補給をトレースすることを妨げません。 
30.335 戦線の境界: 海上補給線は戦線の境界を横断できます。 
30.336 海峡: 海上補給線は、横断可能海峡によって接続している陸

上ヘクスの両方が味方の支配下になければ、横断可能海峡を含んで

いる海峡を通ってトレースできません。中立国の支配では不十分で

す。 
30.337 ZOC は海上補給線に影響しません: ZOCは、補給線の陸上

部分のみに影響します。例えばカレーまたはハリッジにある敵の装

甲ユニットは、イギリス海峡を通る海上補給に影響しません。 
30.34 補給ゾーン: 
30.341 定義: 同じ港湾、橋頭堡または1ヘクス島嶼からの陸上補給

を受けることができる、支配下の接触したヘクスよりなる各エリア

は、1つの補給ゾーンであると考えられます。 
30.342 制限: 補給するプレイヤーは、各補給ゾーンに対しては1つ

の指定した港湾または橋頭堡まで1つの海上補給線のみをトレース

することを試みることができます。 
例: 北アフリカの枢軸国航空および装甲ユニットを補給するために、枢軸国

の海上補給線がリビアまでトレースされます。海上補給線はトリポリまたは

トブルクのいずれかまでトレースする必要がありますが、両方へトレースは

できません。もし英国の装甲ユニットが、LL19 に侵攻し、リビアを 2 つの

補給ゾーンへ分割していれば、状況は異なります。この場合には両方の港湾

が補給を受け取ることができます。 
30.343 1つの補給ゾーンとしての島グループ: 個々の太平洋の島グ

ループは1つの補給ゾーンとして扱われます。したがってプレイヤ

ーは、完全または部分的に支配する島グループごとに1つの海上補

給線のみをトレースします。島グループへの海上補給線は、可能な

場合には、補給するプレイヤーが所有するユニットによって占領さ

れた島で終了しなくてはなりません。海上補給が成功した場合には、

補給するにプレイヤーよって支配された島グループ内のすべての島

は、島グループ内の追加の海上補給線なしで補給されます。 
30.35 海上補給の推定: 
30.351 すべての補給ゾーンへの海上補給の推定: 移動しているプ

レイヤーは、補給を合法的に受け取ることができる補給ゾーン内の

すべてのユニットおよびヘクスが補給されているとみなされます。

プレイヤーは、海上補給線を保護する義務はありませんが、彼自身

のユニットまたはヘクスならびに同盟国のユニットまたはヘクスに

海上補給を提供することを拒絶できません（例外: マップボックス

からの海上補給は選択できます）。 
30.352 インターセプトを試みる防御側の責任: 海上補給線を崩壊

させる意図を発表する責任は、防御側プレイヤーにあります。移動

しているプレイヤーがどの航空または海軍ユニットが海上補給線を

保護（30.36）しているのかを発表した後、相手プレイヤーは、イン

ターセプト（30.37）を試みるか否かを決定するために、移動してい

るプレイヤーに海上補給線がトレースする正確なヘクスを示すこと

を要求できます。 
時としてある程度の注意深さがA World at Warを上手にプレイす
るために要求されます。防御側が、海上補給が補給ゾーンまでトレ
ースされていることを理解せず、その海上補給線のインターセプト
を試みない場合には、そのゾーンへの海上補給は成功します。移動
しているプレイヤーは、海上補給線への保護を割り付ける場合に防
御側に警告することができますが、無防備の海上補給線を識別し、
その存在を相手に通知する義務はありません。海上補給を受け取る
補給ゾーンを識別し、インターセプトのために必要な付加的情報を
求めることは防御側の責任です。 
30.36 海上補給の保護: 
30.361 任意の保護: 海軍ユニットは、マップ上に海上補給線をトレ

ースするために必要ではありません。しかしながら、海上補給がイ

ンターセプトされるかもしれないので、裏返されていない海軍石油

効果を受けていない完全に補給される海軍ユニットが、BRPコスト

なしで海上補給線を保護するために割り付けることができます。海

上補給が輸送船によって運ばれていなければ、海上補給線を保護す

るために割り当てられた海軍は、少なくとも1つの駆逐艦戦力を含

んでいる必要があります。海上補給を保護する駆逐艦に対する潜水

艦攻撃による損失は、海上補給線に保護を提供可能な任意のエリア

に基地を置いた駆逐艦から得ることができます（22.9442）。海軍ユ

ニットは、以下のような港湾またはマップボックス内を基地とする

か、SW ボックス内で活動している場合にのみ海上補給線に保護を

提供できます。 
A. 海上補給の出発地の港湾またはマップボックス。 
B. 30.334 の必要条件を満たすために海上補給線が寄港したいずれ

かの港湾。このような海軍ユニットは、海上補給がそのヘクスに達

した後にのみ海上補給線の保護に加えられます。 
C. 米国大西洋岸ボックスからトレースされた海上補給線では大西

洋SWボックス。 
D. 太平洋またはアジア戦線上トレースされる西側連合国の海上補

給線では太平洋SWボックス。 
E. 東南アジア戦線でトレースされた西側連合国の海上補給線およ

びスエズ、バスラまたはアバダンまでトレースされた海上補給線で

はインド洋SWボックス。 
F. 任意の日本の海上補給線では太平洋SWボックス。 
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30.3611 海上補給線の出発地の港湾または通過する港湾（30.361B）
以外の港湾に基地を置いた海軍ユニットは、その海上補給線を保護

できませんが、その海上補給線をインターセプトする敵海軍のカウ

ンターインターセプトを試みることができます。 
30.3612 無防備の海上補給線は、補給線の出発地港湾を支配する主

要国の海軍国籍DRMを持つと考えられます。 
30.362 SWボックス内の海軍ユニットによる保護: 複数の海上補給

線が SW ボックス内の海軍ユニットによって保護されている場合、

移動しているプレイヤーは、海上補給線に対する敵の航空、海軍ま

たは潜水艦攻撃が発表され、試みられる前に、どの海軍ユニットが

どの海上補給線を保護しているか示さなければなりません。 
30.363 海上補給線は別々に防御します: 海上補給線は別々にトレ

ースされ、攻撃され、防御されます。2 つの海上補給線が同じ海面

ヘクスを横断しても、それらは異なる時にそこを通過したと考えら

れ、区別されます。移動しているプレイヤーは、防御側が航空およ

び海軍のインターセプトを試みる前に、海上補給線を保護する海軍

ユニットを割り当て、海上補給線をトレースする順番を発表します。

その後、航空および海軍のインターセプトが、各海上補給線のため

に順番に解決されます。 
例: 日本のプレイヤーは、鹿児島からマニラおよびマナドを経由してホーラ

ンディアまで海上補給線をトレースし、2 番目の海上補給線を鹿児島からマ

ニラ、マナドおよびホーランディアを経由してラバウルまでトレースします。

ホーランディアへの 1 番目の海上補給線が崩壊し、2 番目の海上補給線（ラ

バウルへのもの）が成功する場合、ホーランディアおよびその補給ゾーンは

非補給とされ、ラバウルおよびその補給ゾーンは補給されます。 
30.364 上空援護: 完全または部分的に補給された航空基地内の裏

返されていない航空ユニットは、海上補給線に上空援護を提供でき

ます。運用中でない基地内の航空ユニットは、それが基地としてい

るヘクスにのみ上空援護を提供できます。海上補給線に上空援護を

提供する航空ユニットは、任務を実行していると考えられず、BRP
消費は要求されません。海上補給線に上空援護を提供した航空ユニ

ットは、敵の航空ユニットと航空戦闘に従事した場合にのみ、プレ

イヤーターンの残りの間、裏返されます。 
30.365 マップボックスからの海上補給: 海上補給は、以下のように

マップボックスからマップ上にトレースできます。 
A. 大西洋を通過する補給: 海上補給は、米国大西洋岸ボックスから

西部戦線の港湾までトレースできます。大西洋の1つの輸送船が各

目的地ヘクスにつき必要になります。 
B. 太平洋を通過する補給: 海上補給は、米国太平洋岸ボックスから

太平洋またはアジア戦線までトレースできます。太平洋の1つの輸

送船が各目的地ヘクスにつき必要になります。 
C. インド洋を通過する補給: 海上補給は、南アフリカボックスから

スエズ、バスラまたはアバダンまで、またはインドボックスから東

南アジア戦線までトレースできます。1 つのインド洋の輸送船が各

目的地ヘクスにつき必要になります。南アフリカボックスを出発地

とする補給は、地中海戦線を越えて伸ばすことはできません。イン

ドボックスを出発地とする補給は、オーストラリアまたは太平洋戦

線に伸ばすことはできません。 
D. オーストラリアボックスからの海上補給: 海上補給は、オースト

ラリアボックスからタウンズビルまでヘクスNN24、ヌーメア（ニ

ューカレドニア）またはヘクスNN31を経由してトレースできます。 
30.37 海上補給のインターセプト: 
30.371 敵の航空および海軍ユニットによるインターセプト: 補給

するプレイヤーが海上補給の保護に海軍ユニットを割り付けた後、

海上補給は、補給判定中に他の海軍活動と同じ方法で、補給または

石油効果による影響を受けていない裏返されていない敵の航空およ

び海軍ユニットによってインターセプトされます（例外: ベルゲン

からムルマンスクボックスまでの海上補給はインターセプトされま

せん- 30.71）。 
30.372 カウンターインターセプトの海軍戦闘: インターセプトす

るプレイヤーは、補給がトレースされている海面ヘクスの1つで海

軍のインターセプト（22.1）を試みることができます。海軍のイン

ターセプトが成功した場合、補給するプレイヤーは利用可能な海軍

（22.16）でインターセプトした敵部隊のカウンターインターセプト

を試みることができ、さらにインターセプトした海軍ユニットが活

動範囲（23.8）内に来れば、それを攻撃するために裏返されていな

い航空ユニットを使用できます。インターセプトする海軍部隊が艦

隊戦闘でカウンターインターセプトする海軍を破った場合には、所

有するプレイヤーの選択により提示したインターセプトヘクスに移

動し海上補給線を攻撃してもよく、またはインターセプトを中断し

て港湾に帰還することができます。 
30.373 インターセプトの海軍戦闘: 補給するプレイヤーが海上補

給線を保護するために海軍部隊を割り付けていた場合には、インタ

ーセプトする海軍部隊と海上補給線の保護に割り付けられた海軍部

隊の間で海軍戦闘が発生します。海軍戦闘は通常通り解決されます。

海上補給の保護を割り付けられていた海軍部隊が海軍戦闘で敗北ま

たは撤退した場合、それらは港湾に帰還して裏返されます。

22.4241Dを参照してください。 
30.374 海上補給線に対する航空攻撃: 航空ユニットも海上補給線

を攻撃できます。航空ユニットが海軍ユニットを攻撃する場合

（23.8）と手続きは同じです。上空援護が海上補給線に提供されて

いる場合、攻撃側航空ユニットが海上補給線を攻撃する前に、航空

戦闘が、上空援護を提供する航空戦力と、攻撃側航空戦力の一部ま

たは全部との間に発生します（23.2）。海軍部隊が海上補給線の保護

を割り付けられている場合、それらは攻撃側航空ユニットによって

通常通り攻撃されます。 
30.375 無防備の海上補給線のインターセプト: 無防備の海上補給

線に対する海軍のインターセプトは、敵の航空攻撃によりインター

セプトする海軍ユニットがすべて補給線に到着する前に除去または

破損された場合に失敗します。1 ヘクスあたり1 つの航空出撃だけ

が許されており、1 つの航空戦力だけによる攻撃は海上補給線に対

して必要な損害を与えないかもしれないため、無防備の海上補給線

に対する航空攻撃もまた失敗する可能性があります。無防備の海上

補給線に対する潜水艦のインターセプトは、潜水艦攻撃表における

修正済の結果が「4」以下である場合に失敗します（22.942）。 
30.38 海上補給の崩壊: 
30.381 崩壊: 海上補給線は、敵の攻撃により損傷または損失を受け

た場合、崩壊します。 
A. 無防備の海上補給線: 無防備の海上補給線は、敵攻撃により損傷

を受けるかもしれません。無防備の海上補給線が横断する各ヘクス

につき1つの航空攻撃のみが実施されます。無防備の海上補給線は、

少なくとも1つの損害を受けていないインターセプトする海軍ユニ

ットが、無防備の海上補給線との艦隊戦闘に従事する場合にも、損

傷を受け得ます。 
B. 保護された海上補給線: 保護された海上補給線は、保護に割り当

てられた戦闘グループが沈没または撤退し、海上補給線がもはや保

護されなくなった場合にのみ、敵攻撃により損傷または損失を受け

ます。海上補給線は、その護衛が沈められる（20.56）のと同じラウ

ンド中、またはそれを保護する海軍ユニットが沈没または撤退した

後の攻撃によって損傷または損失を受けるかもしれません。プレイ

ヤーは、１ラウンドの航空または海軍戦闘の終わりに海上補給の試

みを任意に放棄できます。 
30.382 崩壊の影響: 海上補給線の崩壊は、その海上補給線から補給

を受けるはずであったユニットおよびヘクスへの海上補給を妨げま

す。これは、そのようなユニットおよびヘクスへの陸上補給を禁止

しません。 
30.39 航空補給: 18.53を参照してください。 
 

30.4 補給判定: 
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30.41 補給は1 ターンあたり2 回判定されます: 陸上ユニットおよ

びヘクスの補給状況は、各プレイヤーターン中に2回決定されます。

この判定は移動しているプレイヤーの陸上ユニットおよび支配する

ヘクスにのみ適用されます。陸上ユニットおよびヘクスの補給状況

は、相手プレイヤーターンには変わりません。 
30.42 初期の補給判定: 1回目の補給状況は、移動フェーズ中に航空

ユニットの移動、航空優勢および海軍ユニットの移動の後に決定さ

れます。 
30.43 戦闘後補給判定: 初期の補給判定の終わりに孤立したか部分

的に補給された陸上ユニットおよびヘクスの補給状況は、戦闘後調

整フェーズの終わりにも判定されます。戦闘後補給判定中に、補給

は次のものだけにトレースできます。 
A. 敵の攻撃によって孤立した陸上ユニット。 
B. 補給するプレイヤーの移動および戦闘フェーズに獲得されるま

で敵の支配下にあったヘクス（30.45）。 
C. 敵ユニットまたは敵が支配するヘクスの存在のために補給を受

け取ることができなかったヘクス（30.44）。 
D. 港湾、1ヘクス島嶼または橋頭堡がないために海上補給を受け取

ることができなかったが、その時点で海上補給を受け取ることがで

きるエリア。 
E. 部分的な補給を受け取ったが、その時点で完全な補給を受け取る

ことができるユニットおよびヘクス。 
30.431 新しく補給されたヘクスを通る再配備は可能です: 戦闘後

補給判定中に補給される新しく捕獲されたヘクスは、再配備を受け

ることができます。 
30.44 2回目の海上補給の試みの禁止: 戦闘後補給フェーズ中には、

補給は30.43に記述された以外のエリアまでトレースできません。

プレイヤーは、初期の補給判定中に補給ゾーンへの海上補給を試み、

その後の戦闘後補給判定中に再びその補給ゾーンへの補給を試みる

ことができません（例外: 30.45）。またプレイヤーは、海上補給が

初期の補給判定中にその補給ゾーンへ試みることができた場合には、

戦闘後補給判定まで補給ゾーンへの海上補給を延期することはでき

ません。 
30.45 補給ゾーンの拡張: 一旦補給ゾーンが補給されたならば、そ

の補給ゾーン自体が戦闘後補給判定中に補給源の役割をし、補給ゾ

ーンに隣接している新しく獲得したエリア内に補給は流れます。補

給ゾーンが、追加の港湾の捕獲によって拡大する場合、海上補給が

新しく獲得した港湾までトレースされる際には、同じ海面ゾーンま

で2回海上補給をトレースすることに関する30.44の禁止は適用さ

れません。 
30.46 補給状況の改善: 限定補給にある補給ゾーンから海上補給を

受け取る補給ゾーンも、限定補給にあると考えられます。初期補給

判定の後に、もとの補給ゾーンが陸上ユニットの移動または陸上戦

闘の結果、戦闘後補給判定中に完全な補給を受け取ることが可能と

なった場合、もとの補給ゾーンから海上補給を受け取るすべての補

給ゾーンの状況は、別の海上補給線をトレースする必要なしで完全

な補給に改善されます。 
30.47 補給の持続: プレイヤーターンの初期補給判定または戦闘後

補給判定のいずれかに補給された陸上ユニットおよびヘクスは、そ

のプレイヤーの次のプレイヤーターンにおける初期補給判定の終了

まで補給され続けます。したがって、 
A. 初期の補給判定中に補給された陸上ユニットは、その補給状況に

悪影響を及ぼさずに、補給されていないヘクスに進入できます。 
B. 裏返されていない航空および海軍ユニットは、その基地が所有プ

レイヤーの前のプレイヤーターンに運用中であったならば、上空援

護の提供および海上補給線に対する敵海軍のインターセプトを攻撃

することで、初期補給判定中にそれ自身への海上補給線を保護でき

ます。 
C. 運用中の基地にある裏返されていない航空および海軍ユニット

は、相手プレイヤーターン中に敵の海軍活動をインターセプトでき

ます。 
 

30.5ユニット補給: 

30.51 完全に補給されたユニット: 無制限補給源から補給を受ける

陸上ユニットは完全に補給され、石油効果を受けない限り悪影響な

しで機能します。無制限補給源機能から補給を受けるヘクス内を基

地とする航空および海軍ユニットは、それが基地としているヘクス

が石油効果を受けない限り悪影響なしで機能します。ルール全体を

通じてユニットが「補給されている」ことについての要求に言及さ

れる場合は常に、無制限補給源から補給されることを意味します。 
30.52 部分的に補給されたユニット: 
30.521 限定補給源は、陸上ユニットの歩兵コンポーネントのみを

補給し、航空および海軍ユニットを部分的にのみ補給します。限定

補給源から補給を受ける陸上ユニットおよび限定補給源から補給を

受けるヘクス内を基地とする航空および海軍ユニットは、部分的に

補給され、次の悪影響を受けます。 
30.522 陸上ユニット: 
A. CTLの減少: すべてのタイプのすべての陸上ユニットは、1だけ

CTLが減少します。 
B. 装甲および機械化ユニット: 両方の戦域にある装甲ユニット、お

よびヨーロッパにある英国または米国の機械化歩兵ユニットは、そ

の機械化されたコンポーネントを失い歩兵ユニットの役割をします

が、それらは攻勢オペレーションを実施でき、消耗および防御目的

での戦闘力は影響されません。そのようなユニットは、以下の影響

を受けます。 
・移動力をヨーロッパでは3に、太平洋では2に減少されます。 
・ZOCを失います。さらに、 
・もし、歩兵および補充部隊と同じ状況で敵の装甲の展開により攻

撃されれば-1DMを受けます。 
C. 空挺ユニット: 空挺ユニットは空挺降下できません。 
D. 海軍活動: 陸上ユニットは海輸、海上侵攻またはNRできません。 
E. 消耗損失: 海上補給が対象となる消耗ゾーン（14.52A）まで

後にトレースされた供給元の補給ゾーンの陸上ユニットは、消耗損

害を割り当てることができません。 
30.523 航空ユニット: 
A. 基地所属の航空ユニット: 航空ユニットは、影響を受けた基地か

ら自由に基地変更および再配備でき、また迎撃機は敵の爆撃から部

分的に補給された基地を防御することができます。部分的に補給さ

れた基地を基地とする置いた航空ユニットは以下の影響を受けます。 
・攻勢オペレーションを実施できません。 
・探索、上空援護または海上での敵海軍ユニットの攻撃ができませ

ん。 
・その航空国籍DRMが1だけ減少します。さらに、 
・防御航空支援の実施、敵の爆撃への対抗および敵の空輸活動のイ

ンターセプトを含めて、それが基地としているヘクス内での防御航

空活動のみを実施できます。 
B. 戦略戦闘: 戦略爆撃機、飛行爆弾およびロケット攻撃による攻勢

の戦略戦闘は、部分的に補給された基地からは禁止されます。 
30.524 海軍ユニット: 
A. 海軍ユニット: 海軍ユニットは、部分的に補給された港湾から自

由に基地変更および再配備できます。部分的に補給された港湾を基

地とする海軍ユニットは以下の影響を受けます。 
・攻勢オペレーションを実施できません。 
・海上補給の保護、海上護衛の提供および保護ができません。 
・その海軍国籍DRMが1だけ減少します。 
・すべての海軍のインターセプトにおいて2つ少ない数のさいころ

を振ります。 
・通商破壊艦のさいの目において-1修正を敵に与えます（この不利

な修正は、防御側が通商破壊艦のインターセプトを試みる際にその
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ような海軍ユニットを港湾に維持し、悪影響を受けない海軍ユニッ

トのみを用いる場合には適用されません）。 
B. 戦略戦闘: 部分的に補給される港湾は、攻勢の潜水艦戦の修正に

使用できず、数えられません。部分的に補給された海軍ユニットは、

SWボックス内で活動できます。 
30.525 航空基地、ロケット基地および橋頭堡: 航空基地、ロケット

基地および橋頭堡は部分的な補給によって除去されません。 
30.53 非補給ユニット: 部分的な補給により起こるすべての悪影響

は、非補給の陸上ユニット、非補給とされるヘクス内を基地とする

航空および海軍ユニットに適用されます。さらに以下の影響があり

ます。 
30.531 陸上ユニット: 陸上ユニットは、移動フェーズ中に移動でき

ず、攻撃することを認められる場合（30.522）でも戦闘後前進でき

ません。陸上ユニットは消耗合計に数えられますが、消耗により獲

得されたヘクスへ前進できません。陸上ユニットは再配備できませ

ん。 
30.532 航空ユニット: 航空ユニットは補給されていない基地へ、ま

たはその基地を通って再配備できません。 
30.533 海軍ユニット: 海軍ユニットは補給されていない港湾へ、ま

たはその港湾を通って再配備できません。 
30.54 非補給ユニットの除去: 
30.541 除去: 以下の例外を除き、初期補給判定中に非補給とされた

陸上ユニット、航空基地、ロケット基地および橋頭堡は、続いて起

こる戦闘後補給判定の終わりにまだ非補給であれば除去されます。

ヘクス支配はこのような除去に影響されません。 
30.542 例外: ユニットは次の状況では、孤立によって除去されませ

ん。 
A. ウェストウォールおよびマジノ線のヘクスを含む要塞または陣

地内の陸上ユニット。 
B. 港湾または1ヘクス島嶼にある、太平洋戦域の陸上ユニット。 
C. ジャングルまたはジャングル/山岳ヘクス内の日本の陸上ユニッ

ト。この例外は、タイ、Wang またはインド国民軍のユニットには

及びません。 
D. 中国にある中国の陸上ユニット。 
E. 航空および海軍ユニット。 
30.543 孤立した陸上ユニットへの補給の回復がその効果を現わす

ためには、直後の補給判定セグメント中に発生しなくてはなりませ

ん。補給は、他のいかなる時点でも陸上ユニットまたはヘクスにト

レースできません。 
例- 陸上補給: 1941 年夏にドイツがロシアに侵攻し、多くのロシアの陸上ユ

ニットを孤立させます。ロシアの 1941 年夏プレイヤーターンの初期補給判

定中に、補給はこれらのユニットまでトレースできません。したがってユニ

ットは30.531に述べられた悪影響を受けます。 
 ロシアの 1941 年夏プレイヤーターンにおけるロシアの反撃が包囲を破っ

た場合、これらのユニットは、1941年夏のロシアプレイヤーターンの戦闘後

補給判定中に補給を受け取り、それらの能力は完全に回復されます。 
 いずれの補給判定セグメントにおいても包囲されたユニットまで補給線を

トレースすることができない場合には、ユニットは、ロシアの 1941 年夏プ

レイヤーターンにおける戦闘後補給判定の終わりに除去されます。 
例- 海上補給: 1944 年夏の日本プレイヤーターンの再配備フェーズ中に、日

本は、ラバウルにある米国の 2-2 歩兵ユニットおよびラバウルの南西海岸ヘ

クスにある別の米国 1-2 歩兵ユニットへの補給を切断するためにニューブリ

テンの活動範囲内に多くの航空戦力を再配備します。1944年秋の連合国プレ

イヤーターンの初期補給判定中に、連合国プレイヤーはラバウルへの海上補

給を試みますが、日本の航空ユニットが強力なため海上補給線を切断されま

す。両方の米国の歩兵ユニットが孤立します。ラバウルにある米国の 2-2 歩

兵ユニットは生き残ります（30.542B）が、港湾にいない米国の 1-2 歩兵ユ

ニットは、連合国の 1944 年秋プレイヤーターンの戦闘後補給判定時に除去

されます。連合国がニューブリテンに侵攻したとしても、そこに橋頭堡およ

び海上補給を置くことができず（31.221）、次のプレイヤーターンまでニュー

ブリテンへの再度の海上補給を試みることができない（30.44）ので、連合国

の侵攻はユニットを救出できません。 
30.544 孤立したユニットの再生産: 孤立により除去された陸上ユ

ニットは、通常の 2 倍のBRP 生産コストでそれが除去されたゲー

ムターン中に、または通常の BRP 生産コストで後のターン中に再

生産できます（27.13）。 
30.545 生き残るユニットに対する孤立の影響: 孤立によって除去

されないユニット（30.542）は無期限に生き残りますが、孤立に関

連した他のすべての悪影響を受けます。孤立によって除去されない

陸上ユニット（30.542A-D）は、陣地または要塞およびそのヘクス

内の他の地形による DM を含むそのヘクスの DM を持っています

が、それらが額面戦力で防御することとなるまで各ターンに１ずつ

DM が減少します（32.244）。孤立によって除去されない陸上ユニ

ットは、その額面戦力未満で防御することはありません。 
30.55 自動的に補給されるユニット: 
30.551 自動補給: ユニットは次の状況で、補給線の必要なしで自動

的に補給されます。 
A. 展開した装甲ユニット。それが展開の間に移動しなかったとして

も、また天候、地形または陸軍石油効果がその機械化されたコンポ

ーネントを否定しても、その展開に続くゲームターン中には自動的

に完全補給下にあります。そのようなユニットは、通常通り補給さ

れなければ、次のターンに展開できません。 
B. パルチザン。 
C. チンディットは、常に少なくとも限定補給にあります。 
D. 日本にある日本のユニット。 
E. 海上侵攻によって置かれた橋頭堡は、それが置かれたターンには

補給下であり、無制限補給源です。 
30.552 再配備による自動補給の否定: 展開と同じプレイヤーター

ン中に再配備する装甲ユニットは、次のターンに自動補給を受け取

りません。 
 

30.6ヘクス補給: 
30.61 特定の活動は、非補給とされるヘクス内で、またはそのヘク

スを通って実行できません。 
A. 航空基地、ロケット基地および港湾カウンターは、完全に補給さ

れたヘクスにのみ生産できます。 
B. 完全に補給された基地から活動する航空ユニットは、任務および

インターセプトの実施、インターセプト、探索または奇襲さい振り

の修正、または船団ルートの保護ができます。部分的に補給された

基地または孤立した基地の航空ユニットは、30.523に述べられた悪

影響を受けます。 
C. 完全に補給された基地から活動する海軍ユニットは、海上補給線

を保護し、任務を実行し、海上護衛の提供および保護ができます。

いくつかの太平洋における海軍活動は、そのルートに沿った完全に

補給された港湾を要求します（21.3613）。部分的に補給された港湾

または孤立した港湾の海軍ユニットは、30.524に述べられた悪影響

を受けます。 
D. ユニットは完全に補給されたヘクスでのみ生産できます。 
E. 陸上ユニットは、完全または部分的に補給されたヘクスへ、また

はそのようなヘクスを通過してのみ再配備できます。 
F. 航空ユニットは、非補給の航空基地または部分的に補給される航

空基地から再配備できますが、その再配備先および経由地は完全ま

たは部分的に補給された航空基地に限られます。 
G. 海軍ユニットは、非補給の基地または部分的に補給される基地

から再配備できますが、その再配備先および経由地は完全または部

分的に補給された基地に限られます。 
30.62 陸上ユニットは、非補給のヘクスに移動または展開でき、非

補給のへクスに戦闘後前進でき、また非補給のへクスに海輸または

海上侵攻できます。空挺ユニットは、そのプレイヤーターン中に非
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補給とならずに非補給のヘクス内へ空挺降下できます。多くの場合

では、そのヘクスは敵が支配しているため、これらの活動は非補給

のヘクスへの進入となります。このようなヘクスの占領は、それら

が補給されることを必ずしも意味しません。 
30.63 ヘクス支配に対する孤立の影響については、29.31 を参照し

てください。 
 

30.7 特別な状況: 
30.71 ムルマンスクボックス: ムルマンスクボックスは、ドイツの

航空および海軍ユニットがそこから活動するためには補給されなけ

ればなりません。補給は以下のようにムルマンスクボックスまでト

レースできます。 
A. 陸上: マップ北端のノルウェーまたはスウェーデンのヘクス（ヘ

クスA34-A40）を通る陸上補給によって。 
B. 海上: ベルゲンからの海上補給によって。ベルゲンからムルマン

スクボックスまでの海上補給はインターセプトされません。 
 

31. 橋頭堡 
31.1 概観 
31.2 橋頭堡カウンターの配置 
31.3 橋頭堡が置かれる時点 
31.4 橋頭堡カウンターの除去 
31.5 橋頭堡内のスタック 
31.6 戦闘への影響 
31.7 補給 
 

31.1 概観: 
31.11 橋頭堡カウンター: 各主要国が使用できる橋頭堡カウンター

の数に制限はありません。 
31.12 配置: 橋頭堡カウンターは、配置の必要条件（31.2 および

31.3）が満たされれば、移動フェーズ（河川または横断可能海峡を

横切るオーバーラン）または戦闘フェーズ（海上侵攻、あるいは河

川または横断可能海峡を横切る攻撃）中に配置できます。 
31.13 除去: 橋頭堡カウンターは、そのヘクスが敵の支配となる場

合、それが孤立した場合、またはプレイに無関係となった場合（31.4）
に除去しなくてはなりません。 
31.14 影響: 橋頭堡は、オーバースタック（31.5）を認め、いくつ

かの状況で戦闘に影響し（31.6）、海上侵攻によって作成された場合

には補給を認めます（31.7）。 
 

31.2 橋頭堡カウンターの配置: 
31.21 必要条件: 橋頭堡カウンターは、攻撃側の選択により次の状

況においてヘクスに置くことができます。 
31.22 海上侵攻: 橋頭堡カウンターは、条件 31.22A またはB のい

ずれかが満たされる場合に、海上侵攻を生き残った攻撃側ユニット

（空挺降下したユニット、隣接したユニットの前進およびコマンド

による港湾の侵攻は十分ではありません）によって占められた、海

浜ヘクスまたは1ヘクス島嶼に置くことができます。 
A. 防御するユニットの有無に関わらず、侵攻された時に敵対する主

要国または中小国によって支配されていたヘクス。または、 
B. 侵攻側のプレイヤーターンの初期補給判定中に侵攻側が完全補

給することが不可能であった味方のヘクス。橋頭堡カウンターの配

置は、無制限補給を提供する（30.25）ので、部分的に補給されたヘ

クスは資格があります。 
31.221 敵航空および海軍ユニットの存在により、実際には海上補

給を不可能であったとしても、橋頭堡は、補給目的のために前の初

期補給判定セグメント中に海上補給を受け取ることが可能であった

ヘクスを含んでいる補給ゾーンに置くことはできません。 
31.23 河川の横断: 橋頭堡カウンターは、攻撃側ユニット（例外: 降
下した空挺ユニット）が問題となるヘクスに隣接して既にその河川

または横断可能海峡を渡っておらず、陸上戦闘の攻撃によって成功

裡に占められた、河川を渡ったヘクスまたは横断可能海峡ヘクスに

置くことができます。橋頭堡カウンターは、空挺降下していないす

べての攻撃側ユニットがライン川の反対側にあった場合、マジノ線

またはウェストウォールヘクスに置くことができます。橋頭堡は、

消耗戦闘の結果置くことはできません。 
ルール31.23の効果は単純です。 橋頭堡は、防御するユニットが河
川または横断可能海峡により+1DMを受け取った場合、または降下
した空挺ユニットにより同時に攻撃されただけの理由でこの+1DM
を受け取れなかった場所に置くことができます。 
31.24 オーバーラン: 橋頭堡カウンターは、オーバーランが河川ま

たは横断可能海峡を横切って実施された場合には、オーバーランの

結果で進入したヘクスに置くことができます。 
 

31.3 橋頭堡が置かれる時点: 
31.31 オーバーラン: オーバーランにより橋頭堡が作成される場合、

橋頭堡カウンターはオーバーランの結果の直後にマップに置かれま

す。 
31.32 攻撃: 橋頭堡が、海上侵攻あるいは河川または横断可能海峡

を横切る攻撃によって作成される場合、攻撃側は彼の 初の陸上ユ

ニットが適格なヘクスに前進した直後にマップ上に橋頭堡カウンタ

ーを置くことができます。その後攻撃側は、橋頭堡のスタック制限

まで、橋頭堡ヘクスへ他の適格のユニットを前進させることができ

ます。適格のヘクスに橋頭堡カウンターを置かないことを選択した

攻撃側は、その後考えを変更して橋頭堡をそこに置くことができま

せん。 
 

31.4 橋頭堡カウンターの除去: 

31.41 強制的除去: 橋頭堡カウンターは以下の時点で除去される必

要があります。 
A. それが占めるヘクスが敵に支配されるとき。 
B. それが置かれたターンに続くいずれかの戦闘後補給判定セグメ

ントの終わりに完全または部分的に補給されなかったとき。 
C. いかなるタイプの敵ユニットも、所有者のプレイヤーターンの終

わりに陸上で橋頭堡の航空活動範囲（ヨーロッパで4ヘクス、太平

洋で3ヘクス）内になく、またその除去によって所有するプレイヤ

ーの補給状況を悪化させないとき。 
 

31.5 橋頭堡内のスタック: 

31.51 オーバースタックの許可: 5つ以下の陸上ユニットに加えて、

任意の数の空挺ユニット、チンディット、海兵隊およびコマンドが、

橋頭堡を含んでいるヘクス内でスタックできます。 
31.52 橋頭堡除去の影響: 橋頭堡の除去により所有者プレイヤータ

ーンの終わりにオーバースタックとなる陸上ユニットは除去されま

す。所有者は、どのユニットが除去されるか選択します。 
 

31.6 戦闘への影響: 
31.61 橋頭堡からの攻撃:  2つの陸上ユニットのみが攻勢の陸上戦

闘時に橋頭堡から攻撃できます（例外: 空挺ユニット、チンディッ

ト、海兵隊およびコマンド）。 
31.62 オーバースタックのユニットは消耗に数えられます: 消耗戦

闘への参加が、他に認められていれば、すべての橋頭堡内の陸上ユ
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ニットが数えられます。橋頭堡が 2 つの戦線に隣接している場合、

ユニットの一部が1つの戦線で攻勢の攻撃を実施し、残りが別の戦

線上の消耗に数えることができます。 
31.63 攻撃に対する防御: 
A. 橋頭堡内のすべての陸上ユニットは、敵の攻勢攻撃に対して防御

します。 
B. 橋頭堡の中で防御する歩兵および補充部隊は装甲の展開

（15.33A）により攻撃された場合、または「9」以上の冬効果

（15.33G）を受ける場合に否定的なDMを受けません。 
31.64 消耗占領: 橋頭堡は消耗占領（14.62C）の対象に選ぶことが

できません。 
 

31.7 補給: 
31.71 配置されたターンの無制限補給源: 海上侵攻によって置かれ

た橋頭堡は、それが置かれたプレイヤーターンの戦闘後補給判定に

おいて無制限補給源です（30.25）。 
31.72 橋頭堡への海上補給: 海上補給線は港湾と同じ方法で橋頭堡

までトレースできます。 
 

32. 陣地 
32.1 陣地の生産 
32.2 陣地の影響 
32.3 陣地の除去 
32.4 開始時の陣地 
 

32.1 陣地の生産: 

32.11 国籍: 陣地はユニット生産フェーズ中に、ドイツ、イタリア、

日本、ロシア、英国および米国によって生産できます。フランス、

中国および中小国は陣地を生産できません。 
32.12 コスト: 主要国は、陣地を生産するために次の支出をしなけ

ればなりません。 
A. 5BRP。 
B. 2BRP。陸軍の技術革新によって1RPに減少します（例外: 日本

は陣地生産にRPコストを払いません）。 
32.13 適格のヘクス: 陣地は次のヘクスにのみ生産できます。 
A. ヘクスのタイプ: 
・都市ヘクス。 
・海上侵攻を受ける可能性があるヘクス。 
・ジャングルおよびジャングル/山岳ヘクス（日本のみ）。 
B. 補給: 完全補給されるヘクス（ロシアの IC からの補給は十分で

はありません）。 
C. 支配: そのプレイヤーターンの 初に生産する主要国によって

支配されたヘクス。 
32.14 制限: 陣地の生産は次の制限に従います。 
A. 陣地は、陣地カウンターまたは要塞を既に含んでいるヘクスに生

産できません。ウェストウォールヘクスは陣地化できます（32.15）。 
B. 陣地は敵ZOCに生産できません。 
C. 陣地は、その時点で「5」またはより悪い冬効果を受けているエ

リアで生産できません。冬準備はこの効果を相殺できます。 
D. 西側連合国は、英国または米国によって支配される適格のヘク

スにのみ陣地を生産できます。 
フランスが降服していない限り、このルールはフランスのヘクス内
での陣地の生産を禁止します（29.22B）。 
E. 太平洋では、西側連合国は、日本による英国または英国および米

国への宣戦布告の次のターンまで、またはUSJT レベルが40 以上

に達するまで陣地を生産できません。 
F. 各同盟党派は、1ターンあたり1つの陣地のみを生産できます。 

32.15 ウェストウォールヘクスの陣地: 陣地がウェストウォールヘ

クスに生産される場合、方向のある陣地は要塞へ改良され、残りの

へクスサイドが陣地になります。 
 

32.2 陣地の影響: 
32.21 戦闘: 
A. 全方向性の陣地を含んでいるヘクスで防御する陸上ユニットは

+1DMを受け取ります。 
B. 全方向性の要塞を含んでいるヘクスで防御する陸上ユニットは

+2DMを受け取ります。 
C. マジノ線ヘクスで防御する西側連合国の陸上ユニットは、その陣

地に面したヘクスのユニットまたは空挺降下による攻撃に対して

+2DMを受け取りますが、いずれかの敵ユニットが後方から攻撃す

る場合、その陣地から利益を受けません。 
D. ウェストウォールヘクスで防御する枢軸国の陸上ユニットは、

その陣地に面したヘクスのユニットまたは空挺降下による攻撃に対

して+1DMを受け取りますが、いずれかの敵ユニットが後方から攻

撃する場合、その陣地から利益を受けません。 
E. シンガポールの西側連合国のユニットは、海上侵攻に対して防御

する場合に+2DMを受け取りますが、いずれかの敵ユニットが陸上

または空挺降下によって攻撃する場合、通常どおり防御します。 
32.22 消耗: 
32.221 陸上ユニットは、陣地の防御価値が孤立によって否定され

たとしても、陣地化された敵へクスサイドを横切って消耗させるこ

とができません（例外: 陣地化されていないヘクスサイドを横切っ

てマジノ線およびウェストウォールヘクスに対する消耗戦闘に従事

するユニット）。陸上ユニットは、自軍の陣地化されたへクスサイド

を横切った消耗を実施できます。 
32.23 ZOC: 
32.231 ZOCは陣地化されたへクスサイドを横切り、外へは伸びま

すが、内側へは伸びません。 
32.24 補給: 
32.241 陣地および要塞内の陸上ユニットは、孤立（30.542A）によ

って除去されません。 
32.242 陣地または要塞を含んでいるヘクスのDM は、ヘクスが完

全補給を受け取らないターンごとに1ずつ減少します。 
32.243 完全補給を受け取らない陣地が、中小国の首都のような限

定補給源を含んでいるヘクスにある場合、陣地の防御価値のみが否

定されるまでヘクスのDMが減少します。潜水艦は、陣地または要

塞の防御価値が孤立によって否定されるまで、陣地または要塞を含

んでいる孤立した基地から活動できます（それぞれ1または2ター

ンです- 22.912A）。 
32.244 陣地または要塞が限定補給源を含んでいないヘクスにある

場合、陣地または要塞のDM、およびヘクスの他の地形によるDM
の両方が各ターン1ずつ減少されます。このような包囲の持続期間

にかかわらず、陣地または要塞を含んでいるヘクス内の陸上ユニッ

トは、次の特徴があります。 
A. 孤立により決して除去されません。 
B. ネットDMが0以下でも常に額面戦力以上で防御します。 
32.245 陣地化されたヘクスへの IC からの補給（37.71）または他

の無制限補給源からの補給は、包囲の影響を打ち消します。陣地さ

れたヘクスに完全補給が再開された場合、陣地または要塞の防御価

値はその完全価値に直ちに回復します。 
32.246 包囲された陣地または要塞に進入した補給されている陸上

ユニットは、完全補給が後のターンにそのヘクスまでトレースされ

るまで、陣地または要塞の十分な防御の利益を受けられず、包囲さ

れたヘクスで陸上ユニットに適用されるあらゆるDMに従います。 
32.247 孤立した陣地および要塞は、敵攻撃に対して弱くなります

が、包囲中に消耗によって占領されず、敵 ZOC が及ぶこともあり
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ません。 
例: 枢軸国は、1942 年春にマルタへの海上補給を切断しました。マルタの

DMは、1942年夏の枢軸国プレイヤーターンの間、通常の+4から+3にまで

減少します。完全補給が回復されない限り、マルタの DM は、1942 年秋の

枢軸国プレイヤーターンに+2 に、1942 年冬の枢軸国プレイヤープレイヤー

ターンに+1に減少しますが、連合国のユニットは、枢軸国の海上侵攻に対す

る付加的な+1のDMを受け取ります。もし枢軸国が1943年春のプレイヤー

ターンにマルタに侵攻すれば、マルタの連合国のユニットは+2DMで防御し

ます。 
32.25 防空: 
32.251 陣地: 方向のある陣地を含む陣地は、そのヘクスの防空レベ

ルを1だけ増加させます。 
32.252 要塞: 要塞は、そのヘクスの防空レベルを2だけ増加させま

す。 
 

32.3 陣地の除去: 

32.31 敵占領による除去: 陣地および要塞は、そのヘクスが敵支配

となる場合に永久に除去されます。 
 

32.4 開始時の陣地: 

32.41 次のヘクスが、ゲーム開始時（1939年秋）に陣地化されてい

ます。 
32.42 全方向性要塞: 
A. ジブラルタル 
B. マルタ 
32.43 方向のある要塞: 
A. マジノ線（ドイツおよびルクセンブルクに面するP24, P25およ

びQ24のへクスサイド）。 
B. セバストーポリ（U38 および U39 に面する V38 のへクスサイ

ド）。 
C. シンガポール（海上侵攻に対してのみ）。 
32.44 方向のある陣地: 
A. ウェストウォール（ベルギー、ルクセンブルクおよびフランスに

面するM27, N26, O26, P26のへクスサイド）。 
 

33. 石油 
33.1 概観 
33.2 石油産出地 
33.3 石油生産 
33.4 石油カウンターおよび備蓄 
33.5 石油消費 
33.6 石油効果 
33.7 表戻しおよび展開 
 

33.1 概観: 
33.11 各同盟党派は、石油カウンター（33.4）を生産する石油産出

地（33.2）を支配します。石油カウンターはゲームで使用可能な石

油資源を表わします。ある種の石油産出地からの石油生産は、石油

産出地が破損または破壊される場合、影響を受けます（33.3）。 
33.12 石油カウンターは、石油効果を相殺し、また航空、海軍およ

び装甲ユニットの使用を 大限にするために使用されます。石油カ

ウンターは次のことができます。 
A. 陸上または海上により無制限補給源に移動し、その無制限補給源

に関連した石油備蓄を増大すること。 
B. 海上で補給ゾーンまで送られ、その補給ゾーン内で使用されるこ

と。または、 

C. 石油カウンターが生産された補給ゾーン内で使用されること。 
33.13 無制限補給源から補給されるユニットおよびヘクスは、無制

限補給源自体に関連したあらゆる石油効果を受けます。 
33.14 生産されたターン中に使用されない石油カウンターは、将来

のターンに使用するために石油備蓄として保持できます（33.422）。 
 

33.2 石油産出地: 
33.21 マップボックス: 次のマップボックスが、1 ターンあたり指

定された数の石油カウンターを生産します。 
A. 米国ボックス: 無制限。 
B. ウラルボックス: 1。ウラルボックスの石油生産は、石油生産に

転換された各 IC（37.65）につき1ずつ増加します。 
33.22 石油センター: 次の石油センターは、その容量が損害により

減少しない限り、1 ターンあたり指定された数の石油カウンターを

生産します。 
A. プロエシェチ: 3。 
B. モスル: 3。 
C. アバダン: 3。 
D. アフワーズ: 3。 
E. バクー: 2。 
F. グローズヌイ: 1。 
G. マイコプ: 1。 
H. パレンバン: 3。 
I. ブルネイ: 3。 
33.23 合成石油プラント: 
33.231 石油生産容量: 個々の損害を受けていない合成石油プラン

トは、各ターンに1つの石油カウンターを生産し、また無制限補給

源でもあります（30.222C）。 
33.232 ドイツのみ:ドイツだけが合成石油プラントを建造できます

が、ロシアは ICを石油生産に転換できます（37.65）。 
33.233 開始時レベル: ドイツは 2 つの合成石油プラントでゲーム

を始め、それぞれを5つあるドイツの重要戦略目標のうち1つに置

く必要があります。 
33.234 生産: ドイツは、1 つの合成石油プラントあたり 5RP のコ

ストで追加の合成石油プラントを生産できます（1 つの陸軍の技術

革新により1RPずつ減少されます）。合成石油プラントは、枢軸国

プレイヤーターンの 初に生産され、それが生産されるターンに石

油産出地として使用できます。新しく生産された合成石油プラント

は、ドイツの重要戦略目標またはドイツが国家要塞を生産した場合

（42.24F）にはベルヒテスガーデンに置かれる必要があります。1
つを超える合成石油プラントが、同じドイツの重要戦略目標または

可能になればベルヒテスガーデンに置くことができます。 
33.24 国際市場: 日本がアクセスした国際市場は石油カウンターを

生産しますが、このアクセスは石油禁輸により妨害されます

（33.4521）。 
33.25 中小国の首都: 提携または活性化の前には、中小国の首都は、

その中小国のすべてのユニットに十分な補給を提供（30.24）し、さ

らにその中小国のユニットのみに石油を提供します。この石油供給

は同盟党派によって使用される石油と区別され、石油カウンターに

よって表わされません。提携または活性化後には、中小国の石油の

要求は、その主要国の石油カウンターを使用して満たされます。 
 

33.3 石油生産: 
33.31 マップボックス: マップボックスの石油生産容量は破損また

は破壊できません。 
33.32 占領: 
33.321 石油センター: 石油センターは、敵部隊がその位置するヘク

スを占めた場合は常に、1 レベルの損傷を受けます。石油センター
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への損傷は、石油センターを含んでいるヘクスに損害マーカーを置

くことにより示されます。石油センター上の各損害マーカーは1ず

つその石油生産容量を減少させます。石油センターは、 高でその

石油生産容量の各レベルにつき1つの損害マーカーを持つことがで

きます。 
33.3211 例外: 石油センターは次の状況では損傷なしで捕獲されま

す。 
A. 中立のルーマニア: ルーマニアが主要国と提携または同盟して

いない場合、プロエシェチの占領は石油センターを破損しません。

外交によるルーマニアの支配の獲得は、プロエシェチの石油センタ

ーを破損しません。 
B. 奇襲効果（ロシア）: ドイツがロシアに宣戦布告したときにRGT
レベルが 40 未満の場合には、ドイツの攻撃の 初のターンに枢軸

国によって捕獲されたロシアに支配される石油センターは破損され

ません。 
C. 奇襲効果（太平洋）: 日本が米国または英国に宣戦布告したとき

に有効なUSJT レベルが40 未満の場合には、パレンバンおよびブ

ルネイは、日本の攻撃の 初の2ターン中に日本によって捕獲され

れば、破損されません。 
D. 降服: 英国またはロシアの降服の一環として枢軸国の支配を受

ける石油センターは破損されません。 
33.322 合成石油プラント: 合成石油プラントは、そのヘクスが敵の

支配を受ける場合、破壊されます。 
33.33 爆撃: 戦略爆撃は 26.72-26.74 に述べられるように、合成石

油プラントを破損または破壊でき、石油センターを破損できます。 
33.34 石油産出地の焦土化の禁止: プレイヤーは、彼の支配下の石

油センターを破損または破壊できません。 
33.35 石油産出地の修理: そのプレイヤーターンの終わりに、各同

盟党派はBRP コストなしで産業施設または石油センターから 1 つ

の損害マーカーを除去できます（26.83）。 
 

33.4 石油カウンターおよび備蓄: 
33.41 石油カウンター: 
A. 各プレイヤーターンの 初の石油調節フェーズ中に、新しく生成

された石油カウンターが、移動しているプレイヤーによって支配さ

れた各々の石油を産出するマップボックスおよび石油センターに置

かれます。 
B. 石油カウンターは、石油調節フェーズ中に陸上を通り、石油産出

地から石油備蓄に移動できます（33.43A）。 
C. 石油カウンターは、初期補給判定中に海上を通り、石油産出地か

ら石油備蓄に移動できます（33.43B）。 
D. 石油センターに残り、移動しているプレイヤーターンの間に使

用されない石油カウンターは、そのプレイヤーターンの終わりに除

去されます。 
33.411 石油カウンターの使用: 各石油カウンターは次のうち 1 つ

の方法で使用できます。 
A. 石油効果の相殺: 石油カウンターは、石油調節フェーズまたは初

期補給判定中（航空、海軍および陸軍石油効果）またはユニット生

産フェーズ（生産および経済石油効果- 33.52A, D）中に石油効果

（33.6）を相殺するために使用できます。 
B. 航空および海軍ユニットの表戻し: 追加の石油カウンターは

33.74 に述べられた制限に従い、航空および海軍ユニットを表に戻

す（33.52B）ためにプレイヤーターン中にいつでも使用できます。 
C. 装甲の展開: 追加の石油カウンターは、装甲ユニットの展開

（33.52C, 33.72）を可能にするために展開フェーズの 初に使用で

きます。 
33.412 石油効果を相殺するか、追加の航空または海軍ユニットを

表に戻すか、または追加の装甲ユニットの展開を可能にするために

使用される石油カウンターは直ちに消費され、プレイから取り除か

れます。 
33.42 石油備蓄: 石油備蓄された未使用の石油カウンターはその石

油備蓄に残り、将来のターンで使用できます。各石油備蓄は1つ以

上の無制限補給源に所在しています。石油備蓄中の石油カウンター

は、適切な主要国の戦力プール表、マップボックスまたは都市に置

かれます。ゲームの進行に伴って、石油備蓄は生産が消費を超過す

るか否かにより、増加または減少します。石油備蓄中の石油カウン

ターは、33.424に述べられる場合以外は、損傷または破壊されませ

ん。 
33.421 石油備蓄および補給源: 各石油備蓄は、次の無制限補給源に

所在しています。 
A. ヨーロッパ枢軸国: ベルリン、ローマ、ベルヒテスガーデン（ド

イツが国家要塞を生成した場合）および損傷していない合成石油プ

ラントを含んでいるドイツにある各重要戦略目標。 
B. 日本: 東京、大阪、鹿児島およびソウル。 
C. ロシア: ウラルボックス。 
D. 西側連合国（ヨーロッパ）: ロンドンおよびパリ。 
E. 西側連合国（インドボックス）: インドボックス。 
F. 西側連合国（南アフリカボックス）: 南アフリカボックス。 
G. 西側連合国（太平洋）: 真珠湾およびオーストラリアボックス。 
H. 西側連合国（マニラ）: マニラ。 
33.422 大の石油備蓄: 各石油備蓄は、石油カウンターを上限値ま

で含むことができます。この上限は各プレイヤーターンの終わりに

各石油備蓄に適用され、上限より多い石油カウンターは除去されま

す。各石油備蓄の上限値および開始時のレベルは次のとおりです。 
A. ヨーロッパ枢軸国: 
・上限値: 枢軸国支配下のベルリン、ブレスラウ、ケルン、エッセ

ンおよびライプチヒのそれぞれにつき2。全体の上限値は10。 
・開始時: 10。 
B. 日本: 
・上限値: 日本支配下のハルビン、鹿児島、奉天、大阪および東京

のそれぞれにつき2。全体の上限値は10。 
・開始時: 10。 
C. ロシア: 
・上限値: 10。 
・開始時: 3。 
D. 西側連合国（ヨーロッパ）: 
・上限値: 西側連合国支配下のバーミンガム、ロンドンおよびマン

チェスターのそれぞれにつき2。全体の上限値は6。 
・開始時: 6。 
E. 西側連合国（インドボックス）: 
・上限値: 3。 
・開始時: 3。 
F. 西側連合国（南アフリカボックス）: 
・上限値: 3。 
・開始時: 3。 
G. 西側連合国（太平洋）: 
・上限値: 真珠湾に3（日本に支配されていない限り）、オーストラ

リアボックスに3（オーストラリアが降服していない限り）。全体の

上限値は6。 
・開始時: 3。 
H. 西側連合国（マニラ）: 
・上限値: 3。 
・開始時: 3。 
33.423 石油備蓄の捕獲禁止: 石油カウンターは捕獲できません。

33.422にリストされた場所の占領または降服は、防御側の石油備蓄

レベルの上限値を減少しますが、攻撃側のその時点での石油備蓄レ

ベルおよび上限値には影響しません。 
33.424 石油備蓄の破壊: 石油備蓄中の石油カウンターは、爆撃され

ず、重要戦略目標の占領により、石油備蓄の容量の上限をその石油
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備蓄中の石油カウンターの数だけ減少させられる場合以外は破損ま

たは破壊されません。 
（例外: 太平洋の石油備蓄。その初期の奇襲攻撃中に、日本が真珠

湾に2回目の空襲を実行する場合、日本は太平洋の石油備蓄にある

石油カウンターを目標とでき、この空襲では石油備蓄はすべて真珠

湾にあると考えらます。太平洋の石油備蓄は1つの目標として攻撃

されます。「1」の航空攻撃の結果では、1 つの石油カウンターが破

壊されます。「2」の航空攻撃の結果では、2 つの石油カウンターが

破壊されます。「3」以上の航空攻撃の結果では、3 つの石油カウン

ターがすべて破壊されます。） 
33.43 石油備蓄の増加: 石油備蓄は、石油カウンターを石油産出地

から石油備蓄を含んでいる重要戦略目標、またはロシアではウラル

ボックスに移動させることで増加させることができます。石油カウ

ンターは以下のように移動できます。 
A. 陸上: 所有者プレイヤーターンの外交フェーズの直後、初期補給

判定中、生産フェーズまたは再配備フェーズに石油産出地から目的

地ヘクスまで陸上補給線トレースすることで。海上を港湾まで移動

された石油カウンターは、目的地まで陸上移動できます。 
B. 海上: 所有者プレイヤーターンの初期補給判定中、生産フェーズ

または再配備フェーズ中に海上補給線をトレースすることで。1 つ

の輸送船（日本、西側連合国、ロシアへの西側連合国の石油出荷）

または3つの駆逐艦戦力（ヨーロッパ枢軸国）が、海上により輸送

される各石油カウンターのために必要になります。南アフリカボッ

クスに輸送された石油カウンターは、次の連合国プレイヤーターン

までそこに残らなくてはなりません。 
ヨーロッパ枢軸国の駆逐艦を海上での石油供給のトレースに使用す
ることは、通常は枢軸国がモスルまたはロシアの石油センターを捕
獲したものの、捕獲された石油センターまでの陸路を持っていない
というまれな場合にのみ発生するでしょう。 
33.431 各プレイヤーターンの終わりに石油カウンターは除去され

ます: 各プレイヤーターンの終わりに、石油備蓄にない石油カウン

ターはすべてプレイから取り除かれます。将来のターンに別の目的

地へ送ることを意図されている西側連合国石油カウンターについて

も例外はありません。 
南アフリカの石油備蓄の上限は3 つの石油カウンターです。西側連
合国が次のターンにインドまたはオーストラリアボックスへ余分の
石油カウンターも送ると約束したとしても、各西側連合国プレイヤ
ーターンの終わりに南アフリカボックスには3 つの石油カウンター
のみが存在できます。 
33.44 ヨーロッパ枢軸国: 
33.441 すべての無制限補給源の石油状況は同一です: ヨーロッパ

枢軸国のすべての無制限補給源における石油状況は、ヨーロッパ枢

軸国の石油備蓄からの石油の消費によって決定されます。 
33.442 ヨーロッパ枢軸国の石油産出地: 各ターンにヨーロッパ枢

軸国は、補給線が次に示された石油産出地からユニット生産が許さ

れるドイツの任意のヘクスまでトレースできる場合には、次の生産

地からの石油で石油備蓄を増大できます。 
33.4421 プロエシェチ: プロエシェチからの3 つの石油カウンター。

中立または枢軸国に支配されたルーマニアから中立中小国ヘクス上

の補給線のトレースが必要です。ヨーロッパ枢軸国は、以下の場合

プロエシェチから石油を受け取れません。 
A. ロシアがプロエシェチを支配しており、ロシアとドイツは戦争中

またはRGTレベルが45以上の場合。または、 
B.プロエシェチが西側連合国の支配下にある場合。 
33.4422 ロシア: ロシアから1つの石油カウンター。これはドイツ

とロシアが戦争中となるか、またはRGTレベルが45以上となるま

でです。ドイツへのロシアの石油の出荷は、ロシアによる石油カウ

ンターの使用またはロシアの石油備蓄量（33.4624）に影響があり

ません。 
33.4423 合成石油プラント: 個々の損害を受けていないドイツの合

成石油プラントから1つの石油カウンター。 
33.4424 捕獲された石油センター: 枢軸国の支配下にある場合には

モスル、マイコプ、グロズヌイおよびバクーからの石油カウンター。

枢軸国は、地中海へ陸上輸送するための設備が存在しなかったため

に、アバダンまたはアフワーズで生産された石油を使用できません。 
33.45 日本: 
33.451 無制限補給源の石油状況: 東京、大阪、鹿児島、ソウルおよ

びすべての日本の海軍と太平洋およびインド洋 SW ボックス内の

SW ユニットの石油状況は、日本の石油備蓄から消費された石油に

よって決定されます。 
33.452 日本の石油産出地: 日本は各ターンに、以下に示された石油

産出地からユニット生産が許される日本または満州の任意の重要戦

略目標まで補給線をトレースすることができる場合、次の産出地か

らの石油で石油備蓄を増大できます。 
33.4521 国際市場: 日本は、国際市場から示された数の石油カウン

ターを得ることができます。 
A. 禁輸なし: 無制限。米国が前のゲームターンに日本に石油禁輸を

課していない場合に適用されます。石油禁輸はそれが課されるゲー

ムターン中の日本の石油供給に効果がありません。 
B. 部分的な禁輸: 3つの石油カウンター。米国が前のゲームターン

に日本に石油禁輸を課した場合に適用されます。 
C. 完全な禁輸: なし。米国が２ゲームターン以前に日本に石油禁輸

を課した場合に適用されます。 
D. 戦争: なし。日本と米国が戦争中の場合に適用されます。 
33.45211 石油禁輸: 
A. キャンペーンゲーム: グローバルウォーのゲームでは、石油禁輸

は、USJT が 20 に達したときに日本のプレイヤーターンの前、そ

のターン中、またはそのターン後を含む任意のターン中にいつでも

課すことができます。一旦課された石油禁輸は撤回できません。 
B. 太平洋戦域ゲーム: 太平洋戦域キャンペーンゲームでは、日本の

石油禁輸はシナリオ開始前の 1941 年夏に課されたと考えます。日

本は 1941 年秋に国際市場から受け取った 3 つの石油カウンターの

みをそのターン中に使用したと考えられ、10の石油カウンターの石

油備蓄で1941年冬にシナリオを始めます。 
33.4522 ブルネイおよびパレンバン: 3 つの石油カウンターがブル

ネイおよびパレンバンのそれぞれから。ブルネイおよびパレンバン

で生産された石油カウンターは、日本の石油備蓄に送られるか、ま

たは石油センターが位置する補給ゾーンの石油需要を満たすために

使用できます。日本プレイヤーターンの終了までに未使用の石油カ

ウンターは除去されます。日本はブルネイまたはパレンバンで石油

備蓄を作成できません。 
33.4523 石油を運ぶための輸送船の割当て: 日本のプレイヤーター

ンの初期補給判定中ならびに生産および再配備フェーズに、日本は

石油を運ぶために輸送船を割り当てることができます。1 つの輸送

船が、ブルネイおよびパレンバンで生産された各石油カウンターを

運ぶことにつき必要とされます。各ターンに日本が石油を運ぶため

に割り当てることができる輸送船の数は、利用可能な輸送船の数に

より制限されます。1-2の輸送船で1つの石油カウンター、3-4の輸

送船で2 つの石油カウンター、5-6 の輸送船で3 つの石油カウンタ

ーなど。1 ターンあたり、ブルネイおよびパレンバンの 大の石油

生産である6つの石油カウンターが上限です。石油を運ぶために使

用されない輸送船は他の目的のために使用できます。 
33.4524 石油を運ぶために割り当てられた輸送船のインターセプ

ト: 石油を運ぶために日本が割り当てた輸送船は、連合国の航空ユ

ニットによって攻撃され、または連合国の海軍ユニットによってイ

ンターセプトされます（25.952）。任意に任務を中断した場合、パ

レンバンとブルネイから送られた石油カウンターは除去されます。

パレンバンとブルネイから送られなかった石油カウンターは、日本

の石油供給線のインターセプトによって影響されません。 
33.46 ロシア: 
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33.461 すべての無制限補給源の石油状況は同一です: ロシアのす

べての無制限補給源における石油状況は、ロシアの石油備蓄からの

石油の消費によって決定されます。 
33.462 ロシアの石油産出地: 各ターンにロシアは、以下の石油産出

地からウラルボックスへヨーロッパマップ東端の A62 から Z53 ま

でのヘクスを経由して補給線をトレースすることができる場合には、

次の産出地の石油で石油備蓄を増やすことができます。 
33.4621 ウラルボックス: ウラルボックスから1 つの石油カウンタ

ー。 
33.4622 ロシアに支配される石油センター: ロシアの支配下にある

マイコプ、グロズヌイ、バクー、アバダン、アフワーズ（ペルシア

のBRPルートが開設されている場合）、モスル（連合国がトルコを

支配する場合）およびプロエシェチからの石油カウンター。 
33.4623 ロシアへの西側連合国による石油出荷: 石油カウンターは、

BRP譲渡に加えて、またはその譲渡の代わりに西側連合国によって

ロシアへ送ることができます。該当するルートが開設されていれば、

各ターンにムルマンスク経由で 大2つの石油カウンターを、ペル

シア、トルコおよびシベリア経由でそれぞれ 大1つの石油カウン

ターを送ることができます。出荷される各石油カウンターは、使用

される BRP ルートの限度および全体的な西側連合国のロシアへの

BRP譲渡限度に対して10BRPとして計算されます。ムルマンスク

またはシベリア経由で送られる各石油カウンターは、1 つの西側連

合国の輸送船を要求します。ペルシア経由のアバダンまたはアフワ

ーズからのまたはトルコ経由のモスルからの石油カウンターには輸

送船は必要ありません。西側連合国およびロシアのBRPレベルは、

石油出荷によって影響されません。ロシアへ送られた西側連合国の

石油カウンターは、ロシアの石油備蓄に加えられ、後のロシアのプ

レイヤーターン中にロシアによって使用できます。40.24 を参照し

てください。 
33.4624 初期のロシアの石油備蓄: ロシアがドイツと開戦するまで、

ロシアはその石油消費を記録されず、ロシアの石油備蓄は3つの石

油カウンターを含んでいると考えられます（33.422C）。 
33.47 西側連合国: 
33.471 無制限補給源の石油状況は異なります: 西側連合国の各無

制限補給源の石油状況は以下のように決定されます。 
33.4711 ロンドンおよびパリ: 西側連合国のヨーロッパの石油備蓄

から消費された石油カウンターの数によります。 
33.4712 真珠湾: 西側連合国の太平洋の石油備蓄から消費された石

油カウンターの数によります。 
33.4713 マニラ: 西側連合国のマニラの石油備蓄から消費された石

油カウンターの数によります。 
33.4714 マップボックス: 西側連合国のマップボックス内でターン

を開始するユニットは石油効果を受けません。さらに、 
A. 米国ボックスは無制限の石油を持っています。米国ボックスから

補給を引く補給ゾーンの石油状況は33.533に従い決定されます。 
B. 南アフリカボックスから補給を引く補給ゾーンの石油状況は

33.533に従い決定されます。 
C. インドボックスおよびそこから補給を引く補給ゾーンの石油状

況は、インドの石油備蓄から消費された石油カウンターの数によっ

て決定されます。 
D. オーストラリアボックスおよびそこから補給を引く補給ゾーン

の石油状況は、太平洋の石油備蓄から消費された石油カウンターの

数によって決定されます。 
E. 大西洋、太平洋およびインド洋 SW ボックスは石油効果を受け

ません。 
33.472 西側連合国の石油産出地: 各ターンに西側連合国の各地の

石油備蓄は、以下の石油産出地から石油備蓄に関連した無制限補給

源まで補給線をトレースすることができる場合、次の産出地から指

定された数の石油カウンターを取得できます。 
33.4721 米国ボックス: 無制限。 

戦争中に米国は、世界の石油供給のほぼ３分の２を生産しました。
西側連合国にとって、石油は生産の問題ではなく、それが必要な場
所へ石油を送るのに必要な輸送船を持つことが問題となります。 
33.4722 モスル: 3。この石油カウンターは、モスルが位置する補給

ゾーン、およびその補給ゾーンから海上補給をトレースする補給ゾ

ーンの石油需要を満たすために使用できます。他に認められている

場合には、各ターンに1つのモスル石油カウンターは、トルコ経由

でロシアへ送ることができます（40.24, 40.6）。モスルで生産された

石油カウンターは、インド洋の輸送船でヨーロッパマップから外へ

送ることができません。 
33.4723 アバダンおよびアフワーズ: 各 3。これらの石油カウンタ

ーは、インド洋の輸送船でアバダンから送られなかったならば、ペ

ルシア内にあるユニットおよびヘクスの石油需要を満たすためのみ

に使用できます。他のルールで認められている場合には、各ターン

1 つのペルシアの石油カウンターがペルシアを通ってロシアへ送る

ことができます（40.24, 40.5）。 
33.4724 西側連合国に支配された石油センター: それらが西側連合

国の支配下にある場合、ブルネイ、パレンバンおよびプロエシェチ

からの石油カウンター。ただし石油センターが位置する補給ゾーン

の石油需要のみを満たします。 
33.473 石油を運ぶための輸送船の割当て: 連合国プレイヤーター

ンの初期補給判定中ならびに生産および再配備フェーズ中に、西側

連合国は大西洋、太平洋およびインド洋の輸送船を、石油カウンタ

ーを運ぶために割り当てることができます。各輸送船は、1 ターン

につき1つの石油カウンターを運ぶことができます。各ターンに石

油を運ぶために割り当てることができる輸送船の数は、そのSWボ

ックスで利用可能な輸送船の数により制限されます。1-2 の輸送船

で1 つの石油カウンター、3-4 の輸送船で2 つの石油カウンター、

5-6 の輸送船で 3 つの石油カウンターなど。この一般的な制限は、

大西洋、太平洋およびインド洋SWボックス内での石油出荷用の輸

送船の使用に適用されます（33.4371, 33.4732, 33.4733）。石油を運

ぶために使用されない輸送船は、他の目的のために使用できます。 
33.4731 大西洋: 33.473に示した以外には、各ターンに米国から石

油を運ぶことができる西側連合国の大西洋の輸送船の数に制限はあ

りません。 
33.4732 太平洋: 
A. 戦前の石油需要: 日本と西側連合国の開戦前には、たとえこれが

太平洋およびマニラの石油備蓄に効果がなくても、石油カウンター

を運ぶために3つの西側連合国の太平洋にある輸送船が割り当てら

れなければなりません。一旦米国が日本と交戦すれば、この要求は

適用されません。 
B. 太平洋の石油備蓄: 米国は、西側連合国の太平洋の輸送船を使用

して米国太平洋岸ボックスから真珠湾またはオーストラリアボック

スのいずれかへ1ターンで太平洋の石油備蓄へ石油を送ることがで

きます。石油はインド洋を通って太平洋の石油備蓄に送ることはで

きません。 
33.4733 インド洋: 
A. インド洋の輸送船の使用: インド洋の輸送船は、以下のように石

油カウンターを出荷するために使用できます。 
・アバダンから南アフリカボックス、インドボックス、スエズまた

はバスラへ。 
・ 南アフリカボックスからインドボックス、スエズまたはバスラへ。 
B. インドの石油消費: 英国と日本の開戦前に、インドの石油効果を

相殺するためにインドの石油備蓄から各ターン3つの石油カウンタ

ーが利用可能な場合には消費されます。したがって3つ未満のイン

ド洋の輸送船が連合国のプレイヤーターンにインドへ石油を運ぶた

めに割り当てられた場合、インドの石油備蓄は減少されます。英国

と日本の交戦後は、英国プレイヤーは任意にインドの石油消費を減

少させることができます（例外: ヨーロッパのシナリオでは、1942
年春以降の各ターン、3 つのインド洋の輸送船が可能な場合には、
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インドへ石油を運ぶために割り当てられる必要があります）。 
33.4734 石油を運ぶために割り当てられた輸送船のインターセプ

ト: 大西洋および太平洋SW ボックス内で石油を運ぶために西側連

合国によって割り当てられた輸送船は、枢軸国の航空ユニットによ

って攻撃され、また枢軸国の海軍ユニットによりインターセプトさ

れます（25.731, 25.953）。任意に任務を中断した場合、出荷される

石油カウンターは除去されます。 
33.48 石油効果から免除された中国: 中国、およびフライングタイ

ガーズを含む中国にある中国のユニットは石油効果を受けません。 
 

33.5 石油消費: 
33.51 石油カウンターの使用: 石油カウンターは移動しているプレ

イヤーにより以下のように彼のプレイヤーターンにより使用できま

す。 
A. 33.61A-E（航空、海軍、陸軍、生産および経済）に記述された

石油効果の1つ以上の相殺。 
B. 航空および海軍ユニットの表戻し。 
C. 装甲ユニットの展開。 
33.52 タイミング: 
A. 航空、海軍および陸軍石油効果: 石油カウンターは、以下の時点

で航空、海軍および陸軍石油効果を相殺するために使用できます。 
・石油調節フェーズ中に、陸上補給線をトレースできる石油センタ

ーからの石油カウンターが移動しているプレイヤーの石油備蓄に加

えられた後。使用される石油カウンターは、輸送船を裏返すことを

要求されて（33.74G）、石油備蓄、石油センターまたは石油産出地

から運んでくることができます。 または、 
・初期補給判定中に、輸送船を使用して送られた石油カウンターが

移動しているプレイヤーの石油備蓄に加えられた後。 
B. 航空および海軍ユニットの表戻し: 追加の石油カウンターは、

33.74 に述べられた制限に従い、航空および海軍ユニットを表に戻

するために、プレイヤーターン中にいつでも使用できます。 
C. 装甲の展開: 追加の石油カウンターは、装甲ユニットの展開を可

能にするために展開フェーズの 初に使用できます。 
D. 生産および経済石油効果: 石油カウンターは、生産および経済石

油効果を相殺するためにユニット生産フェーズ中に使用できます。 
33.53 補給されたエリアの石油状況: 
33.531 石油状況の決定: 無制限補給源の石油状況は、補給源に関連

した石油備蓄から消費された石油（33.441, 33.451, 33.461, 33.471）
によって、初期補給判定の前またはその判定中に決定されます。 
33.532 補給に反映される石油状況の悪化: 石油効果が無制限補給

源に及ぼされない場合には、その補給源の石油状況は悪化せず、そ

の補給源から補給されたヘクスおよびユニットは、石油効果による

悪影響を受けません（例外: 米国または南アフリカボックスから補

給を受け取る補給ゾーン- 33.533）。しかしながら、1つ以上の石油

効果が無制限補給源に及ぼされる場合、その無制限補給源から補給

されたすべてのヘクスおよびユニットは同様に悪影響を受けます。 
33.533 米国または南アフリカボックスから補給をひく補給ゾーン: 
米国または南アフリカボックスから補給をひく港湾を含む補給ゾー

ン、およびそのような補給ゾーンから補給された他の補給ゾーンの

石油状況は、その補給ゾーンで消費された石油カウンターの数によ

って決定されます。消費される石油カウンターは、その補給ゾーン

内の石油センターから得られるか、または適切なSWボックスを通

って補給ゾーン内の港湾へ輸送船で送ることができます。 
例: 西側連合国の1943年春プレイヤーターンの開始時に、西側連合国のヨー

ロッパの石油備蓄は4つの石油カウンターを含んでいます。西側連合国は15
の利用可能な輸送船を大西洋SWボックスに持っています。 
 また西側連合国は、前のターンにカサブランカに侵攻して、モロッコに 1
つの西側連合国の装甲ユニット、1 つの機械化歩兵ユニットおよび 3 つの

AAFを持っています。 

 1942年冬には、英国および北アイルランドはロンドンから補給され、カサ

ブランカは米国から直接補給されていました。西側連合国の 1943 年春の石

油調節フェーズに、西側連合国は英国および北アイルランド内の航空、海軍

および陸軍石油効果を相殺するために西側連合国のヨーロッパの石油備蓄か

ら 3 つの石油カウンターを使用します。これにより英国および北アイルラン

ドで航空および海軍ユニットを表に戻すことができます。追加の航空および

海軍ユニットは、西側連合国のヨーロッパの石油備蓄に残っている石油カウ

ンターを使用して表に戻すことができます。モロッコ内の西側連合国のユニ

ットおよびヘクスは、西側連合国 1943 年春プレイヤーターンの初期補給判

定まで前のターンの補給および石油状況を保持します。石油調節フェーズに

モロッコ内の航空および海軍ユニットを表に戻すことは、使用される米国の

石油カウンター1つにつき1つの大西洋の輸送船の使用を必要とします。 
 初期補給判定中に、西側連合国は英国へ石油を送るために 6 つの大西洋の

輸送船を使用します。これらの石油カウンターは西側連合国のヨーロッパの

石油備蓄に置かれます。 
 西側連合国は、海上補給線のために 1 つの大西洋の輸送船を使用して、米

国大西洋岸ボックスからカサブランカまで直接海上補給を再びトレースしま

す。西側連合国がモロッコで彼らの陸上および航空ユニットを完全に利用す

ることを望むならば、さらにモロッコ（地元に石油産出地を持っていない）

において個々の石油効果を相殺するために 1 つの追加の大西洋の輸送船を使

用しなければなりません。西側連合国はモロッコに陸上および航空ユニット

を持っていますが、海軍ユニットを持っていないため、モロッコにおける航

空および陸軍石油効果を相殺するために、2 つの追加の大西洋の輸送船がカ

サブランカへ石油を送るために必要とされます。 
 海上補給が英国からカサブランカまでトレースされた場合には、ロンドン

の石油状況がカサブランカの石油状況を決定し、西側連合国の 3 つの大西洋

の輸送船が節約できます。 
33.534 地元の石油供給: 石油センターで生産された石油カウンタ

ーは、その石油センターを含んでいる補給ゾーンにトレースされる

補給を増大するために、他の補給ゾーンへその補給ゾーンからトレ

ースされた補給と同様に使用できます。 
例: 西側連合国は 1 つのインド洋の輸送船を使用して、南アフリカボックス

からバスラまで海上補給線をトレースします。モスルは破損を受けておらず

西側連合国によって支配されています。モスルにより生産された 3 つの石油

カウンターは、中東の補給ゾーンの石油需要を満たします。他のインド洋の

輸送船が、西側連合国が航空または海軍ユニットを表に戻すために追加の石

油カウンターを必要とする場合、またはモスルが損害を受けているか、また

は枢軸国の支配下にある場合には、中東へ追加の石油カウンターを送るため

に使用できます。 
33.535 タイミング: 補給ゾーンは、その時点のプレイヤーターンに

おける初期補給判定セグメントの終了時まで前のプレイヤーターン

の補給および石油状況を保持します。しかしながら、補給ゾーンで

航空および海軍ユニットを表に戻すためには、表に戻すターンに石

油カウンターの使用を要求します。使用される石油カウンターは、

石油備蓄に存在したか、または表に戻すターンに生産されたもので

ある必要があります。 
 

33.6 石油効果: 
33.61 石油効果: 33.52に述べられるように、移動しているプレイヤ

ーは彼のプレイヤーターンに、もしあれば以下の5つの石油効果の

うちどれを相殺したいのかを決定します。石油効果は、影響を受け

た補給ゾーン内にある同盟党派のすべてのメンバーに適用されます。

その影響は次のとおりです。 
A. 航空: 
・すべての航空ユニットは航空国籍DRM を1だけ減少されます。 
・基地所属の航空ユニットは攻勢オペレーション、探索、上空援護

の提供または海上での敵海軍ユニットへの攻撃を実施できません。 
・戦略爆撃機、飛行爆弾およびロケットによる攻勢の戦略戦闘が禁

止されます。 
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・防御航空支援の提供、敵爆撃への対抗および敵空輸活動のインタ

ーセプトを含む防御的な航空活動は、航空ユニットが基地としてい

るヘクス内でのみ認められます。迎撃機は敵の爆撃からその基地を

防御できます。 
・探索、上空援護の提供、海上での敵海軍ユニットに対する攻撃お

よび防御的な航空活動に対する制限は、日本本土の日本の航空ユニ

ットには適用されません。 
・航空ユニットは、影響を受けた基地から自由に基地変更および再

配備できます。 
B. 海軍: 
・すべての海軍ユニットは海軍国籍DRM を1だけ減少されます。 
・海軍ユニットは攻勢オペレーション、海上補給の保護あるいは海

上護衛の提供または保護を実施できません。 
・潜水艦戦が禁止されます。 
・2 つ少ないさいころが、すべての海軍のインターセプトにおいて

初に振られます。 
・通商破壊艦のさい振りは-1 修正を受けます（この不利な修正は、

防御側が影響を受けた海軍ユニットを港湾に維持し、影響を受けな

い海軍ユニットのみで通商破壊艦のインターセプトを試みる場合に

は適用されません）。 
・海軍ユニットは、影響を受けた港湾から自由に基地変更および再

配備できます。 
C. 陸軍: 
・ 全タイプのすべての陸上ユニットはCTLを1だけ減少されます。 
・陸上ユニットは海輸、海上侵攻または陸軍石油効果を受ける場所

からNRされることができません。 
・陸上ユニットは、そこから海上補給がその消耗ゾーン（14.52A）
まで 後にトレースされた補給ゾーンの消耗損失として除去できま

せん。 
・前のターンに展開したものを含む装甲ユニットおよびヨーロッパ

の英国および米国の機械化歩兵ユニットは、その機械化されたコン

ポーネントを失い歩兵ユニットとして活動しますが、それらは攻勢

オペレーションを実施でき、消耗および防御のための戦闘力は影響

されません。このようなユニットは移動力をヨーロッパで3に太平

洋では 2 に減少され、その ZOC を失い、突破または展開できず、

敵装甲の展開により攻撃されれば-1DM を受けます。これらの効果

は日本本土にある日本の装甲ユニットには適用されません。 
航空、海軍および陸軍石油効果は、航空、海軍および陸上ユニット
に対して部分的な補給と同じ効果があります（30.52）。 
D. 生産: 影響を受けた各主要国のユニット生産限度は半分にされ

ます（端数切上げ）。 
E. 経済: 影響を受けた各主要国の BRP ベースおよび BRP レベル

は、その時点のBRPベースの10パーセント（端数切捨て）または

10BRPのいずれか大きい分だけ、各ターン減少されます。 
33.62 軍への石油供給の回復: 航空、海軍および陸軍石油効果が否

定された場合には、航空、海軍および陸軍オペレーションは直ちに

通常に戻されます。 
33.63 生産に対する効果の回復: 生産石油効果が否定された場合に

は、影響を受けた主要国の生産限度は直ちに回復されます。 
33.64 経済的効果は回復しません: 経済石油効果が否定された場合

には、BRP ベースおよび BRP レベルはそれ以上減少しませんが、

BRPベースの損失は回復されず、失われたBRPは戻ってきません。 
33.65 生産および経済石油効果の適用: 生産および経済石油効果は、

所有するプレイヤーが指定する、その主要国の本国におけるいずれ

かの補給ゾーンの石油状況によって決定されます。他の補給ゾーン

は、生産および経済石油効果を相殺するために必要とされません。

主要国が敵の部隊によって完全に占領されれば、生産および経済石

油効果は33.651に従って、自動的に適用されます。 
33.651 英国: 生産および経済石油効果は、英国本国に関連した英国

の BRP ベース部分（英国の 1939 年秋における動員後の初期値は

80BRP）のみに適用されます。生産および経済石油効果は、イギリ

ス連邦に関連したBRP（初期値は40）には適用されません。 
 

33.7 表戻しおよび展開: 

33.71 33.74に述べられた制限に従い、以下のようになります。 
A. 航空: 1つの石油カウンターが航空石油効果を相殺するために同

盟党派によって使用される場合、その同盟党派はそのプレイヤータ

ーン中にいつでも 25 戦力分の航空ユニットを表に戻すことができ

ます。 
B. 海軍: 1つの石油カウンターが海軍石油効果を相殺するために同

盟党派によって使用される場合、その同盟党派はそのプレイヤータ

ーン中にいつでも 25 戦力分の海軍ユニットを表に戻すことができ

ます。 
C. 陸軍: 1つの石油カウンターが陸軍石油効果を相殺するために同

盟党派によって使用される場合、その同盟党派はそのプレイヤータ

ーンの展開フェーズ中に25戦力分の装甲ユニットを展開できます。 
33.72 追加の石油カウンターの使用: 航空、海軍または装甲ユニッ

トが石油効果を受けていない場合には、追加の石油カウンターを使

用することにより、航空、海軍および陸軍石油効果の相殺に関連し

た範囲（33.71）を超えて、追加の航空および海軍戦力を表に戻し、

または追加の装甲ユニットを展開に使用することができます。航空、

海軍および陸軍石油効果を相殺するために使用される石油カウンタ

ーに追加して同盟党派により使用される各石油カウンターによって、

同盟党派はその選択により以下の1つができます。 
A. 航空、海軍および装甲戦力の合計で25戦力まで、任意の組み合

わせで、追加の航空または海軍戦力を表に戻し、または追加の装甲

戦力を展開させること。 
B. すべての航空戦力を表に戻すこと。 
C. 2つのTF内の海軍ユニットを表に戻すこと。 
移動しているプレイヤーが33.72Aを実施することを選択すれば、1
つの追加石油カウンターは、5戦力分の航空ユニットおよび10戦力
分の海軍ユニットを表に戻し、10戦力分の装甲ユニットを展開する
ことを可能とします。あるいは、彼のすべての航空戦力を表に戻す
か、または2 つのTFを表に戻すために1 つの追加の石油カウンタ
ーを使用できます。 も経済的な石油カウンターの使用は、状況に
より異なるでしょう。 
33.73 自発的な石油効果の適用: 同盟党派は、追加の石油カウンタ

ーを33.72に述べるように使用するため、または石油備蓄を増加さ

せるために、自発的に1つ以上の石油効果を招くことができます。 
33.74 制限: 航空および海軍ユニットの表戻しは次の制限に従いま

す。 
A. 完全補給の要求: 完全に補給され、石油効果を受けない場合にの

み、航空および海軍ユニットは表に戻すことができます。 
B. 使用後の表戻しはプレイヤーターン終了時のみです: 使用後に

裏返される活動に従事した航空および海軍ユニットは、再配備フェ

ーズの後のプレイヤーターン終了時まで表に戻されません。プレイ

ヤーターン中に、各航空および海軍ユニットは1つの航空または海

軍オペレーションのみを実施できます（例外: SWボックス内の海軍

ユニット）。 
C. 新規生産: 生産または進水したプレイヤーターンの再配備フェ

ーズの後まで、航空および海軍ユニットは表に戻されません。再配

備フェーズ中に新しい基地へ再配備された場合には、引き続き次の

相手プレイヤーターンを通じて裏返されます。 
D. 再配備: 再配備された航空および海軍ユニットは、それらが再配

備された後、表に戻されません。再配備フェーズ中に新しい基地へ

再配備された裏返しの航空および海軍ユニットは、引き続き次の相

手プレイヤーターンを通じて裏返されます。 
E. 相手プレイヤーターン: 航空および海軍ユニットは、相手プレイ

ヤーターン中に表に戻せません。 
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F. 影響を受けた補給ゾーン内のみ: 石油カウンターは、石油カウン

ターが使用された補給ゾーンまたはその補給ゾーンから補給状況を

ひいた任意の補給ゾーン内でのみ航空および海軍ユニットを表に戻

すことができます。 
G. タイミングおよび場所: 航空および海軍ユニットを表に戻すた

めに使用される石油カウンターは、以下のように無制限補給源に関

係している必要があります。 
・石油調節フェーズ中に使用される石油カウンターは、以下のよう

な無制限補給源に関係している必要があります。 
o 前のプレイヤーターンにそこから補給がトレースされている場

所。または、 
o 陸上補給線が、そのターンの初期補給判定セグメントにトレー

スされている場所。 
・初期の補給判定中またはその後に使用される石油カウンターは、

その時点のプレイヤーターンに補給がトレースされた無制限補給源

に関係している必要があります。 
・補給源または石油産出地が米国ボックスまたは南アフリカボック

スだった場合、関係する発送エリアからの1つの輸送船が、そのよ

うに使用された石油カウンターにつき裏返されます。この方法で使

用された輸送船は、そのターンには他の目的のために使用できず、

石油を運ぶために割り当てることができる輸送船の数に対する制限

に数えられます（33.473）。 
H. 西側連合国のマップボックス: 西側連合国のマップボックス内

の航空および海軍ユニットの表戻しは、そのマップボックスに関係

した石油備蓄からの石油カウンターの使用を要求します（例外: 米
国ボックス内の航空および海軍ユニットは、石油カウンターの使用

なしで表に戻されます）。そのように使用された 1 番目の石油カウ

ンターは、任意の組み合わせで 25 戦力分の航空または海軍ユニッ

トの表戻しを可能とし、そのように使用された追加の各石油カウン

ターは、2つのTF内の海軍ユニットを表に戻すことを認めます。 
33.741 装甲の展開の制限: 石油カウンターは、石油カウンターが使

用された補給ゾーンまたはその補給ゾーンからその補給状況をひい

た補給ゾーン内でのみ、装甲ユニットによる展開を可能にします。 
33.75 戦域: 西側連合国の表戻しの限度および装甲の展開に関する

限度は、各戦域へ別々に適用されます。一方の戦域内で使用される

石油カウンターは、別の戦域に効果がありません。 
33.76 表戻しの限度の除外: 次の場所の航空および海軍ユニットは、

所有するプレイヤーの表戻しの範囲に数えられることなしで、所有

するプレイヤーターンの終わりに表に戻されます。 
A. 潜水艦: すべての潜水艦（例外: マップ上にNRされた潜水艦）。 
B. SWボックス内のASWおよび輸送船: SWボックス内のすべて

のASWおよび輸送船。 
C. 西側連合国の海軍ユニット: 以下の西側連合国のすべての海軍

ユニット。 
・大西洋および太平洋SWボックス内の海軍ユニット。ただしその

プレイヤーターン中にSWボックス内へNRされたものを除きます。 
・米国ボックス内の海軍ユニット。ただしそのプレイヤーターン中

に米国ボックス内へNRされたものを除きます。 
D. 西側連合国の航空ユニット: 米国ボックス内のすべての西側連

合国航空ユニット。ただしそのプレイヤーターン中に米国ボックス

内へNRされたものを除きます。 
E. 神風特攻機: 神風特攻機（例外: 再配備した神風特攻機）。 
33.761 連合国プレイヤーターン中における米国ボックス内の海軍

ユニットの裏返し: 連合国のプレイヤーターンの終了前に表に戻さ

れた、米国ボックス内の西側連合国の航空および海軍ユニットは、

場合に応じてヨーロッパまたは太平洋の西側連合国の表戻しの限度

に数えられます。 
このルールは、連合国プレイヤーが、彼のターン開始時に「無料で」
米国ボックス内の海軍ユニットを表に戻し、ヨーロッパへ基地を変
更して、任務を実行し、その後米国に海軍ユニットをNRして次の

ターンにこのプロセスを繰り返すまで裏返しにしておくことで、輸
送船不足を回避することを防ぎます。またこれは戦争の初期には、
米国内の石油の移動が枢軸国の潜水艦攻撃に弱かったタンカーに依
存していた事実を反映しています。戦争の進展に従って、鉄道によ
り移動される石油の量は増加していき、したがって、米国で進水ま
たは修理されたものを含む他の海軍ユニットは、輸送船に依存する
ことなく表に戻すことができます（33.76C）。 
33.77 同盟党派: 
A. ヨーロッパ枢軸国: ヨーロッパ枢軸国に対する表戻しの限度は、

ドイツ、イタリアおよびヨーロッパ枢軸国に参加した中小国が所有

している航空および海軍ユニット全体に適用されます。表に戻すこ

とができる航空および海軍戦力の数は、ヨーロッパ枢軸国の異なる

国に属する航空および海軍ユニットの間で分割されます。 
B. 西側連合国: 西側連合国に対する表戻しの限度は、英国、フラン

ス、米国および西側連合国に加わった中小国に属する航空および海

軍ユニット全体に適用されます。表に戻すことができる航空および

海軍戦力の数は、西側連合国の異なる国が所有している航空および

海軍ユニットの間で分割されます。 
33.78 ロシア: ロシアの表戻しの限度および装甲の展開に対する限

度は、ヨーロッパ戦域にのみ適用されます。太平洋戦域で表に戻す

ことができるロシアの航空および海軍ユニットの数、または太平洋

戦域内で展開できるロシアの装甲戦力の数に制限はありません。 
 

34. 天候 
34.1 概観 
34.2 天候の効果 
34.3 影響されるエリア 
34.4 冬準備 
 

34.1 概観: 

34.11 異なるタイプの天候: 好天、泥、冬およびモンスーンの 4 タ

イプの天候があります。天候には、ヨーロッパおよび太平洋マップ

上の特定のエリアでターンごとに変化します。 
 

34.2 天候効果: 

34.21 好天:すべてのマップのエリアは、泥、冬またはモンスーンで

なければ好天です。好天に天候効果はありません。 
34.22 泥: 泥になったエリアは、次の効果を受けます。 
A. 全面攻勢の禁止: 全面攻勢は実施できません。 
B. オーバーランおよび展開の禁止: オーバーランおよび泥の影響

を受けていないヘクスから泥のヘクスへの展開攻撃を含めて、展開

は禁止されます。 
C. 突破の禁止: 突破は泥のヘクス内で実施されません。泥の影響を

受けるヘクス内の適格の装甲ユニットは、突破口となるヘクスを含

んでいる戦線に課される攻撃 BRP コストで、泥の影響を受けない

ヘクス内の突破へクスに置くことができ、そこから展開できます。 
34.23 冬: 冬のエリアは、次の影響を受けます。 
A. 海上侵攻: 西部および東部戦線の海ヘクスを通過するような陸

上ユニットの海上移動を含む海上侵攻およびアリューシャン列島へ

の海上侵攻は、冬ターンには禁止されます。 
B. 突破: 冬ターンには、西部および東部戦線の山岳へクス、あるい

はシベリア、満州、モンゴルまたはタンヌ・ツバでは突破ができず、

装甲ユニットはこれらの場所から展開できません。この禁止は、装

甲ユニットが山岳ヘクスへ展開すること、および山岳へクスから展

開戦闘後に前進することを妨げません。 
C. 凍結した湖および湿地: レニングラードより北（列D）のヨーロ

ッパのすべての湖およびすべての東部戦線の湿地ヘクスは冬ターン
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に凍結します。凍結した湿地ヘクスは、すべての目的で平地へクス

として扱われます。凍結した湖は、補給線のトレースの目的におい

てのみ平地へクスとして扱われます。陸上ユニットは湖を横切って

移動できず、再配備できません。航空ユニットはヘクスC45（ラド

ガ湖）を基地とすることができません。 
D. 冬のさい振り: 1回冬のさい振りが、すべての冬ゲームターンの

開始時にナチ=ソビエト協定ライン東方の東部戦線ヘクスおよびフ

ィンランドの天候を決定するために、ヨーロッパで実施されます。

別の冬のさい振りが、シベリア、満州、モンゴルおよびタンヌ・ツ

バの天候を決定するために、太平洋で毎年秋および冬の開始時に実

施されます。冬効果は冬効果表（34.41）によって決定されます。 
34.24 モンスーン: モンスーンによって影響を受けたエリアは、次

の効果を受けます。 
A. 移動: 陸上ユニットは、湿地、ジャングルおよびジャングル/山
岳ヘクスに海上侵攻または空挺降下を含めて移動または戦闘フェー

ズに進入できません。この禁止は、日本の陸上ユニット、パルチザ

ンおよびチンディットを含むすべての陸上ユニットに適用されます。

このようなヘクス内でのユニット生産およびこのようなヘクスを通

った再配備は認められます。 
B. 戦闘: 湿地、ジャングルおよびジャングル/山岳ヘクス内の陸上

ユニットは、消耗によるもの以外に攻撃できず、攻撃されません。 
C. 装甲: 装甲ユニットは、すべての地形タイプでその機械化された

コンポーネントを否定されます（30.522B）。 
34.25 同じ戦線上の異なる天候: 冬と春には、東部およびアジア戦

線のエリアは、異なる天候または異なる冬レベルの影響を受けます。

このため攻勢オペレーションに対する異なる制限が、東部およびア

ジア戦線の異なる部分に対して適用されます。戦線における消耗お

よび攻勢オペレーションを規定するルールは、そのような状況にあ

る戦線全体に適用されます。 
A: ロシア戦線: 冬ターンにナチ=ソビエト協定ラインの西の東部戦

線で全面攻勢が実施される場合には、ロシアの冬の結果で他に認め

られていれば、消耗戦闘ではなく 14BRP までの限定攻勢オペレー

ションが、追加BRPコストなしでナチ=ソビエト協定ライン以東の

ロシアおよびフィンランドで実施できます。 
B: アジア戦線: 冬または春ターンにアジア戦線で全面攻勢が実施

される場合には、冬の結果で他に認められていれば、消耗戦闘では

なく14BRPまでの限定攻勢オペレーションが、追加BRPコストな

しでシベリア、満州、モンゴルおよびタンヌ・ツバを統合したエリ

アで実施できます。 
 

34.3 影響されるエリア: 
34.31 泥: 泥は、春ターンにナチ=ソビエト協定ライン以東の東部戦

線、フィンランド、シベリア、満州、モンゴルおよびタンヌ・ツバ

で発生します。 
34.32 冬効果: 
A. 地中海戦線: ヨーロッパ大陸の地中海戦線のヘクスは、「4」の冬

の結果を持つとみなされます。スペイン、ポルトガル、ジブラルタ

ル、イタリア、ユーゴスラビア、ルーマニア、ブルガリア、アルバ

ニア、ギリシアおよびトルコのヨーロッパ部分が含まれます。地中

海の島は含まれません。 
B. ポーランドおよび西部戦線: フィンランド以外のナチ=ソビエト

協定ライン以西の東部戦線ヘクスおよびすべての西部戦線ヘクスは、

「6」の冬の結果を持つとみなされます。 
C. ロシア: すべての冬ゲームターンの開始時に冬のさい振りが、ナ

チ=ソビエト協定ライン以東のすべての東部戦線ヘクスおよびフィ

ンランドの冬効果を決定するために実施されます。ロシアの冬のさ

い振りは+5の修正を受けます。 
D. シベリア、満州、モンゴルおよびタンヌ・ツバ: すべての秋およ

び冬ゲームターンの開始時に冬のさい振りが、シベリア、満州、モ

ンゴルおよびタンヌ・ツバの冬効果を決定するために実施されます。

秋のさい振りは+2 修正を受けます。冬のさい振り+5 修正を受けま

す。 
34.33 モンスーン: モンスーンは、夏（赤道の北）および冬（赤道

の南）の両方に発生します。モンスーンは各季節に、次のエリアに

影響します。 
A. 夏: インド、セイロン、ビルマ、タイ、フランス領インドシナお

よびフィリピン。 
B. 冬: マレー、シンガポール、オランダ領東インド、サラワク、ニ

ューギニア、ニューアイルランド、ニューブリテン、オーストラリ

ア、ソロモン諸島（4.74N）およびニューヘブリディズ島（4.74L）。 
34.331 第1ターンにおける日本の部隊の免除: 日本の部隊は、日本

が英国または英国および米国に宣戦布告したターンにはモンスーン

に影響されません。 
 

34.4 冬準備: 

34.41 冬準備レベル: 冬による影響を受けたエリアの冬効果は、影

響を受けた同盟党派の冬準備レベルによって減少します。開始時の

冬準備レベルは次のとおりです。 
A. ヨーロッパ枢軸国: 0。 
B. 日本: 2。 
C. 西側連合国: 0。 
D. ロシア: 6。 
 

冬効果表- 34.41 
0 効果なし。 
1 展開時の装甲ユニットの移動力が1減少します。 
2 展開時の装甲ユニットの移動力が2減少します。 
3 展開時の装甲ユニットの移動力が 3 減少します。空挺降下は禁止

されます。 
4 展開時の装甲ユニットの移動力が4減少します。 
5 展開時の装甲ユニットの移動力が 5 減少します。オーバーランは

禁止されます。敵の陸上ユニットは、攻撃側陸上ユニットよりも3
レベル以上低い冬効果を受けている場合には、陸上戦闘時に

+1DM を受け取ります。陣地およびレールヘッドは生産できませ

ん。 
6 展開は禁止されます。 
7 全面攻勢は禁止されます。限定攻勢は認められます。 
8 CTLおよび航空国籍DRMが1だけ減少します。 
9 歩兵ユニットおよび補充部隊は、首都、重要戦略目標ヘクス、IC、

橋頭堡またはレールヘッドで防御していなければ、-1DM を受け

ます。 
10 敵ユニットは、装甲ユニットのZOCから離れるために2移動力で

はなく1移動力のみを消費します。 
11 防御航空支援は、航空戦力が基地としているヘクスのみに制限さ

れます。 
修正 

+5 ナチ=ソビエト協定ライン以東およびシベリアの冬 
+2 秋ターンにおけるアジア 
-6 自動的なロシアの修正 
-6 自動的なフィンランドおよびスウェーデンの修正 
-2 自動的な日本の修正 
-#  冬準備の各レベル 
説明: 冬効果の各レベルは、すべてのより低い結果の影響をすべて含みま

す。 
消耗戦闘に対する冬レベルの影響: 冬効果レベルの差は消耗さい振りを

修正します（各レベルにつき+/-1）。 
攻勢の陸上戦闘に対する冬レベルの影響（冬効果 5）: 異なる冬準備レベ

ルを備えたユニットが攻撃に参加する場合、 も劣悪な冬準備修正が攻撃

側および防御側の両方に対して適用されます。 
展開: 展開する装甲ユニットは、常に少なくとも1ヘクスは移動できます。 
太平洋の移動への影響: 太平洋戦域では、1から5の冬効果による装甲の

展開移動力の減少分は半分にされ、端数切捨てとなります。冬効果10 は

太平洋戦域では適用されません。 
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ナチ=ソビエト協定ライン以東のロシアおよびフィンランド: 1 つのさい

ころが振られ+5修正を受けます。 
シベリア、満州、モンゴルおよびタンヌ・ツバ: 冬ターンでは、1 つのさ

いころが振られ+5 修正を受けます。秋ターンでは、1 つのさいころが振

られ+2修正を受けます。 
ポーランドおよび西部戦線: 自動的に「6」の冬レベルです。 
ヨーロッパ大陸の地中海戦線ヘクス: 自動的に「4」の冬レベルです。 

 
34.42 中小国: Vlasovs を含むすべての中小国ユニットは 0 の冬準

備レベルでゲームを始めます（例外: フィンランドおよびスウェー

デンは 6 の冬準備レベルでゲームを始めます）。この冬準備レベル

は、それらを支配する同盟党派の冬準備レベルによって増加します。 
34.43 パルチザン: パルチザンは 6 の冬準備レベルを持っています。 
34.44 冬準備の増加: 枢軸国、西側連合国および日本は量産により

冬準備レベルを増加できます。冬準備の量産の結果は、冬効果を改

善するために使用されるまで秘密にされます（42.24I）。 

経済 
35. 年開始手順およびBRP計算 
35.1 年開始手順（YSS） 
35.2 BRP計算- 概観 
35.3 YSSでのBRPベース成長 
35.4 年内のBRPベース変更 
35.5 BRP合計の計算 
35.6 BRPの獲得および損失 
35.7 比例配分およびタイミング 
35.8 焦土化 
35.9 米国の経済 
 

35.1 年開始手順（YSS）: 

35.11 毎年の開始時のYSS: YSSは、毎年の 初に、各冬ターンの

後、次の春ターンの前に発生します。 
35.12 シナリオ開始時に YSS はありません: シナリオに参加する

各主要国の初期のBRP、DP およびRP レベルは付録 IV の中で述

べられるように既に計算されており、YSSはシナリオの開始時に発

生しません。各シナリオの開始時には、すべてのユニットがマップ

上に置かれた後、DPおよびRPが割り付けられます。 
35.13 ステップ: YSSは次のステップからなります。 
A. BRP計算（35.2- 5）。 
B. 各主要国の生産限度の決定（27.3）。 
C. DP（49.1- 3）およびRP（41.2 -3）の分配および割り付け。 
35.14 米国の選挙: 1945 年の YSS が完了した後、米国の選挙(62)
が実施されます。 
 

35.2 BRP計算- 概観: 
35.21 BRPベース: ゲームの開始時には、各主要国はその国の経済

資源を表わすBRPベースを持っています。このBRPベースは、ゲ

ームが進むとともに増加するかもしれないし減少するかもしれませ

ん（例外: 中国のBRPベースは変化しません- 35.33, 35.41, 35.42）。 
35.22 ロシアの IC: ロシアに支配される ICは、経済石油効果また

はロシアに認められた赤字支出のレベル（39.22B）によるロシアの

BRPベースの減少を決定する場合に、ロシアのBRPベースの一部

と考えられません。ロシアに支配される IC のBRP 価値の増加は、

BRP 成長により生成されたRP の数（35.35）を決定する場合、数

えられません。ロシアに支配される ICのBRP価値は、ロシアの生

産限度（27.31）を決定する場合、数えられます。 
35.23 BRP合計: BRP合計は、各YSSに各主要国のために別々に

計算されます。各主要国のBRP 合計は、各主要国のBRP ベース、

およびその植民地、中小同盟国、提携中小国、征服地および経済的

価値を有する他のエリアの価値を足し合わせることにより計算され

ます（35.51）。オランダ領東インドの BRP 価値は、英国が日本と

開戦したときに1回のみ英国のBRP合計に加えられます（89.24）。
重要経済地帯に分類される領域（38.3）は、本来それを支配する主

要国のBRPベースに含まれています。 
35.24 連合国の合計: グローバルウォーでは、英国、ロシアおよび

米国の BRP レベルは、世界全体のレベルを表わし、各国がその資

源を戦域間でどのように割り付けるか決定を下します。ヨーロッパ

シナリオでは、BRPはヨーロッパ戦域に向けられた資源を表わしま

す。太平洋シナリオでは、連合国のBRPは記録しません。 
 

35.3 YSSでのBRPベース成長: 

35.31 成長率: 各YSSに、前の冬ゲームターンの終わりに前年の未
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使用の BRP が決定され、主要国の成長率を掛けます。端数は切り

捨てられ、その結果は主要国の BRP ベースへ加えられます。残り

のBRPは失われます。主要国成長率は次のとおりです。 
A. ドイツ、日本、米国: 50% 
B. 英国: 40% 
C. フランス: 30% 
D. イタリア: 20% 
E. 中国: 0% 
F. ロシア: 前の冬ゲームターンの終わりのRGTレベルで 大50%
まで（各RGTレベルは１パーセンテージポイントと等しい）。ドイ

ツとロシアが開戦した後には、ロシアの成長率はゲームの残りの間

50%となります。 
35.32 未生産ユニットの影響: 戦闘の損害および動員と量産による

戦力プールの追加分を含む未生産の陸上および航空ユニットの

BRP価値は、次の状況ではBRP成長を決定する際に未使用のBRP
数から控除されます。 
A. すべての主要国: すべての主要国の1940年YSS。 
B. 中立の主要国: 中立の主要国のすべてのYSS（例外: 冬ターンの

中国における日本の戦闘損害）。日本はロシア、英国または米国と開

戦するまで中立の主要国と考えられます。 
35.33 中国: 中国の成長率は0であり、そのBRPベースは増加しま

せん。中国は、日本から中国の重要戦略目標を奪還することのみに

より、その経済状況を改善することができます。 
35.34 成長によるRPの生成: 各YSSでは1つの追加のRPが、成

長による 25BRP ごとのために受け取られます（41.23）。動員およ

びロシアの IC の BRP 価値の増加による BRP は数えられません

（36.21）。 
 

35.4 年内のBRPベース変更: 
35.41 増加: 主要国のBRP ベースは、動員（36.21）を通じて年内

に増加します。これはYSSのBRP成長とは異なります（35.3）。 
35.42 減少: 主要国のBRPベースは、年内に以下のように減少する

かもしれません。 
A. 赤字支出: 発生したプレイヤーターン中にBRP 譲渡によってカ

バーされない赤字支出は、赤字支出した主要国の BRP ベースを恒

久的に赤字の分だけ減少させます（39.21）。 
B. 石油効果: 経済石油効果は、それが発生した各ターン、影響を受

けた主要国の BRP ベースをその時点の BRP ベースの 10%（端数

切捨て）または 10BRP のいずれか大きい分だけ減させます

（33.61E）。 
35.43 重要経済地帯の損失: 本来支配していた重要経済地帯が占領

（38.2）、ファイアストームまたは成功した戦略核攻撃の目標とされ

た場合、本来その重要経済地帯を支配していた主要国の BRP ベー

スは影響されませんが（38.22）、その主要国の生産限度は減少され

ます（27.31, 27.34C）。 
35.44 BRP ベースの変化は生産限度に影響します: 主要国の BRP
ベースの減少（35.42）は、その主要国の生産限度（27.31）を減少

させます。同様に、動員による主要国の BRP ベースの増加(36.21)
は、その主要国の生産限度（27.31）を上昇させます。 
35.45 他の損失はBRPベースに影響しません: 爆撃、輸送船の不足

および征服地または植民地の損失のような他の原因による BRP 損

失は、主要国のBRPベースを減少させません。 
35.46 BRP ベースは0未満には低下しません: 主要国のBRPベー

スは 0 未満には低下しません（例外: 英国本土に関連する英国の

BRPベースに何が起こるかにかかわらず、カナダと南アフリカから

の 20BRP は失われませんが、オーストラリアおよびインドの

20BRPは、それらの国々が日本へ降服した場合にのみ失われます。

したがって英国のBRPベースは、通常は40BRP以下に低下せず、

オーストラリアおよびインドの1つまたは両方が降服した場合には

30または20BRPに減少されます。） 
 

35.5 BRP合計の計算: 

35.51 YSS の計算: 各 YSS に各主要国の BRP の総数は、下記の

BRP価値をその年のBRPベースに加えることにより計算されます。 
A. 征服された主要国。 
B. 捕獲された重要経済地帯。 
C. 植民地および征服された中小国。 
D. 活性化した中小同盟国。 
E. 提携中小国。 
F. 経済的に浸透された中小国。 
G. 捕獲または支配した IC。 
次のBRP価値が引かれます。 
H. 前年のBRPベース以外の赤字（35.53）。 
I. 他の同盟党派に支配されている本来支配していた重要経済地帯

（38.3）。 
35.52 補給は無関係です: エリアの補給状況はYSSにそのBRPを

数える場合には、無関係です。 
35.53 BRP赤字: 主要国が中小同盟国、征服地または植民地の損失

のような 35.42 に記述される以外の原因による BRP 損害を受け、

その主要国が損失を吸収するために十分な BRP を持っていない場

合、その主要国のBRPベースは影響を受けません。しかしながら、

損失が生じた年に利用可能なBRPの即時の損失または次のYSSの

前のその後の追加 BRP によって相殺されることで支払われなかっ

たこの種のBRP損失は、次のYSSに主要国に分配されるRPおよ

び DP の数を決定する前に、その主要国の利用可能な BRP から引

かれます。以降のYSSにベースが減少されることとなるBRPベー

スの減少（35.42）と対照的に、影響を受けた主要国のBRP合計の

減少をもたらしません。 
例: 英国は、ドイツの爆撃の結果 1940 年末に 10BRP 赤字を持っています。

英国のBRPレベルは1941年のYSSに10BRPだけ減少します。 
1940年のYSSでは、英国は105のBRPベースを持っています。1940年

冬に英国は造船に使用するために赤字支出します。赤字支出の量は6BRPで

あり、英国のBRPベースは99BRPに減少します。1941年のYSSでは、英

国は、1940年冬の赤字支出以外に英国のYSSのBRP合計に減少がない場合、

そのBRPベースとして99BRPのみを受け取ります。 
もし上記の両方が 1940 年に生じていたならば、1941 年の YSS では、英

国は減少されたBRP ベースとして99BRP を受け取り、また、英国の1941
年YSSのBRPレベルは爆撃からのBRP赤字による10BRPが減少されます。 
 

35.6 BRPの獲得および損失: 
35.61 主要国はプレイの間に BRP を獲得するかもしれないし失う

かもしれません。 
35.62 BRPの獲得: BRPは、前のターンに活性化した中小同盟国、

提携または経済的に浸透された中小国および征服により獲得されま

す。このような BRP の追加は、夏、秋および冬ターンには比例配

分されます。動員によるBRPの獲得は比例配分されません。 
35.63 BRPの損失: BRPは、外交による中小国の同盟党派からの脱

退、以前に征服したエリアの奪還失敗、ICまたは重要経済地帯が敵

に支配されること、または主要国による焦土戦術の実施により失わ

れます（35.8）。このようなBRPの損失は夏、秋および冬ターンに

は比例配分されます。敵の戦略爆撃および飛行爆弾またはロケット

攻撃により失われたBRPは比例配分されません。 
35.64 競合エリア: 枢軸主要国が BRP を受け取った中小同盟国の

首都、提携中小国の首都または征服地が、連合国の冬のプレイヤー

ターン中に連合国によって占領された場合、支配していた枢軸主要

国は、次のYSSにそのエリアのBRPを受け取り、その春の枢軸国

プレイヤーターンの戦闘フェーズの終わりにそのエリアを奪還しな
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い場合には、そのエリア分の比例配分された BRP を失います。中

小国の支配を獲得した連合国の主要国は、その YSS にそのエリア

の BRP を得ませんが、その支配を保持するならば、その春のプレ

イヤーターンにそのエリアのBRPを加えます。 
35.65 各主要国の BRP ベース、征服地、中小同盟国および提携中

小国は、付録 IV の適切なセクションで各シナリオにつき述べられ

ています。シナリオ開始時に主要国に支配される植民地を含む中小

国が敵の部隊に捕獲された場合、次のプレイヤーターン中にその中

小国を奪還しない場合、その主要国は中小国による BRP を失いま

す。 
 

35.7 比例配分およびタイミング: 
35.71 比例配分: BRPの獲得および損失（35.62, 35.63）は以下のよ

うに比例配分されます（端数切捨て）。 
A. 春: 100% 
B. 夏: 75% 
C. 秋: 50% 
D. 冬: 25% 
35.72 外交フェーズ中のすべての BRP の増加および損失は、比例

配分する前に合計されます。同様に、戦闘フェーズ終了時のすべて

のBRP損失は比例配分する前に合計されます。 
35.73 タイミング: BRPの増加および損失のタイミングは以下のよ

うに決定されます。 
A. 征服: 春、夏および秋のターンの征服によるBRP は、征服が生

じたターンではなく、BRPが受け取られるターンの季節に基づき比

例配分して、征服した主要国の夏、秋および冬のプレイヤーターン

の外交フェーズの終わりに、それぞれ受け取られます。冬ターンの

枢軸国の征服によるBRPは、冬ターンに続くYSSに受け取られま

す。 
B. 中小国: 中小同盟国として活性化した中小国、主要国と提携した

中小国、主要国に経済的に浸透された中小国または外交的に主要国

から脱退した中小国により獲得または損失した BRP は、その事態

が生じた外交フェーズの終了時に受け取られ、または失われます。

事態が相手の外交フェーズ中に生じた場合、影響を受けた主要国は、

相手の外交フェーズの終わりにBRPを受け取るかまたは失います。 
C. 征服地および中小国の損失: 征服地、中小国および植民地による

BRP は、BRP を受け取っていた主要国がそのエリアの奪還に失敗

した戦闘フェーズの終わりに失われます。同盟主要国による奪還は、

へクスの支配およびそれに伴う BRP を同盟主要国に移転させます

（例外: パルチザンが支配するヘクス- 11.62）。 
D. 重要経済地帯および ICの捕獲: 本来支配していた主要国による

重要経済地帯およびロシアに支配された IC の捕獲により失われる

BRPは、重要経済地帯および ICが捕獲された相手プレイヤーの戦

闘フェーズの終わりに失われます。所有する主要国には、このBRP
の損失を回避するために重要経済地帯および IC を奪還する機会が

ありません。BRPの増加および減少に関しては、本来支配していた

主要国以外が支配する重要経済地帯および枢軸国が支配する IC の

損失または奪還は、征服地として扱われます（37.44, 38.23）。 
 

35.8 焦土化: 

35.81 焦土化: 主要国は、敵の手に渡ることを否定するために、ま

たはパルチザンによる損害を回避するために、任意にその征服地ま

たは植民地の比例配分された BRP 価値を除去できます。この政策

を実施するために、その主要国は、前の YSS またはその後にその

征服地または植民地からBRPを受け取っており、そのBRPの獲得

後に征服地または植民地の BRP を失っていない必要があります。

その後に征服地または植民地がその年内に失われた場合、追加の

BRP損失は発生しません。 

35.82 タイミング: 焦土戦術は、対象のエリアを支配する主要国の

ユニット生産フェーズ中に発表され、効果を現わします。 
35.83 制限: 中小同盟国、提携中小国、経済的に浸透された中小国、

外交的に共同目標とされた中小国および本来支配していた重要経済

地帯は指定できません。 
35.84 支配または将来価値に影響しません: 征服地または植民地へ

の焦土戦術の実施は、その征服地または植民地の支配または後の年

の征服地または植民地のBRP価値に影響がありません。 
35.85 一時的なゼロのBRP価値: 焦土戦術を受けたエリアは、その

年の残りの間BRP価値を失います。BRPは、焦土戦術を受けたエ

リアの征服により獲得されません。 
例: ロシアは1940年にバルト三国を征服します。ドイツは1941年夏にロシ

アを攻撃しますが、バルト三国の支配を獲得しません。ロシアは、11BRPの

コスト（バルト三国の以前の価値である15の75%）で、その1941年夏のプ

レイヤーターン中にバルト三国に焦土戦術を実施できます。ドイツが 1941
年秋にバルト三国を捕獲した場合、ロシアはバルト三国を奪還しないことに

よる追加のBRP の損失を受けず、また、ドイツは1942 年のYSS までバル

ト三国の征服によるBRPを受け取りません。 
 

35.9 米国の経済: 
35.91 米国: 米国経済の戦争生産への転換は、第二次世界大戦にお

ける連合国の勝利における も重要な要素のうちの1つでした。し

たがって米国の経済は、米国の生産のこの劇的な増加を反映するた

めに他の主要国のとは多少異なって扱われます。 
35.92 米国の開始時 BRP レベル: 米国は 1939 年秋に 100BRP の

BRPベースですべてのゲームを始めます。これは、グローバルウォ

ー・キャンペーンゲーム、ヨーロッパおよび太平洋シナリオに適用

されます。 
35.93 1つの米国BRP合計: グローバルウォーのゲームでは、米国

BRP合計は、各戦域のために別々に維持されず、米国は1つの世界

的な生産限度を適用されます。 
35.94 米国の動員の影響: 個々の米国の動員は、米国のBRPベース

およびBRPレベルに25BRPを加えます（36.21B）。 
35.95 米国の BRP 成長: 米国は、1940 年の YSS から始めて、各

YSSにBRP成長を通常どおり計算します。 
 

36. 動員 
36.1 タイミング 
36.2 経済的影響 
36.3戦力プール 
36.4 動員の時間差 
 

36.1 タイミング: 

36.11 タイミング: 動員は、民間工場の軍需生産への転換を表わし、

動員が発生するターンに以下のような経済および軍事への影響を持

ちます。動員の増大は、以下のターンに各主要国に発生します。 
A. ドイツ: なし。 
B. イタリア: 1939年秋。 
C. 日本: 1939年秋およびその後のUSJTレベルが範囲10、20およ

び 30 に達する以前の日本プレイヤーの選択する時点。状況の修正

によるUSJTの増加が、日本が米国を攻撃するターンに日本の動員

を引き起こす場合には、USJTレベルは、日本の宣戦布告に先立っ

て1だけ増加し、日本がその造船限度を増加させるために動員を使

用すれば、さらに増加されます。日本の動員が連合国プレイヤータ

ーン中にUSJT増加が引き金となって起きる場合、その動員は前の

日本プレイヤーターン中に生じたと考えられます。 
例: USJTが1940年秋の連合国プレイヤーターンに10に達します。日本が
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既にその 2 番目の動員を発生させていなければ、日本は 1940 年秋のゲーム

ターン中に実施しなくてはなりません。1940年秋に動員された日本の航空ユ

ニットは、1941年秋の日本のユニット生産フェーズに生産できます。 
D. ロシア: RGTレベルが10, 20, 30, 40および50に達した時点。

個々のロシアの動員は完了するまでに2ターンを要し、次のロシア

の動員が生じる前に個々のロシアの動員は完了されている必要があ

ります。したがってロシアは2ターンにつき1つの動員よりも速く

動員できません。RGTレベルは、ロシアとドイツが開戦した場合に

50になると考えられます。 
E. 英国: 1939年秋。 
F. フランス: なし。 
G. 米国: 米国は、USAT および USJT レベルにより各戦域で独立

して動員します。米国の動員は、そのターンに有効な緊張レベルを

決定するさい振り直後の連合国外交フェーズの終了時に有効な緊張

レベルが以下に達した時点で発生します（49.851A, 49.852A）。 
大西洋: USATレベルが10, 20, 30, 35, 40, 45および50に達したと

き、および追加の５回分の動員増大が発生します。 
太平洋: USJTレベルが10, 20, 30, 35, 40, 45および50に達したと

き、および追加の５回分の動員増大が発生します。 
USATおよびUSJTレベルは、米国とドイツおよび日本が開戦した

場合には、それぞれ50になると考えられます。 
H. 中国: なし。 
 

36.2 経済的影響: 
36.21 BRPの追加: 以下に述べるように、各動員は、動員する主要

国のBRPベースおよびBRPレベルを増加します。動員によるBRP
の追加は比例配分されません。 
A. イタリア、日本、英国: 各動員あたり10BRP。 
B. 米国: 各動員当たり25BRP。 
C. ロシア: ロシアは動員の第 1 ターンには 1 つの IC および BRP
レベルへ 5BRP を加え、IC の完全価値に到達するまで、後の各タ

ーンに5BRPを加えます（37.62）。 
 

36.3戦力プール: 
36.31 戦力プールの増加: 動員は、動員する主要国の戦力プールを

増加させます。動員のターンに、動員する主要国は、動員されるユ

ニットのタイプおよびそれが戦力プールに登場する時点を発表して

記録し、ターンレコードトラック上の適切な位置にユニットを置き

ます（例外: 造船の増加- 36.34、延期された戦力プールの追加- 
36.351）。動員による戦力プールのサイズの増加は、動員する主要

国の成長率に比例します。 
A. 日本、ロシア、米国: 動員の各ターンにつき20BRP分のユニッ

ト（例外: ロシアは、動員の1番目のターンにはIC1つおよび10BRP
分のユニットを追加し、次のターンにさらに 10BRP 分のユニット

を追加します）。 
B. 英国: 動員の各ターンにつき16BRP分のユニット。 
C. イタリア: 動員の各ターンにつき8BRP分のユニット。 
36.32 適格のユニット: 動員による戦力プールの増加は、それが延

期され、量産と結合したとしても、以下のタイプのユニットの生成

にのみ使用できます。 
A. 陸軍航空ユニット。主要国は、1ターンに5つ以下のAAFのみ

を動員できます（例外: 米国が同じターンに両方の戦域で動員すれ

ば、米国はそのターンに10までのAAFを動員できます）。 
B. 海軍航空ユニット。 
C. 装甲: 
・イタリアは1つの2-5の装甲ユニットのみを動員できます。 
・英国は1つの4-5の装甲ユニットのみを動員できます。英国は、

4-5 装甲ユニットを動員するのと同じターンに 1 つの 2-5 装甲ユニ

ットを動員できます。 
・米国はヨーロッパ戦域の各動員につき1つの5-6の装甲ユニット

のみを動員できます。太平洋戦域の動員は5-6 の装甲ユニットを動

員するために使用できません。 
・ロシアは、重装甲の研究結果を達成していなければ、5-6 の装甲

ユニットを動員できません。 
D. 歩兵。英国は1つの3-4の歩兵ユニットのみを動員できます。 
36.33 禁止されるユニット: 潜水艦、ASW、輸送船、戦略爆撃機、

迎撃機、ジェット機、輸送機、特殊部隊ユニット、高射砲およびパ

ルチザンを含む36.32にリストされた以外のユニットの戦力プール

は、量産へのRP の投資または駆逐艦のASW または輸送船への転

換によってのみ増加します。 
36.34 造船: 36.341の制限に従い、動員する主要国は、その陸上ま

たは航空の戦力プールではなく、その造船限度を増加させることが

できます。各造船限度の増加は、5BRP分のユニットと等価です。 
36.341 制限: 造船所の動員は次の制限に従います。 
A. 造船限度は、動員または生産によっても 1 ターンに 1 回を超え

て増加されません（42.23D）（例外: 米国とドイツまたは米国と日

本の開戦のターンを含めて、米国が一方の戦域で戦争中となった後

は、動員または量産のいずれによっても、米国はその戦域の造船を

1ターンあたり2回増加させることができます）。 
B. 動員による米国の造船の増加は、動員が発生した戦域に割り当て

られる必要があります。 
C. 戦域の量産による米国の造船の増加は、米国がその戦域で戦争中

となるか、またはその戦域における米国の緊張が 50 に達するまで

禁止されます。 
D. イタリアと英国の動員は、造船を増加させるために使用できま

せん。 
E. 日本の1939年秋の動員は、造船を増加させるために使用できま

せん。 
F. 延期された動員は造船限度を増加させるためには使用できませ

ん（36.351）。 
36.35 戦力プールの増加するタイミング: 動員による戦力プールの

増加は次のような遅延を受けます。 
A. 造船: なし。 
B. 航空: 4ターン。 
C. 歩兵: 
・イタリア、日本、ロシア: 2ターン。 
・英国、米国: 4ターン。 
D. 装甲: 
・イタリア、日本、ロシア: 4ターン。 
・英国、米国: 6ターン。 
36.351戦力プールへの追加の延期: 動員は後回しまたは中断できま

せんが、日本、ロシアおよび米国は、動員による5BRP分までの戦

力プールの追加を延期できます。動員による延期された戦力プール

追加は、延期に続く4ターンのうちに実施できます。この期間内に

実施されない戦力プールの追加は失われます。延期された戦力プー

ル追加の遅延は、戦力プールへの追加が発表されたターンから数え

られます。一部を動員から、一部を量産から生成された戦力プール

追加は、動員に関連した遅延を受けます。 
これによって、高価すぎるために動員または量産できないユニット
を戦力プールに加えるために、主要国が動員の一部を後の動員また
は生産と組み合わせることが可能となります。さらに、これにより、
中立の主要国が未生産ユニットによりYSSにそのBRPベースの成
長が減少することを回避することを可能にします。 
例: 1939年秋に、日本は3つのAAF、6つのNASを動員し、その動員から

5BRP分の戦力プール追加を延期します。1940年春に、日本はさらに5つの

NASを生成するために延期された動員を使用します。1940年秋には、1939
年秋に動員された3つのAAFおよび6つのNASが、日本の戦力プールに加

えられます。日本の海軍航空訓練限度が 3 であることにより、日本の戦力プ
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ールに加えられた6つのNASはすべて1941年のYSSの前に生産でき、日

本のBRPベース成長を決定するために使用される未使用BRPの数は減少さ

れません（35.32）。 
36.352 制限: 英国およびイタリアは戦力プール追加を延期できま

せん。 
36.353戦力プール追加の遅延: 主要国は、任意に動員による戦力プ

ール追加を遅延できません。 
 

36.4 動員の時間差: 

36.41 動員の時間差: 各主要国は、以下の例外に従い 1 ターンに 1
回だけ動員できます。 
A. ロシア: ロシアは2ターンごとに動員できます。 
B. 米国: 一方の戦域の米国の動員は、他の戦域の米国の動員に影響

しません。 
36.42 動員が36.41で認められるよりも速く発生した場合、可能と

なるまでその後の動員は遅れます。 
例: 1941年秋にUSATが34から42まで増加し、USJTが27から31まで

増加します。無作為の緊張さい振り（49.851, 49.852）は効果なしで、米国は

ヨーロッパで 1 回（USAT=35）、太平洋で 1 回（USJT=30）動員します。

USAT は 1941 年秋に 40 を超えましたが、USAT=40 による米国の動員は、

1941年冬まで延期され、それにより米国のヨーロッパの動員の残りが延期さ

れることがほぼ確実となります。 
1940 年秋にRGT が 10 に達します。ロシアが動員を実施します。その次

の動員は、1940 年冬の RGT の増加にかかわらず、1941 年春より早く発生

しません。 
ロシアは1940年秋および1941年春に動員します。ドイツは1941年夏に

ロシアを攻撃します。ロシアの残りの動員は、1941年秋、1942春および1942
年秋に発生します。ロシアは、その５回の動員を完了させるまでに、すべて

の2番目のターンに1つの ICを加え、10BRP分のユニットを動員します。 
 

37. 産業センター（IC） 
37.1 ICのBRP価値 
37.2 ICの位置 
37.3 ICの移動禁止 
37.4 ICの捕獲 
37.5 ICの除去 
37.6 新しい IC 
37.7 補給のための ICの使用 
37.8 戦闘に対する ICの影響 
 

37.1 ICのBRP価値: 
37.11 開始時の価値: 1939年秋および後の各YSSに、ロシアは支配

している各 ICにつきBRPを受け取ります。1939年秋には、各 IC
は10BRPの価値があります。 
37.12 ユニット生産に対する影響: マップ東端から補給をトレース

されるロシアが支配する IC は、ロシア生産限度を増加させます

（27.31）。 
37.13 ドイツの攻撃により発生する IC 価値の増加: ドイツがロシ

アに宣戦布告すれば、ロシアの支配下の各 IC の価値は、宣戦布告

後の1回目のYSSに15BRPに増加し、宣戦布告後の2番目のYSS
に20BRPに、そして宣戦布告後の3番目およびその後のYSSに

高の25BRPに増加します（例外: 枢軸国によって捕獲された ICの

BRP価値は固定されます- 37.18, 37.43）。 
37.14 ロシアによる枢軸国への宣戦布告は、ロシアの ICのBRP価

値に影響がなく、ロシアが降服し、その後に枢軸国がロシアに宣戦

布告するまで各 ICは10BRPに固定されます。 
37.15 日本によるロシアへの宣戦布告は、ロシアの ICのBRP価値

に影響がなく、その後のドイツによるロシアへの宣戦布告によるロ

シアの ICのBRP価値への影響を変更しません（37.14）。 
37.16 IC価値増加のために必要とされる補給: 前の冬のロシアのプ

レイヤーターンにマップ東端から完全な補給をトレースすることが

できなかった場合、ICはYSSにその価値を増加しません。これは、

IC の補給ステータスが回復された場合に、後の YSS で BRP が増

加を再開することを排除しません。 
37.17 IC 価値の増加の遅延: 孤立していたために YSS で価値が増

加しなかった（37.16）か、またはそれが補給源として使用された

（37.7）ためにその価値を減少していた ICは、37.13または37.14
に認められているような完全な価値に達するまで、各YSSに5BRP
ずつ成長します。 
37.18 捕獲された ICの価値は増加しません: ロシアが、枢軸国によ

り捕獲された ICの支配を回復した場合には、その ICのBRP価値

は増加しません（37.43）が、それが補給のために使用される場合

（37.7）、その価値は減少します。 
 

37.2 ICの位置: 
37.21 ICの初期配置: ロシアは、モスクワ、レニングラード、スタ

ーリングラード、ハリコフ、ドニエプロペトロフスク、ロストフお

よびゴーリキーに置かれる7つの ICでゲームを始めます。 
37.22 追加の IC の位置: 開始時の 7 つの IC に加えて、ロシアは

RGTレベルが10、20、30、40 および50に達する場合、1つの追

加の ICを動員します。これらの追加の ICは、ICの量産（42.24H）

に RP を投資することにより生産された IC と同様に、可能な場合

には、クイビシェフ、マグニトゴルスクおよびスベルドロフスクの

順で、その後まだ IC を含んでいないヨーロッパのロシアの完全に

補給され、ロシアに支配された任意の都市に生産される必要があり

ます。ロシアの ICの位置は灰色でマップ上に示されます。 
 

37.3 ICの移動禁止: 
37.31 ICの位置の固定: ICは移動できず再配備できません。 
 

37.4 ICの捕獲: 
37.41 ICの捕獲: それが占めるヘクスが枢軸国に支配される場合、

ロシアに支配される ICは枢軸国によって捕獲されます。 
37.42 捕獲の影響: ロシアに支配される IC が枢軸国によって捕獲

された場合、ロシアは直ちにその時点のBRPレベルから ICの比例

配分された価値を失います。ロシアの生産限度も減少されます

（27.31）。 
37.43 捕獲された ICの価値: 枢軸国支配下の ICは、それが捕獲さ

れた時点の IC のBRP 価値分の征服地として扱われます。一旦 IC
が枢軸国によって捕獲されれば、その BRP 価値は固定します。ロ

シアが捕獲された IC の支配を回復しても、IC の価値は後の YSS
で増加しません。 
37.44 ロシアによる奪還の影響: ロシアが捕獲された IC の支配を

回復すれば、ロシアの生産限度は増加します（27.31）。IC は BRP
の目的においては征服地として扱われます（35.73A）。 
 

37.5 ICの除去: 
37.51 ロシア: 
37.511 タイミング: ロシアは以下の時点で任意に支配下の IC を除

去できます。 
A. ロシアの移動フェーズの直前（13.2）に。または、 
B. ロシアに支配されるICへの枢軸国による爆撃の直後に（26.76）。 
37.512 影響: 
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A. BRP: ロシアによる ICの任意除去は、その時点の ICの価値に等

しいBRPの比例配分された損失をロシアに与えます。 
B. 新しい IC の量産に対するクレジット: ロシアのプレイヤーター

ン中に任意除去されたすべての IC （37.511A）について、その IC
が除去された時点にマップ東端から陸上補給線をトレースすること

ができたならば、ロシアは IC が任意に除去された後のターンに新

しい ICを生産するための2RPのクレジットを受け取ります。これ

は、脅かされたエリアからウラルへの工場の移転を反映します。ク

レジットは枢軸国による爆撃（37.511B）の結果除去された ICのた

めには受け取れません。任意除去された IC によるクレジットは以

下の特徴を持ちます。 
・IC生産に割り当てられたRPと同じ効果を持ちます。 
・陸軍の量産（41.31A）に割り当てられたRPに対する制限には数

えられません。 
・受け取ったターンに新しい IC を生産するために使用でき、また

は将来の使用のために保持できます。 
・他の任意除去された ICからのクレジットまたは IC生産に割り当

てられたRPと結合できます。 
37.513 制限: ロシアによるそのプレイヤーターン中の ICの任意除

去（37.511A）は、次の制限に従います。 
A. ロシアは枢軸国と開戦するまで ICを任意除去できません。 
B. ロシアは任意にモスクワ、レニングラードおよびスターリングラ

ードの ICを除去できません。 
C. ロシアは、1ターンに複数の ICを除去できません。 
37.52 枢軸国: 
37.521 タイミング: 枢軸主要国は、枢軸国の移動フェーズの直前に

その支配する ICを任意に除去できます（13.2）。 
37.522BRP への影響: 枢軸国による IC の任意除去は、その時点の

ICの価値に等しい比例配分されたBRPが支配する枢軸主要国によ

り失われます。 
 

37.6 新しい IC: 
37.61 新しい IC の生産: ロシアは、動員（36.21C）によって、ま

たは量産（42.24H）に RP を投資するという 2 つの方法で追加の

IC を生産できます。新しい IC は、ロシアにある、まだ IC を含ん

でいない完全に補給されロシアに支配された都市に生産される必要

があります。そのような場所が存在しない場合、新しい IC はウラ

ルボックスに置かれなくてはならず、ロシアの石油生産を増加させ

ます（37.65）。 
37.62 漸進的なBRPの追加: 新しい ICが生産される場合、ロシア

は、その生産のターンおよびその後の各ターンのユニット生産フェ

ーズの 初に、そのBRP合計に5BRPを ICが37.13または37.14
で認められる完全な価値に達するまでの間、加えます。 
37.63 YSSにおける新しいICのBRP価値: 前の冬のロシアのプレ

イヤーターンに新しく生産された IC のBRP 価値は、続くYSS に

使用されます。ICの価値の追加増加が後のターンに発生します。 
37.64 新しいICはロシアの生産限度を増加させます: 新しいICの

生産は、その完全な価値に達するまでロシアの生産限度を各ターン

増加させます。 
例: ロシアが枢軸国に宣戦布告した後に、新しいICを生産します。ロシアは、

生産のターンに5BRPを、およびその次のターンにさらに5BRPを受け取り、

その後すべてのYSSに10BRPをそのBRP合計に付け加えます。 
 枢軸国がロシアに宣戦布告し、その時点の通常のICの価値は15BRPです。

その秋のプレイヤーターンにロシアが ICを生産します。ロシアは、その秋の

ターンに新しい IC による 5BRP を受け取り、その冬のターンに別の 5BRP
を、YSSに10BRPを、春のターンに別の5BRPを、そして夏のターンに

後の5BRPを受け取ります。 
37.65 石油供給源としての IC: ICが 初に生産されるとき（37.61）、
ロシアは IC をマップ上に置く（33.21B）のではなく、ウラルボッ

クスの石油生産を増加させることができます。一旦この決定が下さ

れれば、取り消すことはできません。既存の IC は石油生産のため

に使用できず、以前の石油生産の増加は IC に変換できません。こ

の方法で使用される IC は没収され、ロシアの抵抗レベルを修正し

ません。 
 

37.7 補給のための ICの使用: 
37.71 補給のための ICの使用: ロシアに支配される ICは、その中

に存在するロシアおよびロシアの中小国ユニットに対してのみ無制

限の補給源として使用できます。この目的のための IC の使用は、

初期の補給判定中にロシアプレイヤーによって発表されます。 
37.711 ICに対する影響: ICが補給のために使用される場合、使用

された IC の価値は 5BRP だけ減少します。ロシアの BRP レベル

は、直ちに5BRPだけ減少し、ロシアの生産限度は再計算されます

（27.31）。IC の BRP 価値が 0 になる場合、それは除去されます。

そのBRP 価値を減少した IC は、もし後のYSS に完全に補給され

れば、1年あたり5BRPの割合でその値を回復することができます。 
37.712ユニットに対する影響: ICが補給のために使用される場合、

その IC の存在するヘクス内のロシアおよびロシアの中小国ユニッ

トは、完全に補給され、石油効果を受けません。 
37.72 ユニット生産には不十分です: ロシアのユニットは、マップ

東端から完全な補給をトレースすることができない IC には生産で

きません。 
 

37.8 戦闘に対する ICの影響: 
37.81 戦闘に対する影響: ICは戦闘に次の効果があります。 
A. 消耗: ICは消耗占領の対象に選ぶことができません（14.62C）。 
B. 陸上攻撃: IC内で防御する歩兵および補充部隊は、装甲の展開に

より攻撃されたときに-1DMを受けません（15.33A）。 
 

38. 重要経済地帯 
38.1 概観 
38.2 重要経済地帯の捕獲 
38.3 国別の重要経済地帯 
 

38.1 概観: 

38.11 BRPベースへ不可欠な重要経済地帯: 特定のエリアは、本来

それを支配する主要国の経済または政治にとって不可欠でした。本

来支配していた重要経済地帯のBRP価値は、その主要国のBRPベ

ースの不可欠な部分として扱われます。 
 

38.2 重要経済地帯の捕獲: 

38.21 捕獲: そのヘクスが、敵パルチザンによる支配を含む敵の支

配を受ける場合、重要経済地帯が捕獲されます。 
38.22 捕獲の影響: 本来支配していた主要国により支配された重要

経済地帯が占領される場合、本来支配していた主要国は直ちにその

時点の BRP レベルからの重要経済地帯の比例配分された価値を失

います。本来支配していた主要国の生産限度も減少されます（27.31
を参照）が、そのBRPベースは影響されません（35.43）。 
38.23 通常の征服地としての重要経済地帯: 主要国が、本来別の主

要国が所有していた重要経済地帯を捕獲すれば、捕獲された重要経

済地帯は征服地として扱われます。主要国が相手プレイヤーターン

中に重要経済地帯の支配を保持すれば、その主要国は次のターンに

重要経済地帯に対する比例配分されたBRP を受け取り、YSS に征

服地として重要経済地帯の完全なBRP 価値を受け取ります（例外: 
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冬ターンに枢軸国によって捕獲され保持された重要経済地帯は、単

に捕獲した枢軸主要国の YSS 合計に加えらます)。 BRP を受け取

った捕獲された重要経済地帯が敵部隊によって奪還される場合、主

要国は直ちには重要経済地帯の比例配分された価値を失いません。

その代わりに主要国は、BRPの損失を回避するために重要経済地帯

の奪還を試みるために 1 ターンの猶予を持っています（35.63 と

35.73C）。 
38.24 奪還: 敵に支配された、本来支配していた重要経済地帯が、

本来重要経済地帯を支配していた主要国の同盟党派によって奪還さ

れた場合、その主要国の生産限度は直ちに増加します（27.31）。そ

の重要経済地帯が保持される場合、本来支配する主要国は、その次

のプレイヤーターンの開始時にその地帯の比例配分された BRP 価

値を回復します（例外: 冬ターンの征服は、YSS合計に含まれます

- 35.64。フランス降服後のフランスの重要経済地帯およびイタリア

降服後のイタリアの重要経済地帯は、常に通常の征服地として扱わ

れます)。  
38.25 二重の危険はありません: 本来支配していた重要経済地帯が

捕獲されるのと同じプレイヤーターン中に爆撃される場合、爆撃に

よる BRP 損失は、重要経済地帯の捕獲により防御側の主要国が受

ける比例配分された損失を決定する前に重要経済地帯の価値から控

除されます。 
 

38.3 国別の重要経済地帯: 
38.31 ドイツ: 
A. ベルリン: 50 BRP。 
B. エッセン、ケルン、ライプチヒ、ブレスラウ: 25BRP（各々）。 
38.32 英国: 
A. ロンドン: 30 BRP。 
B. マンチェスター、バーミンガム: 15BRP（各々）。 
38.33: イタリア: 
A. ローマ: 20 BRP。 
B. ミラノ、ジェノア: 10 BRP（各々）。 
38.34 フランス: 
A. パリ: 20 BRP。 
B. マルセイユ、リヨン: 10 BRP（各々）。 
38.35 ロシア: 
A. ウラジオストック、イルクーツク: 10 BRP（各々）。 
38.36 日本: 
A. 東京: 30 BRP。 
B. 大阪、鹿児島: 15BRP（各々）。 
C. 奉天、ハルビン（満州）: 10 BRP（各々）。 
D. ソウル（朝鮮）: 10 BRP。 
E. 台北（台湾）: 5BRP。 
38.37 中国: 
A. 重慶、北京、南京、上海、広東: 5BRP（各々）。 
38.371 キャンペーンおよび太平洋シナリオでは、1939年に日本が

北京、南京、上海および広東を支配してシナリオを始めます。 
 

39. 支出限度 
39.1 支出限度 
39.2 赤字支出 
39.3 生産限度 
 

39.1 支出限度: 
39.11 中国のみの全体的な支出限度: 主要国は、赤字支出（39.2）
に対する制限および生産限度（39.3）とともに利用可能な BRP 数

によるもの以外には、1 つのプレイヤーターンに費やすことができ

る BRP 数が制限されていません。（例外: 中国は、1 プレイヤータ

ーンにそのYSSのBRP合計の半分（端数切捨て）を越えて支出で

きません。この計算は YSS に実施され、続いて起こる年内の事態

に影響されません。中国の支出限度は、将来の参照のために記録さ

れるべきです。爆撃または重要経済地帯の損失のような敵の活動に

よる非自発的な中国の BRP 損失は、中国の支出限度に数えられま

せん。） 
 

39.2 赤字支出: 

39.21 赤字支出: ドイツ、日本、ロシア、英国および米国は、赤字

を補填するために利用可能なBRPを持っていなくても、BRPを費

やすことができます。このような支出は、赤字支出を実施したプレ

イヤーターンの終了前に BRP 譲渡によって補填されなかった場合

には、支出した主要国のBRPベースを減少させます。 
39.22 赤字支出に対する制限: 赤字支出は次の制限に従います。 
A. ユニット生産のための赤字支出は、主要国の生産限度を超過でき

ません。 
B. 赤字支出は主要国のBRPベースを超過できません。ロシアのIC
はこの決定の際に数えられません。ロシアの赤字支出は、ロシアの

マップ外のBRPベースによって制限されます。 
C. イタリア、フランスおよび中国は、赤字支出できません。 
D. 赤字支出は1939年には禁止されます。 
 

39.3 生産限度: 
39.31 生産限度: 各主要国は、各ターンにユニット生産のためにそ

の時点の BRP ベースの 3 分の 1（端数切捨て）を超えて支出する

ことはできません。詳細に関しては、27.31を参照してください。 
 

40. BRP譲渡 
40.1 概観 
40.2 メカニックス 
40.3 BRP譲渡に対する制限 
40.4 ムルマンスク船団 
40.5 ペルシア経由のロシアへのBRP譲渡 
40.6 トルコ経由のロシアへのBRP譲渡 
40.7 シベリア経由のロシアへのBRP譲渡 
40.8 中国へのBRP譲渡 
 

40.1 概観: 
40.11 一般: BRPは、ユニット生産フェーズの 初に、ある主要国

から別の主要国に譲渡できます。BRP譲渡は、同じまたは後のター

ンの、受取国のユニット生産フェーズに到着します。 
40.12 未完のBRP譲渡: 
40.121 マップボックスまたは真珠湾のBRPは、譲渡する西側連合

国の主要国によって使用できず、YSSの間に成長また減少しません。

BRP はマップボックスまたは真珠湾に無期限に残ることができま

すが、20BRP を超えてこの方法で 1 つの場所に蓄積できません。

マップボックスまたは真珠湾の BRP の蓄積は、各ターンに受取側

主要国に譲渡できる BRP 数に対する制限に影響しません。真珠湾

が日本の支配を受ける場合、そこのBRPは破壊されます。 
40.122 譲渡する西側連合国の主要国は、BRP譲渡を取り消しまた

は変更し、マップボックスからいずれかの適格な受取国、または自

国へ送ることができます。通常の輸送船の必要条件は、このような

配送に適用されます。 
 

40.2 メカニックス: 
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40.21 補給線の要求: BRP譲渡はユニット生産フェーズ中に実施さ

れ、譲渡する国の本国にある支配された無制限補給源から受取国の

ユニット生産が認められるヘクスまたはロシアのウラルボックスへ

の補給線のトレースが要求されます。BRP 譲渡に必要な補給線は、

陸上（30.321）または海上（40.22）によってトレースできます。 
40.22 海上のBRP譲渡: 
40.221 海上護衛の要求: 海上によるBRP譲渡はユニット生産フェ

ーズに実施され、海上護衛（21.6）を要求します。海上の BRP 譲

渡の運送または保護に使用された輸送船を含む海軍ユニットは、そ

のプレイヤーターン中に他の目的のために使用できません（21.31）
（例外: BRP 譲渡が通過する SW ボックス内の海軍ユニット- 
25.36）。 
40.222 インターセプト: 海上のBRP譲渡はそれがマップ上の経路

をトレースする際に、敵部隊によるインターセプトを受けます。こ

れにより譲渡された BRP の一部または全部が受取国に到着しない

かもしれません。あるマップボックスから別のボックスまでのBRP
譲渡はインターセプトされません。 
40.223 輸送船または駆逐艦の要求: 海上によるBRP譲渡は以下の

ものを要求します。 
A. 譲渡する10BRP（端数切上げ）につき1つの輸送船戦力（例外: 
輸送船は BRP が中東または真珠湾のマップ上に到着した後は要求

されません- 40.63, 40.821）。 
加えてマップボックスから出発しない BRP 譲渡およびムルマンス

ク船団では、 
B. 譲渡する3BRP（端数切上げ）につき1つの駆逐艦戦力。 
40.224 輸送船の損失: 海上で譲渡されるBRPは、それを護衛する

海軍ユニットがすべて沈められる場合、破壊されます（例外: 譲渡

中に敵の活動の結果沈められた各輸送船は、10BRPを除去します）。

ムルマンスク船団のBRPは、直接攻撃されます（40.453, 40.461）。
ムルマンスク船団で使用される輸送船の追加の損失は以下のように

発生します。5BRP 未満の損失では輸送船は失われません。5 から

14BRP の損失で 1 つの輸送船が失われます。 15BRP 以上の損失

で2つの輸送船が失われます。これらの追加の輸送船の損失はBRP
の損失を発生させません。 
40.23 BRP譲渡の影響: 
A. 譲渡する主要国: 主要国は、そのユニット生産フェーズの 初に

BRPを譲渡する意図を発表します。 
・BRPレベル: 譲渡する主要国は、直ちにそのBRP合計からBRP
譲渡の量を控除します。 
・生産限度: 主要国により譲渡される 3BRP（端数切捨て）ごとに

つき、その生産限度が、譲渡が実施されたターンに1BRPだけ減少

します。 
B. 受取側の主要国: 
・BRPレベル: 受取側の主要国は、譲渡が陸上により実施された場

合は直ちに、譲渡が海上により実施された場合は何らかの遅延また

は敵のインターセプトの後に、そのBRP合計にBRP譲渡の量を加

えます。 
・生産限度: 主要国が受け取った譲渡の 3BRP（端数切捨て）につ

き、その生産限度が譲渡を受け取ったターンに1BRPだけ増加しま

す。 
40.24 ロシアへの西側連合国の石油出荷: 石油カウンターは、BRP
譲渡に加えて、またはその譲渡の代わりに西側連合国によりロシア

へ送ることができます。ルートが開通している場合には、各ターン

に 高2つの石油カウンターをムルマンスク経由で送ることができ、

また各 1々 つの石油カウンターをペルシア、トルコおよびシベリア

経由で送ることができます。出荷される各石油カウンターは、BRP
ルートの使用制限および全体的な西側連合国のロシアへの BRP 譲

渡限度に対して 10BRP として計算されます。ムルマンスクまたは

シベリア経由で送られた各石油カウンターにつき、1 つの西側連合

国の輸送船が要求されます。アバダンまたはアフワーズからペルシ

ア経由の、またはモスルからトルコ経由の石油カウンターは輸送船

を要求しません。西側連合国およびロシアの BRP レベルは、石油

の出荷によって影響されません（33.4623）。 
40.241 石油出荷への損害: BRP 損害がムルマンスク船団へのドイ

ツの攻撃またはペルシアのパルチザンによりロシアへの石油出荷に

与えられた場合、以下の影響があります。 
A. 5BRP以下の損害が与えられた場合、ロシアがBRPの損失を負

えば、石油カウンターはロシアに到着します。 
B. 6から9BRPの損害が与えられた場合、石油カウンターはロシア

に到着せず、ロシアはその代りに、10BRP から石油出荷に与えら

れたBRP損失を差し引いた数のBRPを受け取ります。 
C. 10BRP以上の損害が与えられた場合、石油カウンターが破壊さ

れます。10を超えるBRPがムルマンスク船団で失われた場合、超

過BRPの損失は残りの船団に適用されます。 
40.25 南アフリカ経由の譲渡の遅延: 南アフリカボックスを通過し

て送られた場合、ペルシアおよびトルコ経由のロシアへの西側連合

国によるBRP譲渡は1ターンの遅延を受けます（40.5, 40.6）。 
40.26 中国への譲渡の遅延: 中国への西側連合国のBRP譲渡は、経

路により2ターン以上の遅延を受けます（40.8）。 
40.27 SR への影響なし: BRP 譲渡はユニット生産フェーズ中に実

施され、SR容量に影響がありません。 
 

40.3 BRP譲渡に対する制限: 
40.31 一般的な制限: 各主要国の BRP 譲渡に対する制限は下に記

述されています。主要国は特定されるような BRP 譲渡のみを実施

できます。 
40.32 ドイツおよびイタリア: ドイツはイタリアに BRP を譲渡で

きます。イタリアはBRPを譲渡できません。BRP譲渡は、ヨーロ

ッパ枢軸国と日本の間で実施できません。 
40.33 米国のBRP譲渡: 
40.331 ヨーロッパ: 
A. 西側連合国への米国のBRP 譲渡: フランスおよびカナダと南ア

フリカを含む英国への米国のBRP譲渡は、1ターンあたりの譲渡が

送られる時点の25を超える各USATレベルにつき1BRPずつまで

に制限されており（USATレベルが26ならば1BRPを譲渡でき、

USAT レベルが 27 ならば 2BRP を譲渡できるなど）、譲渡は 1 タ

ーンあたり 大 25BRP まで送れます。一旦米国がドイツと開戦す

れば、BRP譲渡の兵站線以外に、米国がフランスおよびカナダと南

アフリカを含む英国に譲渡できるBRPの数に制限はありません。 
B. ロシアへの米国のBRP 譲渡: 米国がドイツと開戦し、ロシアと

ドイツの開戦に続き枢軸国が東部戦線で全面攻勢を実施するまでは、

米国はロシアにBRPを譲渡できません。 
40.332 太平洋: 
A. 中国への米国の BRP 譲渡: 中国への米国の BRP 譲渡は USJT
レベルによって制限されています。 
B. オーストラリアへの米国のBRP 譲渡: 米国は、日本と英国の間

の開戦に続いてオーストラリアのユニットが生産可能となる 初の

連合国のプレイヤーターンまでオーストラリアに BRP を譲渡でき

ません。 
40.333 選挙後の譲渡: -6 以下の選挙結果では、ヨーロッパで英国、

カナダ、南アフリカ、フランスおよびロシアへの BRP 譲渡が禁止

されます。-6以下の選挙結果では、太平洋でオーストラリアと中国

への譲渡が禁止されます。ロシアへの米国の BRP 譲渡は、米国が

ドイツと戦争中でなければ禁止されます。 
40.334 メカニックス: 
A. 英国およびフランスへの米国のBRP 譲渡: 英国およびフランス

への米国の BRP 譲渡は、譲渡される 10BRP ごとに 1 つの西側連

合国の大西洋の輸送船を使用して海上で実施される必要があります。 
B. カナダへの米国のBRP 譲渡: 米国は、輸送船を使用せずにユニ
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ット生産フェーズ中に陸上でカナダに BRP を譲渡できます。この

方法で譲渡された BRP の用途は、カナダの造船を含むカナダのユ

ニット生産に対する譲渡されたターンにおける BRP 消費に制限さ

れており、米国の生産限度に計算されます。カナダへの米国のBRP
譲渡は、英国の BRP レベルまたは英国の生産限度に影響がありま

せん。 
C. 南アフリカへの米国の BRP 譲渡: 米国は、1 つの西側連合国の

大西洋の輸送船を使用してユニット生産フェーズ中に海上で南アフ

リカにBRPを譲渡できます。この方法で譲渡されたBRPの用途は、

譲渡のターンにおける南アフリカのユニットの生産に対する BRP
消費に制限されており、米国の生産限度に計算されます。南アフリ

カへの米国のBRP譲渡は、英国のBRPレベルまたは英国の生産限

度に影響がありません。 
D. オーストラリアへの米国のBRP 譲渡: 米国は、1 つの西側連合

国の太平洋の輸送船を使用してユニット生産フェーズ中に海上でオ

ーストラリアにBRPを譲渡できます。この方法で譲渡されたBRP
の用途は、譲渡のターンにおけるオーストラリアのユニット生産に

対する BRP 消費に制限されており、米国の生産限度に計算されま

す。オーストラリアへの米国のBRP譲渡は、英国のBRPレベルま

たは英国の生産限度に影響がありません。 
E. インドへの米国の BRP 譲渡: 米国はインドに BRP を譲渡でき

ません。 
40.335 米国の動員に対する影響はありません: 米国のBRP譲渡は、

米国の動員に影響がありません。 
40.34 英国: 
A. フランスへの英国のBRP 譲渡: 英仏間の協力制限がすべて撤廃

されており、枢軸国ユニットがパリにない場合のみ、英国はフラン

スにBRPを譲渡できます。 
英国はフランスが降服するターンにフランスに BRP を譲渡できま
せん。 
B. ロシアへの英国のBRP 譲渡: ロシアとドイツの間の開戦に続き

枢軸国が東部戦線で全面攻勢をとった後にのみ、英国はロシアに

BRPを譲渡できます。 
C. 中国への英国のBRP 譲渡: 一旦英国と日本が開戦すれば、英国

は中国にBRPを譲渡できます。 
D. 米国への英国の BRP 譲渡: 英国は米国に BRP を譲渡できませ

ん。 
40.35 フランス: ロシアとドイツの間の開戦に続き枢軸国が東部戦

線で全面攻勢をとった後にのみ、フランスはロシアに BRP を譲渡

できます。フランスは英国または米国へBRPを譲渡できません。 
40.36 ロシア: ロシアへの西側連合国によるBRP譲渡は、ロシアと

ドイツの間の開戦に続き枢軸国が東部戦線で全面攻勢をとるまで実

施されません。ロシアがドイツと開戦した後には、ロシア降服後で

さえ、連合国の BRP 譲渡はロシアに対して実施できます。ロシア

は降服する場合、ドイツにBRPを譲渡しなければなりません（60.6）。
ロシアは、中国国民党を含むいかなる西側連合国の主要国にもBRP
を譲渡できません。 
40.361 ロシアへの BRP 譲渡は、ムルマンスク（40.4）、ペルシア

（40.5）、トルコ（40.6）またはシベリア（40.7）経由で実施されな

くてはなりません。 
40.362 西側連合国は、全体として1ターンあたり50BRPを超えて

ロシアに譲渡できません。 
 

40.4 ムルマンスク船団: 
40.41 も大きな容量のロシアへの西側連合国の援助ルートは、ム

ルマンスクおよびアルハンゲリスクへの北極海の船団によるもので

す。このルートの短所は、ムルマンスク船団が、ノルウェーを基地

とするドイツの航空および海軍ユニットおよびドイツの潜水艦によ

る攻撃を受け、ムルマンスクルートの終点が北ロシアへの枢軸国の

進出により切断されるということです。 
40.411 ムルマンスクルートの容量: ムルマンスクルートの容量は、

ロシアとドイツの開戦に続き枢軸国が東部戦線で全面攻勢を実施し

た後の1番目の連合国プレイヤーターンには5BRPです。2番目の

連合国プレイヤーターンに10BRP、3番目の連合国プレイヤーター

ンに 15BRP、およびその後のゲームの残りの各連合国プレイヤー

ターンには20BRPとなります。 
40.412 ムルマンスクルートのロシア部分: ムルマンスク船団ルー

トのロシアの部分は以下のようにトレースされます。 
A. ムルマンスク（通年）: ムルマンスクからの鉄道を表わすマップ

北端のヘクスA47からボログダへ。ムルマンスクを経由してムルマ

ンスク船団を受け取るためには、ロシアはヘクスA47を支配し、ヘ

クス A47 からロシアに支配されたボログダまで陸上補給線をトレ

ースできなければなりません。 
B. アルハンゲリスク（夏と秋のターンのみ）: アルハンゲリスクか

らの鉄道を表わすマップ北端のヘクスA50からボログダへ。アルハ

ンゲリスクを経由してムルマンスク船団を受け取るためには、ロシ

アはヘクスA50 を支配し、ヘクスA50 からロシアに支配されたボ

ログダまで陸上補給線をトレースできなければなりません。 
C. ボログダ: ボログダからマップ東端へ。ボログダが枢軸国の支配

下にある場合、またはロシアがボログダからマップ東端まで補給線

をトレースできなければ、ムルマンスク船団は禁止されます。 
 ムルマンスクとアルハンゲリスクは両方ともはるかに北なので、

マップ上に描かれていません。冬と春ターンには、氷がヘクスA50
を通過する鉄道線によってボログダに接続されるアルハンゲリスク

への船団を防ぎます。したがって、ヘクスA47およびボログダへの

ルートのロシアによる支配は、ムルマンスク船団を通年認める一方、

アルハンゲリスクルートの保持は夏および秋ターンにのみムルマン

スク船団を認めます。ボログダ自体の損失は、ターンにかかわらず、

ムルマンスク船団を妨げます。 
40.42 連合国の海軍ユニット: 
40.421 輸送船の必要: ムルマンスク船団は、船団内の 10BRP（端

数切上げ）につき1つの大西洋の西側連合国の輸送船が、および船

団内の 3BRP につき少なくとも 1 つの駆逐艦戦力を必要とします。

駆逐艦は BRP の源により、英国、米国が枢軸国と戦争中の場合に

は米国大西洋岸ボックス、またはまれな場合にはフランスに基地を

置かなければなりません。 
40.422 追加の海軍ユニット: ASW以外の、空母を含む追加の海軍

ユニットは、ドイツの艦隊、航空および潜水艦の攻撃からムルマン

スク船団を保護するために割り当てることができます。これらの追

加の海軍ユニットは、ムルマンスクボックスへの進入に先立ち、任

意の西部戦線の港湾または米国大西洋岸ボックスに基地を置くこと

ができ、または大西洋SWボックスから転送できます。ムルマンス

ク船団を保護する西部戦線港湾に基地を置いた海軍ユニットは、ヘ

クスA23 とA34 の間（両者を含む）のマップ北端から移動するこ

とにより、ムルマンスクボックスに進入し、そうする間にインター

セプトを受けます。複数の国家が船団により BRP を送っている場

合には、そのような船団がムルマンスクボックスに入ると直ちに、

1 つの船団に合流します。海軍ユニットは、ムルマンスク船団を保

護するプレイヤーターン中には、他の機能を実行できません。 
40.43 対抗されない船団: 
40.431 すべてのBRPがロシアの合計に加えられます: ムルマンス

ク船団が対抗されない場合、ロシアへ船団で送られた BRP のすべ

てが、ロシアのユニット生産フェーズ中にロシアの合計に加えられ

ます。 
40.44 ドイツの航空および海軍ユニット: 
40.441 ベルゲンまたはスカパフローの支配の要求: ドイツは、オス

ロの支配を獲得する場合、ムルマンスクボックスの支配を獲得し、

それがオスロを保持するか、ムルマンスクボックス内にユニットを

持っている限り、ムルマンスクボックスの支配を保持します。ドイ
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ツは、移動または再配備フェーズにベルゲン、オスロまたはスカパ

フローからムルマンスクボックスへ、またはその逆で、航空および

海軍ユニットを移動または再配備させることができます（18.23, 
21.226, 28.757C）。ドイツの潜水艦も、枢軸国がベルゲンまたはス

カパフローを支配する場合には、再配備フェーズ中に大西洋SWボ

ックス、ベルゲン、オスロまたはスカパフローからムルマンスクボ

ックスに再配備できます。ドイツの航空および海軍ユニットは、ム

ルマンスクボックスに、またはそのボックスからそれらが展開する

フェーズ中には、ベルゲン、オスロおよびスカパフロー以外のヘク

スに、またはそのヘクスから移動できません（例外: 40.442）。ドイ

ツはベルゲンまたはスカパフローを支配し、無制限補給源からマッ

プ北端のノルウェーのヘクス（A35, A36）または場合に応じてスカ

パフローまで補給線をトレースすることができる場合のみ、ドイツ

はムルマンスクボックスに航空および海軍ユニットを配置または使

用できます。無制限補給をトレースすることができない場合、ムル

マンスクボックス内のドイツの航空および海軍ユニットはそこを去

る必要がありませんが、補給が提供されるまで船団をインターセプ

トすることが禁じられます。ムルマンスクボックスを出入りするド

イツの航空および海軍ユニットの移動および再配備は、インターセ

プトされません（例外: 40.442）。 
40.442 ムルマンスクボックスからの離脱: ムルマンスクボックス

から撤退するドイツの航空および海軍ユニットは、通常はベルゲン、

オスロまたはスカパフローに再登場します。連合国がベルゲンとス

カパフローを支配する場合、ムルマンスクボックス内のドイツの航

空および海軍ユニットは、次の枢軸国の移動フェーズ中にムルマン

スクボックスから移動または除去される必要があり、その間に連合

国の船団に対抗できません。ドイツがベルゲンの支配に依存してい

たならば、ドイツの海軍ユニットはA34に も近い枢軸国に支配さ

れる港湾へ移動しなくてはならず、このような移動の間にインター

セプトされます。また、ドイツの航空ユニットはA34から基地変更

の距離（18.21）内の枢軸国に支配される航空基地に移動する必要が

あります。ドイツがスカパフローに依存していたならば、ドイツの

海軍ユニットは、スカパフローに も近い枢軸国に支配される港湾

へ移動しなくてはならず、このような移動の間にインターセプトさ

れます。また、ドイツの航空ユニットはスカパフローから基地変更

の距離（18.21）内の枢軸国に支配される航空基地に移動する必要が

あります。 
40.443 ムルマンスク部隊に対する制限: ムルマンスクボックスは、

5 つの航空戦力の基地容量を持っています。ドイツがムルマンスク

ボックス内に航空基地を生産すれば、その容量が 10 航空戦力に増

加します。イタリアおよび枢軸国中小同盟国のユニットは、ムルマ

ンスクボックスに進入できません。 
40.444 潜水艦攻撃に対する制限: ベルゲンまたはスカパフローの

いずれかが枢軸国の運用中の港湾である場合には以下のようになり

ます。 
A. 大西洋: 大西洋SWボックス内のドイツの10潜水艦（端数切上

げ）つき1つのドイツ潜水艦がムルマンスク船団を攻撃できます。 
B. ムルマンスクボックス: ムルマンスクボックス内を基地とする

すべてのドイツの潜水艦はムルマンスク船団を攻撃できます。 
40.45 ムルマンスク船団に対するドイツの攻撃: 
40.451 手順: ムルマンスク船団は、ムルマンスクボックス内を基地

とするドイツの航空ユニットおよび海軍ユニットによって攻撃され

るかもしれません。船団に対するドイツの潜水艦の影響は、航空攻

撃および海軍戦闘がすべて解決された後に決定されます。手順は以

下のとおりです。 
A. ドイツのプレイヤーは、ムルマンスクボックス内のどの航空およ

び海軍ユニットが連合国の船団をインターセプトするか発表します

（40.452）。 
B. 1番目の航空攻撃が解決されます（40.453）。 
C. 海軍戦闘の第1ラウンドが解決されます（40.454）。 

D. 船団に対する追加の航空および海軍攻撃ラウンドが解決されま

す。 
E. すべての航空および艦隊戦闘が解決された後に潜水艦攻撃が解

決されます（40.46）。 
40.452 ドイツの航空および海軍のインターセプト: ムルマンスク

戦闘は、ドイツのプレイヤーがムルマンスクボックス内の航空また

は海軍戦力の全部または一部が連合国の船団をインターセプトする

か、あるいはインターセプトしないかを発表することから始まりま

す。インターセプトは自動的です。ドイツのプレイヤーが航空およ

び海軍ユニットによる船団のインターセプトを望まないかまたは実

施できなければ、船団に対する潜水艦攻撃が解決されます（40.46）。 
40.453 ドイツの航空攻撃: 
40.4531 無制限の航空攻撃が可能: ドイツは、連合国の船団を攻撃

するためにムルマンスクボックス内の航空ユニットを使用できます。

ドイツのプレイヤーは望むだけの数の航空攻撃を実施できます。船

団が破壊または帰還される場合、すべての攻撃側航空ユニットが除

去される場合、またはドイツのプレイヤーがもはや航空攻撃の実施

を望まない場合にドイツの航空攻撃は終了します。 
40.4532 航空攻撃の解決: 航空攻撃は、ドイツのプレイヤーが敵の

有名艦または小型艦のいずれかを目標として、通常通り解決されま

す。航空攻撃により防御側の小型艦に与えられた各打撃につき

1BRPが船団から除去されます。 
40.454 海軍戦闘: ムルマンスクボックス内のドイツの海軍ユニッ

トは、自動的に連合国の船団をインターセプトできます。ドイツの

航空および海軍ユニットの両方がムルマンスク船団を攻撃する場合、

1 つの航空攻撃が各海軍戦闘ラウンドの前に解決されます。海軍戦

闘によって防御側小型艦に与えられた各打撃につき1BRPが船団か

ら除去されます。 
40.46 潜水艦攻撃: ムルマンスク船団に対する潜水艦の攻撃は、海

軍戦闘の結果にかかわらず航空および海軍戦闘がすべて解決された

後に解決されます。 
40.461 潜水艦攻撃の解決: 潜水艦攻撃は、潜水艦攻撃表（22.942）
を使用して、通常どおり解決されます。船団の潜水艦に対する防御

レベルは、船団に対する海軍戦闘および航空攻撃が解決された後に

決定されます。潜水艦の攻撃によって防御側小型艦に与えられた各

打撃につき1BRPが船団から除去されます。 
40.47 結果: 潜水艦攻撃が解決された後、船団中の生き残ったすべ

てのBRPはロシアのBRP合計に加えられます。ロシアに到着する

BRPの数は、生き残った連合国の護衛する駆逐艦戦力数の３倍を超

過することができません。超過 BRP は除去されます。ドイツが艦

隊戦闘で連合国を破り、船団に帰還を強いた場合、または船団が任

務中断した場合には、生き残ったすべての BRP が譲渡する国の

BRP合計に返されます。 
40.48 戦闘後のユニットの配置: ムルマンスク船団に対する攻撃が

すべて解決された後に以下のようにユニットが配置されます。 
A. ドイツの航空および海軍ユニット: 生き残ったドイツの航空お

よび海軍ユニットは裏返され、後の枢軸国ターンにムルマンスクボ

ックスから移動または再配備されるまで、ムルマンスクボックスに

残ります。 
B. ドイツの潜水艦: 生き残ったドイツの潜水艦は、そのもとの位置

により大西洋SWボックスまたはムルマンスクボックスに帰ります。 
C. 西側連合国の海軍ユニット: CVE を含む、生き残った西側連合

国の海軍ユニットは、船団の出発地の港湾またはマップボックスへ

帰ります。ムルマンスク船団を保護した後、再配備フェーズ中の大

西洋SWボックスにNRされる海軍ユニットは、続く枢軸国プレイ

ヤーターンの間、裏返されます。 
 

40.5 ペルシア経由のロシアへのBRP譲渡: 

40.51 ペルシアルート: ロシアへの連合国の BRP 譲渡はペルシア
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を通って南ロシアまで実施できます。このような BRP 譲渡は、ム

ルマンスク船団（40.4）よりインターセプトすることが困難ですが、

ペルシアルートは開設するためにBRPを要し、BRP譲渡が到着す

るまでにより長くかかります。さらに南部ルートの容量は小さく

10BRPのみが各ターンに送られることができます。 
40.52 ペルシアルートの開設: 
40.521 25BRP 消費の要求: ペルシアルートを使用するために、枢

軸国と戦争中の1つの西側連合国の主要国は、そのユニット生産フ

ェーズ中に 25BRP を払わなければなりません。この消費は、ペル

シアで輸送施設を作成し改善するコスト、および政治的圧力の行使

を表わし、消費する主要国のユニット生産限度に計算されません。 
40.522 BRP 消費の減少: 枢軸国または連合国のいずれかがペルシ

アに宣戦布告した場合、連合国は 15BRP の消費によりペルシアの

BRPルートを開設できます。そうでない場合には25BRPの消費が

要求されます。 
40.523 フランスまたは英国の譲渡: ペルシアのBRPルートを開設

するために払った西側連合国の主要国が降服すれば、ペルシアルー

トは BRP 消費の必要なしで開設されたままです。ヘクス支配は、

フランスの降服の後は英国に、英国の降服の後は米国に移ります。 
40.524 ペルシアルート開設の影響: この行動は、枢軸国ユニットに

よって占められないペルシアのすべてのへクスを、ペルシアルート

を開設するためにBRPを払った西側連合国の主要国の支配下とし、

アバダンを出入りするマップ外の海輸またはNRを認めます。ペル

シアルートが開かれるときにロシアによって支配されていたペルシ

ア内のヘクスは、西側連合国の支配へと移ります。ペルシア内の枢

軸国ユニットは、ペルシアの BRP ルート開設に続く 初の枢軸国

プレイヤーターン中に部分的な補給にあると考えられます

（88.642）。連合国は、このBRP消費が実施されたターンにペルシ

アのヘクスを通ってユニットを再配備できます。 
40.525 ペルシアルートの開設に対する制限: 連合国は、以下の状況

ではペルシアルートを開設できません。 
A. ドイツとロシアの開戦の前。ペルシアルートはロシアが降服した

場合にも開設できます。 
B. ペルシアが連合国の宣戦布告後に征服されていない間。 
C. ペルシアのパルチザンによる支配を含めて枢軸国がテヘランを

支配する場合。 
40.526 ペルシアが枢軸国の提携中小国である場合、または枢軸国

がテヘランを支配する場合、ペルシアルートの開設が認められるた

めに連合国はテヘランを占領しなければなりません。 
40.53 ペルシアのBRP譲渡に対する制限: 連合国のBRPは、バス

ラまたはアバダンからテヘランへ、およびテヘランからロシアまた

はペルシアのマップ東端まで連合国のマップ上の補給線がない場合、

ペルシアを通ってロシアへ送ることができません。 
40.531 ペルシアルートの再開: 上記の条件が発生した場合には、連

合国に必要な補給線が再建されれば、別の 25BRP 消費の必要なし

で、ペルシアルートを再開できます。 
40.532 ペルシアのパルチザンの影響: アバダン、アフワーズまたは

テヘランに隣接している個々のペルシアのパルチザンにつき5BRP
ずつペルシアの BRP ルートの容量を減少します。ペルシアのパル

チザンは 40.241 に述べられるようなペルシアを通る石油出荷に影

響します。 
40.54 メカニックス: ペルシアを通ってロシアに譲渡される西側連

合国のBRPは、目的地に到着するために2ターンを要します。 
A. 1番目のターンには、ペルシアルートが 初に開設された連合国

のプレイヤーターンより前であってはなりませんが、BRPが1つの

西側連合国の大西洋の輸送船、および英国またはフランスからの

BRP譲渡では、その国に基地を置いた駆逐艦の海上護衛により南ア

フリカボックスへ送られます。 
B. 後のターンでは、BRP が、1 つの西側連合国のインド洋の輸送

船による海上護衛と共に南アフリカからロシアへ送られます。 

40.541 南アフリカボックスにある間、BRP は主要国の BRP 資産

としては存在せず、YSS に成長または減少しません。BRP は南ア

フリカボックスに無期限に残ることができますが、20BRP までが

そこに蓄積でき、各ターンに 10BRP のみが南アフリカボックスか

らロシアへ送ることができます。 
40.542 譲渡する連合国の主要国は、任意の理由により、南アフリ

カボックスからそれ自身のBRP資産に譲渡したBRPを戻すことで

ロシアへのBRP譲渡を取り消すことができます。1つの西側連合国

の大西洋の輸送船が、南アフリカボックスから戻される 10BRP ご

とを海上護衛するために必要になります。 
40.543 BRPが送られる途中にペルシアルートが切断される場合、

BRP はペルシアルートが再開されるまで南アフリカボックスに残

るか、またはBRPは譲渡した主要国に返されます。 
 

40.6 トルコ経由のロシアへのBRP譲渡: 

40.61 容量: トルコが連合国によって支配されれば、各ターン 10 
BRPがトルコを通ってロシアに譲渡できます。 
40.62 ルート: ロシアへの連合国のBRP譲渡は、連合国がトルコの

港湾まで海補給線をトレースすることができ、次に、トルコを通っ

てロシア内のマップ東端まで陸上補給線をトレースすることができ

る場合、トルコを通って実施できます。陸上補給線は、エジプト、

パレスチナ、トランスヨルダン、レバノンシリア、イラクまたはペ

ルシアを通過できず、また枢軸国支配下または枢軸国 ZOC 内のヘ

クスを通過できません。 
40.63 メカニックス: BRPは2つのルートによってトルコ経由で譲

渡できます。: 
A. 地中海: BRPは、大西洋および地中海を通ってイスタンブール、

イズミルまたはアンティオキアに送られ、その後トルコを通ってロ

シアへ、1 ターンの内に送られます。海上護衛が、西側連合国の大

西洋の輸送船および米国大西洋岸ボックスまたはジブラルタルのい

ずれか（米国からのBRP譲渡）、または英国またはフランス（これ

らの国からの BRP 譲渡）を基地とする駆逐艦によって提供されな

ければなりません。 
B. インド洋: 
・1 番目のターンには、トルコルートが 初に開設された連合国の

プレイヤーターンより前であってはなりませんが、BRPが1つの西

側連合国の大西洋の輸送船、および英国またはフランスからのBRP
譲渡では、その国に基地を置いた駆逐艦の海上護衛により大西洋経

由で南アフリカボックスへ送られます。 
・後のターンでは、BRPが、西側連合国のインド洋の輸送船による

海上護衛と共に南アフリカからスエズへ送られ、その後、スエズを

基地とする駆逐艦の海上護衛と共にスエズから地中海を海上でイス

タンブール、イズミルまたはアンティオキアまで送られ、その後ロ

シアへ送られます。 
40.64 インターセプト: 枢軸国は、大西洋または地中海でそれをイ

ンターセプトするか、SR ルートの陸上部分を切断することによっ

て、トルコ経由のBRP譲渡を妨げることができます。 
40.65 トルコのパルチザンの影響: マップ上の個々の枢軸国トルコ

パルチザンにつき2BRP ずつトルコのBRP ルートの容量を減少し

ます。 
40.66 活性化コスト不要: ペルシアのBRPルートと異なり、西側連

合国は、トルコ経由で BRP 譲渡を送るために活性化コストを払う

必要がありません。 
 

40.7 シベリア経由のロシアへのBRP譲渡: 
40.71 必要条件: 米国は、下記条件がすべて満たされる場合には、

シベリア経由でロシアへBRPを譲渡することができます。 
A. 米国およびロシアの両方がドイツと戦争中であること。ロシアの
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降服または否定的な米国選挙結果は、シベリアの BRP 譲渡を禁止

しません。 
B. 米国は、アラスカハイウェーを建造するために25BRPを費やし

た場合。 
40.72 容量: 
A. 1ターンあたり10BRP: 米国は、以下の場合にシベリア経由でロ

シアに1ターンあたり10BRPまでを譲渡できます。 
・日本がロシアと戦争中でない場合。かつ、 
・日本がウラジオストックまたはダッチハーバーのいずれも支配し

ていない場合。 
B. 1ターンあたり5BRP: 米国は、以下の場合にシベリア経由でロ

シアに1ターンあたり5BRPのみを譲渡できます。 
・日本がロシアと戦争中である場合。または、 
・日本がウラジオストックまたはダッチハーバーのいずれかを支配

している場合。 
40.73 アラスカハイウェー: シベリアの BRP ルートを使用するた

めには、米国は、ブリティッシュコロンビアおよびアラスカの荒野

を通って輸送ルートを拡張しなければなりません。アラスカハイウ

ェーの建設には 25BRP を要し、米国とドイツが開戦するまで試み

ることができず、米国の生産限度に数えられません。ロシアへの

BRP譲渡は、アラスカハイウェーの生産より後のターンまで開始で

きません。 
40.74 輸送船の要求: 太平洋SWボックス内の西側連合国の1つの

輸送船が、シベリア経由の米国の BRP 譲渡を海上護衛するために

必要です。シベリアの譲渡はマップ上で発生せず、インターセプト

されません。 
40.75 ヨーロッパのシナリオにおけるシベリア経由の譲渡: ヨーロ

ッパのシナリオでは、ロシアは、1943年春またはロシアとドイツの

開戦のいずれか遅い時点以降、シベリア経由の米国の譲渡により各

ターン10BRPを受け取ります。シベリア経由のBRP譲渡は、1タ

ーンにロシアに譲渡できる 50BRP の制限に数えられますが、アラ

スカハイウェーを建造するコストおよび BRP 譲渡のコストのいず

れも、米国のヨーロッパにおけるBRP合計から控除されません。 
「50BRPの制限」は、ムルマンスク、ペルシア、トルコおよびシベ
リアルートの容量の合計です。 
 

40.8 中国へのBRP譲渡: 

40.81 開戦前: 日本と英国の開戦前に、米国（だけ）はUSJTレベ

ルにより認められるように中国に BRP を譲渡できます。中国への

米国の BRP 譲渡は、中国の港湾、フランス領インドシナおよびビ

ルマロード経由で実施できます。日本は、北部フランス領インドシ

ナのヘクス（T16およびU16）を占領することにより、フランス領

インドシナルートを切断できます。 
40.82 開戦後: 日本と英国の開戦後には、米国および英国は、中国

の港湾、フランス領インドシナ、ビルマロード経由、またはヒマラ

ヤ山脈（「ハンプ」）越えの空路で中国にBRPを譲渡できます。 
40.821 メカニックス: 中国への米国および英国のBRP譲渡は、示

されている西側連合国の輸送船を使用して、次のルートの1つによ

り譲渡するBRPを送ることにより実施されます。 
A. 太平洋ルート（A）: 
・ 初のターン: 米国太平洋岸ボックスから真珠湾へ（太平洋の輸

送船を使用します）その後、中国の港湾へ（真珠湾の駆逐艦を使用

します）。またはフランス領インドシナの港湾経由で昆明へ。または

ビルマの港湾経由で昆明（ビルマロード経由）へ。あるいはビルマ

またはインドの港湾、その後ビルマまたはインドの都市または航空

基地を経由して中国の都市または航空基地へ（ハンプ越え）。 
B. 太平洋ルート（B）: 
・ 初のターン: 米国太平洋岸ボックスからオーストラリアボック

スへ（太平洋の輸送船を使用します）。 

・2 番目のターン: オーストラリアのボックスからヘクス NN15、
タウンズビル（ヘクスNN24）またはヌーメア（ヘクスNN31）経

由で中国の港湾へ（オーストラリアボックス内の駆逐艦を使用しま

す）。 
C. 太平洋ルート（C）: 
・ 初のターン: 米国太平洋岸ボックスからオーストラリアボック

スへ（太平洋の輸送船を使用します）。 
・2 番目のターン: オーストラリアボックスからインドボックスへ

（インド洋の輸送船を使用します）。 
・3番目のターン: インドボックスから昆明へ（ビルマロード経由）; 
または中国の都市または航空基地へ（ハンプ越え）。 
D. ヨーロッパルート: 
・ 初のターン: 米国大西洋岸ボックスまたは英国から南アフリカ

ボックスへ（大西洋の輸送船を使用します）。 
・2 番目のターン: 南アフリカボックスからインドボックスへ（イ

ンド洋の輸送船を使用します）。 
・3 番目のターン: インドボックスから昆明へ（フランス領インド

シナまたはビルマロード経由）。または中国の都市または航空基地へ

（ハンプ越え）。 
中国へBRPを送る も速い方法は太平洋ルート（A）および（B）
です。言うまでもなく、通常これらのルートは、太平洋での戦争発
生前にのみ利用可能です！ 
40.83 中国の港湾およびフランス領インドシナ: 各ターン 10BRP
が、中国の港湾またはフランス領インドシナ経由で中国に譲渡でき

ます。 
40.831 制限: BRP 譲渡は、中国または西側連合国が日本からその

ような港湾を奪還した場合にのみ中国の港湾を通って実施できます。

米国の BRP は、ハイフォンから昆明への補給線が存在する場合に

のみ、フランス領インドシナを通って中国に譲渡できます。この補

給線はビルマを通過できません。このルートは、日本が北部フラン

ス領インドシナのヘクスを占めれば閉鎖されます。一旦日本が英国

と開戦すれば、フランス領インドシナ経由の BRP 譲渡は禁止され

ます。 
40.84 ビルマロード: 各ターン 10BRP までがビルマロード経由で

中国に譲渡できます。 
40.841 コスト: ビルマロード経由で中国に譲渡される各BRPにつ

き、その維持および譲渡のための輸送コストを反映して、英国は

BRP 譲渡自体とは別に、BRP 譲渡が米国から出発していたとして

も、追加の1BRP を費やす必要があります。この追加BRP コスト

は英国の生産限度に数えられません。 
40.842 制限: ビルマロードは、インドボックスからマンダレーへ、

その後マンダレーから昆明への補給線がない場合には閉鎖されます。 
40.85 ハンプ: 各ターン 10BRP までがヒマラヤ山脈越えで中国に

譲渡できます。 
40.851 メカニックス: 1つの裏返されていない西側連合国の輸送機

戦力が、中国への5BRPまたは端数を空輸するために使用される必

要があります。このような各空輸任務は、インドまたはビルマにあ

る異なる運用中の航空基地から出発する必要があり、このような各

空輸任務は中国にある異なる運用中の航空基地に着く必要がありま

す。したがって各ターンに中国へ空輸される BRP の数は、出発地

として利用可能な西側連合国の都市および航空基地、および目的地

となる中国の都市および航空基地により制限されます。譲渡のため

の空路は、日本のユニットに隣接しているヘクス上をトレースでき

ますが、日本の支配下のヘクス上はトレースできません。 
40.852 コスト: ハンプ越えで中国へ空輸される各BRPにつき、使

用される輸送機ユニットを所有する主要国は、その維持および譲渡

のための輸送コストを反映し、譲渡される BRP 自体とは別に、追

加の1BRPを費やす必要があります。輸送機を使用すること自体の

ためのBRPコストはありません。この追加BRPコストは所有する

主要国の生産限度に数えられません。 
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40.853 インターセプト: 輸送機を利用して中国へ譲渡される BRP
は、日本の航空ユニットによってインターセプト（18.621）でき、

それは連合国の航空ユニットによってカウンターインターセプトで

きます（18.622）。 
40.86 インドの降服: インドが降服すれば、インドボックス経由の

中国への西側連合国のBRP譲渡が禁止されます。 

研究および諜報 
41. 研究 
41.1 概観 
41.2 研究ポイント（RP） 
41.3 RPの割付け 
41.4 一般研究の影響 
41.5 秘密 
41.6 RPの共同出資 
41.7 RPの活性化 
41.8 研究結果 
41.9 国籍修正およびCTL 
 

41.1 概観: 

41.11 中国以外の各主要国は、開始セットアップ時、1940年および

後の各YSSに研究ポイント（RP）を受け取ります。 
41.12 RP は、YSS に特定の研究および量産プロジェクトに秘密に

割り当てられ、以降の年に活性化できます。任意の数の適格の量産

プロジェクトが1ターン中に発生できます。選択されなかったプロ

ジェクトのRP は、そのプロジェクトに蓄積され、以降の年に使用

できます。 
 

41.2 研究ポイント（RP）: 
41.21 基本的な RP の割当て: 各主要国の RP の基本的な割当ては

次のとおりです。 
A. ドイツ: 8 
B. イタリア: 2 
C. 日本: 6 
D. ロシア: 6 
E. 英国: 6 
F. フランス: 3 
G. 米国: 10（米国がドイツおよび日本の両方と開戦した後） 
41.211 参戦前の米国の RP: 参戦前の各 YSS に、米国は 10 の 
USATとUSJTにつき（両方の緊張レベルを足し合わせて端数切捨

て）1RPを受け取ります。冬ターンに有効な緊張レベルが使用され

ます。 
例: 1941年末に、米国は日本と開戦しており、有効なUSATレベルは39で

す。1942年のYSSでは、米国は、そのBRPおよびBRP成長により受け取

るRP に加えて、太平洋用の5RP およびヨーロッパ用の3RP を受け取りま

す。 
41.212 中国: 中国は RP を受け取らず、研究を行なわず、量産に

RPを使用できません。 
41.22 BRP レベルによる追加RP: その基本的なRP 割当てに加え

て、各YSS（キャンペーンゲームおよび1939年シナリオの開始セ

ットアップ中を除きます）に各主要国は、そのBRP合計の50BRP
ごとにつき1RPを受け取ります。 
41.221 ヨーロッパシナリオにおける米国のRP: ヨーロッパシナリ

オでは、米国は太平洋からのRPを反映するために1941年のYSS
に追加1RPを、1942年のYSSに追加3RPを、1943年およびその

後のYSSに追加5RPを受け取ります。 
41.23 BRP成長による追加RP: 各主要国は、各YSSに25BRPの

成長（端数切捨て）につき追加の 1RP を受け取ります。この追加

RPはその年の間のみ受け取ることができます。BRPの成長自体は

影響されません。ロシアの ICのBRP価値の増加および動員による

（36.21）基本BRPの増加は数えられません。 
41.24 諜報の RP としての DP の使用: 諜報分野は全体として DP
割付けにおいて適格のプロジェクトとみなされます。諜報活動に割
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当てされたDPはRPとして作動します。したがってプレイヤーは、

彼のRP の半分（41.31A）および彼のDP の 3 分の 1（49.31）を

諜報に割り当てることができます。一般研究を含む各諜報プロジェ

クトに割り当てられたポイント（RP と DP の合計）の数に対する

制限が適用されます（41.31B）。 
 

41.3 RPの割付け: 
41.31 RPの割付けに対する制限: RPは、次の制限に従って、研究

および量産表に述べられたプロジェクトに割り当てることができま

す。 
A. 分野別限度: 毎年、同盟党派に割り当てられたRPの半分（端数

切上げ）以下が1つの分野（航空、海軍、陸軍、核または諜報）に

配置できます。 
B. プロジェクト別限度: 毎年、同盟党派は41.31C-Fで述べられる

制限に従い、一般研究を含む1つの研究または量産プロジェクトに

3RPまでを割り付けることができます。1年につき1つのプロジェ

クトに3RPという、この基本的な制限は、以下のように増加します。 
・同盟党派が、その分野で1つ以上の一般研究の技術革新を達成し、

そのメンバーの1つがYSSに400以上のBRPを持っている場合に

は4RPを割り付けることができます。 
・同盟党派が、その分野で2つ以上の一般研究の技術革新を達成し、

そのメンバーの1つがYSSに500以上のBRPを持っている場合に

は5RPを割り付けることができます。 
・同盟党派が、その分野で3つ以上の一般研究の技術革新を達成し、

そのメンバーの1つがYSSに600以上のBRPを持っている場合に

は6RPを割り付けることができ、これ以上の場合も同様に増加しま

す。 
例: 1944 年のYSS で米国が650BRP を持っています。西側連合国は、3 つ

の一般研究の技術革新を達成している分野の任意のプロジェクトへ 6RP ま

で、2 つの一般研究の技術革新を達成している分野の任意のプロジェクトへ

5RP まで、1 つの一般研究の技術革新を達成している分野の任意のプロジェ

クトへの4RPまで、および一般研究の技術革新を達成していない分野の任意

のプロジェクトへ通常の3RPまでを割り当てることができます。 
C. 先端技術に対する制限: 先端技術の研究プロジェクト（ジェット

機、対潜水艦戦、潜水艦、ロケット、核の一般研究、レーダー、反

応抑制、ウラニウム分離、プルトニウム生産および原子爆弾）につ

いては、RPがそのプロジェクトに 初に置かれる年には1RPのみ

を置くことができ、RP がプロジェクトに置かれた２年目には2RP
までを置くことができるなど、1年あたり3RP以上という通常の限

度が適用される（41.31B）まで、プロジェクトに置くことができる

RP が毎年 1 ずつ増加します。この制限は、枢軸国のジェット機お

よびロケットのように戦前に研究がなされているようなプロジェク

トにも適用されます。 
D. 核開発に対する制限: RPは、核開発における 初の一般研究の

技術革新に続く YSS まで、反応抑制、ウラニウム分離、プルトニ

ウム生産および原子爆弾、あるいはウラニウムプラントまたはプル

トニウムリアクターの建設に割り当てることができません。反応抑

制が達成されるまで、RP はプルトニウム生産研究に置くことがで

きません。 
E. 日程の制限: RP は、研究表および研究記録シートの両方で示さ

れた適格の日付の前にプロジェクトに割り当てることができません。

禁止されている割付けは、各同盟党派の研究記録シート上の斜線の

付されたボックスによって示されます。 
F. 西側連合国および日本の制限: 西側連合国および日本の RP は、

日本と西側連合国の開戦の時期にかかわらず1942年のYSSまで次

の研究および量産プロジェクトに割り当てることができません。 
・西側連合国の魚雷の研究。 
・西側連合国の潜水艦の研究。 
・日本のASWの研究および量産。 

・西側連合国および日本の潜水艦の量産。 
・西側連合国および日本の港湾の量産。 
G. 国籍による制限: RPは、その同盟党派の研究記録シート上にリ

ストされていないプロジェクトに置くことができません。特定のプ

ロジェクトにRP を割り当てることができる同盟党派、およびその

結果が適用される主要国は、研究表の中で示されています。同様に、

量産プロジェクトに対する国籍制限は、ルール 42 および研究表の

各量産プロジェクトの記述で述べられています。すべての同盟党派

は、その分野の少なくとも1つの他の研究プロジェクトにRPを割

り当てることができる場合、一般研究を実施できます。 
41.32 量産設備の準備: 上記の制限に従い、割付けを行う同盟党派

が量産を開始するために必要な研究結果を達成する前に、RP は、

戦略爆撃機、ジェット機、ロケット、ウラニウム生産およびプルト

ニウム生産の量産に割り当てることができますが、必要な研究結果

が達成されるまで、そのようなRPは成果を発生させません。 
 

41.4 一般研究の影響: 
41.41 研究プロジェクトのうち 5 つは一般研究分野（航空、海軍、

陸軍、核開発および諜報）を表わします。この他の研究および量産

プロジェクトは、5 つの一般研究分野のうちの1 つと関係がある特

定のプログラムです。 
41.42 一般研究は即効性の成果を生みませんが、その代り、すべて

の共同出資した国家に対してそれに関連する研究プロジェクトにお

ける成功の機会を増加させる修正を生成し、戦力プールへの追加お

よび他の生産計画のコストを減少させます。これは、各プレイヤー

がその資源を、1 つ以上の一般的な分野、または即効性の軍事、経

済または政治的な利益を生むような迅速な結果を望んで特定のプロ

ジェクトに向けることを可能にします。一般研究における技術革新

は、その後の一般研究を修正しません。 
41.43 一般研究の技術革新の影響: 
A. 研究: 各技術革新は、その分野のすべての研究さい振りに対して

+1修正を生成します。 
B. 量産: 各技術革新は、その分野の戦力プールへの追加およびユニ

ット量産のコストを減少します。研究は量産の前に実施されるので、

技術革新はそれが達成されたターンの量産コストを減少します。戦

力プールの追加およびユニット量産は、適用可能な技術革新の数に

かかわらず、各増加分につき少なくとも1つのRP投資を常に必要

とします。 
C. 核開発: 1 つの核開発の技術革新が達成される（41.31D）まで、

RPは核研究または量産に割り当てることができません。 
 

41.5 秘密: 
41.51 暗号名: 各プレイヤーは彼が 1 つ以上のRP を置く各研究プ

ロジェクトに暗号名を割り付けなければなりません。このような各

プロジェクトは、割り当てられた暗号名を、ゲームを通じて保持し

ます。一旦割り当てられた暗号名は変更できません。研究さい振り

は、この暗号名を使用して発表され、すべてのプレイヤーに公開さ

れます。したがって、プレイヤーはプロジェクト「ガラガラヘビ」

のためのさい振りであると発表し、その後に公然と研究さい振りを

実施します（彼がそのプロジェクトに割り当てたRP の数はゲーム

終了まで秘密のままにされます）。暗号名は量産プロジェクトに割り

当てられません。 
41.52 履行: 研究プロジェクトのために暗号名の使用を実施する

も単純な方法は、各プレイヤーが暗号名ごとに各研究プロジェクト

に対するさい振りの記録を作っておくことです。相手プレイヤーは

望む場合には常にこの記録を調べることができます。その代わりに

各プレイヤーは、相手プレイヤーが暗号名および研究さい振りを発

表するときに記録しておくこともできます。 
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41.53 研究結果の公表: 一般研究の結果は決して明らかにされませ

ん。その他の研究結果は、現実にプレイに影響する場合に発表され

ます。成功した研究プロジェクトの暗号名および達成された結果の

正確な数は明らかにされません。例えばSWの修正は、それが適用

される戦闘フェーズ中に明らかにされます。一方の側が原子爆弾を

開発した場合、これは核攻撃が行なわれた場合に限り相手に知られ

るようになります。潜水艦およびロケットのような徐々に履行され

るプロジェクトについては、相手プレイヤーは、それが有効になっ

た（41.84）ときにのみ、達成された 高の研究結果について知りま

す。 
例: 開始セットアップ中に、ロシアは、秘密工作に1RPを割り当て、プロジ

ェクトに暗号名「ベリヤ」を割り当てます。1939年秋のターンの開始時にロ

シアのプレイヤーは、プロジェクトベリヤにさい振りを実施すると発表し、

公然とさいころを振り 5 の目を出します。5 のさいの目は、プロジェクトベ

リヤに割り当てられた 1RP を加えて、秘密工作表で「6」の結果を生み、ロ

シアが敵の 1DP を否定することが可能となります。ロシアのプレイヤーは、

ドイツが目標への外交さい振りを発表し、ロシアのプレイヤーが彼の秘密工

作を使用することに決定するまで、この結果を明らかにしません。秘密工作

が使用される場合でも、ロシアのプレイヤーは秘密工作プロジェクトに暗号

名「ベリヤ」を割り当てたことを明らかにしません。 
41.54 プレイヤーが相手のさいの目のパターンから、相手のプロジ

ェクトの実態を推定することができれば、そうすることができます。

敵の研究に関する記録シートは、このような推定を補助します。 
プロジェクトの実態を暗示する暗号名を割り当てることは、一種の
娯楽ですが、決して義務ではありません。どんな場合でも、研究プ
ロジェクトに使用された暗号名は、ある程度そのプレイヤーの個性
を明らかにします。 
 

41.6 RPの共同出資: 
41.61 協力: ドイツとイタリアの RP はプールされ、任意の適格の

プロジェクトに割り当てることができます。ある場合には利点はド

イツおよびイタリアの両方へ生じ、他の場合では枢軸国の主要国の

うち1つだけが利益を得ます。同様に、英国、フランスおよび米国

はそのRP を共同出資し、ある場合にはすべての西側連合国の主要

国に利点を生じ、他の場合には1つの西側連合国の主要国のみに利

点を生じます。ロシアおよび日本の研究は、別々に続けられます。 
41.62 いずれか 1 つの分野に置くことができるRP の数に対する制

限（41.31A）は、RP が同盟党派の主要国から共同出資された後に

適用されます。したがって枢軸国は、全体として1つの分野にそれ

らのRPの半分を超えてRPを投入できません。 
41.63 一旦共同出資された後には、RP は特定の主要国との関係を

失い、共同出資するいずれかの主要国が選択できるいずれかのプロ

ジェクトに割り当てることができます。 
41.64 降服の影響: 降服した主要国からのRPはプレイに残ります。

フランスおよびイタリアは、征服された場合にはRP を受け取りま

せん。英国とロシアは、降服した後にもRP を受け取り続けます。

ロシアは、降服後であっても、中立である間に通常通り研究を実施

できます。西側連合国は、英国の降服後に英国の戦力プールを増加

させるためにRP を使用できますが、英国の降服の結果、英国の戦

力プールから除去されたユニットを戻すことはできません。 
 

41.7 RPの活性化: 
41.71 研究プロジェクトの選択: 枢軸国プレイヤーターンの直前に、

枢軸国、西側連合国、ロシアおよび日本は、それぞれ5つある研究

分野のうちから1つの研究プロジェクトを選ぶことができます。量

産プロジェクトにおける RP の活性化に対する制限については、

42.13を参照してください。 
41.72 低 1RP の要求: プロジェクトは少なくとも 1RP を有して

いなければ、選択できません。 
41.73 枢軸国の研究のさい振りが 初に実施されます: 枢軸国が

初にその研究さい振りを実施します。1 つの同盟のためのすべての

研究さい振りは、同時に実施され、したがってスパイ活動のような

1 つの研究結果は、次のターンまで別の研究結果（一般研究のよう

な）に影響しません。 
41.74 量産に対する技術革新の影響: 量産プロジェクトへのRPは、

研究のさい振りが実施された後のプレイヤーターン中に活性化され

るので、技術革新は発生したターンの量産コストに影響します

（41.43B）。 
41.75 研究のさい振り: 研究ルールで「さい振り」という場合は常

に、さいを振るプレイヤーは3つのさいころを振り、 大の目およ

び 小の目を無視します。残ったさいの目が、どのようなレベルの

研究結果が達成されたか決定するために使用されます。次の修正が

さい振りに適用され、修正後の数が達成された研究結果を決定する

ために使用されます。 
A. +1 そのプロジェクトで未使用の各RPにつき。 
B. +1 そのプロジェクトの研究分野における各技術革新につき。 
C. +/-# 研究結果の終わりに角括弧（[ ]）内の数字によって示される、

そのプロジェクトにおける以前の研究結果による修正値（戦前の結

果は、研究記録シートの 1939 年のコラムに角括弧で記述されてい

ます）。 
41.76 未使用のRP: その年の年末までに活性化されていない、諜報

プロジェクトのためにRPとして使用されたDPを含むすべてのRP
は、割り当てられたプロジェクトに残り、翌年へ繰り越されます。

研究プロジェクト内のすべてのRP は、その計画のためにさい振り

が実施される場合、除去されます。量産プロジェクト内のRP は使

用された時に除去されますが、プレイヤーは、割り付けられた RP
の一部のみを使用することとし、将来の量産のために残りを保持す

ることができます。 
41.77 制限: 各ターン5 つの分野の各々から1 つの計画のみが研究

さい振りを行うプロジェクトとして選ぶことができるので、プレイ

ヤーは同じターン中に同じ分野の一般研究および研究プロジェクト

に対してさい振りを実施できません。1 回目のさい振りにより、そ

のプロジェクト内のすべての RP が除去され（41.76）、RP を含ん

でいなければプロジェクトは選択できない（41.72）ので、1年で同

じプロジェクトに対し2回の研究さい振りを実施できません。 
 

41.8 研究結果: 

41.81 "*"の結果: プロジェクトに対する結果がその横に"*"を持っ

ていない場合、プレイヤーは、追加の成果を達成するためにその分

野における研究を継続できます。したがってプレイヤーは、一般研

究を連続的に進展させ、航空および海軍の国籍DRMを2回以上増

加させ、または潜水艦の設計およびASW 有効性を繰り返し増加さ

せることができます。 
41.82 [+#]の結果: 結果の横の[+#]は、そのプロジェクトにおいて将

来振るさいの目に適用される修正値を示します。このような修正は

累積的ではありません。直前の研究結果により達成された修正値が、

そのプロジェクトに対する次のさい振りに適用されます。プレイヤ

ーは、プロジェクトにおける将来の研究さい振りにより高い修正値

を取っておくために、より劣った結果を選択できます（41.86）。 
41.83 即効性の履行: 研究結果は直ちに履行されます（例外: 41.84）。 
41.84 徐効性の履行: ジェット機（「13-14」以上）、潜水艦（「8-10」
以上）、対潜作戦（「6-7」および「8+」）およびロケット（「12-14」
以上）の結果は、達成された 高の結果が効力を発生するまで、1
ターンにつき1レベルの割合で徐々に履行されます。したがってド

イツのプレイヤーが 1942 年夏にロケットに対してさい振りを実施

し「18+」の結果を達成したならば、彼は 1942 年夏に飛行爆弾

（「12-14」の結果）を、1942 年秋にロケット（「15-17」の結果）
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を、および1942年冬に改善されたロケット（「18+」の結果）を使

用できます。 
41.85 有効となった結果は発表されます: プレイヤーは、研究改良

が適用されるためにジェット機、潜水艦、対潜作戦または飛行爆弾/
ロケットを使用する必要がありませんが、このような結果が発表さ

れないターンは数えられず、より高い結果の履行を遅らせます。し

たがってプレイヤーは、以前のターンに 終生産物よりも劣ったバ

ージョンを発表せずに、急に高度な潜水艦を相手に対して解き放つ

ことができません。これは、研究の発展の様相を反映しています。

潜水艦およびASW の修正値は、それらが潜水艦戦、潜水艦攻撃ま

たは潜水艦による港湾攻撃のさいの目を修正する場合は常に発表さ

れる必要があります。 
41.86 より劣った結果: プレイヤーは、望む場合には、可能であれ

ば「効果なし」の結果を含む、より低位の研究結果を履行できます。 
41.87 戦前の研究: キャンペーンゲームの開始時には、次の研究結

果および修正が適用されます。 
A. ドイツ: ジェット機、ロケット: [+2]。 
B. 西側連合国: 航空活動範囲: [+2]、1つの戦略爆撃機の結果、レー

ダー[+5]。 
C. ロシア: なし。 
D. 日本: 2つの魚雷の結果。 
41.88 西側連合国の研究結果の一般的な適用可能性: ジェット機、

航空活動範囲、魚雷、潜水艦、ASW 技術およびロケットの研究表

は、適格の研究する主要国として英国および米国の両方を記述して

います。西側連合国は、各プロジェクトにつき1年あたり1回のみ

さい振りができますが、その結果は両方の西側連合国の主要国に適

用されます。 
 

41.9 国籍修正およびCTL: 
41.91 航空および海軍国籍 DRM: 一方の側がその航空または海軍

国籍DRMを増加させる場合、その同盟のすべての主要国、活性化

した中小同盟国および提携した中小国のDRMを増加させます。国

籍DRMの研究結果が達成された後に同盟に参加する中小国は、そ

の研究結果の利点を直ちに獲得します。陣営を移る中小国は、新し

い同盟パートナーの国籍DRM研究結果のみに影響されます。 
例: もし枢軸国および西側連合国の両方がその航空国籍 DRM を 1 だけ増加

させれば、2 つの同盟間の航空戦闘のネット修正は変更されませんが、海軍

ユニットに対する枢軸国および西側連合国の航空攻撃はより有効となり、ロ

シアは航空戦闘においてドイツ、イタリアおよびすべての枢軸国中小国より

遅れることとなります。ロシアおよび日本の DRM は、枢軸国および西側連

合国のものとは異なっており、これらの航空国籍DRMには影響されません。 
41.92 CTL: 
41.921 開始時レベル: 枢軸国、西側連合国、ロシア、日本および中

国国民党のCTLは別個です。ゲーム開始時には次のCTLが有効で

す。 
A. 2: ドイツ、フィンランド、スウェーデン、日本および中国共産

党。 
B. 1: 他のすべての国籍。 
C. 0: パルチザン。 
41.922 CTLの増加: 研究による戦闘訓練レベルの増加は、その同盟

党派のすべての主要国、中小同盟国および提携した中小国の CTL
を増加させます。陣営を移る中小国の CTL は、新しい同盟党派に

よって達成されたCTLの増加数によって管理されます。 
41.923 CTL の増加に対する制限: 中国国民党の 1CTL およびパル

チザンの０CTLは増加させることができません。 
41.924 補給および石油効果: 陸軍石油効果または部分的な補給を

受ける陸上ユニットの CTL は 1 だけ減少します。両方の条件が当

てはまる場合でも、この減少は累積的ではありません（30.522A, 
33.61C）。 

 

42. 量産 
42.1 量産 
42.2 量産コスト 
42.3戦力プールの増加 
42.4 秘密施設 
 

42.1 量産: 

42.11 一般研究の影響: 量産に投資された RP は、さい振りの必要

なしで戦力プールの増加または他の結果を発生させます。量産コス

トは、関連した分野の個々の一般研究の技術革新につき1ずつ減少

されます。 
42.12 1RPの 小消費が必要です: 達成された一般研究の技術革新

の数または量産コストを減少させる他の要素（42.26D-F）にかかわ

らず、少なくとも1つのRPが、戦力プール増加の各戦力、増加分

または他の結果のために使用される必要があります。例えば、2 つ

の航空の技術革新の後では、1 年間での戦力プールへの追加航空戦

力（42.22A）のRPコストは次のとおりです。 初の5BRP分の航

空ユニットに対して1RP、次の5BRP分の航空ユニットに対して追

加の1RP、次の5BRP分の航空ユニットに対して追加の2RPなど。

したがって15BRP分の航空ユニットは4RPを要しますが、20BRP
分の航空ユニットは7RPを要します。 
42.13 量産プロジェクトの選択: そのプレイヤーターンの間に（例

外: Ultra およびMagic の増加は研究フェーズの終わりに発生しま

す）、枢軸国、西側連合国、ロシアおよび日本は各々、任意の数の量

産プロジェクトを選択できます（例外: 下記の各々については各タ

ーンに1つを超えて量産できません。航空基地、海軍航空訓練、造

船、港湾、陣地、レールヘッド、ロケット工場、合成石油プラント、

IC、ウラニウムプラントおよびプルトニウムリアクター）。 
42.14 量産プロジェクト内のRP は、効果を現わす場合に活性化さ

れます。ほとんどの場合、これはユニット量産フェーズの間となり

ます。 
42.15 プレイヤーは、同じ年に同じ量産プロジェクトを2回指定で

きません（例外: 航空基地、港湾、陣地およびレールヘッド）。 
42.16 1939年の量産の禁止: RPは1939年に量産に割り当てること

はできません。 
42.17 量産結果の公表: 量産の結果は以下のように発表されます。 
A. 戦力プールの増加: 戦力プールの増加を引き起こすようにRPを

使用することは、それが即効性の戦力プールの増加に帰着するか否

かにかかわらずRP が使用されるユニット量産フェーズ中に発表さ

れます。プレイヤーは、戦力プールの増加自体が延期される場合に

も、戦力プールの増加を引き起こすためにRP を使用することを秘

密にしておくことはできません（42.336）。 
B. 海軍航空訓練および造船: 海軍航空訓練および造船の増加は、そ

れが使用されるか否かにかかわらず、それが 初に適用可能となっ

たユニット生産フェーズに発表されます。 
C. 冬準備: 冬準備の結果は、それが適用される 初の冬に発表され

ます。 
D. 陣地: 陣地のためのRPの使用は、陣地が生産されたときに明ら

かにされます。 
E. 秘密施設: 秘密施設の生産は発表されません（42.4）。 
そうでなければ、秘密でなくなってしまうと思いませんか？ 
 

42.2 量産コスト 
42.21 量産コストの説明: リストされた 1 番目の数字は、戦力プー

ルに加えられる 初の戦力または他の増加分または発生された1番

目の量産の結果に対するRP コストであり、2 番目の数字は2 番目
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の戦力または他の増加分に対するRP コストで、以降も同様となり

ます。3つのドットは、研究記録シート上で述べられているように、

5 番目以降の増加分に対しても量産の過程が継続することを示しま

す。コストは毎年適用されます。前年の戦力プールへの追加は、後

の戦力プールへの追加コストに効果がありません。 
42.22 航空: 
A. 航空戦力プールの増加: 2, 3, 4, 5…。各結果は、同盟党派が5BRP
分の陸軍航空、海軍航空または迎撃機を任意の組合せで、その同盟

党派中の1つ以上の適格の主要国の戦力プールに加えることを認め

ます。ロシアは海軍航空ユニットを量産できません。フランスおよ

びイタリアは迎撃機を量産できません。中国は陸軍航空、海軍航空

または迎撃機を量産できません。残りは将来の使用のために保持で

きます（42.336）。 
B. 戦略爆撃機: 2, 3, 4, 5…。戦略爆撃機における「9+」の研究結果

の後にのみ可能です。各結果は、同盟党派が5BRP分の戦略爆撃機

をその同盟党派の1つ以上の適格の主要国の戦力プールに加えるこ

とを可能にします。イタリア、フランスおよび中国は戦略爆撃機を

量産できません。制限に関しては、24.262 および 42.331B を参照

してください。 
C. 輸送機: 3, 4, 5, 6…。各結果は、同盟党派が1つの輸送機戦力を

その同盟党派の適格の主要国の戦力プールに加えることを可能にし

ます。イタリア、フランスおよび中国は輸送機ユニットを量産でき

ません。 
D. ジェット機: 4, 5, 6, 7…。ジェット機で「13+」の結果研究の後

のみ可能です。各結果は、同盟党派が1つのジェット機戦力をその

同盟党派の適格の主要国の戦力プールに加えることを可能にします。

ドイツ、日本、ロシア、英国および米国のジェット機の戦力プール

増加は無制限です。イタリア、フランスおよび中国はジェット機を

量産できません。 
E. 海軍航空訓練: 3, 4, 5, 6。1ターンあたり1つの増加率で1年あ

たり 大4まで海軍航空訓練のレベルを増加させます。ドイツ、イ

タリア、日本、英国および米国のみ可能です。 
F. 航空基地: 1, 1。各ターンに1つの航空基地の割合で毎年2つま

で航空基地を追加できます。ドイツ、イタリア、日本、ロシア、英

国および米国のみ可能です。 
42.23 海軍: 
A. 潜水艦: 各RP につき 1 つの潜水艦戦力で、限界はありません。

ドイツ、イタリア、日本、英国および米国のみ可能です。 
B. ASW: 2, 3, 4, 5…。各結果は、1つの適格な主要国が戦力プール

に1つのASW戦力を加えることを認めます。日本、英国および米

国のみ可能です。 
C. 輸送船: 各RP につき 1 つの輸送船で限界はありません。日本、

英国および米国のみです。 
D. 造船: 2, 3, 4, 5。1ターンにつき1つの増加率で1年あたり 大

４まで造船は増加します。各造船の増加は特定の造船所に割り当て

られる必要があります。米国がその戦域で戦争状態となるか、また

は米国緊張レベルが 50 を超えるまで、米国の造船は、その戦域で

量産（動員と異なり）を通じて増加させることができません。ロシ

アと中国以外のすべての主要国が可能です。 
E. 港湾: 4, 4。1ターンにつき1つの港湾カウンターの割合で毎年

大2つの港湾カウンターまで可能です。日本および米国のみ可能

です。 
42.24 陸軍: 
A. 歩兵、装甲および高射砲の戦力プールの増加: 2, 3, 4, 5…。各結

果は、その同盟党派の1つ以上の主要国の戦力プールに5BRP分の

歩兵、装甲および高射砲ユニットを任意の組み合わせで加えること

ができます。制限に関しては、42.332 と 42.333 を参照してくださ

い。残りは将来の使用（42.336）のために保持できます。 
B. 特殊部隊ユニットの戦力プールの増加: 2, 3, 4, 5…。各結果は、

その同盟党派の 1 つの適格の主要国の戦力プールに 1 戦力の空挺、

チンディット、海兵隊またはコマンドを、各主要国に認められた

大数まで加えることを可能にします。 
C. 陣地: 各陣地につき 2RP および 5BRP。1 ターンあたり 1 つの

陣地の割合で、1 年で 大 4 つの陣地までです（例外: 日本の陣地

はRP消費を要求しません）。ドイツ、イタリア、日本、ロシア、英

国および米国のみ可能です。 
D. レールヘッド: 各レールヘッドにつき 2RP および 5BRP。1 タ

ーンあたり1つのレールヘッドの割合で、1年で 大4つのレール

ヘッドまで可能です。ドイツ、日本、ロシア、英国および米国のみ

可能です。 
E. ロケット工場: 各ロケット工場につき4RP。1ターンあたり1つ

のロケット工場の割合で、1 年あたり 大 2 つのロケット工場まで

です。所有する主要国のYSSにおけるBRP合計中の250BRP（端

数切上げ）につき1つのロケット工場まで、 大5つのロケット工

場が、適格の主要国により作成できます。この 大値は後の各YSS
に調節されますが、YSS におけるBRP レベルの低下は既存のロケ

ット工場を除去しません。ロケット研究結果の成功が達成される前

にRP を投資できますが、ロケット工場は活性化されません。各ロ

ケット工場は 1 つのロケット基地（26.61）の配置を許可します。

ドイツ、日本、ロシアおよび米国のみです。 
F. 国家要塞: 8。1ゲームあたり1回限りです。ベルヒテスガーデン

が BRP コストなしで、枢軸国の無制限補給源になります。ベルヒ

テスガーデンは自動的に要塞にはなりませんが、通常通りに陣地化

できます。国家要塞は枢軸国の生産フェーズ中に生産され、ベルヒ

テスガーデンが完全に補給され、連合国の ZOC 内にない場合にの

み建造されます。ドイツのみです。 
G. 合成石油プラント: 各合成石油プラントにつき5。1 ターンあた

り1つのプラントの割合で、1年あたり 大2つまで可能です。合

成石油プラントは所有するプレイヤーターンの 初に生産され、こ

のため生産されたターンに石油産出地として使用できます。ドイツ

のみです。 
H. 産業センター（IC）: 各 ICにつき5。1ターンにつき1つの IC
の割合で 大2つの ICまで可能です。任意に除去した ICによるク

レジットは、IC の量産に使用できます（37.512B）。ロシアのみ可

能です。 
I. 冬準備: 4。1年に1回、 大の6の冬準備レベルまでです。さら

に、ヨーロッパ枢軸国は、ドイツが「7」以上の冬効果を受ける地

域でロシアと交戦中の部隊を持っているすべての冬ターンの終わり

に自動的に1つの冬準備の結果を達成します。同様に、日本は、「7」
以上の冬効果を受ける地域でロシアと交戦中の部隊を持っているす

べての冬ターンの終わりに自動的に1つの冬準備の結果を達成しま

す。以前の枢軸国の冬準備の結果によって枢軸国部隊に対する冬効

果が「6」以下になったとしても、「7 以上の冬効果を受ける」と考

えられます。このような自動的な結果は1年あたり1つの冬準備の

結果という量産限度に数えられません。冬準備の結果は、その結果

を達成した同盟党派のすべての国に適用されます。ドイツ、日本お

よび西側連合国のみ可能です。 
42.25 核: 
A. ウラニウムプラント: 各ウラニウムプラントにつき 8。1 ターン

につき1つのプラントの割合です。少なくとも1つの核の技術革新

が達成されるまで RP はウラニウムプラントに投資できません

（41.31D）。ウラニウム分離における成功した研究結果が達成され

る前にRP をウラニウムプラントに投資できますが、ウラニウム分

離において成功した研究結果が達成されるまで活性化できません。

各ウラニウムプラントで 初の原子爆弾のために十分な材料を量産

するのに必要な時間は、ウラニウム分離における研究結果によって

決定されます。ドイツ、ロシアおよび米国のみ可能です。 
B. プルトニウムリアクター: 各プルトニウムリアクターにつき 6。
1 ターンにつき1 つのプルトニウムリアクターの割合です。少なく

とも 1 つの核における技術革新が達成されるまで、RP はプルトニ



© 2003 GMT Games A World At War 0303-11 06-17-03, 12-31-03 
 

 142

ウムリアクターに投資できません（41.31D）。プルトニウム量産に

おいて成功した研究結果が達成される前に、RP はプルトニウムリ

アクターに投資できますが、プルトニウム量産において成功した研

究結果が達成されるまで活性化できません。各プルトニウムリアク

ターで 初の原子爆弾のために十分な材料を量産するのに必要な時

間は、プルトニウム量産における研究結果によって決定されます。

ドイツ、ロシアおよび米国のみです。 
例: ロシアは、ウラニウム分離において「10」の研究結果を達成して、その

1944 年春のユニットの量産フェーズ中にウラニウム分離プラントを建設し

ます。ロシアは、その1945年春、1945年秋、1946年春および1946年秋の

プレイヤーターンの開始時に原子爆弾の材料を受け取ります。 
42.26 諜報: 
A. 暗号解読: ヨーロッパの暗号解読（Ultra）および太平洋の暗号

解読（Magic）の量産結果は、別々に達成され、西側連合国は、毎

年各タイプにつき1つの結果を達成できます。暗号解読の量産結果

は、Ultra および Magic カードが引かれる（48.11）直前の研究フ

ェーズの終わりに発表されます。 
B. Ultra: 3。毎年1つの結果が可能です。ドイツおよび英国のみ可

能です。 
C. Magic: 3。毎年1つの結果が可能です。日本および米国のみ可能

です。 
D. ロシアの占領政策: 4, 5, 6。各ゲームで 大3つの結果まで可能

です。個々のロシアの占領政策は、一旦ドイツとロシアが開戦した

ならば、ドイツが各ターンに 1 つの Vlasov 歩兵戦力を生産するこ

とを可能とします。ドイツのみ可能です。 
・ウクライナがドイツの中小同盟国として活性化（ウクライナにお

ける「10」の外交結果）したならば、ロシアの占領政策のコストは

1だけ減少されます。 
E. 中国の占領政策: 4。各ゲームで 大 1 つの結果まで可能です。

中国の占領政策は、日本が各ターンに1つのWang歩兵戦力を生産

することを可能とします。日本のみ可能です。 
・中国抵抗レベルが0未満である場合、中国の占領政策のコストは

減少されます（-1 の中国抵抗レベルは+1 修正を引き起こし、-2 の

中国抵抗レベルは+2修正を引き起こします、など）。 
F. インドの転覆: 4。各ゲームで 大1つの結果が認められます。イ

ンドの転覆の結果は、日本がカルカッタ、ダッカ、コロンボおよび

ラングーンを支配することにより日本の戦力プールに加えられるす

べてのインド国民軍ユニット（72.93B）に加えて、各ターンに1つ

のインド国民軍歩兵戦力および1つのインドパルチザンを生産する

ことを可能にします。日本のみ可能です。 
・ インドの転覆のコストは、日本が支配するカルカッタ、コロンボ、

ダッカおよびラングーンのそれぞれにつき 1 ずつ減少されます（4
つの重要戦略目標のうち1 つで-1、4 つの重要戦略目標のうち2 つ

で-2など）。 
G. イスラム教徒の不穏: 2, 3。毎年2つの結果まで可能です。個々

のイスラム教徒の不穏の結果は、ドイツがその戦力プールに1つの

中東パルチザンを加えることを可能にします。ドイツのみ可能です。 
H. 西側連合国のパルチザン: 2,3。毎年 2 つの結果まで可能です。

個々の西側連合国のパルチザンの結果は、西側連合国がその戦力プ

ールに 1 つの西側連合国パルチザンを加えることを可能とします。

西側連合国のみ可能です。 
I. ロシアのパルチザン: 2, 3。毎年2つの結果まで可能です。個々の

ロシアのパルチザンの結果は、ロシアがその戦力プールまたは中国

共産党の戦力プールに1つの共産主義パルチザンを加えることを可

能にします。ロシアのみ可能です。 
 

42.3戦力プールの増加: 

42.31戦力プール: 戦力プール増加は、動員（36.3）または量産への

RPの投資（42.2）によって生成できます。 

42.32 タイミング: 戦力プールへの追加は、それらがその時に生産

されるか否かにかかわらず、その結果に続くユニット生産フェーズ

中に発表されます。 
42.33 戦力プールの制限: 各主要国は、そのシナリオカード上に述

べられたユニット数に制限されています。さらに次の制限が適用さ

れます。 
42.331 航空ユニット: 陸軍および海軍航空ユニットは、動員または

量産のいずれかによって戦力プールに加えることができます。迎撃

機、戦略爆撃機、輸送機およびジェット機の戦力プールは、次の制

限に従い、量産によってのみ増加できます。 
A. ジェット機: ジェット機はジェット機に対する「13-14」以上の

研究結果が達成されるまで量産できません。 
B. 戦略爆撃機: 戦略爆撃機は、戦略爆撃機のための少なくとも1つ

の「9+」の結果を達成していない主要国によって量産できません。

西側連合国は戦略爆撃機に対して1つの「9+」の結果および1つの

英国および1つの米国の戦略爆撃機戦力をすでに生産している状態

で開始します。西側連合国の戦略爆撃機の戦力プールの追加は、英

国および米国の戦略爆撃機の戦力プールが同数で残るように割り付

けられる必要があり、余った戦力は西側連合国プレイヤーの選択で

いずれかの主要国に配分されます（24.262）。 
42.332 歩兵: 
A. 枢軸国: 1年あたり3戦力までのイタリアの歩兵が量産により加

えられることができます。 
B. 西側連合国: 
・1 年あたり 3 戦力までの英国の歩兵が量産により加えられること

ができ、同じターンに3戦力までの英国の歩兵が量産および動員に

より加えられることができます。 
・オーストラリアおよびインドの歩兵戦力プールは、英国と日本の

開戦に続く連合国プレイヤーターンまたは 1942 年春のいずれか早

いときに、それぞれ額面3歩兵戦力まで（1つの2-2および1 つの

1-1、または3つの1-2）増加させることができます。 
・フランスが征服されたならば、英国は、西側連合国の支配下の各

フランス植民地での量産により、その戦力プールに1つの自由フラ

ンス2-3 歩兵ユニットを加えることができます。一旦加えられた後

には、これらの自由フランスユニットは、西側連合国の支配下のフ

ランス植民地の総数が後に減少したとしても、英国の戦力プールに

残ります。 
42.333 装甲: 
A. 枢軸国: ドイツは重装甲で「8+」の研究結果を達成するまで、量

産によりその戦力プールに5-6 の装甲ユニットを加えることができ

ません。 
B. 日本: 日本は、動員または量産のいずれかにより戦力プールに

3-3 の装甲ユニットを加えるためには重装甲で「8+」の研究結果を

要求しません。 
C. 西側連合国: フランスが征服されており、パリが連合軍の支配下

にあれば、英国はその戦力プールに1つの自由フランス軍3-5装甲

ユニットを加えることができます。米国は、動員または量産のいず

れかにより戦力プールに5-6 の装甲ユニットを加えるためには重装

甲で「8+」の研究結果を要求しません。 
D. ロシア: ロシアは重装甲で「8+」の研究結果を達成するまで、動

員または量産のいずれかによりその戦力プールに5-6 装甲ユニット

を加えることができません。 
42.334 海軍ユニット: 艦隊（駆逐艦、巡洋艦、名前の付された主力

艦）および空母（CVE、CVL、CV、CVB）ユニットは、戦力プー

ルを持っておらず、RP の投資なしで生産または修理できます。大

型艦および小型艦の生産は、生産する主要国の造船限度および造船

所容量によってのみ制限されます。潜水艦、ASW および輸送船の

戦力プールへの追加の範囲に制限はありません。ASW および輸送

船の戦力プールは、駆逐艦の転換（24.24）によっても増加させるこ

とができます。 
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42.3341 潜水艦の戦力プールの増加: 西側連合国および日本の RP
は、1942年のYSSまで潜水艦の量産に割り当てることができませ

ん。 
42.3342 日本のASW戦力プールの増加: 日本のRPは、1942年の

YSSまでASW量産に割り当てることができません。 
42.335 余剰の量産: 同盟党派は、各量産プロジェクトにつき5BRP
分まで、量産による戦力プールの増加の使用を後の年まで延期でき

ます。各量産プロジェクトにつき量産の5BRP分までが、ある年か

ら翌年に繰り越すことができます。延期された量産は、RP が引き

起こされるユニット生産フェーズ（42.17A）に発表されます。延期

された陸軍の量産は、陸軍の量産が延期された時には重装甲の研究

結果が達成されていなかったとしても、延期された陸軍の量産が現

実に使用される前に、必要な重装甲の研究結果が達成された場合に

は、重装甲ユニットを量産するために使用できます。 
42.336 量産および動員: 量産による戦力プール増加の据え置きは、

2つの方法で使用できます。 
A. 延期された量産の一部または全部は、後の年に同じプロジェクト

の航空または陸上ユニットの量産に付け加えることができます。 
B. 延期された量産の一部または全部は、その時点または後のターン

の動員から、場合によって航空または陸上ユニットの戦力プールの

増加を増大させるために付け加えることができます。これが実施さ

れる場合、生成されたユニットは動員に関連した遅延を受けます。 
例: 1940 年春にロシアは、1 つの陸軍の技術革新を有しており、陸軍の量産

に置かれた1RPを引き起こし、5BRP分の陸上ユニットを生成します。ロシ

アのプレイヤーは 1940 年春にその戦力プールに 1 つの 3-3 歩兵を加え、 
1941 年まで他の 2BRP 分の陸軍の量産を保持でき、そうしない場合には、

追加の陸上ユニットを生成するためにロシアの動員にそれを加えることがで

きます。 
 

42.4 秘密施設: 
42.41 秘密施設の位置: ドイツのロケット工場、ウラニウムプラン

トおよびプルトニウムリアクターおよび日本のロケット工場は、所

有する主要国の本国で敵 ZOC 内ではない支配下の完全に補給され

る都市または港湾ヘクスに、各都市に1つの施設まで建造できます

（例外: 日本は満州にロケット工場を建造できます）。 
42.42 秘密施設の移動禁止: 一旦建造された後には秘密施設は移動

できません。 
42.43 米国およびロシアの秘密施設: 米国およびロシアの秘密施設

は、米国およびウラルボックスにそれぞれ建造され、枢軸国の攻撃

を受けません。 
42.44 秘密施設の発見: ロケット工場、ウラニウムプラントおよび

プルトニウムリアクターの存在および位置は秘密にされ、以下の場

合にのみ相手に明らかにされます。 
A. そのヘクスが敵の支配を受ける場合。または、 
B. 敵スパイ組織が所有する主要国の陸軍の研究（ロケット工場）ま

たは核研究（ウラニウムプラントおよびプルトニウムリアクター）

で活動している場合。 
42.45 発見前の秘密施設の爆撃禁止: マップ上のヘクス内の秘密施

設は、その位置がスパイ活動の結果発見されるまで、原子爆弾によ

るものを含む爆撃によって破損されません。 
42.46 秘密施設への破損: その位置が知られている秘密施設は

26.72 に述べられるように戦略爆撃によって破損されます。破損し

た秘密施設は、所有者の次のプレイヤーターンにロケットまたは核

分裂物質を量産しません。ロケット工場の破損は、破損が修理され

る（26.83）まで、1つのロケット基地の使用を妨げます。 
42.47 秘密施設の破壊: その位置が知られている秘密施設は 26.73
に述べられるように戦略爆撃によって破損されます。秘密施設を含

んでいるヘクスが敵の支配を受ける場合、その位置が以前に知られ

ていたか否かにかかわらず、その秘密設置が除去されます。破壊さ

れた秘密施設は再建できませんが、新しい秘密施設が追加RP の投

資によって量産できます。 
42.48 ロケット工場: 
42.481 戦力プール: ロケット工場は「12-13」のロケットの研究結

果が達成されるまで量産できません。 
42.482 配置: 各ロケット工場は、1ヘクスあたり1つまで、所有す

る主要国の本国内の、敵 ZOC 内にない支配下の完全に補給される

都市ヘクスに置かなくてはなりません（例外: 日本は満州にロケッ

ト工場を建造できます）。 
42.483 タイミングおよび効果: ロケット工場は、所有するプレイヤ

ーの戦闘フェーズ中に生産されます。各ロケット工場は、それが生

産された戦闘フェーズ中に1つのロケット基地の配置を可能としま

す（26.61）。 
42.484 ロケット工場の破壊: ロケット工場は敵の占領または爆撃

（42.47）によって破壊されます。ロケット工場の破壊は、1つのロ

ケット基地を除去します。除去されたロケット工場は再建できませ

んが、新しいロケット工場が追加のRP投資によって量産できます。 
 

43. 核開発 
43.1 概観 
43.2 戦略核攻撃 
43.3 戦略核攻撃の影響 
43.4 戦術核攻撃 
43.5 複合目標への核攻撃 
 

43.1 概観: 

43.11 研究: 原子爆弾はドイツ、ロシアおよび米国のみによって生

産されます。原子爆弾の量産は、以下に述べられるような研究結果

を要求します。すべての核研究は、先端技術プロジェクト（41.31C）
に適用されるRPの割付けに対する制限を受けます。 
A. 核の一般研究: 1つの核の一般研究における技術革新が達成され

る（41.31D）まで、RPは他の核研究または量産プロジェクトに割

り当てることができません。 
B. 反応抑制: 反応抑制の研究結果が達成される（41.31D）まで、

RPはプルトニウム量産の研究に割り当てることはできません。 
C. 核分裂物質: ウラニウム分離およびプルトニウム量産の 1 つま

たは両方。 
D. 原子爆弾: 
43.12 核分裂物質の量産: 原子爆弾は、ウラニウムプラントおよび

（または）プルトニウムリアクターからの核分裂物質の量産を要求

します。 
A. ウラニウムプラント: 各ウラニウムプラントは、ウラニウム分離

の研究結果が達成された2から6ターン後（時間は研究結果に依存

します）およびその後の2ターンごとに1個の原子爆弾用の核分裂

物質を量産します。ウラニウム分離の研究結果が達成される

（42.25A）前に、RPはウラニウムプラント量産に配置できます。 
B. プルトニウムリアクター: 各プルトニウムリアクターは、プルト

ニウム量産の研究結果が達成された2から6ターン後（時間は研究

結果に依存します）およびその後の2ターンごとに1個の原子爆弾

用の核分裂性の材料を量産します。プルトニウム量産のための研究

結果が達成される前に、RP はプルトニウムリアクターの量産に配

置できます（42.25B）。 
C. ドイツの秘密施設: ドイツのウラニウムプラントおよびプルト

ニウムリアクターは、連合国が破壊することができる秘密施設です

（42.4）。 
43.13 使用: すべての研究の条件が満たされ、十分な核分裂物質が

利用可能にならば、原子爆弾は直ちに組み立てられ、敵の戦略目標、

軍事目標、航空または海軍の目標に対して使用できます。運搬方法
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および効果は、選択された目標のタイプに依存します。 
各原子爆弾は1 回のみ使用できます。ルールはこれを明らかにする
必要があるでしょうか？より明白な部分にも論争は発生しました。 
 

43.2 戦略核攻撃: 
43.21 タイミング: 戦略目標に対する核攻撃は、移動しているプレ

イヤーによりSW戦闘を解決した直後に実施されます。 
43.22 運搬: 戦略核攻撃は、戦略爆撃機、ロケット、または米国大

西洋岸ボックスに対するドイツの潜水艦によってのみ実施できます。 
43.221 戦略爆撃機: 戦略爆撃機のみが原子爆弾を投下するために

使用できます。通常爆撃に使用される陸軍航空ユニットは核攻撃を

実施できません。 
43.222 ロケット: ロケットの「18+」の研究結果が有効である場合

にのみ、ロケットは原子爆弾を運ぶために使用できます。 
43.223 西側連合国の核攻撃: 米国および英国の戦略爆撃機および

ロケットが西側連合国の原子爆弾を運ぶために使用できます。 
43.224 潜水艦: ヨーロッパ枢軸国が潜水艦で「16」以上の研究結果

が有効である場合、ドイツは米国大西洋岸ボックスへの戦略核攻撃

を実施できます。西側連合国は潜水艦による戦略核攻撃を実施でき

ません。 
43.23 目標: 戦略核攻撃は、要求された基地の活動範囲内の適格な

爆撃目標（26.3）に対してのみ実施できます。 
43.24 戦略爆撃機による核攻撃の解決: 戦略爆撃機による核攻撃は、

目標に対する戦略爆撃攻撃のためのSW戦闘が解決された後まで発

表されません。少なくとも 1 つの戦略爆撃機が目標に達した場合、

攻撃側は目標を戦略核攻撃できます。防御側の目標に達する爆撃機

の数を決定する際のネットSW戦闘修正の影響は、戦略核攻撃が可

能かどうか決める際に考慮されます。 
43.25 ロケットによる核攻撃の解決: 攻撃側がロケットの「18+」
研究結果を達成したならば、核攻撃はロケットにより実施できます。

ロケットにより実施された核攻撃はインターセプトされず常に成功

します。 
43.26 潜水艦による核攻撃の解決: ドイツの潜水艦による米国への

核攻撃は、港湾攻撃表を使用して、港湾に対する潜水艦攻撃と同じ

方法で解決されます。修正済のさいの目が3以上の場合に核攻撃は

成功します。失敗した潜水艦攻撃（修正後のダイスの目が2以下の

場合）は使用されることになっていた原子爆弾の損失をもたらしま

す。ドイツの潜水艦による米国への核攻撃は、ドイツが大西洋 SW
ボックス内で潜水艦戦に従事しなかったターンには実施できません。

利用可能な原子爆弾の数に従い、西側連合国のSW戦闘ダイス振り

を生き残ったドイツの潜水艦の各戦力につき1回の核攻撃を試みる

ことができます。敵の船団に到達できなかったドイツの潜水艦

（24.634）は核攻撃を試みることができます。 
43.27 防御: 戦略爆撃機による核攻撃は、通常のSW 戦闘メカニズ

ム（43.24）によって対抗できます。ロケットによる核攻撃はインタ

ーセプトされず、必ずその目標に到達します（43.25）。米国に対す

るドイツの潜水艦による核攻撃は失敗するかもしれません（43.26）。 
 

43.3 戦略核攻撃の影響: 

43.31 核攻撃マーカー: 
43.311 核攻撃マーカーの配置: 成功した核攻撃では、目標ヘクスま

たは攻撃されたマップボックス内に核攻撃マーカーが配置され、以

下の影響をもたらします。 
43.312 1へクスにつき1回の戦略攻撃: 各ヘクスは1ゲームにつき

1 回のみ戦略核攻撃を受けます。同じターンに複数の原子爆弾が同

じヘクスに投下された場合、これらの追加の核攻撃は、目標ヘクス

内の敵航空または海軍ユニットに対する戦術核攻撃（43.44）と考え

られ、政治的または抵抗への効果がありません。1 つの核攻撃マー

カーだけが置かれます。同様に、戦略核攻撃を既に受けているヘク

スに対する後の核攻撃は、政治的または抵抗への効果がなく、核攻

撃マーカーを配置しません。 
43.32 政治的影響: 
43.321 恒久的効果: 成功した戦略核攻撃は以下のような恒久の政

治的な効果を引き起こします。 
A. ドイツの降服: ドイツの目標に対する 初の成功した戦略核攻

撃は、ドイツの降服レベルを恒久的に 2 だけ減少させます。2 回目

のそのような攻撃は、ドイツの降服レベルを恒久的に追加で3だけ

減少させます。3 回目のそのような攻撃は、ドイツの降服レベルを

恒久的に追加で4だけ減少させます。以降の攻撃でも同様に減少さ

れる降服レベルは増大していきます。 
B. 日本、英国およびロシアの抵抗: 日本、英国またはロシアのヘク

スに対する 初の成功した戦略核攻撃は、日本、英国またはロシア

の抵抗レベルを恒久的に 2 だけ減少させます。2 回目のそのような

攻撃は、目標国の抵抗レベルを恒久的に追加の3だけ減少させます。

3 回目のそのような攻撃は、目標国の抵抗レベルを恒久的に追加の

4 だけ減少させます。以降の攻撃でも同様に減少される抵抗レベル

は増大していきます。 
C. 米国の選挙: 米国大西洋岸ボックスに対する 初の成功したド

イツによる戦略核攻撃は、将来の米国選挙結果を恒久的に2だけ減

少させます。2 回目のそのような攻撃は、将来の米国選挙結果を恒

久的に追加の 3 だけ減少させます。3 回目のそのような攻撃は、将

来の米国選挙結果を恒久的に追加の4だけ減少させます。以降の攻

撃でも同様に減少される選挙結果は増大していきます。 
43.322 一時的な影響: 上記の恒久的な影響に加えて、成功した戦略

核攻撃は次の一時的な政治的影響を引き起こします。これらの政治

的影響は、問題の核攻撃マーカーが除去されるまで続きます。 
A. ドイツの降服レベル: ドイツの降服レベルはドイツ内の各核攻

撃マーカーにつき2だけ減少します。 
B. 抵抗レベル: 日本、英国およびロシアの抵抗レベルは、日本、英

国またはロシア内の各核攻撃マーカーにつき2だけそれぞれ減少さ

れます。 
C. 米国選挙の修正: 米国選挙結果は、米国内の各核攻撃マーカーに

つき2だけ減少されます。 
D. 支配: 核攻撃マーカーを含んでいるすべてのヘクスは、抵抗レベ

ル決定、DP の計算および降服に関しては攻撃側によって支配され

ると考えられますが、他の目的では異なります。 
43.33 外交的影響: 
43.331 1つの追加DPの受領: 敵目標に対する個々の成功した核攻

撃につき、米国、ドイツおよびロシアは、すべての将来のYSSで1
つの追加のDPを受け取ります。 
43.332 USAT への影響: ヨーロッパにおける個々のドイツの核攻

撃は、USAT表で述べられるように、ドイツと米国の関係悪化を引

き起こします。 
43.34 経済的影響: 
43.341 重要経済地帯または ICが、成功したロケットによる戦略核

攻撃を受けた場合、所有者は直ちに次のうちいずれか少ないものを

失います。 
A. 重要経済地帯または ICの価値。または、 
B. 25BRP。 
43.342 重要経済地帯または ICが、成功した戦略爆撃機による戦略

核攻撃を受けた場合、所有者は直ちに次のうちいずれか少ないもの

を失います。 
A. 重要経済地帯または ICの価値。または、 
B. 25BRPプラス戦略爆撃機の攻撃によるBRP損害。 
43.343 米国: 米国大西洋岸ボックスに対する個々の成功したドイ

ツの戦略核攻撃は、米国に25BRPを失わせます。 
43.344 重要経済地帯、IC または米国大西洋岸ボックスに対する戦

略核攻撃により失われた3BRP（端数切捨て）につき、次のプレイ
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ヤーターンにおける防御側の主要国の生産限度が1だけ減少されま

す。 
43.35 石油: 
43.351 石油センター: ヘクス中の石油施設が目標とされたか否か

に関わらず、成功した戦略核攻撃を受けた石油センターは 大限の

損害を受けます（33.331F）。ブルネイおよびパレンバンは戦略核攻

撃を受けません。 
43.352 合成石油プラント: 合成石油プラントを含んでいるヘクス

に対する成功した戦略核攻撃は、そのヘクス内のすべての合成石油

プラントを除去します。核攻撃マーカーが除去されたならば、通常

のRP 消費により、別の合成石油プラントが同じヘクスに建造でき

ます。 
43.36 秘密施設: 
43.361 秘密施設の破壊: ロケット工場、ウラニウムプラントまたは

プルトニウムリアクターを含むことが明かにされていたヘクスに対

する成功した戦略核攻撃は、それらの施設を除去します。核攻撃マ

ーカーが除去されれば、そのような施設は通常のRP 消費によって

通常の方法で同じヘクスに再建できます。攻撃が行なわれた時に存

在が知られていなかったならば、秘密施設を含むヘクスに対して偶

然実施された戦略核攻撃は、それらの施設に効果がありません。 
43.37 核攻撃マーカーの除去: 
43.371 各ターンに 1 つの核攻撃マーカーが除去されます: 成功し

た核攻撃の目標となった主要国は、ゲームターンの終わりにそれが

支配するヘクスから、1 つの核攻撃マーカーを除去できます。これ

によって、その核攻撃マーカーに関連した一時的影響は否定されま

す。 
43.372 抵抗への影響は除去の前に決定されます: 核攻撃マーカー

は抵抗レベルが決定された後に除去されるので、たとえ核攻撃マー

カーの除去により降服を回避するために十分な抵抗レベルを増加で

きたとしても、成功した核攻撃は降服を引き起こすかもしれません。

除去による利益は、もしあれば次のゲームターンにのみ感じられる

でしょう。 
43.373 ファイアストームマーカーの除去: 核攻撃マーカーは、ファ

イアストームマーカーが除去されるのと同じプレイヤーターンには

除去できません（26.821）。 
43.374 敵の占領: 核攻撃マーカーを含んでいる味方のヘクスが敵

の支配下となった場合、核攻撃マーカーは直ちに除去されます。 
 

43.4 戦術核攻撃: 

43.41 無制限: 戦術核攻撃は、任意のヘクスに対して実施できます。 
43.42 陸軍の攻撃: 
43.421 攻勢: 核攻撃は、移動しているプレイヤーにより敵の陸上ユ

ニットに対して、通常の戦闘フェーズ中に、攻勢の陸上攻撃を解決

する戦闘さい振りを実施する直前に実行できます。防御側ユニット

は、完全に補給された攻撃側陸上ユニットに隣接しているか、また

は海上侵攻の目標ヘクスにある必要があります。核攻撃は、降下し

た空挺ユニットにより、または展開中には実施できません。 
43.422 防御: 核攻撃は、防御側により、攻撃側がすべての攻勢の戦

術核攻撃（43.421）を発表した後、攻撃側が防御側の陸上ユニット

に対する攻勢の陸上攻撃を解決する 初の戦闘さい振りを実施する

直前に実行できます。その後、攻撃側は、防御側の戦術核攻撃にか

かわらず、戦闘さい振りを実施して陸上攻撃の 初の戦闘ラウンド

を完了しなくてはなりません。防御側の核攻撃は、空挺降下および

展開攻撃に対して認められます。 
43.423 インターセプト不可: 隣接した陸上ユニットに対する核攻

撃はインターセプトできません。 
43.424 効果: 敵陸上ユニットに対する戦術核攻撃は、対象となった

陸上戦闘のすべての戦闘ラウンドに次の効果があります。 
A. 攻勢: 防御側の陸上ユニットは、各核攻撃につき-1DMを受けま

す。防御側の陸上ユニットは戦術核攻撃の結果により額面戦力未満

で防御することはありません。 
B. 防御: 防御側の陸上ユニットは、各核攻撃につき+1DMを獲得し

ます。 
43.43 潜水艦攻撃: 
43.431 戦術核攻撃:海軍基地および造船所に対する戦術核攻撃は、

下に述べられるように潜水艦により戦闘フェーズに実施されます。

潜水艦について 16 以上の研究結果が有効である場合にのみ、潜水

艦は戦術核攻撃を実施できます。 
43.432 潜水艦の基地: 戦術核攻撃を試みる潜水艦は、戦闘フェーズ

の開始時に敵基地から20ヘクス（ヨーロッパ）または10ヘクス（太

平洋）内の運用中の港湾を基地としていなくてはなりません。 
43.433 SWボックス内の潜水艦: SWボックス内で活動する潜水艦

は、戦術核攻撃を試みることができません。 
43.434 核攻撃の解決: 潜水艦による戦術核攻撃は、港湾攻撃表を使

用して港湾に対する潜水艦攻撃と同じ方法で解決されます。修正後

のダイスの目が3以上の場合、核攻撃は成功します。失敗した潜水

艦攻撃（修正後のダイスの目が2以下の場合）は、使用されること

になっていた原子爆弾の損失をもたらします。 
43.435 潜水艦による核攻撃の解決: 潜水艦による成功した戦術核

攻撃は、攻撃側が、港湾内の艦船に対して海軍攻撃表（23.44）上で

航空中隊用の「20」列を使用して、または造船所内の建造中の艦船

（26.78）に対してSW戦闘表（24.62）の「20」列で2つのさいこ

ろを振ることを可能にします。核攻撃により破損または沈められた

有名艦に対しては、致命的打撃のさい振りが実施されます

（20.525E）。 
43.436 マップボックスに対する潜水艦攻撃の禁止: ドイツの潜水

艦は、マップボックス内の連合国の海軍ユニットに対する戦術核攻

撃を実施できません。米国大西洋岸ボックスに対するドイツの戦略

核攻撃については、43.2を参照してください。 
43.44 戦略爆撃機およびロケットによる攻撃: 
43.441 都市に対する核攻撃として解決されます: 戦略爆撃機およ

びロケットは、敵基地内の航空および海軍ユニット、または敵造船

所内の建造中の海軍ユニットに対する戦術核攻撃を実施できます。

これらの3つのタイプの目標の2つ以上に対する核攻撃または同じ

ヘクスに対する2回目の戦略核攻撃は、複数の原子爆弾を要求しま

す。そのような目標に対する原子爆弾の運搬は、戦略核攻撃（43.2）
と同じ方法で扱われます。潜水艦による核攻撃は、敵海軍ユニット

または造船所に対してのみ指向されます。航空および海軍の目標に

対する攻撃は、陸上ユニットまたは海上侵攻によって実施できませ

ん。 
43.442 航空および海軍ユニットに対する影響: 敵航空または海軍

ユニットに対する個々の成功した核攻撃につき、攻撃側は海軍の攻

撃表（23.44）上で航空中隊用の「20」列を使用して無修正で 1 回

のダイス振りを行い、目標ヘクス内の敵航空または海軍ユニットに

対して望むように結果を適用します。核攻撃により破損または沈め

られた有名艦に対しては、致命的打撃のさい振りが実施されます

（20.525E）。 
43.443 造船所に対する影響: 敵造船所に対する個々の成功した核

攻撃につき、攻撃側は戦略戦闘表の「20」列を使用して無修正で 1
回のダイス振りを行い、造船所内の敵海軍ユニットに対して望むよ

うに結果を適用します（26.78）。 
 

43.5 複合目標への核攻撃: 
43.51 目標は前もって発表されます: 核攻撃が複数のタイプの目標

を含んでいるヘクスに対して指向される場合、攻撃側は彼の目標を

前もって発表しなければなりません。 
ヘクスは多くの核攻撃の目標を含んでいるかもしれません。例えば、
ドイツの重要戦略目標ヘクスは、航空ユニットを含み、さらに合成
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石油プラント、恐らくは秘密施設をも含んでいるかもしれません。
核攻撃がそのようなヘクスに対して実施される場合、攻撃側は、ヘ
クスを戦略核攻撃するのか、戦術核攻撃で航空ユニットを攻撃する
のかを発表しなくてはなりません。この例において、合成石油プラ
ントおよびヘクス内のすべての秘密設置は、重要戦略目標ヘクスに
対する成功した戦略核攻撃によって破壊されますが、ヘクス内を基
地とするドイツの航空ユニットに対する成功した戦術核攻撃には影
響されません。 
 

44. 諜報 
44.1 諜報分野 
44.2 諜報研究プロジェクト 
44.3 諜報量産プロジェクト 
 

44.1 諜報分野: 
44.11 研究および量産プロジェクトにおける諜報分野は、より政治

的な性質のプロジェクトと同様に伝統的なスパイ行為および暗号諜

報プロジェクトの多くを含んでいます。 
 

44.2 諜報研究プロジェクト: 
44.21 反諜報: 反諜報に関係のあるルールは、ルール45で述べられ

ます。 
44.22 スパイ活動: スパイ活動に関係のあるルールは、ルール46で

述べられます。 
44.23 秘密工作: 秘密工作に関係のあるルールは、ルール47で述べ

られます。 
44.24 共産主義者による転覆: 
A. 適格の目標: 個々の成功した転覆の研究結果は、ハンガリー、ル

ーマニア、ブルガリア、ユーゴスラビアまたはギリシアに対する 1
つの枢軸国またはロシアの外交さい振りに対してロシアが特別の修

正を適用することを可能にします。転覆は西側連合国の外交さい振

りを修正するためには使用できません。 
B. 繰り返しの転覆は可能です: ロシアは複数の転覆の研究成果を

達成した場合には、ゲームの間に1つの適格の目標を2回以上転覆

させることができ、複数の目標を転覆させることができます。 
C. 反対の修正の生成: 転覆は、ハンガリー、ルーマニア、ブルガリ

ア、ユーゴスラビアおよびギリシアに反対の修正を生成します。繰

り返された転覆の試みは、累積的な反対の修正を生成します。 
D. 反応のさい振り: 外交のさい振りを修正するための転覆の使用

は、他の潜在的な転覆の目標における反応さい振りを認めます

（49.634）。 
E. 転覆の結果: 「3」の転覆の研究結果は-1 の外交修正を生成しま

す。「4」の転覆の研究結果は-2の外交修正を生成し、以下同様とな

ります。 大の転覆の研究結果は「7+」であり、これは-5の外交修

正を生成します。 
44.241 結果が明らかされる時点: ロシアは、外交のさい振りに転覆

修正を適用する場合に成功した転覆の研究結果を明らかにします。

これは目標が発表された後、外交のさい振りが実施される前に発表

されます。枢軸国は、転覆修正を回避するために、発表された目標

に対して外交さい振りを実施することを拒めません。 
44.25 英仏間の協力: 
A. 成功した英仏間の協力の研究プロジェクトは、英国とフランスの

関係（53.2）を改善し、フランスの降服レベル（58.21F）に影響し

ます。 
44.251 結果が明らかされる時点: 成功した英仏間の協力結果は、結

果が達成された研究フェーズに続く連合国プレイヤーターンの 初

に明らかにされます。 

 

44.3 諜報量産プロジェクト: 
44.31 暗号解読: 暗号解読に関係のあるルールは、ルール48で述べ

られます。 
44.32 ロシアの占領政策: 
A. VLASOV の生産: 個々のロシア占領政策の結果につき、ドイツ

とロシアが開戦した後に 1 ターンあたり 1 戦力のVlasov 歩兵を生

産することをドイツに認めます。生産の上限は1ターンにつき3戦

力です。 
・ドイツは通常のBRPコストでVlasov歩兵戦力（1-3、2-3または

3-3カウンターを使用します）を生産します。 
・Vlasovユニットは、そのプレイヤーターンの開始時に枢軸国によ

って支配されたロシアまたは戦前のポーランド領の完全に補給され

た都市で生産できます。Vlasovユニットは、それらの国々でのみ活

動でき、除去されれば再建できません。 
・ドイツは、後のターンにより高い額面戦力の Vlasov 歩兵ユニッ

トを生産するためにVlasov歩兵ユニットの生産を延期できます。2
戦力までの未生産 Vlasov 戦力が、この方法で将来のターンのため

に蓄積できます。 
・Vlasovユニットはポーランド内にいる場合にもその本国（15.33B）
にあると考えられます。 
B. パルチザン: 個々のロシア占領政策の結果につき、ロシアおよび

東ポーランドで認められるパルチザンの数は1だけ減少され、 大

3 つのパルチザンが減少されます。ロシアのパルチザンが既にマッ

プ上にいれば、ドイツがこれらの結果のうち1つを達成しても、ロ

シアのパルチザンは除去されませんが、一旦それらが除去されれば、

この結果は1つ以上のパルチザンの再建を妨げるかもしれません。 
C. ウクライナ: 個々のロシア占領政策の結果につき、ドイツはウク

ライナの外交さい振りに対して+1修正を受け取ります。この修正の

大値は+3です。 
44.321 結果が明らかされる時点: ロシアの占領政策結果は、枢軸国

の外交フェーズにウクライナが外交さい振りに選択されたとき、ま

たは枢軸国のユニット生産フェーズに Vlasov ユニットが 初に生

産されるときに明らかにされます。 
44.33 中国の占領政策: 
A. WANG の生産: 中国占領政策の結果は、日本が各ターンに1 つ

のWang歩兵戦力を生産することを可能にします。 
・日本は通常のBRPコストでWang歩兵戦力（1-3または2-3カウ

ンターを使用します）を生産します。 
・Wang 歩兵は、そのプレイヤーターンの 初に日本によって支配

された中国または満州の完全に補給された都市で生産できます。

Wang ユニットは、その国内でのみ活動でき、除去されれば再建で

きません。 
・日本は、次のターンに2-3 Wang歩兵ユニットを生産するために

1-3 Wang 歩兵ユニットの生産を延期できます。 大で1 つの未生

産Wang戦力が、この方法で将来のターンのために蓄積できます。 
44.331 結果が明らかされる時点: 中国の占領政策結果は、日本のユ

ニット生産フェーズ中にWangユニットが 初に生産されるときに

明らかにされます。 
44.34 インドの転覆: 
A. インド国民軍およびパルチザンの生産: インドの転覆の結果

（42.26F）は、日本が各ターンに1戦力のインド国民軍歩兵および

1 つのインドパルチザンを生産することを可能にします。これらは

カルカッタ、ダッカ、コロンボおよびラングーンを日本が支配する

ことにより日本の戦力プールに加えられるインド国民軍ユニット

（72.93A）に追加されます。 
・インド国民軍の詳細に関しては、72.9を参照してください。 
・日本と英国が戦争中であるか否かに関わらず、日本はインドで 2
つまでのインドパルチザンを生産できます。インドパルチザンはイ
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ンドボックス内には生産できません。 
44.341 結果が明らかされる時点: インドの転覆の結果は、日本のユ

ニット生産フェーズ中にインド国民軍ユニットまたはインドパルチ

ザンが 初に生産されるときに明らかにされます。 
44.35 イスラム教徒の不穏: 
A. パルチザン戦力プールの増加: 個々のイスラム教徒の不穏の結

果は、枢軸国に中東パルチザン戦力プールを1だけ増加させること

を可能にします（11.341A）。 
・ゲーム開始時には枢軸国による中東パルチザンの生産は禁止され

ています。個々のイスラム教徒の不穏の結果は、枢軸国パルチザン

が生産されるかもしれない 3 つの中東エリア（①エジプト; ②イラ

ク、クウェート、パレスチナ、トランスヨルダン、レバノン/シリア

およびアラビア; ③ペルシア）のうち 1 つ以上において戦力プール

を拡張させ、生産可能な枢軸国の中東パルチザンの数を増加させま

す。一度エリアの戦力プールがイスラム教徒の不穏の量産結果によ

って増加させられれば、その効果は恒久的です。戦力プールは連合

国の行動により減少させず、また枢軸国は後で別のエリアへ戦力プ

ールの拡張を切り替えることができません。 
・枢軸国はパルチザンがそのエリア用の戦力プールにいる場合には、

各ターンに3つの中東エリアの各々において1つの枢軸国パルチザ

ンを生産できます。ドイツは中東パルチザンの生産コストを払いま

す。枢軸国の中東パルチザンは、生産されたエリアを離れることが

できません。 
・枢軸国パルチザンが生産可能な3つの中東エリアの各々のパルチ

ザン戦力プールの 大値は1エリアあたり2つです。 
・枢軸国パルチザンは、連合国がペルシアに宣戦布告したか、ペル

シアの BRP ルートを活性化した場合にのみ、ペルシアで生産でき

ます。枢軸国パルチザンは、レバノン/シリアが連合軍に支配される

場合にのみレバノン/シリアで生産され、活動できます。枢軸国パル

チザンは、アラビアが連合国によって攻撃された場合にのみアラビ

アで生産され、活動できます。 
44.351 結果が明らかにされる時点: 成功したイスラム教徒の不穏

の結果は、枢軸国の中東パルチザンが 初に生産された枢軸国ユニ

ット生産フェーズ中に発表されます。 
44.36 西側連合国のパルチザン: 
A. パルチザン戦力プールの増加: 個々の西側連合国のパルチザン

の結果につき、西側連合国はその戦力プールに1つのパルチザンを

加えることが可能になります。 
・追加の西側連合国パルチザンは、任意の適格の位置に生産でき、

もし除去されれば、同じ位置または異なる位置で再建できます。 
・個々の適格の位置の西側連合国パルチザンの数は、中小国部隊表

で述べられる 大限度を超過できません。 
44.361 結果が明らかにされる時点: 成功した西側連合国パルチザ

ンの結果は、西側連合国のパルチザンが 初に生産された西側連合

国のユニット生産フェーズ中に発表されます。 
44.37 ロシアのパルチザン: 
A. パルチザン戦力プールの増加: 個々のロシアパルチザンの結果

は、ロシアがその戦力プールに1つのパルチザンを加えることを可

能にします。 
・追加のロシアパルチザンは任意の適格の位置に生産でき、除去さ

れれば、同じまたは異なる位置で再建できます。 
・個々の適格の位置のロシアパルチザンの数は、中小国部隊表で述

べられた 大限度を超過できません。 
44.371 結果が明らかされる時点: 成功したロシアパルチザンの研

究結果は、ロシアパルチザンが 初に生産されたロシアのユニット

生産フェーズ中に発表されます。 
 

45. 反諜報 
45.1 適格な国 

45.2 効果 
45.3 タイミング 
45.4 結果の蓄積の禁止 
45.5 制限 
 

45.1 適格な国: 
45.11 反諜報: 反諜報はドイツ、英国、ロシアおよび日本によって

研究できる諜報プロジェクトです。 
 

45.2 効果: 
45.21 効果: 以下のように反諜報の効果が使用できます。 
A. 敵の主要国または中小国のスパイ組織の除去（45.51A, Bに従い

ます）。 
B. 敵の秘密工作の否定（45.52に従います）。 
C. 敵の港湾攻撃の影響を弱めること。 
 

45.3 タイミング: 
45.31 タイミング: 反諜報結果は次のどの時点でも使用できます。 
A. 任意の研究フェーズの終わりに、両陣営が新しいスパイ組織の配

置を発表し、それらのスパイ組織の初期の効果（中小国の目標内の

DP の数、敵スパイ組織の除去、プロジェクトの暗号名、および主

要国の研究分野のうち秘密施設の位置）が解決された後。反諜報結

果は、後の研究フェーズの終わりに敵スパイ組織を除去するために

保持され使用できます。 
例: ドイツが 1941 年春に英国の海軍の研究にスパイ組織を配置したならば、

英国がスパイ組織を除去するために反諜報を使用したか否かに関わらず、英

国はその時点のすべての海軍プロジェクトの暗号名を明らかにします。英国

が 1941 年春に、ドイツがその研究フェーズを完了した後に、ドイツの海軍

の研究にスパイ組織を配置したならば、1941年春に英国のスパイ組織を除去

するために反諜報の結果を使用したとしても、ドイツはその海軍プロジェク

トの暗号名を明らかにします。両方の場合で、反諜報結果は 1941 年春また

はそれ以前の研究フェーズに達成していれば使用できたはずです。 
B. 一方のプレイヤーの外交フェーズ中あるいはフランスまたはイ

タリアの降服を解決するときに、秘密工作のプレイが試みられた直

後に。 
C. 敵が港湾攻撃を解決する直前の相手プレイヤーターン中に。 
 

45.4 結果の蓄積の禁止: 
45.41 1 つの結果が蓄えとして保持できます: 反諜報の結果は 初

に達成されたときに使用される必要はありませんが、主要国は保持

されている反諜報結果が使用されるまで、反諜報のために別の研究

さい振りを実施できません。関係のある主要国がその研究フェーズ

の 初に反諜報結果を保持していれば、反諜報のための研究さい振

りは認められません。反諜報の結果が保持されていても、RPはYSS
に反諜報に割り当てることができます。 
 

45.5 制限: 

45.51 スパイ組織: 
A. 主要国スパイ組織: 同盟パートナーは、異なる同盟党派中の主要

国に置かれたスパイ組織を除去するために反諜報を使用できます。

したがってロシアは、西側連合国に置かれた枢軸国または日本の主

要国スパイ組織を除去するために反諜報を使用でき、日本は、枢軸

国に置かれた主要国スパイ組織を除去するために反諜報を使用でき

ます。 
B. 中小国スパイ組織: 日本の反諜報は中小国スパイ組織を除去す
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るためには使用できません。 
45.52 秘密工作: 
A. ロシアの反諜報は、ロシアがDPを置くことができる中小国内で

ドイツの秘密工作に対抗するためにのみ使用できます。この制限は、

ロシアとドイツが開戦したか、RGTレベルが50以上となった場合

に撤廃されます（47.52）。 
B. 日本の反諜報は、秘密工作に対して使用できません。 
45.53 港湾攻撃: 反諜報の結果は、別の同盟党派に対する港湾攻撃

に対抗するためには使用できません。 
 

46. スパイ活動 
46.1 適格な国 
46.2 スパイ組織の設立 
46.3 制限 
46.4 効果 
46.5 除去 
 

46.1 適格な国: 
46.11 スパイ活動: スパイ活動はドイツ、日本、英国およびロシア

によって研究される諜報プロジェクトです。 
 

46.2 スパイ組織の設立: 
46.21 スパイ組織の配置: 「6+」の成功したスパイ活動の研究結果

は、中小国または潜在的または実際の敵主要国のいずれかに味方の

スパイ組織を直ちに設立することを認めます（例外: 日本は主要国

スパイ組織のみを展開できます）。どのタイプのスパイ組織が配置さ

れるのか、およびその場所についての決定を延期することはできま

せん。スパイ組織の位置は、目標となった国に適切な国籍のスパイ

活動カウンターを置くことにより示されます。 
46.22 タイミング: スパイ組織は、そのターンのすべての研究さい

振りが実施された後に、次の手順で発表され、配置されます。 
A. 枢軸国がスパイ組織を配置します。 
B. 連合国は、枢軸国スパイ組織を除去するために反諜報の結果を使

用できます。 
C. 連合国がスパイ組織を配置します。 
D. 枢軸国は、連合国のスパイ組織を除去するために反諜報の結果

を使用できます。 
46.23 配置後の位置の固定: 一旦設立されればスパイ組織は除去さ

れるまで活動し続けますが、1 つの国または研究分野から別のもの

へ移すことができません。 
 

46.3 制限: 

46.31 制限: 
A. 中小国スパイ組織: 各主要国は、目標となった中小国で1つのス

パイ組織のみを展開できます。スパイ組織は、活性化に先立ってウ

クライナに配置できます。 
B. 主要国スパイ組織: 主要国が敵同盟党派の中で展開するスパイ

組織の数は、敵の研究分野の数によってのみ制限されています。プ

レイヤーは、現時点または潜在的な同盟主要国の中にスパイ組織を

設立できません。主要国はどの時点でも敵の各研究分野につき1つ

を超えるスパイ組織を割り当てることはできません。各同盟党派は、

敵同盟党派中の各研究分野に1つの主要国スパイ組織のみを置くこ

とができます。このため西側連合国およびロシアは、枢軸国の陸軍

研究にそれぞれ1つのスパイ組織を置くことができ、枢軸国の陸軍

研究には 高2つのスパイ組織が置かれます。これは、西側連合国

またはロシアのいずれかが日本の陸軍研究にもスパイ組織を置くこ

とを妨げません。ロシア海軍には盗むべき秘密がないので、スパイ

組織はロシアの海軍研究に置くことができません。 
46.32 日本とロシアの中小国スパイ組織: 
A. 日本: 日本は中小国スパイ組織を展開できません。 
B. ロシア: ロシアは、ロシアがDPを置くことができる中小国のみ

にスパイ組織を展開できます。この制限は、ロシアとドイツが開戦

したか、またはRGTレベルが50以上であれば、撤廃されます。ロ

シアと連合国の協力制限の影響については、46.411Cを参照してく

ださい。 
 

46.4 効果: 
46.41 スパイ組織の効果: スパイ組織は次の効果があります。 
46.411 中小国: 
A. 初期配置: スパイ組織が中小国に 初に置かれたときに、それが

敵の反諜報によって直ちに否定されても、その中小国への敵DPの

割付けがすべて明らかにされます。中小国スパイ組織が作動してい

る各YSSに、各陣営は、他のDP割付けが実施される前に敵スパイ

組織を含んでいる中小国へのDPの割付けを明らかにしなくてはな

りません。 
B. 外交修正: ロシアの転覆によるさい振りを含む、中小国に対する

すべての外交さい振りは、スパイ組織を展開する主要国に好意的な

ほうに1だけ修正されます。 
C. 西側連合国とロシアの協力: 英国の中小国スパイ組織は、ロシア

の外交さい振りを修正せず、またロシアの中小国スパイ組織は、西

側連合国の外交さい振りを修正しません。ロシアとドイツが開戦す

るかRGTレベルが50以上となる前には、英国とロシアの中小国ス

パイ組織は、枢軸国の外交さい振りを修正するために結合できませ

ん。両国が同じ中小国にスパイ組織を持っていれば、その中小国に

対する枢軸国の外交さい振りは1だけ減少されます。一旦ロシアと

ドイツが開戦するかRGTレベルが50以上になれば、英国またはロ

シアがドイツへ降服したとしても、英国とロシアの中小国スパイ組

織は、枢軸国の外交さい振りを修正するために組み合わせることが

できます。 
46.412 主要国: スパイ組織が敵主要国に設立される場合、スパイ組

織が敵の反諜報によって直ちに否定されたとしても、スパイ組織を

設立したプレイヤーは、敵主要国の研究分野のうちの1つにスパイ

組織を割り付けて以下の効果を得ることができます。 
A. 相手は、RPが割り付けられていたか現在割り付けられている選

択された分野における一般研究を含むすべてのプロジェクトの暗号

名を明らかにしなければなりません。プロジェクトの実際の名前、

各プロジェクトに割り当てられたRP の数および現在の結果は明ら

かにされません。 
B. その研究分野のすべての秘密施設の場所が明らかにされます。 
C. スパイ組織が作動し続ける間、スパイ組織を設立したプレイヤー

は、選択された分野における一般研究に対する自分のさい振りで+1
修正を受け取り、選択された分野における相手の一般研究のさい振

りに-1の修正を与えます。すべての研究のさい振りは同時に実施さ

れるので、これらの修正はスパイ組織が置かれた後のターンまで目

標分野で効果を現わさず、防御側の研究フェーズに達成された反諜

報の結果によるスパイ組織の除去は、次のターンまで目標分野にお

ける不利な修正を除去しません。 
46.42 効果の継続: スパイ組織の影響は除去されるまで継続します。

したがって、中小国に置かれたスパイ組織は、後の各 YSS にその

中小国へのDPの割付けを明らかにすることを相手に要求し、主要

国に置かれたスパイ組織は、新しい研究プロジェクトの存在を後の

各 YSS に、および新しい秘密施設の位置をそれが建造されたとき

に明らかにすることを相手に要求します。同様に、関係のあるスパ

イ組織が除去されるまで、さい振りへの修正は無期限に継続します。 
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46.5 除去: 
46.51 敵スパイ組織の除去: スパイ組織は 3 つの方法で除去できま

す。 
A. 反諜報: 主要国または中小国のいずれかで作動するスパイ組織

については、スパイ組織が 初に置かれるとき、または研究フェー

ズの終わりのいずれかに、その研究フェーズに反諜報を達成したか

否かに関わらず、敵の「5+」の反諜報結果の適用によって（46.22）。 
B. 中小国スパイ組織への対抗: 中小国で作動するスパイ組織につ

いては、敵の主要国が同じ中小国にスパイ組織を配置することによ

って。相手によって置かれたDPが明らかにされ、次に両方のスパ

イ組織が除去されます。 
C. 目標中小国の敵の支配: 中小国で作動するスパイ組織について

は、外交手段または軍事手段により、その中小国が敵主要国の支配

下になることによって。スパイ組織が置かれたときに、中小国が既

に敵の支配下にあったならば、この方法は中小国スパイ組織を除去

するために使用できません。 
46.52 マーカーの除去: スパイ組織が除去される場合、その存在を

示すカウンターが除去されます。 
46.53 スパイ組織が除去されない場合: スパイ組織は以下の場合に

は除去されません。 
A. 主要国の降服: それらを作成した主要国が降服した場合。または、 
B. 中小国の支配: 中小国は、作成した主要国またはその同盟国のう

ちの1つのいずれかの支配下となった場合。 
 

47. 秘密工作 
47.1 適格な国 
47.2 制限および効果 
47.3 タイミング 
47.4 反諜報 
47.5 ロシアと連合国の協力 
47.6 蓄積の禁止 
 

47.1 適格な国: 
47.11 秘密工作: 秘密工作はドイツ、英国およびロシアによって研

究できる諜報プロジェクトです。 
 

47.2 制限および効果: 

47.21 使用: 秘密工作は、主要国が次のものに対して好意的な+/-1
修正または変更を引き起こすことを可能にします。 
A. 外交目標、どちらの陣営が目標を選択したかに関わらず。 
B. RGTレベル。 
C. USATレベル。 
D. フランスおよびイタリア降服レベル。 
47.22 DPと独立した使用: 
A. 秘密工作は、DPが目標に置かれたか否かに関わらず、外交さい

振りを修正するために使用できます。 
B. 秘密工作は、DPが問題のターンにRGTおよびUSATに対して

活性化されたか否かに関わらず、緊張に影響するために使用できま

す。 
C. 秘密工作は、DPがフランスまたはイタリアに置かれたか否かに

関わらず、フランスおよびイタリアの降服レベルを修正するために

使用できます。 
47.23 DPは除去されません: 秘密工作は1回だけ適用されます。秘

密工作は敵のDPを除去せず、したがって、それらが使用される年

よりも後の外交さい振りに影響しません。 
47.24 外交のさい振りは実施される必要があります: 一旦発表され

た外交さい振りは、敵の秘密工作の適用にかかわらず、実施しなく

てはなりません。秘密工作は、秘密工作によって生成された修正が、

目標中の敵DPによる修正を相殺したとしても、外交さい振りを妨

げません。 
 

47.3 タイミング: 
47.31 タイミング: 秘密工作は、以下の時点の後で外交さい振りが

実施される直前に、移動しているプレイヤーが 初に発表します。 
A. 外交目標が発表され、USATおよびRGTのDPが活性化される

とき。 
B. その目標中のDPが明らかにされるとき。および、 
C. ロシアは、転覆の結果が適用される外交フェーズに、転覆の結果

を発表します。 
 

47.4 反諜報: 

47.41 敵の秘密工作は、反諜報を即座に使用することで否定されま

す。秘密工作および反諜報の研究結果は、ともに消費され、秘密工

作は効果を持ちません。 
 

47.5 ロシアと連合国の協力: 

47.51 協力制限: ロシアとドイツの開戦またはRGTレベルが50以

上となる前には、 
A. 英国およびロシアの両方が、同じ外交フェーズ中に同じ目標に対

して秘密工作を使用できません。 
B. ロシアの反諜報は、ロシアがDPを置くことができる中小国でド

イツの秘密工作に対抗するためにのみ使用できます。 
C. ロシアの秘密工作は、ロシアがDPを置くことができる中小国で

のみ使用できます。 
47.52 これらの制限は、一旦ロシアとドイツが開戦するか RGT レ

ベルが 50 以上になれば、英国またはロシアがドイツへ降服したと

しても、撤廃されます。 
 

47.6 蓄積の禁止: 
47.61 秘密工作の結果の蓄積禁止: 主要国の秘密工作の能力は 1 つ

を超過できません。しかしながら主要国は、その年の初めに秘密工

作能力の使用を予期してYSSに秘密工作にRPを置き、その後、そ

の年または後の年に秘密工作に対してさい振りを実施できます。 
 

48. 暗号解読 
48.1 概観 
48.2 メカニックス 
48.3 タイミング 
48.4 潜水艦戦およびASWの効果 
48.5 戦術効果 
48.6 戦略効果 
48.7 真珠湾 
48.8 カードは1回だけ使用できます 
 

48.1 概観: 
48.11 諜報量産プロジェクト: 暗号解読は諜報量産プロジェクトで

す。各暗号解読の結果は、3RPを要しますが、諜報の一般研究の1
つの技術革新の後には 2RP に減少され、諜報の一般研究の 2 つ以

上の技術革新の後には 1RP に減少されます。毎年各戦域で 1 つの

暗号解読の結果のみが獲得できます。暗号解読の量産結果は、研究
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フェーズの終わりにUltraおよびMagicカードが引かれる直前に発

表されます。 
48.12 用語: 
A. 「Ultra」はヨーロッパ戦域における暗号解読について記述する

ために使用されます。 
B. 「Magic」は太平洋戦域における暗号解読について記述するため

に使用されます。 
48.13 Ultra: ヨーロッパ枢軸国および西側連合国の両者はUltraに

研究ポイントを置くことができます。Ultra の結果は、インド洋に

おけるイタリアおよびドイツの海軍の活動を含む、ヨーロッパ枢軸

国および西側連合国が参加するヨーロッパ戦域の海軍活動のみに影

響します。Ultraはロシアの海軍活動に影響しません。 
48.14 Magic: 日本および西側連合国の両者はMagic に研究ポイン

トを置くことができます。Magicの結果は、インド洋の日本の海軍

の活動を含む、日本および西側連合国が参加する太平洋戦域の海軍

活動のみに影響します。Magicはロシアの海軍活動に影響しません。 
48.15 西側連合国: Ultra とMagic は西側連合国にとって別々のプ

ロジェクトです。RP は、それらに別々に割り当てられ、それらの

RP は異なるターンに引き起こされる必要があります。明瞭化のた

めにルール全体にわたって、英国がUltraに関して引用され、米国

がMagicに関して引用されます。 
 

48.2 メカニックス 
48.21 概観: 各戦域におけるヨーロッパ枢軸国、日本、英国および

米国の暗号解読能力は、各ゲームターンの 初に以下のように決定

されます。 
A. ヨーロッパ枢軸国および英国はそれぞれ別々の Ultra カードの

プールを持ち、日本および米国はそれぞれ別々のMagicカードのプ

ールを持っています。 
B. 各ターン、研究フェーズの終わりに、ドイツと英国のプレイヤー

はそれぞれのUltraプールから4枚のUltraカードを引きます。日

本または日本のいずれかが他方に宣戦布告した直後、および後の各

ターンの研究フェーズの終わりに日本と米国のプレイヤーはそれぞ

れのMagicプールから4枚のMagicカードを引きます。 
C. ゲーム開始時には、4 組のUltra およびMagic カードのプール

は、それぞれ8枚のUltraまたはMagicカードからなります。1940
年以降に、追加のカードがUltraおよびMagicの量産によってこれ

らのプールに加えられます。 
D. 各タイプのUltraまたはMagic カードは、彼または相手のプレ

イヤーターンのいずれか特定の時点に所有するプレイヤーによって

プレイされます。 
E. UltraまたはMagicカードの効果は、相手による対応するカード

の即座のプレイによって否定されます（潜水艦戦カードはASW カ

ードによって否定されます）。 
F. 各ゲームターンの終わりに、すべての Ultra および Magic カー

ドは、それらのプールに返され、このプロセスは次のターンに繰り

返されます。 
48.22 カードのタイプ: 次の6つの種類のUltraおよびMagicカー

ドがあります。潜水艦戦、ASW、戦術、戦略、ワイルドカードおよ

びブランク。 
A. 潜水艦戦: SW ボックス内の潜水艦戦の有効性を増加させます

（Ultraはヨーロッパ枢軸国のみ、Magicは日本、米国）。 
B. ASW: SWボックス内の潜水艦戦の有効性を減少させます（Ultra
は英国のみ、Magicは日本、米国）。 
C. 戦術: 1戦闘ラウンドにおける艦隊の国籍DRMまたは探索結果

を増加し、港湾攻撃を修正します。 
D. 戦略: 1つの追加のさいころが海軍のインターセプトのために振

られることを可能にするか、通商破壊艦のさいの目を1だけ増加ま

たは減少させるか、または太平洋戦線における日本の海軍の攻勢任

務の自動的インターセプトを認めます（米国のMagicのみ）。 
E. ワイルドカード（米国のMagic のみ）: 米国のMagic ワイルド

カードは、他のいずれのMagicカードとしても使用できます。 
F. ブランク: ブランクのUltraおよびMagicカードは引かれたとき

に効果がありません。 
48.23 初期のカードプールの構成: ゲームの開始時における各同盟

党派のカードプールの構成は以下のとおりです。 
初期の暗号解読カード-  48.23 

 Sub   ASW   戦術   戦略   ワイルド  ブランク 
欧州枢軸（U）   1     禁止    1      1        禁止       5 
英国（U） 禁止    1      1      1        禁止       5 
日本（M）   1      0      1      0        禁止       6 
米国（M）   1      1      1      1         1         3 
ヨーロッパ枢軸国は、ASWおよびワイルドカードを持つことを禁じられ

ます。 
英国は、潜水艦およびワイルドカードを持つことを禁じられます。 
日本は、ワイルドカードを持つことを禁じられます。 

 
48.24 暗号解読カードを加えること: 
48.241 量産によって加えられるカード: 各 Ultra または Magic の

量産結果は、プレイヤーが認められている任意の種類のUltraまた

はMagic カード1 枚をカードプールに加えることを可能にします。

プレイヤーは、カードプールに加えるカードのタイプを発表しませ

ん。 
48.242 制限: UltraおよびMagicカードの追加は次の制限に従いま

す。 
A. ヨーロッパ枢軸国はUltraのASWカードを選択できません。 
B. 英国はUltraの潜水艦戦カードを選択できません。 
C. 誰もワイルドカードを選択できません。 
D. カードプールは一種類の暗号解読カードを 3 枚を超えて含むこ

とはできません。 
E. プレイヤーは、彼のカードプールからUltra またはMagic カー

ドを捨て札できません。量産による暗号解読カードの追加は、その

プレイヤーのカードプールの枚数を増加させます。 
 

48.3 タイミング: 
48.31 UltraおよびMagicカードは、それらが影響する活動の解決

直前にプレイされます。 
A. 潜水艦戦: 潜水艦戦カードは、所有するプレイヤーの戦闘フェー

ズ中に、潜水艦戦の解決直前に相手のASW カードのプレイに先立

ってプレイされます。 
B. ASW: ASWカードは、相手の戦闘フェーズ中に、相手による潜

水艦戦の解決の前に、相手の潜水艦戦カードのプレイ直後にプレイ

されます。 
C. 戦術: 戦術カードは、艦隊戦闘またはマップ上の潜水艦攻撃の解

決の直前に、または探索の効果のためには探索さい振りが実施され

る直前にプレイされ、インターセプトまたはカウンターインターセ

プトしたプレイヤーが戦術カードを 初にプレイします。 
D. 戦略: 戦略カードは、海軍のインターセプト試みの直前に、通商

破壊艦さい振りの直前に（襲撃側プレイヤーが 初に戦略カードを

プレイし、防御側プレイヤーが続きます）、または日本の戦闘フェー

ズ中に、日本が戦闘フェーズ中に航空および海軍任務を発表した直

後に（米国のみ）、プレイされます。 
 

48.4 潜水艦戦およびASW効果: 
48.41 プレイされたカードの数が比較されます: プレイされた潜水

艦戦およびASW カードの数が、以下の各潜水艦戦キャンペーンで

比較されます。 
A. 大西洋およびインド洋（ドイツの潜水艦）: ヨーロッパ枢軸国の
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Ultra潜水艦戦カードと英国のUltra ASWカードが比較されます。 
B. 太平洋およびインド洋（日本の潜水艦）: 日本の Magic 潜水艦

戦カードと米国のMagic ASWカードが比較されます。 
C. 太平洋（米国の潜水艦）: 米国の Magic 潜水艦戦カードと日本

のMagic ASWカードが比較されます。 
48.42 効果: 潜水艦戦カードのプレイは、相手の ASW カードプレ

イによって相殺されなかったならば、影響を受けたSWボックス内

のそのターンにおける潜水艦戦に対して+1の修正を生成します。同

様にASW カードのプレイは、相手の潜水艦戦カードのプレイによ

って相殺されなかったならば、影響を受けたSWボックス内のその

ターンにおける潜水艦戦に対して-1修正を生成します。 
48.43 大で+/-1 修正: 相手よりも 2 枚以上多い潜水艦戦または

ASW カードをプレイしても、影響を受けたSW ボックス内のその

ターンにおける潜水艦戦に対して好意的な+/-1の修正のみを生成し

ます。 
 

48.5 戦術効果: 
48.51 プレイの順序: 海軍戦闘に関連してプレイされたときには、

インターセプトまたはカウンターインターセプトしたプレイヤーが

戦術カードを 初にプレイします。 
48.52 効果: 各戦術カードは、1 海軍戦闘ラウンドに対して次の効

果のうちの1つを生成します。 
A. 艦隊戦闘および潜水艦攻撃: 相手の戦術カードの数より多い

個々の戦術カードにつき、多くの戦術カードを備えた側は、艦隊戦

闘またはマップ上の潜水艦攻撃のそのラウンドでその海軍国籍

DRMを1だけ増加させます。 
B. 港湾攻撃: 相手の戦術カードの数より多い個々の戦術カードに

つき、港湾攻撃のダイスの目が1だけ増加または減少されます。 
C. 探索: 1ラウンドの海軍戦闘の 初にプレイされた個々の戦術カ

ードにつき、そのプレイヤーは 1 つの追加の探索さいころを振り、

彼の相手は1つ少数の探索さいころを振ります。両プレイヤーが戦

術カードをプレイする場合、結果は相殺されます。 
48.53 無制限の結果: 戦術カードの影響は累積的です。戦術カード

の影響に限度はありません。 
 

48.6 戦略効果: 
48.61 プレイされたカード数が比較されます: 所定の状況に関して

プレイされた戦略カードの数が、常に比較されます。したがって相

手による戦略カードのプレイは、常に対抗されます。 
48.62 効果: 個々の戦略カードは、次の効果のうちの 1 つを生成で

きます。 
A. 海軍のインターセプト: インターセプトするプレイヤーが、海軍

のインターセプトに関して他方より多くの戦略カードをすれば、彼

はそのプレイヤーターンにおけるすべての海軍のインターセプトの

さい振りで1つの追加のさいころを振ります。相手より2枚以上多

くの戦略カードをプレイしたとしても、プレイヤーは1つを超える

追加のさいころを振ることはできません。戦略カードは、海軍のイ

ンターセプトにおいて相手によって振られるさいころの数を減少さ

せません。 
B. 通商破壊: 一方のプレイヤーが通商破壊に関して相手より多く

の戦略カードをプレイすれば、そのSWボックスにおける通商破壊

のすべてのさいの目は、そのプレイヤーターンの間、そのプレイヤ

ーに好意的に1だけ増加または減少されます。相手より2枚以上多

くの戦略カードをプレイしたとしても、プレイヤーは追加の修正を

受け取りません。襲撃側プレイヤーが 初に戦略カードをプレイし、

防御側プレイヤーが後に続きます。 
C. Magicのインターセプト（米国のMagicのみ）: 日本が戦闘フェ

ーズ中に航空および海軍任務を発表した直後に、米国はその戦闘フ

ェーズ中に日本の海軍任務を自動的にインターセプトするために 1
枚以上の戦略Magicカードをプレイできます。対抗してプレイされ

た個々の日本の戦略Magicカードは、1枚の米国の戦略Magicカー

ドを無効にします。日本の戦略Magicカードのプレイによって無効

にされない個々の米国の戦略Magicカードにつき、下記に従い1つ

の米国のTF がインターセプトのダイス振りの必要なしで日本の海

軍任務をインターセプトできます。 
・インターセプトヘクスおよびインターセプトする米国のTF の基

地は、太平洋戦線上にある必要があります。 
・インターセプトヘクスは、日本の任務の目標ヘクスの3ヘクス内

にある必要があります。 
・インターセプトする米国のTFは、インターセプトヘクスから10
ヘクス以内の運用中の西側連合国の港湾から経路をトレースする必

要があります。 
・インターセプトする米国のTF は、日本の基地所属の航空ユニッ

トによって攻撃されず、また日本の海軍部隊によってカウンターイ

ンターセプトされませんが、インターセプトされた日本の海軍部隊

から3ヘクス内の日本の哨戒部隊は、続いて起こる海軍戦闘に参加

できます（22.162）。 
・Magicのインターセプトは、戦闘フェーズではなく移動フェーズ

に実施される、日本の哨戒または海輸任務に対応するためには使用

できません。 
・海軍戦闘が解決された後、インターセプトする米国のTF はその

出発地の港湾へ帰らなくてはなりません。 
・Magicのインターセプトは、日本の奇襲の結果が適用される場合

には（51.72G）、禁止されます。 
48.63 Magic のインターセプトの戦術上の影響: Magic を使用して

自動的に日本の海軍任務をインターセプトした個々の米国のTF に

ついては、続いて発生するインターセプトする米国のTF と海軍任

務を実施する日本の海軍ユニットの間の海軍戦闘の第1ラウンドで、

米国プレイヤーは1つの追加の探索さいころを振り、日本プレイヤ

ーは1つ少ない探索さいころを振ります（48.52C）。 
48.64 大の効果: 戦略カードは通商破壊艦のさいの目を+/-1 を超

えて修正できず、海軍のインターセプトのために振られるさいころ

の数を、1 つを超えて増加させず、海軍のインターセプトのために

振られるさいころの数を、1 つを超えて減少させません。米国プレ

イヤーによってプレイされた対抗されない戦略カードの数以外には、

米国が各ターンにプレイできる Magic のインターセプトの数に制

限はありません。 
 

48.7 真珠湾: 
48.71 真珠湾: 日本が真珠湾を奇襲攻撃（51.3）すれば、日本プレ

イヤーは彼の選択で、真珠湾奇襲表上で使用されるコラムの変更を

試みるために、そのターンに引かれた彼の戦略Magicカードを公表

することができます。その後、米国プレイヤーは、そのターンに彼

が引いた戦略 Magic カードを秘密裡にプレイすることができます。

真珠湾奇襲表上の適用可能なコラムを決定するために使用される

USJTレベルは、プレイされた日本の戦略Magicカード1枚につき

1だけ減少され、プレイされた米国の戦略Magicカード1枚につき

1だけ増加させます。真珠港湾攻撃で使用された戦略Magicカード

は、他の目的のために使用できません。 
 

48.8 カードは1回だけ使用できます: 
48.81 各カードは1回だけ使用できます: UltraおよびMagicカー

ドは、それぞれ各ターンに1回だけ使用できます。 
48.82 捨て札: すべてのゲームターンの終わりに、すべての Ultra
およびMagicカードは、それらが使用されたか否かに関わらず、次

のターンの引きに備えてそれらのプールに返されます。 
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外交および政治 
49. 外交 
49.1 外交ポイント（DP） 
49.2 DPの割付け 
49.3 DP割付けに対する制限 
49.4 DPの活性化 
49.5 外交結果 
49.6 反応さい振り 
49.7 自動的な外交さい振り 
49.8 緊張レベル 
49.9 特定の外交表 
 

49.1 外交ポイント（DP）: 

49.11 外交ポイント（DP）: キャンペーンゲームおよび1939 年シ

ナリオを含む各シナリオの開始時セットアップ中および後の各

YSS中に、各主要国はDPの分配を受け取り、下に述べられた制限

に従い適格の目標および諜報プロジェクトに割り当てることができ

ます。 
49.12 基本的な分配: 基本的な分配は次のとおりです。ドイツ、英

国、ロシア各3。イタリア、フランス各2。米国は10USATレベル

（端数切捨て）につき1 で 大5。日本および中国はDP を受け取

りません。 
49.13 開始セットアップの分配: 追加の DP は、キャンペーンゲー

ムの開始セットアップ中には、BRP レベル（49.14）および領域の

支配（49.15）により受け取られません。キャンペーンゲーム以外の

シナリオ開始セットアップにおける基本的なDPの分配は、BRPレ

ベルおよび領域の支配で受け取られたDPで補うことができます。 
49.14 BRPによる追加DP: 各YSSに、基本的なDPの分配（49.12）
を受け取る各主要国は、そのYSSのBRP合計中の100BRP（端数

切捨て）につき追加の 1DP を分配されます。BRP による追加 DP
は、キャンペーンゲームシナリオの開始セットアップ中には分配さ

れません。 
49.15 他の起源による追加DP: 
49.151 他の起源: 各主要国の利用可能なDPは、外交表の 初のペ

ージに述べられるように、様々な領域の支配および各種の軍事およ

び政治的な進展によって、増加または減少されます。 
49.152 ヘクス支配により決定される DP の分配: 年の終わりにヘ

クスを支配する主要国は、相手の主要国もそのエリアによる BRP
を受け取るとしても、係争中のエリアによる DP を受け取ります

（35.64）。DPの分配を決定する場合、BRPおよび補給は無関係で

す。 
49.153 YSS 後の支配の損失は無関係です: 一旦主要国がエリアの

支配によるYSSのDP分配を受け取れば、後のそのエリアの損失は、

そのDPに効果がありませんが、次のYSSのDP分配に影響します。 
49.16 DP分配の 小値はゼロです: 主要国はマイナスのDPで年を

開始できません。そのような場合でも、その同盟国にペナルティー

はなく、DP の赤字は翌年まで繰り越されません。このような主要

国は、単にその年にDPを割り付けることができません。 
49.17 降服の影響: 英国およびロシアは、ドイツへ降服した後にも

DP を受け取ります。和平提案後も米国は DP を受け取ります。他

の国は降服後にDPを受け取りません。 
 

49.2 DPの割付け: 
49.21 YSSにおける秘密のDP割付け: 利用可能なDPの総数を決

定した後に、各プレイヤーは、秘密にDP割付けを記録し、引き続

く年にそれらを明らかにします（例外: 敵スパイ組織を含んでいる

中小国に割り付けられたDPはYSSに発表されます- 46.411A）。 
49.22 開始セットアップの割付けのタイミング: キャンペーンゲー

ムおよび 1939 年シナリオの開始セットアップ中に、すべてのユニ

ットが配置された後にDPは割り付けられます。 
49.23 YSSにおける割付けのタイミング: YSSではBRP計算が完了

した直後に、DPは割り付けられます。 
49.24 割付けに関する総則: 下に述べられた制限に従って DP は、

外交表、RGT、USATおよび諜報研究プロジェクトに掲げられた各

種目標に割り付けられます。 
49.25 主要国自体へのDP の割付け: 主要国は自国にDP を割り付

けることができます。ロシアはRGT にDP を割り付けることがで

きません。 
49.26 中立のイタリアの DP: イタリアは中立の間にも枢軸国と考

えられます。 
 

49.3 DP割付けに対する制限: 

49.31 3分の1制限: 各同盟党派（ヨーロッパ枢軸国、西側連合国お

よびロシア）は、全体として諜報研究を含む単一の外交目標にその

DPの３分の1（端数切上げ）までを置くことができます（例外: RGT
およびUSAT: 49.81）。ドイツおよびイタリアのDP は、ヨーロッ

パ枢軸国の外交割付け限度を決定する際に 1 つに合計され、英国、

フランスおよび米国のDPは、西側連合国の外交割付け限度を決定

する際に1つに合計されます。ロシアの外交割付け限度は個別に決

定されます。 
49.32 ロシアのDP割付け: ロシアは、ブルガリア、フィンランド、

ギリシア、ハンガリー、ルーマニア、スウェーデン、トルコ、ウク

ライナおよびユーゴスラビアにのみDPを割り付けることができま

す。 
49.33 RGT: ヨーロッパ枢軸国および西側連合国は、各々DPが置か

れた年のプレイヤーターンの外交フェーズ中に1DPによりRGTの

修正を引き起こすことができます（49.82）。 
49.34 USAT: DPは1939年、1940年および1941年にのみUSAT
に置くことができます。ヨーロッパ枢軸国および西側連合国は、各々

DPが置かれた年のプレイヤーターンの外交フェーズ中に1DPによ

りUSATの修正を引き起こすことができます（49.82）。 
49.35 USJT: DPはUSJTに置くことができません。 
49.36 中小国: 
A. ベルギーおよびルクセンブルク: ベルギーおよびルクセンブル

クは、外交目的では1国であると考えられます。 
B. ビシーフランス: DP は、フランスが征服されていない時点の

YSSにビシーフランスに置くことができません。 
 

49.4 DPの活性化: 
49.41 外交フェーズ: 各プレイヤーターンの 初に、移動している

プレイヤーは、次の各外交活動を試みることができます。 
49.411 ヨーロッパ枢軸国: 
A. ヨーロッパ枢軸国は、外交さい振りの 1 つの目標を選択できま

す（例外: ヨーロッパ枢軸国はさらにブルガリア、フィンランド、

ハンガリー、ルーマニアおよびユーゴスラビアに対してさい振りを

実施でき、同じターンに5カ国すべてを指名することもできますが、

各国は1年につき1回のみ指名されます）。 
B. 他に認められれば、ヨーロッパ枢軸国はさらに、ノルウェー、ス

ペインおよび/またはビシーフランスに対して反応さい振りを実施

できます（49.6）。 
C. ヨーロッパ枢軸国は、DP で RGT および/または USAT の減少

を引き起こすことができます。 
49.412 西側連合国: 
A. 西側連合国は、外交さい振りの1つの目標を選択できます。 
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B. 他に認めれられれば、西側連合国はさらに、ノルウェーに対して

反応さい振りを実施できます（49.6）。 
C. 西側連合国は、DP で RGT および/または USAT の増加を引き

起こすことができます。 
49.413 ロシア: 
A. ロシアは、外交さい振りの1つの目標を選択できます。 
49.42 外交さい振り: 
49.421 BRPコスト不要: 外交のさい振りはBRPコストなしで実施

されます。 
49.422 DPが明らかにされる前にすべての目標が発表されます: 外
交さい振りを実施する各同盟党派は、いずれかの主要国が選択され

た目標内のDPの配置を明らかにする前に、およびいずれかの外交

さい振りが実施される前に、その目標を選択し発表します。 
49.423 目標は味方の DP を含んでいる必要があります: 同盟党派

は、前のYSSにDPをその中に置いた場合にのみ、外交さい振りの

目標を選択できます（例外: 枢軸国は、枢軸国の DP が割り付けら

れなかった場合でもブルガリア、フィンランド、ハンガリー、ルー

マニアおよびユーゴスラビアに対してさいころを振ることができま

す- 49.411A、反応さい振り- 49.6）。 
49.424 降服後のロシアは外交さい振りを禁止されます: ロシアは、

ドイツに降服した状態にある間に外交さい振りを実施できませんが、

YSSにDPを割り付けることができ、そのDPは降服後もプレイに

残ります。 
49.425 メカニックス: すべての目標が移動しているプレイヤーに

よって指名された後に、前の YSS に目標に置かれたすべての DP
が明らかにされます。その後ロシアは、すべての秘密工作が発表さ

れた後に転覆修正を適用するか否かを発表します（47.31）。その後

1つのさいころが、目標を指名したプレイヤーにより振られます。 
49.426 修正: 
49.4261 DP : 個々の外交さいの目は、目標内の枢軸国DPの総数に

よって増加され、連合国のDPの総数によって減少されます。 
A. 枢軸国の DP: イタリアがまだ中立でも、ドイツとイタリアの

DPは組み合わせられます。 
B. 西側連合国およびロシアの DP: ロシアとドイツが開戦するか

RGTレベルが50以上となる前には、西側連合国とロシアのDPは

組み合わせられません。西側連合国およびロシアの両方が同じ目標

にDPを割り付けた場合、連合国の合計は、西側連合国またはロシ

アのDPのうち大きいほうであると考えられ、他方によって割り付

けられた DP は無視されます。ロシアとドイツが開戦するか RGT
レベルが 50 以上になれば、ロシアがドイツへ降服したとしても、

枢軸国により選択された目標については西側連合国とロシアの DP
は組み合わせられますが、西側連合国またはロシアによって選択さ

れた目標については、目標を選択した同盟党派によって目標に割り

付けられたDPだけが、外交さい振りを修正します。 
49.4262 スパイ組織および秘密工作: 各スパイ組織（46.411B）お

よび秘密工作（47.21A）は、外交さい振りを場合に応じて+/-1だけ

修正します。 
49.4263 共産主義者による転覆: ロシアは、達成した転覆の研究レ

ベル（44.24）に従い、 大-5 まで外交さい振りを修正するために

転覆を使用できます。 
49.4264 未生産ユニット: 中小国が陣営を切り替えたために永久に

除去された中小国ユニット（85.53A）は未生産ユニットの外交修正

（未生産の中小国航空、装甲または歩兵ユニットによる+/-1）を適

用する場合、数えられません。未生産の各中小国航空戦力は1つの

未生産ユニットとみなされます。 
49.4265 他の修正: 適用可能な外交表で述べられている修正は、外

交結果を決定するために適用されます。 
49.4266 手順: 反応さい振りを含めて同じ外交フェーズ中のすべて

の外交さい振りは同時であると考えられ、したがって、外交さい振

りは、それが実施される外交フェーズ中に発生した外交結果によっ

て影響されません。 
49.43 外交さい振りに対する制限: 
49.431 目標は年 1 回のみ指名されます: 目標は以下の例外を除い

て、外交さい振りのために年1回のみ指名されます。目標に置かれ

たDPは、通年の間残り、その年にその目標に対して実施されるす

べての外交さい振りに適用されます。 
A. 反応さい振り: 反応さい振りは、すべてのターンに実施できます

（49.6）。同じ目標に対する通常の外交さい振りは、反応さい振りが

発生した年に実施できます。 
B. フィンランドおよびバルカン諸国: 西側連合国またはロシアが、

ロシアがドイツと開戦する前に、ブルガリア、フィンランド、ハン

ガリー、ルーマニアまたはユーゴスラビアを指名した場合、ヨーロ

ッパ枢軸国は、その後同じ年にその国を指名できます。 
C. ビシーフランス: ビシーフランスは、フランスが降服した年に外

交さい振りに指名されません。 
49.433 西側連合国およびロシアの結果: 西側連合国は、中小国がロ

シアと同盟または提携している場合、またはその中小国でロシアに

好意的な-1または0の外交結果が有効である場合には、その中小国

を外交目標に選択できません。同様にロシアは、中小国が西側連合

国と同盟または提携している場合、またはその中小国で西側連合国

に好意的な-1または0の外交結果が有効である場合には、その中小

国を外交目標に選択できません。枢軸国が外交目標として中小国を

指名した場合には、連合国に好意的なヘクス支配（-1）、提携（-2）
および同盟（-3）の修正は適用されます。 
49.434 スウェーデンおよびユーゴスラビア: スウェーデンおよび

ユーゴスラビアは、ロシアがドイツと戦争中かRGTレベルが50以

上となるまで、ロシアによって外交さい振りに指名されませんが、

ロシアはこれらの条件が満たされる前にスウェーデンおよびユーゴ

スラビアにDPを置くことができます。この禁止は西側連合国には

適用されません。 
49.44 フィンランドおよびルーマニア: ロシアがドイツと戦争中か

RGTレベルが50以上になるまで、ロシアは外交さい振りにフィン

ランドまたはルーマニアを指名できません。しかしながらロシアは、

RGTレベルにかかわらず、フィンランドまたはルーマニアに領土に

要求でき、これによって目標国に対する外交さい振りを引き起こし

ます（49.71, 66.1, 67.1）。そのような要求による+2修正、および目

標国にロシアの部隊が目標国に隣接していることによる修正の両方

が、領土の要求が引き起こした外交さい振りに適用されます。この

ような領土要求は、枢軸国がその年に外交目標としてフィンランド

またはルーマニアを指名していたとしても実施でき、枢軸国は、ロ

シアが目標国に対する領土要求を行なった年に外交目標としてフィ

ンランドまたはルーマニアを指名できます。 
49.45 未使用のDPは失われます: DPはそれを生成する主要国また

は受取国内で、翌年に蓄積できず、したがってDPを未使用にして

おくことには意味がありません。各年の終わりに、すべてのDPは、

外交さい振りに選択されなかった受取国に対するものを含めて失わ

れます（例外: 諜報プロジェクトで RP として使用される DP- 
41.76）。 
49.46 征服と降服は影響しません: 主要国が征服されるか降服した

場合には、そのDPは、その年の残りの間、プレイに残ります。 
 

49.5 外交結果: 

49.51 結果: 特定の外交フェーズにおいて発表された目標に対する

すべての外交さい振りが実施された後に、適用可能な外交表で述べ

られるように外交結果が実行されます。 
A. 中小国が、ヨーロッパ枢軸国によって経済的に浸透された場合、

ヘクス支配を譲渡した場合、ヨーロッパ枢軸国と提携した場合ある

いはヨーロッパ枢軸国の中小同盟国として活性化した場合に、ドイ

ツが利益を得ます。 
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B. 中小国が、西側連合国によって経済的に浸透された場合、ヘクス

支配を譲許した場合、西側連合国と提携した場合あるいは西側連合

国の中小同盟国として活性化した場合には、低位の同盟パートナー

がその中小国の外交結果から既に利益を得ていなければ、上級の同

盟パートナーが利益を得ます（例外: 英国は、常にビシーフランス

のための西側連合国の外交結果からの利益を得ます- 77.95）。 
米国が戦争中であれば、西側連合国の上級の同盟パートナーは米国
です。したがって、すべての西側連合国の外交結果は、ビシーフラ
ンスのものを除いて、英国（またはまれな場合にはフランス）がそ
の中小国に対する外交結果を既に達成していなければ、米国に利益
をもたらします。 
C. 西側連合国およびロシアのDPが中小国において結合され、連合

国に有利な結果が発生した場合には、その目標に多くのDPを置い

た同盟党派が利益を受け取ります。等しい場合には、合意またはさ

い振りによって決定されます。 
49.52 恒久的な結果: 外交結果の横の"*"は、その結果が恒久的であ

り、その目標が外交さい振りに再び選択されないことを意味します。 
49.53 より劣った結果: 好意的な外交結果（つまりその陣営に対す

る「3-4」、「現在の政策の継続」の結果）を達成した同盟党派は、"*"
の結果を回避するか、または特定のより劣っているがその状況では

より望まれる結果を達成するために、いずれかのより劣った結果を

実行することに決めることができます。このルールは、どちらの陣

営が外交目標を選択し外交さい振りを実施したかにかかわらず、好

意的な外交結果を達成したいずれかのプレイヤーによって発動でき

ます。より劣った結果の選択は、その外交さい振りが実施されたと

きに、それに続くさい振りが実施される前に実行される必要があり

ます。 
例: ドイツは、ハンガリーに対して「9」の外交結果（提携）を得ています。

ドイツは後の年にハンガリーに対して別の外交さい振りを実施し「7」の結果

（BRP）を得ます。ドイツは、ハンガリーの状態を維持するために「3-4」ま

たは「5-6」結果（現在の政策の継続）を選択できます。 
ルール 49.53 は、気が進まない相手に名目上は好意的な結果を与え
るためには使用できません。そうでなければ、両プレイヤーは相手
に「好意的な」結果を課すこととなり、ゲームはこの反復に終始し
てしまいます！ 
49.54 ヘクス支配: 中小国に対する外交さい振りがヘクス支配をも

たらした場合、中小国のヘクス支配を獲得した同盟党派は、そのプ

レイヤーターンの開始時からそれらのヘクスを支配していたとみな

されます。「8」または「-1」の外交の結果によりユニットが中立の

中小国に入ることを可能となった場合には、10戦力までの外国の海

軍/陸上/航空戦力がその中小国を通って補給されることができ、10
戦力までの外国の海軍/陸上/航空戦力が移動、戦闘または再配備フ

ェーズの終了時にその中小国に存在できます（82.32）（例外: フィ

ンランド内の枢軸国ユニットの上限は5戦力です- 86.23）。 
49.55 中小国の活性化または提携: 中小国が中小同盟国として活性

化した後、または提携中小国になった後にも、その中小国に対する

将来の外交さい振りは、同じ表を使用して実施されます。 
49.56 中小国ユニットの配置: 外交さい振りが、中小国の主要国と

の提携または主要国との同盟をもたらした場合には、既にマップ上

にない限り、外交さい振りが実施された直後に、中小国のユニット

が支配する主要国によってマップに置かれます。 
49.57 中小国の通行権: 主要国が特定の中小国に何戦力かのユニッ

トを置くことを外交的に認められた場合は常に、それは移動、戦闘

または再配備フェーズの終わりに存在できる戦力の 大数を表しま

す。指定された数より多い戦力が、所定のフェーズ中にその国を通

って移動できますが、そのフェーズの終わりに中小国に残ることは

できません。 
49.58 中小国が提携、同盟または交戦した場合: ドイツは、たとえ

ドイツがロシアと戦争中でなくても、そのプレイヤーターン中にロ

シアに宣戦布告すれば、ロシアと提携、同盟または交戦している中

小国のヘクス支配をもたらす外交結果を受け入れることができます。

同様に、ロシアはこのような場合にドイツに宣戦布告することによ

ってのみ、中小国のへクス支配の外交結果を保持できます。 
例: ロシアはルーマニアと戦争中です。ドイツはルーマニアに対して外交さ

い振りを実施し、「10+」結果を達成します。ドイツは中小同盟国としてルー

マニアが活性化した直後にロシアに宣戦布告しなければなりません。ドイツ

がロシアに宣戦布告することを望まない場合には、ドイツはルーマニアに対

してより劣った外交結果を選ばなくてはなりません。 
 ドイツはトルコに宣戦布告しますが、それを征服できませんでした。中立

のロシアがトルコに対して外交さい振り実施し、「-3」の結果を達成します。

ロシアはドイツに宣戦布告すれば、トルコを活性化できます。ロシアがドイ

ツへの宣戦布告を望まないかまたはそれが不可能な場合、ロシアはトルコに

対してより劣った外交結果を選ばなくてはなりません。 
49.59 相手の外交フェーズにおける外交結果: プレイヤーが相手に

好意的な結果をもたらす外交さい振りを実施した場合には、ヘクス

支配および緊張結果は直ちに発生しますが、そのような結果による

BRPは、次のプレイヤーターンの 初に受益する主要国の合計に加

えられます。 
 

49.6 反応さい振り: 
49.61 反応さい振り: ある種のプレイヤーの活動は、そのような活

動が実施された外交フェーズ（枢軸国の外交フェーズ中のロシアに

よる転覆）、または反応するプレイヤーの次の外交フェーズ（連合国

の外交フェーズ中のロシアによる転覆、ノルウェー水域への連合国

の機雷敷設、宣戦布告、フランス植民地に対する攻撃）のいずれか

に、相手プレイヤーが特定の目標に対して反応さい振りを実施する

ことを可能にします。反応さい振りは延期できません。反応さい振

りは、同じ外交フェーズ中に同じ目標に対して2回の外交さい振り

を認めません。反応さい振りは、以下のように実施できます。 
A. 他の目標に対する通常の外交さい振りに加えて実施できます。 
B. その目標に対する以前の通常または反応さい振りが、その年に既

に実施されている場合でも実施できます。 
C. その同盟党派が前のYSSにその目標にDPを置いた否かに関わ

らず実施できます。 
49.62 適格の目標: 反応さい振りは次の外交目標に対して実施でき

ます。 
A. ノルウェー（ヨーロッパ枢軸国および西側連合国）。 
B. スペイン（ヨーロッパ枢軸国のみ）。 
C. ビシーフランス（ヨーロッパ枢軸国のみ）。 
D. ハンガリー、ルーマニア、ブルガリア、ユーゴスラビアおよび

ギリシア（ヨーロッパ枢軸国のみ）。 
49.63 反応さい振りを引き起こすこと: 反応さい振りは以下に述べ

られるような適格の目標に対して実施できます。 
49.631 ノルウェー: 
A. ヨーロッパ枢軸国: ヨーロッパ枢軸国は、次の修正条件の1つ以

上が引き起こされた時点に続く枢軸国の外交フェーズ中にノルウェ

ーに対して反応さい振りを実施できます。 
+1 連合国が「0」以下のノルウェーの外交結果が有効になっていな

いときにノルウェーの水域に機雷を敷設した場合。 
+2 ロシアがフィンランドに宣戦布告した場合。 
+2 ロシアがスウェーデンに宣戦布告した場合。 
B. 西側連合国: 西側連合国は、次の修正条件の1つ以上が引き起こ

された時点に続く連合国の外交フェーズ中にノルウェーに対して反

応さい振りを実施できます。 
-2 枢軸国がスウェーデンに宣戦布告した場合。 
-1 枢軸国がデンマークに宣戦布告した場合。 
49.632 スペイン: 枢軸国は次の時点に続く枢軸国の外交フェーズ

中にスペインに対して反応さい振りを実施できます。 
+2 西側連合国がポルトガルに宣戦布告した場合。 
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49.633 ビシーフランス: 枢軸国は、連合国によるビシーフランスへ

の宣戦布告または次の修正条件が引き起こされた時点に続く枢軸国

の外交フェーズ中にビシーフランスに対して反応さい振りを実施で

きます。 
+1 連合国によって攻撃された個々のフランス植民地につき。 
49.634 ロシアによる転覆: 枢軸国は、枢軸国の外交さい振りを修正

するためにロシアによる転覆が使用された枢軸国の外交フェーズま

たは、ロシアによる転覆がロシアの外交さい振りのうち1つを修正

するために使用された直後の枢軸国の外交フェーズに、ハンガリー、

ルーマニア、ブルガリア、ユーゴスラビアおよびギリシアのうち 1
つ以上に対して反応さい振りを実施できます。 
A. 枢軸国の外交フェーズ中の転覆: ロシアによる転覆が、枢軸国の

外交フェーズに使用される場合には、次の修正が、ハンガリー、ル

ーマニア、ブルガリア、ユーゴスラビアおよびギリシアのいずれに

も適用されます。 
+2 ロシアによる転覆が使用された外交フェーズに、その目標とな

らなかった外交さい振りの修正において、使用されたロシアによる

転覆のそれぞれにつき。 
 この修正は、ロシアの転覆の使用に先立つ枢軸国の外交フェーズ

に外交目標として枢軸国プレイヤーに選ばれた中小国およびロシア

プレイヤーが転覆の使用を発表した後に反応さい振りに選ばれた中

小国の両方に適用されます。この修正は転覆の目標自体には適用さ

れません。転覆された中小国に対する外交さい振りが 初に実施さ

れます。 
B. 連合国の外交フェーズ中の転覆: ロシアの転覆が連合国の外交

フェーズ中に使用された場合、枢軸国は、ロシアによる転覆の使用

に続く枢軸国の外交フェーズ中に、転覆の目標国以外のハンガリー、

ルーマニア、ブルガリア、ユーゴスラビアおよびギリシアのいずれ

にも反応さい振りを実施できます。次の修正が、適格の各中小国の

反応さい振りに適用されます。 
+2 ロシアによる転覆が使用された外交フェーズに、その目標とな

らなかった外交さい振りの修正において、使用されたロシアによる

転覆のそれぞれにつき。 
反応さい振りを認める修正は、識別を助けるために外交表中に太字
で記述されています。 
49.64 メカニックス: 反応さい振りが目標に対して実施されるごと

に、その年にその目標に置かれたすべてのDPが数えられます。他

のすべての適用可能な修正も各反応さい振りに適用されます。 
49.65 結果: 反応さい振りの結果は直ちに実行されます。 
 

49.7 自動的な外交さい振り: 
49.71 ロシアの領土要求: ロシアがルーマニアまたはフィンランド

に領土を要求すれば、ルーマニアまたはフィンランドがロシアの領

土の要求に抵抗する意思があるかどうかを決定するために、外交さ

い振りが直ちに実施されます（66.1, 67.1）。 
 

49.8 緊張レベル: 
49.81 緊張へのDP の割付け: 枢軸国および西側連合国のDP は、

以下のように緊張レベルを増加または減少させるために割り付ける

ことができます。 
A. RGT: 枢軸国および西側連合国の両者は、次の 大限まで RGT
にDPを置くことができます。1939年は2DP。1940年以降は4DP。
ロシアはRGTにDPを置くことができません。 
B. USAT: 枢軸国および西側連合国の両者は、次の 大限まで

USATにDPを置くことができます。1939年は2DP。1940年およ

び1941年は4DP。ロシアはUSATにDPを置くことができません。 
C. USJT: DPはUSJTを修正するためには使用できません。 
49.82 緊張DPの活性化: 

A. DPは外交フェーズに活性化します: RGTおよびUSATに割り付

けられたDPは、割り付けられた年のいずれかの外交フェーズに所

有する同盟党派によって活性化させることができます。 
B. 外交さい振りから独立した活性化: 所有する同盟党派が同じタ

ーンに通常の外交さい振りを実施していても、緊張に分配された

DPは活性化されることができます。 
C. 各ターン 1DP の活性化制限: 枢軸国および西側連合国はそれぞ

れ、各ターンにRGT中の1DPのみおよびUSAT中の1DPのみを

活性化できます。 
49.83 緊張に割り付けられたDP の効果: 各DP は、緊張を減少ま

たは増加させるために1回だけ使用できますが、そのような減少お

よび増加は恒久的であり、年を越えて続きます。 
49.84 他の緊張修正: 
49.841 状況修正: 互いに戦争中にある主要国のための状況修正に

よる緊張の変化は、それらの主要国が以前のゲームターンに参戦し

た場合にゲームターンの 初に実行されます。戦争中の国の状況修

正は、開戦のゲームターンには適用されません（イベントによる修

正は実施されます）。他の状況修正は、示された状況がターンの開始

時に存在するか、ターン中に発生する場合、引き起こされます。示

された条件が存在しなくなったとしても、状況修正による緊張増加

は無効にされません。 
49.842 イベント修正: 示された事態が生じる場合に限り、イベント

修正が実行されます。領域の捕獲または支配に基づいたイベント修

正は、問題の領域が奪還される場合に否定され、領域の所有者が再

度変更した場合に再び適用されます。 
49.85 実際の緊張レベルおよび有効な緊張レベル: 
49.851 USAT: 
A. 実際のUSATレベルはUSAT修正によって決定されます。有効

な USAT レベルはさい振りによって修正された実際の USAT レベ

ルです。このさい振りは、連合国が実際のUSATレベルを修正する

ためにDPを使用する機会を持った後の、連合国の外交フェーズの

終わりに実施されます（例外: ドイツが米国に宣戦布告すれば、

終のさい振りが有効な USAT レベルを決定するために直ちに実施

されます）。このさい振りは実際のUSATレベルを変更しません。 
B. このさい振りは、以下のように有効な USAT レベルが、実際の

USATレベル未満、同等または超過させることとなるかもしれませ

ん。1のさいの目で-2、2のさいの目で-1、3または4のさいの目で

効果なし、5のさいの目で+1、6のさいの目で+2。 
C. 各さい振りの影響は、その連合国プレイヤーターンを通じて継続

します。 
D. 有効な USAT レベルは、米国の動員、YSS における RP 分配、

BRP 譲渡、駆逐艦のASW および輸送船への転換、CVE の生産、

米国の対ドイツ宣戦布告が可能になる時期、ドイツが米国に宣戦布

告する場合にどのような潜水艦戦修正をドイツが獲得するかを規定

します。米国の活動が実施される時の有効なUSATレベルは、その

活動が認められるかどうかを決めます。連合国の外交フェーズの終

わりに有効なUSATレベル（49.851A）は、米国の動員が生じるか

どうか決めるために使用されます。 
49.852 USJT: 
A. 実際のUSJTレベルはUSJT修正によって決定されます。有効

なUSJTレベルは、さい振りによって修正された実際のUSJTレベ

ルです。このさい振りは、連合国の各外交フェーズの終わりに実施

されます（例外: 日本が米国に宣戦布告すれば、 終のさい振りが

有効な USJT レベルを決定するために直ちに実施されます）。この

さい振りは実際のUSJTレベルを変更しません。 
B. このさい振りは、以下のように有効な USJT レベルが、実際の

USJTレベル未満、同等または超過させることとなるかもしれませ

ん。1のさいの目で-2、2のさいの目で-1、3または4のさいの目で

効果なし、5のさいの目で+1、6のさいの目で+2。 
C. 各さい振りの影響は、その連合国プレイヤーターンを通じて継続
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します。 
D. 有効なUSJTレベルは、米国の動員、YSSにおけるRP分配、

BRP譲渡、再配備限度、石油禁輸の賦課、駆逐艦のASWまたは輸

送船への転換、米国空母および日本の CVE の生産制限、陣地の生

産、フライングタイガーズの戦力プールへの追加、造船の加速また

は遅延、真珠湾奇襲表の適用可能なコラム、米国が警戒体制をとる

時期、および米国が日本に宣戦布告可能となる時期を規定します。

米国の活動が実施される時の有効なUSJTレベルは、その活動が認

められるかどうかを決めます。連合国の外交フェーズの終わりに有

効なUSJTレベル（49.851A）は、米国の動員が生じるかどうか決

めるために使用されます。 
49.86 緊張の低下によって活動は戻されません: 緊張レベル増加に

よって一度認められた活動が実施されたならば、適用可能な緊張レ

ベルがその後に減少したとしてもその活動は否定されません。した

がってロシアによる中小国への宣戦布告または米国による駆逐艦の

ASWへの転換および大西洋SWボックスへの関与は、RGTレベル

あるいは実際のUSAT レベルまたはか有効な USAT レベルの後の

変化によって戻されません（例外: 米国の選挙に続くUSATまたは

USJTレベルの調節）。 
49.87 攻勢オペレーションによる緊張増加: USATおよびUSJTの

レベルは、各ターンにヨーロッパ枢軸国および日本によりそれぞれ

費やされた攻勢オペレーションのための15BRP につき1 だけ増加

します。枢軸国の戦闘フェーズの終わりに、8BRP以上の余りは増

加を引き起こし、7BRP以下の余りは無視されます。 
攻勢オペレーションがどの戦線で実施されるかは、オペレーション
の緊張に対する影響を決定する場合に無関係です。戦域内のすべて
の戦線における攻勢オペレーションのためのBRP消費が合計され、
緊張が費やされた 15BRP の各倍数につき 1 だけ増加します。これ
らの消費による緊張の増加が、もしあれば決定された後に、8BRP
以上の余りは追加の緊張の増加を引き起こし、7BRP 以下の余りは
増加を引き起こしません。いずれの場合も、その後余りは廃棄され、
攻勢オペレーションに対する BRP 消費は、次のターンに再計算さ
れます。したがって攻勢オペレーションに対する BRP 消費の緊張
への影響は次のとおりです。0-7BRP で緊張増加はありません。
8-22BRPで+1。23-37BRPで+2などです。 
 

49.9 特定の外交表: 
49.91 明確化: いくつかの外交表は、以下に明確にされる個別特質

を持っています。 
A. ベルギー/ルクセンブルク: 
・「-1」の外交結果が有効なときに枢軸国がベルギーとルクセンブル

クの一方または両方に宣戦布告する場合、攻撃された国が連合国に

よって占領されれば、連合国との提携は自動的かつ即時に達成され

ます。 
・「-1」の外交結果が有効なときにフランスが降服した場合、フラン

スが支配するベルギーおよびルクセンブルクのヘクスは英国の支配

に移ります。 
B. ブルガリア、ハンガリー、ルーマニア、ユーゴスラビア: 
・ロシアのトルコとの戦争は「バルカン諸国との戦争」ではありま

せん。 
・「東ポーランド以外に東ヨーロッパのいかなる部分にも進入してい

ない」ことによるロシアの-2の修正は、バルト三国、ベッサラビア、

フィンランドの国境ヘクスへのロシアの侵入またはいずれかの中小

国をロシアの支配とする外交結果によって否定されます。 
・「ロシアとルーマニアがベッサラビアのために交戦した」ことによ

る+1の修正は、ベッサラビアの国境戦争が継続中であっても、ロシ

アとルーマニア間の国境戦争における戦闘の1ターン後に適用され

ます。この場合は、ロシアがバルカン諸国と交戦したことによる+3
修正も適用されます。 
C. フィンランド: 

・ロシアとフィンランドの1ターンの戦闘は、国境戦争が継続中で

も、ロシアとフィンランドが国境ヘクスをめぐって交戦したことに

よる+２修正を引き起こします。 
D. アイルランド: 
・ドイツがアイルランドに宣戦布告すれば、すべての親ドイツのパ

ルチザンが直ちに永久に除去されます。 
E. スペイン: 
・活性化していないビシーフランスのユニットは、アフリカにある

「枢軸国」ユニットと考えられません。 
F. ウクライナ: 
・ドイツの中小同盟国としてのウクライナの活性化はウクライナの

ヘクス支配に効果がありません（68.31）。 
・ドイツがウクライナに対して「5」以上の外交結果を達成した場

合、1つ以上のウクライナの歩兵ユニットが、BRPコストなしでロ

シアの ZOC 内ではないウクライナの任意の枢軸国支配下の完全に

補給されるヘクスに置かれます。除去された場合、ウクライナの歩

兵ユニットは、他の中小国歩兵ユニットと同じ方法で、同じ制限の

下で再建できます（85.481A）。さらにドイツは、研究結果によって

認められる場合には、完全に補給され、枢軸国に支配されたウクラ

イナの都市で Vlasov 歩兵ユニットを生産でき、またロシアは、完

全に補給され、ロシアに支配されたウクライナのヘクスにロシアの

ユニットを生産できます。いずれの場合にも、生産されるヘクスは、

生産するプレイヤーターンの開始時に味方の支配下にある必要があ

ります。 
・ウクライナが活性化したときにウクライナ内部のロシアパルチザ

ンは、次のロシアのプレイヤーターン終了時までにウクライナを離

れなくてはならず、それができない場合には除去されます。それら

は離れる前に攻撃できません。 
・ウクライナがドイツの中小同盟国として活性化した後、ロシアが

ウクライナを征服すれば、ロシアはウクライナのための 10BRP を

受け取りますが、ロシアパルチザンは、ウクライナの内部で活動す

ることは、この場合にも禁じられます。 
・ウクライナがドイツの中小同盟国として活性化された場合にも、

ウクライナは、ロシアのユニット生産、天候、中小国の地理的な制

限および西側連合国ユニットのロシアへの進入禁止制限のためには

ロシアの一部であると考えられます。 
G. ビシーフランス: 
・自由フランスまたは連合国の支配する各フランス植民地につき適

用される-2修正は、ヨーロッパのフランス植民地にのみあてはまり、

連合国によって征服されたフランスの植民地を含みます。 
・活性化していないビシーフランスのユニットはアフリカの「枢軸

国」ユニットとは考えられません。 
・連合国がフランスに橋頭堡を持っており、ベルギーの港湾を支配

する場合、-1および-2の両方の修正が適用されます。 
・ビシーフランスが中立の間、連合国のユニットはビシーフランス

へ宣戦布告なしでコルシカに侵攻できません。 
・「-2」の結果の後に、ビシーフランスは連合国の提携する中小国に

なり、「-3」の結果の後に、ビシーフランスは連合国の中小同盟国に

なります（77.96）。いずれの場合も、陣営変更を生き残ったすべて

のビシーフランスユニットおよびすべての自由フランスユニットは、

フランスの中小同盟国ユニットとして扱われ、除去された場合には、

大陸フランスのいずれかの場所に再建できます。フランスは、パリ

およびビシー市の両方が、枢軸国戦闘フェーズの終わりに枢軸国に

支配された場合にのみ、フランスが再征服されます。 
 

50. 宣戦布告 
50.1 タイミング 
50.2 コスト 
50.3 制限 
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50.4 必要条件 
50.5 結果 
50.6 ヨーロッパの初期状況 
50.7 太平洋の初期状況 
 

50.1 タイミング: 
50.11 宣戦布告は外交フェーズ後に実施されます: 宣戦布告は、外

交フェーズおよび新しく活性化された中小同盟国および提携する中

小国の配置後に実施されます。宣戦布告は他のいずれの時点でも実

施できません。 
前もって計画してください！移動中にそれが便利であることが判明
したからといって急に中小国に宣戦布告することは認められませ
ん。常に、あなたの外交官に戦争の口実を見つける時間を与えてく
ださい。 
50.12 宣戦布告は同時です: 同じプレイヤーターン中に実施された

宣戦布告は、同時であると考えられます。したがってUSATレベル

が 50 以上である場合、英国が同じターンに中立の中小国に宣戦布

告し、これがUSATレベルを50未満に減少させる効果があったと

しても、米国はドイツに宣戦布告できます（50.53）。 
 

50.2 コスト: 

50.21 主要国への宣戦布告: 主要国への宣戦布告は 35BRP を要し

ますが、次の例外があります。 
A. ドイツ-米国: ドイツの米国に対する宣戦布告および米国のドイ

ツに対する宣戦布告にはBRPコストはありません。 
B. 日本-米国: 日本の米国に対する宣戦布告および米国の日本に対

する宣戦布告にBRPコストはありませんが、日本は35BRPのコス

トで英国と開戦せずに米国に宣戦布告できません。 
50.22 中小国への宣戦布告: 中小国への宣戦布告は 10BRP を要し

ますが、次の例外があります。 
A. ベルギーおよびルクセンブルク: いずれの主要国も、10BRP の

コストで1つの宣戦布告を実施することにより、まとめてベルギー

およびルクセンブルクに宣戦布告できます。宣戦布告がベルギーま

たはルクセンブルクのうち1国だけに対してなされた場合、他方は

中立のままであり、攻撃の前に 10BRP を要求する別の宣戦布告が

実施される必要があります。 
B. デンマークおよびノルウェー: いずれの主要国も、10BRP のコ

ストで1つの宣戦布告を実施することにより、まとめてデンマーク

およびノルウェーに宣戦布告できます。宣戦布告がデンマークまた

はノルウェーのうち1国だけに対してなされた場合、他方は中立の

ままであり、攻撃の前に 10BRP を要求する別の宣戦布告が実施さ

れる必要があります。 
C. バルト三国: エストニア、ラトビアおよびリトアニアは宣戦布告

の目的では1つの国と考えられます。 
50.23 主要国によって支配された中小国: 主要国の植民地、あるい

は主要国の中小同盟国、提携する中小国または支配下の中小国に宣

戦布告する主要国は、その主要国との宣戦布告に必要な BRP コス

トを払い、その主要国と交戦します。 
50.24 経済的に浸透された中小国: ロシアが、ドイツが経済的に浸

透している中小国（69.21）に宣戦布告すれば、ドイツはその中小国

を支援するかどうかを直ちに発表しなければなりません。ドイツが

支援する場合、ロシアは追加 35BRP のコストでドイツに宣戦布告

するか撤退し、中小国への宣戦布告で既に費やされた 10BRP は没

収されます。 
50.25 コストは分割できません: 宣戦布告のコストは 2 つの主要国

間で分割できません。 
 

50.3 制限: 

50.31 一般的な制限: 
A. 潜在的な同盟国間の戦争禁止: 終的な枢軸国パートナー（ドイ

ツ、イタリアおよび日本）または 終的な連合国パートナー（英国、

フランス、米国、ロシアおよび中国）の間の戦争に帰着する宣戦布

告は実施できません。 
B. 潜在的な敵による共同戦争の禁止: 中小国が中立の主要国と戦

争中の場合には、その中小国に対する宣戦布告はできません。潜在

的な敵の主要国は、中立の主要国に宣戦布告することによってのみ

中立の主要国と中小国の間の戦争に参加できます。 
50.32 主要国への宣戦布告: 
A. ドイツ: ドイツは、米国およびロシアにいつでも宣戦布告できま

す（例外: ドイツは、米国が英国の降服に続いてヨーロッパの戦争

から撤退した後のターンには、米国に宣戦布告できません- 59.95A。
その後のドイツによる米国への宣戦布告は、ドイツが米国および英

国の両方と交戦することをもたらします- 59.95B）。 
B. イタリア: イタリアは1939年秋に英国またはフランスに宣戦布

告できません。米国がドイツと開戦した後には、イタリアは西側連

合国に宣戦布告できません。イタリアはロシアに宣戦布告できませ

ん。 
C. 日本: 日本および中国国民党は、宣戦布告なしで1939年秋に戦

争中です。日本は英国、米国およびロシアに宣戦布告できます。日

本は、米国に宣戦布告せずに英国に宣戦布告できますが、その逆は

できません。日本の米国への宣戦布告は、自動的に英国との交戦を

もたらします。日本とロシアの開戦はUSJTに影響しますが、ヨー

ロッパの状況にかかわらず、米国またはロシアによる他の主要国と

の開戦を自動的にもたらすものではありません。同様に、ドイツと

ロシアの開戦は、日本によるロシアまたは西側連合国との開戦をも

たらしません。 
D. 英国およびフランス: 英国およびフランスはイタリアに宣戦布

告できます。英国およびフランスは日本に宣戦布告できません。 
E. 米国: USATレベルが少なくとも50である場合にのみ、米国は

ドイツに宣戦布告できます（例外: 米国が英国の降服に続いてヨー

ロッパの戦争から撤退した後のターンには、米国はドイツに宣戦布

告できません- 59.95A）。USJTレベルが少なくとも50である場合

のみ、米国は日本に宣戦布告できます。 
F. ロシア: その時点の RGT レベルにより認められる場合にのみ、

ロシアはドイツに宣戦布告できます。キャンペーンゲームシナリオ

の開始時にはRGT レベルは 0 です。ロシアはドイツに宣戦布告せ

ずに、イタリアに宣戦布告できません。ロシアは、シベリア守備隊

の BRP 価値が満州守備隊の少なくとも２倍である場合にのみ、日

本に宣戦布告できます（例外: 満州の守備隊のBRP価値が30BRP
未満の場合またはドイツが降服した場合- 81.51B）。 
50.33 中小国への宣戦布告: 
A. ドイツ: ドイツは1939年秋に中小国に宣戦布告できません。 
B. イタリア: イタリアが宣戦布告できる中小国は、ギリシア、ユー

ゴスラビア、アラビア、ペルシアおよび独立したフランスの植民地

のみです（58.532）。 
C. ロシア: ロシアがドイツと開戦するまでロシアが宣戦布告でき

る中小国は、バルト三国、ブルガリア、フィンランド、ギリシア、

ハンガリー、ルーマニア、トルコおよびユーゴスラビアです。バル

ト三国はナチ=ソビエト協定ラインのロシア側にあるので、ロシア

は、ドイツがバルト三国に宣戦布告しない限り、いつでもバルト三

国に宣戦布告できます。これ以外では、その時点の RGT レベルに

より認められる場合にのみ、ロシアによる中小国への宣戦布告が認

められます。キャンペーンゲームシナリオの開始時には RGT レベ

ルは0です。 
D. 米国: 米国がドイツと開戦するまで、米国は中小国に宣戦布告で

きません。 
E. 英国: 英国は太平洋戦域の中小国に宣戦布告できません。 
F. 中国: 中国は中小国に宣戦布告できません。 
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G. 日本: 日本は中小国に宣戦布告できません。日本と中国共産党は、

宣戦布告なしで1939年秋に戦争中です。 
日本の提携中小国であるタイ以外の太平洋戦域の中小国は、すべて
連合国の主要国の植民地または提携国のいずれかです。したがって
日本は、中小国を支配している主要国への宣戦布告なしで中小国を
攻撃できません。フランス領インドシナは、日本により攻撃せずに
占領されますが、これは特別のケースです。 
 

50.4 必要条件: 
50.41 主要国への宣戦布告: 別の主要国に宣戦布告する主要国は、

宣戦布告のターンにおいて、その主要国によって支配された領域へ

部隊を移動するか、その主要国の部隊あるいは、その主要国の中小

同盟国または提携中小国の部隊に対して攻勢または消耗の攻撃を実

施しなくてはなりません（例外: 米国がドイツまたは日本に宣戦布

告する場合およびその逆の場合には、この要求は無視されます）。 
50.42 中小国への宣戦布告: 中小国に宣戦布告する主要国は、宣戦

布告のターンにおいて、その中小国内へ部隊を移動するか、または

その中小国の部隊に対して攻勢または消耗の攻撃を実施しなくては

なりません。 
50.43 必要条件の充足: 50.41と50.42の必要条件は多くの方法で満

たすことができます。目標国の陸上ヘクスサイド上における航空ユ

ニットの飛行は、たとえ攻撃が実施されず、また移動または戦闘フ

ェーズの終わりに部隊が目標に残らなくても十分です。同様に、失

敗した陸上攻撃、またはインターセプトされ撃退された海輸または

海上侵攻は十分です。宣戦布告した主要国に同盟または提携する中

小国に属するユニットは、この要求を満たすために使用できますが、

同盟党派のパートナーのユニットは要求を充足しません。 
50.44 必要条件を満たさないときのペナルティー: 主要国が 50.41
または50.42の必要条件を満たさなければ、その宣戦布告が戦闘フ

ェーズの終わりに無効にされ、宣戦布告に費やされた BRP が失わ

れます。 
50.441 取り消しの影響: 主要国の宣戦布告が無効にされた場合、目

標とされた国は前の状況に戻ります。目標が中小国ならば、そのユ

ニットはマップから取り除かれます。ドイツの同盟国としてのイタ

リアの参戦が無効にされた場合、枢軸国の再配備フェーズの終了ま

でにイタリアを去らないイタリア内のドイツのユニットは除去され

ます。 
50.442 不利な政治的影響は残ります: 無効にされた宣戦布告は、緊

張レベルにおよび場合によっては外交さい振りに影響します。 
 

50.5 効果: 
50.51 中立侵犯の禁止: 主要国は、中立国の部隊を攻撃できず、陸

上ユニットの移動または航空ユニットの飛行により中立国の領域を

侵犯できず、中立国ヘクス内の敵部隊を攻撃できません。これらの

制限は、潜在的な敵主要国によって支配された植民地および中小国

にまで及びます。航空および海軍ユニットは、一部海面で一部中立

国の陸上のヘクスに進入でき、一部海面で一部中立国の陸上のへク

スサイドを通過できます（18.22, 21.21）。 
50.52 政治的な効果: 
50.521 どの国が参戦するか: 宣戦布告は、実施した主要国およびそ

のすべての中小同盟国、提携中小国および植民地を、宣戦布告され

た主要国およびそのすべての中小同盟国、提携中小国および植民地

との戦争状態にします。 
50.522 同盟: 宣戦布告が、以前に中立であった主要国によって、ま

たはそのような主要国に対してなされる場合、その主要国に対して、

宣戦布告を実施したか、または実施された主要国と交戦している、

すべての主要国および中小国との同盟をもたらします。他にどれだ

け多くの国家が関与していたとしても、1 回の宣戦布告分以外の

BRPコストは課されません。宣戦布告の対象となった主要国は、宣

戦布告した主要国に対する宣戦布告のための BRP を消費する必要

はありません。 
50.523 多人数ゲーム: 1つの主要国による中小国への宣戦布告は、

同盟している主要国がその中小国を攻撃することを可能にします。

多人数ゲームにおいて、同盟パートナーが異なるプレイヤーによっ

てプレイされる場合、2 番目の主要国は、宣戦布告した主要国が許

可した場合にのみ、その中小国を攻撃できます。この許可は、宣戦

布告の 初のターンまたは、その後のターンのいずれでも与えるこ

とができますが、一旦与えられれば、取り消すことはできません。

2 つの同盟した主要国が中小国に進入する方法に同意することがで

きなければ、上級の連合パートナーが決定します。 
例: 1939年秋に中立のイタリアがユーゴスラビアに宣戦布告しますが、それ

を征服できませんでした。1939年冬に、イタリアがフランスに宣戦布告しま

す。ドイツは既にフランスと戦争中なので、ドイツはイタリアと同盟し、し

たがってユーゴスラビアとも開戦し、ユーゴスラビアに対する別の宣戦布告

なしでユーゴスラビアに対する活動を実施できます。多人数ゲームでは、ユ

ーゴスラビアに対するドイツの活動はイタリアの許可を受けた場合にのみ認

められます。 
50.524 中立の同盟パートナー: イタリアが西側連合国と開戦する

まで、ドイツとイタリアは同じ中小国を攻撃できません。同様に、

ロシアがドイツと開戦するまで、ロシアと西側連合国は同じ中小国

を攻撃できません。 
50.525 英国によるビシー植民地攻撃には宣戦布告は必要ありませ

ん: 英国はビシーフランスに宣戦布告せずに、ビシー植民地を攻撃

できますが、これは英国に不利なビシーフランスの外交修正を引き

起こし、したがって次の外交フェーズ中にビシーフランスに反応さ

い振りを実施する選択を枢軸国に与えます（49.633）。西側連合国

が日本と開戦する前に、英国はフランス領インドシナを攻撃できま

せん。 
50.526 ロシアによるビシー植民地に対する攻撃: ロシアは、ドイツ

と戦争中の場合にのみビシー植民地を攻撃できます。ロシアは、ビ

シーが既に枢軸国中小同盟国または提携中小国だったかまたは非活

性化されていないのであれば、そうする前にビシーフランスに宣戦

布告しなくてはなりません。 
50.53 USATへの効果: 
A. USAT表で述べられるように、枢軸国の宣戦布告はUSATを増

加させます。 
B. USAT 表で述べられるように、西側連合国の宣戦布告は USAT
を減少させます。 
C. ベルギーおよびルクセンブルク、またはデンマークおよびノルウ

ェーが単一の宣戦布告を受けた場合、USATへの効果は+1（枢軸国

の宣戦布告）または-２（西側連合国の宣戦布告）です。ベルギーお

よびルクセンブルク、またはデンマークおよびノルウェーへの宣戦

布告が別々に実施された場合、USATは両方の宣戦布告によって影

響されます。 
50.54 ドイツによる米国への宣戦布告: ドイツが米国に宣戦布告し

た時点のUSATレベルが低いほど、より大きな利点が大西洋の潜水

艦戦でドイツに与えられます（25.66）。 
50.55 日本による英国への宣戦布告: 
50.551 オーストラリア、インドおよびオランダ領東インド: 日本に

よる英国への宣戦布告は、日本を英国、オーストラリア、インドお

よびオランダ領東インドとの戦争状態とし、日本の宣戦布告に続く

初の英国プレイヤーターン開始時に、オランダ領東インドを英国

と提携させます。 
50.552 米国の反応: 日本による英国への宣戦布告は、日本と米国の

戦争を自動的に引き起こしませんが、次の効果があります。 
A. 日本が英国に宣戦布告する瞬間に、USJTレベルは直ちに20ま

で、または4だけのうち、いずれかより大きな結果をもたらすだけ、

上昇します。日本が英国に宣戦布告するターンの残りについては、
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他のUSJT修正は通常どおり適用されます。後の各ターンでは、す

べてのUSJT修正が無視され、USJTレベルは各ゲームターンの

初に自動的に6だけ増加します。 
B. 極東にある米国の部隊は、警戒体制に置かれ、米国は極東の配備

限度を無視でき、米国が支配するエリア内で望ように部隊を展開さ

せることができます。米国および日本の両国は造船を加速できます

（27.7272B）。これらの結果は、米国の動員限度には影響せず、米

国の動員限度はUSJTの増加に基づきます。 
C. オーストラリアおよび太平洋戦線上のニューギニアおよび日本

によって攻撃された英国の島グループを除く、すべての英国に支配

される領域は、日本の英国に対する攻撃の直後の西側連合国プレイ

ヤーターンの 初に米国の支配下となり、日本と米国が開戦するま

で日本によって攻撃されません。 
50.56 米国による日本への宣戦布告: 米国による日本への宣戦布告

は、英国、オーストラリア、インドおよびオランダ領東インドを自

動的に日本との戦争状態に置きます。 
 

50.6 ヨーロッパの初期状況: 
50.61 ドイツは英国、フランスおよびポーランドと戦争中です: キ
ャンペーンゲームおよび 1939 年シナリオは、ドイツが既に英国、

フランスおよびポーランドと開戦している状態で始まります。宣戦

布告はこの状況に到着するために要求されず、BRP は消費されず、

USATへの影響は発生せず、これらの宣戦布告は無効にされません。 
 

50.7 太平洋の初期状況: 
50.71 日本は中国と戦争中です: グローバルウォーおよび太平洋キ

ャンペーンゲームシナリオは、日本が中国国民党および中国共産党

と戦争中であり、西側連合国およびロシアとは開戦していない状況

で始まります。日本は英国に宣戦布告せずに、英国の極東領土、フ

ランス領太平洋諸島またはオランダ領東インドを攻撃できません。 
 

51. 真珠湾および連合国の不備 
51.1 真珠湾 
51.2 米国海軍 
51.3 真珠湾への 初の空襲 
51.4 真珠湾への2回目の空襲 
51.5 3回目の空襲の禁止 
51.6 真珠湾後の米国海軍の置き換え 
51.7 連合国の不備 
 

51.1 真珠湾: 
51.11 歴史的意味: 1941 年12 月7 日の日本の真珠湾攻撃は、世界

の政局を変えた重要な事件でした。それが太平洋の戦略状況に実際

に影響を及ぼしたかどうかに関しては、特に攻撃時に米国空母が真

珠湾に存在しなかったので、いまだに討論がされています。 
51.12 日本の打撃部隊: 日本が米国に宣戦布告するターンの 初の

哨戒任務として、日本は、任意の数のCVおよびCVB、少なくとも

2 つの高速 3 戦力戦艦、1 つの巡洋艦および 3 つの駆逐艦より構成

される海軍部隊で、哨戒に関する通常の範囲制限に関わらず、真珠

湾を航空攻撃することができます（21.3612, 21.3613A）。CVLは真

珠湾に対する 初の攻撃に使用できません。その規模（通常の限度

はTFにつき25海軍戦力です- 20.162A）および構成（通常TFは

各正規空母戦力につき少なくとも1つの艦隊戦力を含んでいる必要

があります- 21.313）に関わらず 1 つのTF として日本の打撃部隊

は活動し、表に戻す際に1つのTFとして計算されます。 
51.13 即時侵攻の禁止: 開戦の 初のターンでの日本の真珠湾への

海上侵攻は禁止されます（21.3613C）。 
 

51.2 米国海軍: 

51.21 初期の配備戦域: 1939年秋において利用可能なすべての米国

海軍ユニットは、米国太平洋岸または米国大西洋岸ボックス内でゲ

ームを始めます。 
A. 太平洋艦隊: 太平洋艦隊は、Enterprise(CV), Saratoga(CV), 
Lexington(CV), Arizona(3), California(3), Maryland(3), 
Nevada(3), Oklahoma(3), Pennsylvania(3), Tennessee(3), West 
Virginia(3), CA14, DD12からなります。 
B. 大西洋艦隊: 大西洋艦隊は、Yorktown(CV), Colorado(3), 
Idaho(3), Mississippi(3), New Mexico(3), New York(3), Texas(3), 
CA14, DD12からなります。 
51.22 戦前の配備に対する制限: 
51.221 大西洋艦隊の制限: 海軍ユニットは、大西洋艦隊から太平洋

艦隊に転送できますが、米国とドイツが開戦するまで、少なくとも

6つの3戦力戦艦および7つの巡洋艦（14戦力）および12の駆逐

艦戦力が大西洋に残らなくてはなりません。ASW に転換された駆

逐艦は、この合計に数えられます。 
51.222 太平洋艦隊の制限: 太平洋艦隊に配備された海軍ユニット

は、米国と日本が開戦するまで大西洋艦隊に転送できません。 
51.23 追加の海軍ユニット: ゲーム開始後に生産された米国の海軍

ユニットは、連合国の再配備フェーズの終わりに太平洋または大西

洋艦隊に割り当てられます。したがって一方の戦域で生産された海

軍ユニットは、2 つの米国艦隊のうち 1 つ割り当てられる前に別の

戦域へ再配備される選択肢を持っています。米国と日本の開戦前に

米国大西洋岸ボックスから米国太平洋岸ボックスに再配備される海

軍ユニットは、直ちに太平洋艦隊に割り当てられると考えられます。

太平洋艦隊が真珠湾に基地を置く場合、海軍ユニットは直ちにそこ

に置かれます。 
51.24 緊張の影響: 
51.241 太平洋および大西洋艦隊は、USAT またはUSJT の緊張結

果によって離れることを認められるまで、それぞれの米国ボックス

に残らなくてはなりません。 
51.242 USJTレベルが8以上である場合、米国は太平洋艦隊を真珠

湾にNRしなければなりません。一旦これが実施されれば、太平洋

艦隊は、日本との開戦またはUSJT レベルが45 に達するまで真珠

湾に残らなくてはなりません。太平洋艦隊に割り当てられたすべて

の海軍ユニットは、真珠湾を基地としていると考えられます。 
51.243 USJTレベルが40以上である場合、米国は各ターンに太平

洋艦隊の3つの駆逐艦をASWまたは輸送船に転換できます。 
51.244 USATレベルが34以上である場合、米国は各ターンに大西

洋の3つの駆逐艦をASWまたは輸送船に転換できます。 
51.245 開戦前に作成された米国のASWは、米国が両方の戦域で戦

争中となるまで、それらが作成された戦域で活動し、再建される必

要があります。 
51.25 空母 TF の編成: 太平洋艦隊に割り当てられた個々の米国の

正規空母は、1つの運用中の正規空母および10戦力TFを作成する

ために必要な艦隊戦力からなるTFを構成しなくてはなりません。6
から8つの艦隊戦力が、正規空母がCVL、CVまたはCVBかどう

かに依存して要求されます。これらの空母TFは、10を超える海軍

戦力を含むことができず、各 1々 つの正規空母を含まなくてはなら

ず、小型艦に加えて1つを超える4戦力戦艦を含むことができませ

ん。3 戦力戦艦は、これらの米国の正規空母 TF に割り当てること

ができません。TFを作成するために必要なTFマーカー、4戦力戦

艦または小型艦がない場合、新しい正規空母は、大西洋艦隊に割り

当てなくてはなりません。 
 

51.3 真珠湾への 初の空襲: 
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真珠湾奇襲表- 51.31 
 USJTレベル + 引かれたMagic 
DR 0-29 30-31 32-33 34-35 36-37 38-39 40+ 
2 Pearl Pearl Pearl Pearl Pearl Pearl Atlantic 
3 Pearl Pearl Pearl Pearl Pearl Atlantic Pacific 
4 Pearl Pearl Pearl Pearl Atlantic Pacific Pacific 
5 Pearl Pearl Pearl Atlantic Pacific Pacific 6 
6 Pearl Pearl Atlantic Pacific Pacific 6 5 
7 Pearl Atlantic Pacific Pacific 6 5 4 
8 Atlantic Pacific Pacific 6 5 4 3 
9 Pacific Pacific 6 5 4 3 2 
10 Pacific 6 5 4 3 2 Auto 
11 6 5 4 3 2 Auto Auto 
12 5 4 3 2 Auto Auto Auto 

DRM   +6       +6       +6       +6       +5       +4        +3 
Pearl: 空母TFは真珠湾にいます 
Atlantic: 空母TFは米国大西洋岸ボックスにいます。 
Pacific: 空母TFは米国太平洋岸ボックスにいます。 
数字: 日本の哨戒ヘクスから空母TFの距離。 
Auto: 日本の哨戒に対する自動的インターセプト。 
説明: 適切なコラムを調べて、各米国の空母TF につき2 つのさいころを振っ

てください。使用されるコラムは、日本が米国に宣戦布告した時点のUSJTレ

ベルから、日本が攻撃したターンに日本がプレイした戦略Magicカードの数を

差し引き、そのターンに米国が秘密に適用した戦略カードの数を加えて決定さ

れます（48.71）。 
 結果は、日本の攻撃時における個々の米国空母TFの位置を示します。数字

の結果は、米国の空母TFが海上にあることを意味します（数が大きいほど、

日本の打撃部隊からの距離は離れています）。 
 日本の打撃部隊が真珠湾に対する2回目の空襲を始める場合、米国プレイヤ

ーはそれへのインターセプトを試みることができます。真珠湾または米国ボッ

クス内の米国の空母 TF はインターセプトを試みることができません。Auto
の結果を達成した米国の空母TFは自動的にインターセプトします。そうでな

ければ、各米国の空母TFにつき1つのさいころが振られます。インターセプ

ト試みは、さい振りの結果が、その米国空母TFに対する数字の結果以上であ

る場合に成功します。 
「DRM」は、攻撃の第 1 ラウンドに真珠湾に対して達成された奇襲レベルを

決定するために日本によって実施されるさい振りに適用される修正を示しま

す。すべての場合に、他の修正とは別に米国の防空さいレベルは1だけ減少さ

れ、海軍ユニットおよび奇襲された基地所属の航空ユニットに対する日本の航

空攻撃ダイス振りは+1DRMを受け取ります。地上で奇襲された米国の航空ユ

ニットは、海軍ユニットとして攻撃されます（1AAF および３NAS が 1 つの

海軍戦力と等価です）。陸軍および海軍航空ユニットは別々に攻撃されます。 
奇襲レベル 結果 

4 目標を攻撃する前に、防御側航空ユニットの3 分の2（端数切

上げ）のみが攻撃側海軍航空ユニットと交戦します。残りの防

御側航空ユニットは、地上で奇襲されます。 
5 目標を攻撃する前に、防御側航空ユニットの3 分の1（端数切

上げ）のみが攻撃側海軍航空ユニットと交戦します。残りの防

御側航空ユニットは、地上で奇襲されます。 
6 すべての防御側航空ユニットは地上で奇襲されます。 

7+ 敵は無秩序に防御します。防空さい振りは実施されません。有

名艦を破損させるすべての航空攻撃は、目標に対する致命的打

撃のさい振りを引き起こします（20.525D）。 
 
51.31 真珠湾奇襲表: 日本が米国を攻撃するときに、太平洋艦隊が

真珠湾を基地としていれば、真珠湾奇襲表が、太平洋艦隊に割り当

てられた米国空母の位置、および日本の真珠湾自体に対する奇襲さ

い振りに適用される修正を決定するために使用されます。 
51.311 使用するコラムの決定: 真珠湾奇襲表上で使用されるコラ

ムは、日本が米国に宣戦布告した瞬間のUSJTレベルから日本がプ

レイした戦略Magicカード1枚につき1差し引き、日本が攻撃した

ターンに米国が秘密裏に適用した戦略 Magic カード 1 枚につき 1
加えることで決定されます。真珠湾攻撃で使用される戦略Magicカ
ードは、他の目的のために使用できません。 
51.312 米国空母の位置: 日本が米国を攻撃するときに太平洋艦隊

が真珠湾に基地を置いていれば、日本の攻撃時における太平洋艦隊

中の各米国高速空母TF の位置は、各高速空母TF につき2 つのさ

いころを秘密裡に振ることにより決定されます。可能な結果は下に

述べられます。結果51.312B, C, DおよびEは、可能な2回目の空

襲を含む真珠湾に対する日本の攻撃が終わるまで、明らかにされま

せん。 
A. 真珠湾: 空母TFは真珠湾の港湾にあり、 初の日本の空襲で攻

撃されます。 
B. 大西洋: 空母TFは修理を受けるために米国大西洋岸ボックスに

あります。 
C. 太平洋: 空母TFは修理を受けるために米国太平洋岸ボックスに

あります。 
D. 数字: 数字の結果は、日本の打撃部隊の哨戒ヘクスから空母TF
が存在するヘクスへの距離を示します。これは、その空母 TF が 2
回目の空襲を発進させるために真珠湾の近くに留まる日本の打撃部

隊をインターセプトする可能性を決定します。 
E. 自動: 空母部隊は、日本の空襲哨戒ヘクスに隣接しており、日本

プレイヤーが真珠湾に対する2回目の空襲を発進させることに決定

すれば、インターセプトは自動的です。 
51.313 真珠湾攻撃の奇襲レベル: 米国の空母TFの位置が決定され

た後に、日本プレイヤーは1つのさいころを振り、真珠湾奇襲表上

の適用可能なコラムの 下部の修正を加えて、真珠湾奇襲表の奇襲

効果を参照することにより、 初の空襲の奇襲レベルを決定します。

防御側航空戦力およびレーダーを含む他の修正は、真珠湾奇襲さい

振りには適用されません。 
日本が攻撃するときのUSJTレベルがより低いほど、米国が準備不
足にあり、1 つ以上の米国空母が真珠湾で不意打ちされる可能性が
大きくなります。しかし米国プレイヤーの幸運なMagic引きまたは
米国空母 TF の位置を決定する場合における高いダイスの目は、低
いUSJTレベルの影響を相殺するかもしれません。日本は、造船の
増加または中国における機会を優先すべきか、あるいは米国空母を
沈める可能性を増加させるために 1941 年冬の前に米国を攻撃すべ
きかということは、戦略上の困難な問題です。 
51.32 初の日本の空襲: 米国プレイヤーが秘密裡に彼の空母の位

置を決定し、日本プレイヤーが真珠湾で達成された奇襲レベルを決

定した後に、日本プレイヤーは、真珠湾に対する空襲を発進させま

す。 
51.33 海軍のインターセプトの禁止: 1回の空襲が解決されるまで、

日本の打撃部隊に対する海軍のインターセプトは禁止されます。日

本の打撃部隊中の海軍航空ユニットはすべて、日本プレイヤーが戦

闘空中警戒または海上の米国海軍ユニットに対する空襲のために海

軍航空ユニットを保持する必要がないので、真珠湾に対する 初の

空襲で使用できます。 
51.34 初の真珠湾攻撃の解決: 真珠湾に対する 初の日本の空襲

は、日本プレイヤーが彼の攻撃側海軍航空ユニットを望むように真

珠湾内の米国の AAF、NAS、有名艦および小型艦に別々に割り付

けることで通常どおり解決されます。真珠湾の石油カウンターは、

真珠湾に対する 初の日本の空襲で攻撃されません。 
51.35 真珠湾にある米国航空ユニットの状況: 真珠湾に対する 1 回

目の日本の空襲中に、真珠湾にある空母上の海軍航空ユニットを含

む真珠湾の米国航空ユニットの状況は、真珠湾における日本の奇襲

効果によって決定されます。 
51.36 航空ユニットに対する奇襲の影響: 太平洋戦域における空母

による空襲の第1ラウンドで奇襲された防御側の米国航空ユニット

は航空優勢を受けませんが、その代りに西側連合国の航空国籍

DRM と等しい海軍国籍DRM を備えた海軍ユニットと同じ方法で

攻撃を受けます。海軍攻撃表での各結果は、場合に応じて 1 つの

AAFまたは3つのNASを除去します。 
 

51.4 真珠湾への2回目の空襲: 
51.41 2 回目の日本の空襲: 真珠湾に対する 1 回目の空襲が解決さ

れた後に、日本プレイヤーは彼の打撃部隊を撤退させるか、または
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彼の利用可能な海軍航空ユニットの一部または全部で真珠湾に対す

る 2 回目の空襲を発進させることができます。日本プレイヤーが 2
回目の空襲を発進させれば、奇襲さい振りは実施されず、 初の日

本の空襲で破損されずに生き残った真珠湾の米国航空ユニットは真

珠湾を防御することができます。2回目の日本による真珠湾空襲は、

真珠湾にある任意の米国航空ユニット、海軍ユニットまたは石油カ

ウンター（33.424）を目標とすることができます。 
51.42 海軍のインターセプトが可能です: 2 回目の日本の空襲が解

決された後に、数字が付けられた結果を達成した米国空母 TF は 1
つのさいころを振ることで日本の打撃部隊へのインターセプトを試

みることができます。個々の米国空母TF は、個別の海軍インター

セプトのダイス振りを実施します。「自動」の結果を達成した米国の

空母TF は、自動的にインターセプトできます。真珠湾または米国

ボックス内の米国海軍ユニットは、日本の打撃部隊をインターセプ

トできません。米国プレイヤーは、攻撃する日本のTF のインター

セプトを試みることを強制されません。 
51.43 海軍戦闘の解決: 1つ以上の米国の空母TFが日本の打撃部隊

をインターセプトする場合、海軍戦闘は以下のように解決されます。 
A. 1ラウンドの海軍戦闘が解決され、その後に日本の打撃部隊は撤

退しなければなりません。 
B. 真珠湾に対する 2 回目の空襲に使用された日本の海軍航空ユニ

ットは、インターセプトする米国の空母TF に対する攻勢または防

御オペレーションに利用できません。 
C. 個々の米国の空母TFは、個別の戦闘グループを形成しなくては

なりません。 
D. 日本および米国の探索さい振りは通常どおり解決されますが、

米国は達成されたさい振りの結果に加えて、自動的に 1 つの「1」
の探索さい振りを達成したとみなされます。したがって日本に発見

されない米国の空母TF は、奇襲さい振りを実施でき、または艦隊

戦闘に従事できます。 
日本の戦争における 初の困難な決定！真珠湾攻撃を計画した天才
である源田は、作戦の本質を理解し2回目の空襲を主張しましたが、
南雲提督は日本の打撃部隊を将来の作戦に完全に保持しておくため
に、日本の打撃部隊を撤退させるという慎重策の誤りに陥りました。
日本が真珠湾でいくつかの米国空母を不意打ちするか、または米国
プレイヤーが慎重に大西洋に空母を維持したならば、2 回目の空襲
にはほとんど勇気を要求しません。しかし、いくつかの米国の空母
TF が捕らえられない場合、日本プレイヤーの性格がすぐに明白に
なるでしょう。 
 

51.5 3回目の空襲の禁止: 
51.51 2 回の空襲のみが認められます: 日本は米国を攻撃する 初

のターンに真珠湾に対して2回を超える空襲を実施できません。真

珠湾に関するすべての航空および海軍戦闘が解決された後、真珠湾

打撃部隊を生き残った攻撃側の日本の海軍ユニットはすべて、日本

またはトラックのいずれかへ一緒に戻り、裏返されます。 
 

51.6 真珠湾後の米国海軍の置き換え: 
51.61 日本のターン中: 日本の打撃部隊が基地へ戻った後に、真珠

湾で不意打ちされなかったすべての残存する米国の空母TF は、米

国大西洋岸ボックス（「大西洋」の結果）、米国太平洋岸ボックス（「太

平洋」の結果）または真珠湾（数字または「自動」の結果）に置か

れます。破損されていない真珠湾の米国海軍ユニットおよび日本の

打撃部隊を海軍戦闘でインターセプトしなかった真珠湾の空母 TF
は、ミッドウェーおよびジョンストン島への日本の侵攻またはそれ

に続くこれらの島に対する日本のNRをインターセプトすることを

試みることができます。 
 

51.7 連合国の不備: 
51.71 日本の奇襲効果: 1941 年12 月の日本の猛襲は、日本の攻撃

が切迫しているという多くの徴候にもかかわらず、完全な戦略上お

よび戦術上の奇襲を達成しました。日本の意図および能力に対する

連合国の誤った判断は、日本の初期の成功における重要な要素でし

た。次の効果は、日本が宣戦布告する瞬間にUSJT レベルが40 以

上に達していない場合に、日本が英国に、あるいは英国および米国

の両方に宣戦布告するゲームターン中に太平洋戦域で適用されます。

米国が日本に宣戦布告すれば、または日本が宣戦布告するときに

USJT レベルが 40 以上であれば、日本は奇襲の利点を失い、これ

らのルールは適用されません。Magicは、日本の奇襲効果に対する

USJTレベルを決定する際に考慮されませんが、戦略Magicカード

は、真珠湾に対する日本の攻撃に影響します（51.311）。 
真珠湾および奇襲効果のためのUSJTレベルは、ゲームターン 初
のUSJT増加が考慮された後、日本の宣戦布告の時に決定されます。 
51.72 日本のプレイヤーターン中の奇襲効果: 
A. 陸上ユニット: すべての西側連合国の歩兵および補充部隊は

-1DM を受けます。これは海兵隊、コマンド、空挺部隊、チンディ

ット、中国国民党および中国共産党のユニットには適用されません。 
B. 航空ユニット: 西側連合国およびオランダの航空ユニットは通

常どおり表に戻され、防御します（例外: 真珠湾で奇襲された米国

航空ユニット- 51.36）。 
C. 海軍ユニット: 英国、オーストラリアおよびオランダの海軍ユニ

ットは通常通り日本の海軍活動をインターセプトできます。米国の

潜水艦は裏返されます。真珠湾攻撃を生き残る米国海軍ユニットに

ついては51.61を参照してください。 
D. 海輸: 海輸される日本の陸上ユニットは、下船のための基本的な

移動コストを必要としませんが、山岳、ジャングル/山岳または湿地

を含んでいるヘクスで下船するために移動力を使用しなければなり

ません。 
E. 侵攻: 無防備の海岸および 1 ヘクス島嶼に侵攻する日本のユニ

ットは、海輸されたかのように移動でき、オーバーランを実施でき、

内陸を攻撃できます。下船のための移動コストは、そのような侵攻

には必要となりません（51.72D）。 
F. 空輸: 空輸される日本の陸上ユニットは、降りるための基本的な

移動コストを必要としませんが、山岳、ジャングル/山岳または湿地

を含んでいるヘクス内で降りるために移動力を使用しなければなり

ません。 
G. 諜報の失敗: 米国の戦略 Magic カードは真珠湾（51.311）のみ

で使用でき、他の目的のために使用できません。 
H. モンスーン: 日本の部隊はモンスーンによって影響されません。 
51.73 連合国プレイヤーターン中の奇襲効果: 次の制限は、ロシア

および中国には適用されませんが、貸与された中国のユニットには

適用されます。 
A. 攻勢および消耗の禁止: 西側連合国は、太平洋戦域のすべての戦

線で攻勢オペレーションまたは消耗を実施できません。 
B. 移動: 陸上、航空および海軍部隊の移動は、米国大西洋岸ボック

スから米国太平洋岸ボックスへの海軍ユニットの基地変更を含めて

禁止されます。 
C. ユニット生産: 英国、オーストラリア、インド、フィリピンユニ

ットならびに西側連合国の港湾および陣地の生産は、太平洋戦域で

禁止されます。 
D. 再配備: 英国、オーストラリア、インドおよびオランダのマップ

上の再配備は、太平洋戦域で禁止されます。英国、オーストラリア

およびインドのユニットは、マップボックスの間で NR できます。

米国の再配備は以下のように制限されます。 
・米国の陸上および航空ユニットは米国太平洋岸ボックスから真珠

湾、ダッチハーバー、タヒチおよびオーストラリアボックスへの

NR できます。また、太平洋領域または米国大西洋岸ボックスから
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米国大西洋岸ボックスにNRできます。 
・5 戦力までの航空ユニットが、真珠湾の駆逐艦を海上護衛のため

に使用して、タウンズビルを含む太平洋戦線上の任意の適格な目的

地へNRできます。これらの航空戦力は、連合国の再配備フェーズ

開始時に真珠湾に存在するか、または米国太平洋岸ボックスからの

真珠湾へNRされたものである必要があります。 
・米国の陸上および航空ユニットはSRまたはTRできません。 
・米国の海軍ユニットは自由にNRできます。 
・米国の潜水艦、ASW、輸送船および海軍ユニットは、太平洋SW
ボックスへ配備できます。 
 

52. 貸与ユニット 
52.1 貸与が認められる場合 
52.2 メカニックス 
52.3 効果 
52.4 貸与イタリア部隊 
52.5 貸与スペイン部隊およびビシーフランス部隊 
52.6 貸与中国国民党部隊 
52.7 貸与オーストラリア部隊 
 

52.1 貸与が認められる場合: 

52.11 制限: 52.4から52.7に述べられる場合にのみ、ユニットは貸

与できます。 
 

52.2 メカニックス: 

52.21 要求された時にユニットは貸与されます: ユニットは、プレ

イヤーターン中にそれが使用されるときに貸与されます。例えば、

連合国プレイヤーは、連合国の戦闘フェーズ中に攻撃を決定すると

きにどの中国のユニットを米国へ貸与するのかを決定できます。貸

与された戦力の数がプレイヤーターンに認められる限度に達した後

には、貸し主がプレイヤーターン終了前に貸与したユニットの支配

を返還されたとしても、そのターンには追加の戦力は貸与できませ

ん。 
52.22 貸し主への支配の返還: 貸与ユニットは、それらが貸与され

るプレイヤーターン中にいつでも貸し主の支配に返還できます。 
52.23 各プレイヤーターン開始時の貸与返還: すべての貸与された

ユニットは、そのプレイヤーターンの開始時に貸し主の支配に返還

されます。 
52.24 征服の影響: オーストラリア、スペインまたはビシーフラン

スが征服される場合、貸与されたオーストラリア、スペインおよび

ビシーフランスのユニットは貸与されていないユニットと同じ方法

でプレイから取り除かれます。 
52.25 状況の変化: 配属、抵抗レベルまたは外交結果が、もはや貸

与が許可されないように変化する場合、変更による影響を受けたす

べての貸与ユニットは、それらの次のプレイヤーターンに可能な領

域へ移動または再配備されなくてはならず、それができなければ除

去されます。これらのユニットは、この間に攻勢オペレーションま

たは消耗を実施できません。 
 

52.3 効果: 
52.31 支配: 受取国は貸与されたユニットを、自国のユニットであ

るかのように、それらが参加する攻勢オペレーションの代価を支払

います。 
52.32 攻勢への参加: 貸与ユニットは、参加するユニットの通常の

BRPコスト（9.63）を払う必要なしに、それらが貸与された同盟党

派パートナーの全面攻勢に参加できます。 

52.33 ヘクス支配: 貸与されたユニットにより獲得されたヘクスは、

受取国によって支配されます。 
52.34 貸与ユニットの再生産: 除去された貸与ユニットは、貸し主

の戦力プールに戻され、貸した国は、それらの再生産の BRP コス

トを払わなければなりません。 
 

52.4 貸与イタリア部隊: 
52.41 イタリアユニットの貸与禁止: イタリアのユニットはドイツ

へ貸与できません。 
 

52.5 貸与スペイン部隊およびビシーフランス部隊: 
52.51 外交結果の要求: スペインまたはビシーフランスに対する

「5-6」以上の外交結果では、以下のように中立のスペインまたはビ

シーフランスが、ロシアに対する東部戦線で使用するためにドイツ

へ陸上ユニットを貸与することが可能となります。 
A. 「5-6」の結果: 1つの2-3歩兵ユニット。 
B. 「7」の結果: 2つの2-3歩兵ユニット。 
C. 「8」の結果: 3つの2-3歩兵ユニット。 
52.52 貸与ユニットは不利なDMを受けません: スペインおよびビ

シーフランスの貸与ユニットは、本国外で戦う通常の中小国歩兵ユ

ニットに対する-1DMを受けません。 
52.53 除去の影響: 除去された貸与スペインおよびビシーフランス

ユニットは、BRP コストなしで 1 ターンあたり 1 ユニットの割合

で再建されますが、スペインまたはビシーフランスユニットが再び

東部戦線へ送られる前に、スペインまたはフランスに対する別の外

交結果が要求されます。 
52.54 外交結果の変化: 後の外交結果により東部戦線で使用できる

貸与スペインまたはビシーフランスユニットの数が減少される場合、

52.25の条件が適用されます。 
 

52.6 貸与中国国民党部隊: 

52.61 中国国民党の抵抗レベルがゼロ未満では不可能です: その時

点の中国国民党の抵抗レベルが「0」以上である場合、5戦力までの

中国国民党の陸上または航空部隊が、米国に貸与できます。中国国

民党のユニットは、米国が日本と開戦した後にのみ貸与できます。 
52.62 中国外での活動: 中国国民党ユニットは、それが貸与された

場合または中国の抵抗レベルが「+2」以上である場合にのみ、中国

の外に移動、消耗に参加または攻勢オペレーションを実施できます。

そうでなければ中国国民党ユニットは、中国内でのみ日本のユニッ

トを攻撃でき、中国外の中国国民党ユニットは、移動または攻撃せ

ずに、そのヘクスに残らなくてはなりません。 
52.63 国内での貸与の禁止: 貸与された中国国民党ユニットは、中

国内の敵ユニットに対して攻勢の攻撃を実施できません。 
 

52.7 貸与オーストラリア部隊: 
52.71 すべてのオーストラリアユニットは貸与可能です: オースト

ラリアおよび米国が日本と戦争中ならば、オーストラリアユニット

は米国へ貸与できます。貸与可能なオーストラリアユニットの数ま

たは種類に制限はありません。 
 

53. 主要国の協力制限 
53.1 概観 
53.2 英仏間の協力制限 
53.3 ドイツとイタリアの協力制限 
53.4 ロシアと連合国の協力制限 
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53.5 中国国民党と中国共産党の協力制限 
 

53.1 概観: 

53.11 2つのタイプの協力制限: 協力制限は次の間に適用されます。 
A. 同盟党派パートナー: 英国とフランス、ドイツとイタリア。 
B. 党派: 国民党と中国共産党を含む西側連合国とロシア。 
 

53.2 英仏間の協力制限: 

53.21 協力制限は一時的です: 戦争の初期における英国とフランス

の間の摩擦は、以下に述べられるように2国間の協力を制限します。

成功した英仏間の協力の研究結果は、英仏間の協力制限の一部また

は全部を解除できます。研究によるその時点の英仏間の協力レベル

にかかわらず、すべての英仏間の協力制限は、次の3つのうち も

早い時期に撤廃されます。 
A. 次のいずれか 1 つに続く 2 番目の連合国プレイヤーターンの開

始時。 
・イタリアによる英国またはフランスへの宣戦布告。 
・西部戦線上での 初の枢軸国の全面攻勢。または、 
・西部戦線上の中小国に対する 初のドイツの宣戦布告。 
B. 1941年春の連合国プレイヤーターンの開始時。 
C. フランス降服後の連合国のプレイヤーターンの開始時。 
53.22 英仏間の協力制限: 英仏間の協力制限が有効である間、特定

の英仏間協力の研究結果によって否定されなかったならば、次のル

ールが適用されます。 
53.23 禁止されたヘクス: 英国ユニットは次のヘクスを占めること

ができません。 
A. パリ。 
B. マルセイユ。 
C. ビシー市。 
D. すべてのマジノ線ヘクス。一旦マジノ線ヘクスが枢軸国部隊に

よって占められたならば、フランスが降服しておらず、英仏間の協

力制限が有効でも、英国部隊はそれに進入できます。 
53.231 禁止されたヘクスの通過は可能です: 移動、海輸、航空任務、

展開または再配備の間に禁止されたヘクスを通過することは認めら

れますが、英国ユニットは、禁止されたヘクス内で移動、戦闘また

は再配備フェーズを終了することができず、消耗戦闘の後にそのよ

うなヘクスへ退却することを強いられれば除去されます。 
53.24 フランスのユニットは英国のエリアに進入できません: フラ

ンスの陸上、航空および海軍ユニットは、ジブラルタルを含む英国

の植民地または所有地に進入できません（例外: フランスのユニッ

トは、枢軸国によって征服された英国植民地に対する連合国の再征

服に参加できます。フランス海軍ユニットは、そうすることを強い

られれば一時的に英国が支配する港湾を基地とすることができます

- 53.243。フランス海軍ユニットは常に英国に支配されたジブラル

タルを通過して NR できます）。フランスのユニットは英仏間の協

力制限（75.31）にかかわらず、英国本国に進入できません。 
53.241 フランスの航空活動は認められます: 53.24の制限は、もし

航空ユニットが記述されている場所に基地を置くのでなければ、フ

ランスの航空ユニットが英国、英国の植民地または所有地を越えて

またはこれらの中への任務を実施することを妨げません。フランス

の航空ユニットはそのような場所を通って再配備できます。 
53.242 フランス海軍ユニット: フランス海軍ユニットは、フランス、

フランス植民地またはフランスに捕獲された、フランスが支配する

港湾のみを基地とすることができます。 
53.243 置き換えられたフランス海軍ユニット: 活動範囲内に利用

可能なフランス基地を持たない置き換えられるフランス海軍ユニッ

トは、一時的に、活動範囲内にある英国外の も近いカラの英国に

支配される港湾へ移動できます。フランス海軍ユニットがフランス

に支配される港湾へ帰還するプレイヤーターンの終了時または適用

可能な英仏間の協力制限が解除されるまで、このようなフランス海

軍ユニットは裏返され、英国ユニットは、それらが占めている港湾

に進入できません。 
53.25 スタッキング: いかなる場合でも英国とフランスのユニット

はスタックできません。 
53.251 禁止された活動: 53.25の制限は以下を禁止します。 
A. 展開: 英国の装甲部隊はフランスの突破口から展開できません。

英国とフランスのユニットが共同で攻撃し、英国ユニットが敵ヘク

スへ進んだ場合、英国の装甲部隊がフランスのユニットにのみ隣接

していたとしても、また元の攻撃に参加した唯一の装甲ユニットが

フランス部隊であったとしても、英国の装甲部隊は展開できます。 
B. オーバーラン: 英国とフランスのユニットはオーバーランを実

行するために結合できません。 
C. 航空基地: 英国の航空ユニットはフランスの空軍基地カウンタ

ー上を基地とすることができません。英国の陸上ユニットおよび海

軍ユニットはフランスの空軍基地カウンターとスタックできません。 
D. 防御航空支援: 英国の航空ユニットは、フランスユニットに防御

航空支援を提供できません。 
E. 対地支援および航空インターセプト: 英国とフランスの航空ユ

ニットは1ヘクス上の敵ユニットに対する攻撃の対地支援を提供す

るために結合できず、またフランスは英国の空挺降下が実施される

ヘクスに対地支援を提供できません。同様に、英国の航空ユニット

は、フランスの航空ユニットが対地支援を提供したヘクスに対する

枢軸国の防御航空支援を共同でインターセプトできず、また英国と

フランスの航空ユニットはドイツの航空補給、空輸または空挺降下

を共同でインターセプトできず、また西側連合国の空輸活動に対す

る枢軸国のインターセプトを共同でカウンターインターセプトでき

ません。 
F. 上空援護および海軍ユニットへの航空攻撃: 英国航空ユニット

はフランス海軍ユニットに上空援護を提供できません。英国航空ユ

ニットおよびフランス海軍ユニットは、同じヘクスで枢軸国の海軍

活動をインターセプトできません。英国とフランスの航空ユニット

は、同じヘクスで枢軸国の海軍ユニットを攻撃できません。 
G. 軍隊の運搬: 英国の駆逐艦は、フランスユニットを運搬または海

上護衛できません。英国海軍ユニットはフランスの侵攻に対して対

地艦砲射撃を提供できません。英国ユニットはフランスの橋頭堡上

にスタックできません。英国の輸送機ユニットは、フランスユニッ

トを空輸できません。 
H. 海軍のインターセプト: 英国とフランスの海軍ユニットは、同じ

敵の海軍活動に対するインターセプトを試みることができません。 
I. 海軍のカウンターインターセプト: 英国海軍ユニットは、フラン

ス海軍ユニットがインターセプトされたヘクスで枢軸国海軍ユニッ

トをカウンターインターセプトできません。 
53.252 認められる活動: 以下の活動は英仏間の協力制限が適用さ

れている間にもみとめられます。 
A. 陸上攻撃: 英国とフランスの陸上ユニットは、スタックしていな

い場合に、敵ユニットを共同で攻撃できます。 
B. 相手国の陸上ユニットに対する対地支援: 攻撃される敵ユニッ

トが53.23で禁止されたヘクスにいなければ、英国航空ユニットは

フランスの陸上攻撃に対地支援を提供できます。また英国航空ユニ

ットはフランスによるオーバーランまたは侵攻に対して対地支援を

提供できます。 
C. ２ヘクスに対する対地支援およびインターセプト: 英国および

フランスの航空ユニットは、英国航空ユニットが攻撃された一方の

ヘクスに、フランス航空ユニットが攻撃された別のへクスを飛ぶ場

合には、複数ヘクス内の敵ユニットに対する攻撃に共同で対地支援

を提供できます。同様に英国航空ユニットは、フランス航空ユニッ

トが攻撃された別のヘクスに対地支援を提供していたとしても、攻

撃された一方のヘクスで枢軸国の防御航空支援をインターセプトで
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きます。 
D. フランスの都市および港湾を英国が基地とすること: 英国の航

空および海軍ユニットは、フランスユニットまたは他のフランスの

カウンターがヘクスになければ、53.23 で禁止される以外のフラン

スの都市および港湾を基地とすることができます。 
E. 海上補給の保護: 英国海軍ユニットは、フランスユニットへの海

上補給を保護できます。 
F. 海軍のインターセプトの援助: 英国の航空戦力は、フランス海軍

ユニットのインターセプトさい振りを修正します。 
G. 空挺降下および空輸のインターセプト: 英国航空ユニットは、

53.23A-D で禁止されたヘクスまたはフランス航空ユニットが防御

航空支援を提供しているへクスで枢軸国の空挺降下および空輸任務

をインターセプトできません。英国とフランスの航空ユニットは、

枢軸国の空挺降下または空輸をインターセプトために結合できませ

ん。 
53.253 53.251および53.252に述べられた制限は、陸上ユニットの

移動、航空ユニットの飛行または海軍ユニットのオペレーションに

影響しません。ユニットは互いに自由に通過することができます。

しかしながら英仏間の協力制限が有効である間に、同じ海ヘクスを

通過する英国とフランスの海軍部隊は、海軍戦闘に別々に従事しま

す。 
53.26 英国によるフランスへの BRP 譲渡の禁止: 英仏間の協力制

限が有効である間、英国はフランスにBRPを譲渡できません。 
53.27 相互的な制限: 53.24から53.26の制限は、等しくフランスと

英国に対して適用されます。英国のユニットはフランスの植民地に

進入できず、フランス装甲部隊は英国の突破口から展開できません、

など。英国ユニットは、英仏間の協力制限にかかわらずコルシカを

含むフランスに常に進入できます。 
53.28 制限は自由フランスユニットには適用されません: 英国ユニ

ットと自由フランスユニット間では、スタッキングまたは協力に対

する制限はなく、また米国ユニットと全タイプのフランスユニット

の間にいかなる制限もありません。 
 

53.3 ドイツとイタリアの協力制限: 

53.31 イタリア参戦前の制限: ドイツとイタリアの両国が西側連合

国と開戦するまで、それらのユニットは互いの支配する領域に進入

できず、それらの艦隊は互いのユニットを乗船させることができま

せん。 
53.32 協力制限が解除される時点: 同盟が活性化した後には、ドイ

ツのユニットおよびイタリアのユニットはスタックでき、完全に協

力できます。 
 

53.4 ロシアと連合国の協力制限: 
53.41 スタックの禁止: ロシアおよび西側連合国は、互いの戦争目

的を信用しませんでした。53.25 に述べられるスタック制限はすべ

て、ゲーム全体にわたりロシアと西側連合国ユニットのスタッキン

グに等しく適用されます。さらに、次のロシアと連合国の協力制限

が適用されます。 
53.42 航空および海軍支援の禁止: ロシアは、すべての西側連合国

による陸上攻撃、航空または海軍の任務に航空または海軍の支援を

提供できず、その逆もできません。ロシアおよび西側連合国の艦隊

は、侵攻、海輸または海上護衛のために互いの陸上および航空ユニ

ットを運搬できません。ロシアおよび西側連合国の輸送機は、互い

の陸上ユニットを運搬できず、空中補給を提供できません。ロシア

の航空ユニットは、西側連合国のインターセプト、探索または奇襲

さい振りを修正できません。 
53.43 共同の陸上攻撃の禁止: ロシアと西側連合国の陸上ユニット

は、同じヘクスを攻撃するために結合できません。両者が同じヘク

スを攻撃することを希望すれば、より多くの戦闘力をもたらす側（必

ずしもよりよい戦闘比を得られる側になりません）が 初に攻撃し

ます（両側が同数の戦力で攻撃する意図であった場合にはさい振り

で決めます）。 初の攻撃が防御する枢軸国または日本のユニットを

除去しない場合、もう一方の側は2回目の攻撃を試みることができ

ます。 初の攻撃を生き残った枢軸国または日本の防御航空支援は、

2 回目の攻撃のためにその場所に残り、2 回目の攻撃に先だって撤

退または補充できません。 
53.44 協力制限は中小国に適用されます: 53.41, 53.42および53.43
の制限は、ロシアおよび西側連合国の中小同盟国、提携中小国およ

びパルチザンユニットに等しく適用されます。例えば、共産主義の

パルチザンは、西側連合国のパルチザンまたは他の西側連合国ユニ

ットとスタックできず、また、1 回の攻撃で同じ 1 ヘクスまたは複

数のヘクスを共同で攻撃できません。西側連合国のパルチザンも同

様の制限を受けます。 
53.45 補給: ロシアに支配される捕獲された中小国の首都を含むロ

シアの補給源および石油産出地は、西側連合国のユニットを補給で

きません（例外: 中国国民党のユニット- 30.226B）。 
53.46 基地、港湾およびレールヘッドの使用禁止: ロシアの海軍お

よび航空ユニットは、西側連合国によって支配された港湾および都

市を基地とすることができず、またロシアのユニットは再配備の間

に西側連合国の港湾、都市またはレールヘッドを使用できません。

ロシアの航空ユニットは西側連合国の航空基地カウンター上を基地

とすることができず、ロシアの陸上または海軍ユニットは西側連合

国の空軍基地カウンターとスタックできません。これらの制限は、

ロシアのユニットに補給する西側連合国の補給源、西側連合国のユ

ニットによるロシアの港湾、都市およびレールヘッドの使用および

活動範囲の要求を満たすための港湾の使用に等しく適用されます

（21.36C）。 
53.47 西側連合国のユニットはロシアに進入できません: 西側連合

国のユニットはロシアに進入できません（例外: ロシアが降服した

か、または前のゲームターンの終わりに枢軸国がロシアの降服提案

を拒絶した場合、西側連合国のユニットは、枢軸国支配下のロシア

のヘクスに進入できます。ロシアがヨーロッパ枢軸国との戦争に再

び参入するか、またはその後に降服を提案しなければ、西側連合国

はそれらが占領したすべてのロシアのヘクス支配を保持しますが、

それ以上にロシアのヘクスに進入できません。 
 

53.5 中国国民党および中国共産党の協力制限: 

53.51 中国抵抗レベルの影響: 戦争全体を通じての国民党および中

国共産党の間の摩擦は、前の中国プレイヤーターンからの中国抵抗

レベルが「+2」以上でない限り、以下に記述される協力制限をもた

らします。 
53.52 ロシアと連合国の協力制限が適用されます: 53.4 に述べられ

た協力制限は、国民党および中国共産党に適用されます。 
53.53 禁止されたヘクス: 53.4 に述べられている協力制限に加えて、

中国国民党のユニットは、中国共産党によって支配されたヘクスに

進入できず、中国共産党のユニットは、中国国民党によって支配さ

れたヘクスに進入できません。移動中にそのようなヘクスの通過は

禁止され、消耗戦闘によってそのようなヘクスへ退却することを強

いられたユニットは除去されます。中国抵抗レベルの低下により禁

止されたヘクス内に残ることとなった中国ユニットは、直ちに除去

されます。 
53.54 日本の支配するヘクスへの進入は可能です: 国民党および中

国共産党ユニットの両方は、日本の支配下にあるヘクスへ進入でき

ます。国民党または中国共産党が日本に支配されるヘクスの支配を

獲得すれば、他方の進入が禁止されます。 
53.55 ロシアの中小同盟国としての中国共産党: ロシアの中小同盟

国としての中国共産党の活性化は、それが中国抵抗レベルを「+2」
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以上に増加させない限り、国民党および中国共産党の協力制限に効

果がありません。 
53.56 ロシア部隊: 国民党および中国共産党の協力制限は、前のタ

ーンからの中国抵抗レベルが「+2」以上でない限り、中国国民党と

ロシアの関係に適用されます。米国と日本が開戦したか否かに関わ

らず、これらの制限は適用されます。 

主要国の降服 
54. 主要国の降服 
54.1 主要国の降服の決定 
54.2 DP計算 
54.3 主要国の降服の影響 
 

54.1 主要国の降服の決定: 

54.11 降服の条件: 各主要国の降服に結びつく条件および各国の降

服の結果は、ルール55から60で述べられています。中国国民党は

降服しませんが、それは実際に崩壊するかもしれません（61）。米

国は降服しませんが、一方または両方の戦域で講和を求めるかもし

れません（62）。太平洋シナリオでは、英国およびロシアは降服し

ません。 
54.12 タイミング: 各連合国プレイヤーターンの終わりに主要国の

抵抗レベルが計算され、降服が決定されます。したがって降服の危

険にある連合国の主要国は、状況の改善を試みるために自分のプレ

イヤーターンを持っていますが、枢軸主要国は持っていません。 
 

54.2 DP計算: 

54.21 DP計算の要求: DP計算は、ドイツ、イタリア、英国および

ロシアの抵抗レベルを決定し、また米国の選挙結果を決定するため

に要求されます。 
54.22 DP計算が必要となる時点: 降服目的のDP計算は、関係のあ

る主要国の降服が起こりえるプレイヤーターンの終わりにのみ実施

されます。通常は、いつそのような計算が必要となるかは明白です。

ドイツのDP計算は、ベルリン（55.11A）および場合によってはベ

ルヒテスガーデン（55.11B）が連合国によって支配されていないか、

核攻撃マーカー（55.12）を含んでいなければ、要求されません。 
54.23 DPは通常通り計算されます: 降服目的のDP計算は、主要国

の基本的な分配および100BRPにつき1DPの追加を含む付録II中
の修正をすべて使用して通常通り実施されます。 
54.24 使用されるBRPレベル: 降服目的に使用されるBRPレベル

は、YSS と同じ方法（35.51A-I）で計算されますが、BRP ベース

の成長は実際の YSS にのみ発生し、計算されません。その時点の

BRP合計はこの計算に直接の影響がありません。この計算を行う場

合、赤字支出および経済石油効果による前のYSSからのBRPベー

スの減少は考慮に入れられます。 
54.25 降服の目的のみ: 降服の目的で実施された DP 計算は、DP
の割付けをもたらしません。 
54.26 他の主要国の DP は無視されます: 特定の主要国の降服レベ

ルを決定する場合、同盟する主要国のDPレベルは無視されます。

したがってイタリアのDPレベルは、ドイツの抵抗レベルを決定す

る場合に無視され、逆も同様です。 
 

54.3 主要国の降服の影響: 
54.31 降服は征服と等価です: 主要国が降服する場合、それは征服

されたとみなされます。征服された主要国のユニット、ヘクス、植

民地、中小同盟国、提携中小国および征服地に対する影響は、各主

要国の降服に適用されるルールで述べられます。 
 

55. ドイツの降服 
55.1 ドイツの降服の決定 
55.2 ドイツの降服の影響 
55.3 ユニット 
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55.4 ヘクス 
55.5 中小国 
55.6 BRP 
 

55.1 ドイツの降服の決定: 
55.11 ドイツの降服条件: ドイツは、下記条件がすべて満たされる

連合国プレイヤーターンの終わりに降服します。 
A. ベルリンが連合国の支配下にあるか、または核攻撃マーカーを含

んでいること（ファイアストームマーカーでは不十分です）。かつ、 
B. ドイツが研究によりベルヒテスガーデンを国家要塞としたなら

ば（42.24E）、ベルヒテスガーデンが連合国の支配下にあるか、ま

たは核攻撃マーカーを含んでいること（ファイアストームマーカー

では不十分です）。かつ、 
C. ドイツの抵抗レベルが 0 以下であること。ドイツの抵抗レベル

は、その時点の連合国プレイヤーターンの終わりに以下の計算をさ

れたドイツの合計DPです。 
・-1 ファイアストームされたドイツの都市につき（26.773A）。 
・ドイツに対する 1 回目の核攻撃により-2。2 回目の核攻撃により

追加の-3。3 回目の核攻撃により追加の-4。これ以降も減少分が増

加します（43.321A）。 
・-2 ドイツ内の各核攻撃マーカーにつき（43.322A）。 
55.12 ドイツの崩壊: ドイツ内のすべてのヘクスが連合国の支配下

にあるか、核攻撃マーカーを含んでいる場合も、ドイツは降服しま

す。 
 

55.2 ドイツ降服の影響: 

55.21 講和: イタリアが既に降服したか、連合国と開戦しなかった

ならば、ドイツの降服はヨーロッパでの戦争を終結させます。 
55.22 イタリア: ドイツ降服後に、イタリアおよびその提携中小国

は戦い続けます。 
もちろんイタリアは、あまり長く独力で存続できないでしょうが、
ドイツが降服した後、イタリアが少数のターンでも生存できれば、
枢軸国の勝利レベルを改善してゲームの結果に影響するかもしれま
せん。実際上、 終的にはイタリアに降服を強いられなければなら
ないので、これは連合国に直接ドイツに対するのと同様に地中海の
圧力を強化する理由を与えます。 
55.23 グローバルウォー: ドイツがグローバルウォーのゲームで降

服すれば、日本は戦い続けます。 
55.24 政治的な効果: ドイツの降服は、太平洋における米国選挙結

果を修正し、太平洋における好意的でない選挙結果後のUSJTを増

加させます。 
55.25 他の効果: ドイツ降服の特定の影響は下に述べられます。 
 

55.3ユニット: 
55.31 ユニット: ドイツのユニットはすべてプレイから取り除かれ

ます。 
 

55.4 ヘクス: 
55.41 ヘクス: ドイツの支配するヘクスは、誰によっても支配され

ず、それを 初に占める主要国の支配を受けます。 
 

55.5 中小国: 
55.51 中小国: すべてのドイツの中小同盟国および提携中小国は降

服します。また、それらのユニットはプレイから取り除かれます。 
55.52 征服地: ドイツの征服地は誰によっても支配されず、それら

を 初に占める主要国の支配を受けます。 
 
55.6 BRP: 
55.61 BRP: ドイツは征服する主要国に対して BRP 価値を持って

いません。 
 

56. イタリアの降服 
56.1 イタリアの降服の決定 
56.2 イタリアの降服の影響 
56.3 ユニット 
56.4 ヘクス 
56.5 中小国 
56.6 BRP 
 

56.1 イタリアの降服の決定: 

56.11 イタリア降服条件: イタリアは、イタリアの DP 合計が０以

下であり、かつ下記の条件のうちいずれか1つが達成されている連

合国プレイヤーターンの終わりに降服します。 
A. ローマが連合国の支配下にあること。 または、 
B. スエズ運河以東のエジプトを含むアフリカに枢軸国ユニット（例

外: ワフド党のパルチザン）がいないこと。 
56.12 イタリアのDP 合計: イタリアのDP 合計は、連合国プレイ

ヤーターンの終わりに付録 IIに従い計算されます。さらに、次の修

正が適用されます。 
A. 西側連合国がイタリアに宣戦布告したならば、+2 修正が適用さ

れます。 
B. イタリアが1941年に西側連合国に宣戦布告したならば-1修正が

適用されます。イタリアが 1942 年に西側連合国に宣戦布告したな

らば-2修正が適用されます。など。 
56.13 ドイツの降服は影響がありません: ドイツの降服はイタリア

を降服させません。 
 

56.2 イタリアの降服の影響: 
56.21 講和: ドイツが既に降服していたならば、イタリアの降服は

ヨーロッパでの戦争を終結させます。 
56.22 効果: 以下に述べられるように、イタリアの降服が実行され

ます。 
 

56.3ユニット: 
56.31 イタリア降服レベル: イタリア降服レベルは、その時点の連

合国プレイヤーターンの終わりに計算されたイタリアのDP合計に、

枢軸国および連合国のイタリア内のDPおよび秘密工作による修正

を加えたものです。イタリア降服レベルは+/-2を超過しません。+2
より大きいイタリア降服レベルは+2 として扱われ、-2 未満のイタ

リア降服レベルは-2として扱われます。イタリア降服レベルは、イ

タリアのユニットの処理を決定するための重要な修正です。 
A. 航空ユニット: すべてのイタリアの航空ユニットは、プレイから

永久に取り除かれます。 
B. FOLGORE 空挺ユニット: イタリア降服レベルおよびDP 割付

けに関わらず、SS に志願した狂信的なファシストを表す 1-3 
Folgore 空挺ユニットが、未生産でドイツの戦力プールに加えられ

ます。これは、以前に量産によってイタリアの戦力プールに加えら

れていたか否かに影響されず、またイタリア降服時にマップ上に存

在したか否かに影響されず、さらにイタリア降服後の外交結果に影

響されません。Folgore 空挺ユニットはオーバースタックでき、マ

ップ上のいかなる場所にも使用できますが、空挺降下はできません。 
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C. 陸上ユニット: すべてのイタリア陸上ユニットはマップから取

り除かれます。その後イタリアの歩兵ユニットは、降服後イタリア

部隊表に記述されるようにドイツおよび米国の戦力プールへ未生産

で加えられます。 
D. イタリア海軍: すべての破損を受けたイタリア海軍ユニットお

よび海軍生産図表の2以上の列にあるすべてのイタリア海軍ユニッ

トはプレイから永久に取り除かれます。すべての残りのイタリア海

軍ユニットは、降服後イタリア部隊表で詳述されるようにドイツと

米国に分配されます。ドイツおよび米国に分配されるものよりも多

いイタリア海軍ユニットは、プレイから永久に取り除かれます。利

用可能な十分な巡洋艦または駆逐艦がない場合、不十分なタイプの

余りが失われます。任意の港湾からの艦船でも選択できますが、西

側連合国に加わる船は直ちに も接近している西側連合国の支配す

る港湾へ移転し、置き換えられる海軍ユニットと同じ方法でインタ

ーセプトを受けます。イタリアの海軍戦力は海軍戦闘に従事する場

合、イタリアの艦隊国籍DRMを使用し続け、破損されるか港湾で

沈められた場合には修理できますが、失われれば再生産されません。 
56.311 枢軸国部隊が優先します: 枢軸国プレイヤーは、連合国プレ

イヤーが選択する前に降服後のイタリア部隊の構成を選択します。

これは、イタリアの降服レベルが0である場合にのみ発生します。 
56.312 部隊表: 降服後イタリア部隊表では、歩兵および駆逐艦部隊

のレベルは戦力で記述され、有名艦および巡洋艦部隊のレベルはユ

ニット数で記述されています。 
 

降服後のイタリア部隊表- 56.32 
 ドイツ 米国 

ISL 歩兵 有名艦 CA    DD 歩兵 有名艦 CA   DD 
+2 9 1*     2      2 - -      -     - 
+1 6 1*     1      1 - -      -     - 
0 3  -       1      1 3 -      1     1 
-1 -  -       -       - 6 1*     1     2 
-2 -  -       -       - 9 1*     1     2 

* 選択するプレイヤーが選択する 1 つの有名艦。イタリア海軍生産表の

「2」または「進水」列にある未完成または破損された艦船も選択できま

す。 
説明: イタリア降服レベル（ISL）は降服後イタリア部隊のレベルを決定

します。 
 
56.33 イタリア陸上ユニットの生産: Folgore 空挺ユニットおよび

イタリアの陸上ユニットは、イタリア内の完全に補給されドイツま

たは米国に支配されたヘクスに生産でき、失われた場合には同じ方

法で再建できます。 
 

56.4 ヘクス: 

56.41 ヘクス: イタリア、シシリーおよびサルジニアのイタリアに

支配されるすべてのヘクスは、それらの中のすべての陣地およびレ

ールヘッドとともに直ちにドイツの支配に移ります。 
 

56.5 中小国: 

56.51 提携中小国: イタリアのすべての提携中小国は降服し、それ

らのユニットはプレイから取り除かれます。 
56.52 植民地および征服地: イタリアの植民地および征服地はだれ

の支配も受けず、それらを 初に占める主要国の支配を受けます。 
 
56.6 BRP: 
56.61 イタリアのBRP価値: イタリアが降服した後、ローマ、ジェ

ノアおよびミラノはそれぞれ20, 10および10 BRPの価値の重要経

済地帯で残ります。征服地としてのイタリアの BRP 価値は、イタ

リア降服時のイタリアの BRP ベースからイタリアの重要経済地帯

の 40BRP をマイナスしたものです。イタリアのキャンペーンゲー

ムおよび1939年シナリオ開始時のBRPベースは60BRPです。し

たがってイタリアの BRP ベースがプレイの間に変わらない場合、

イタリアは征服地として 20BRP の価値があります。この値は、既

にイタリアが征服された状態から始まるすべてのシナリオで使用さ

れます。ゲーム開始後にイタリアの BRP ベースが増加または減少

する場合、征服地としてのイタリアの価値は変化します。一旦イタ

リアが征服されれば、イタリアのBRPベースは変わりません。 
56.62 イタリアの BRP が獲得される時点: イタリアを征服した主

要国は、その次のプレイヤーターンの 初に征服地としてのイタリ

アの比例配分されたBRP価値を受け取ります（35.7）。その後の各

YSSに、その主要国はイタリア本土の少なくとも1つの都市を支配

していれば、征服地としてのイタリアのBRP価値を受け取ります。 
56.63 協同征服: 2つ以上の連合国の主要国が、ほとんどの場合はそ

うであるが、イタリアを征服することに協力すれば、上級の同盟パ

ートナーがイタリアのBRPを受け取ります（83.51）。 
 

57. 日本の降服 
57.1 日本の降服の決定 
57.2 日本の降服の影響 
57.3 ユニット 
57.4 ヘクス 
57.5 タイ 
57.6 征服地および植民地 
57.7 BRP 
57.8 ヨーロッパ戦域シナリオ 
57.9 太平洋戦域シナリオ 
 

57.1 日本の降服の決定: 
57.11 日本の降服条件: 日本は、日本の抵抗表によって決定された

日本の抵抗レベルが0以下である連合国プレイヤーターンの終わり

に降服します。 
 

日本の抵抗表- 57.11 
+20 基本的な日本の抵抗レベル 
+1 日本が支配する太平洋戦線の重要戦略目標の 2 つにつき（端数切

上げ: 1または2で+1、3または4で+2、5または6で+3、など）。 
+1 日本がシンガポール、マニラ、重慶、カルカッタ、ダッカ、コロ

ンボ、ケアンズ、ダーウィン、イルクーツクまたはウラジオスト

ックを支配する場合（各1）。 
+1 日本により支配される個々のハワイの島につき。 
+1 日本により支配される個々のアリューシャンの島につき。 
+2 オーストラリアまたはインドが降服したならば（各+2）。 
-3 連合国が東京を支配する場合。 
-2 連合国が鹿児島または大阪を支配する場合（各-2）。 
-1 連合国が支配する日本の非重要戦略目標ヘクスごとに。 
-1 連合国が北京、上海、南京、広東、ハルビン、奉天、ソウルまた

は沖縄を支配する場合（各-1）。 
-＃ 日本に対する個々の核攻撃につき（ 初の攻撃で-2、2回目の攻撃

で追加の-3、3回目の攻撃で追加の-4など）。 
-2 日本内の個々の核攻撃マーカーにつき。 
-1 ファイアストームされた個々の日本の都市につき（累積的）。 
-1 その時点で日本に適用されている個々の石油効果につき。 
-1 日本の未生産の陸上戦力および陸軍航空戦力の10ごとのために。 
説明: 各連合国プレイヤーターンの終わりにチェックします。ネットの結

果が0以下の場合に日本が降服し、太平洋戦争が終了します。 
 

57.2 日本の降服の影響: 
57.21 グローバルウォー: 日本がグローバルウォーのゲームで降服

する場合、ヨーロッパ枢軸国は戦い続けます。 
57.22 政治的な結果: 日本の降服は、ヨーロッパに対する米国選挙
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結果を修正し、ヨーロッパでの不利な選挙結果後のUSATを増加さ

せます。 
57.23 効果: 日本の降服は下に述べられるように実行されます。 
 

57.3 ユニット: 
57.31 ユニット: Wang およびインド国民軍ユニットを含むすべて

の日本のユニットはプレイから取り除かれます。 
 

57.4 ヘクス: 

57.41 ヘクス: 日本に支配されるヘクスは誰によっても支配されず、

それを 初に占める主要国の支配を受けます（例外: 日本支配下の

シベリアのヘクスはロシアの支配に戻ります- 57.61）。 
 

57.5 タイ: 

57.51 タイの降服: タイは降服し、そのユニットはプレイから取り

除かれます。 
 

57.6 征服地および植民地: 

57.61 征服地および植民地: 満州を含む日本の征服地および植民地

は、誰によっても支配されず、それらを 初に占める主要国の支配

を受けます（例外: 日本支配のシベリアのヘクスは、ロシアのユニ

ットがそのようなヘクスを占める必要がなくロシアの支配に戻りま

す）。 
 
57.7 BRP: 
57.71 BRP: 日本は征服した主要国に対して BRP 価値を持ってい

ません。 
 

57.8 ヨーロッパ戦域シナリオ: 

57.81 ヨーロッパ戦域シナリオ: ヨーロッパ戦域シナリオでは、日

本が 1946 年春に降服すると考えられます。日本の降服は、日本に

対して使用される各原子爆弾につき1ターンだけ以下のように加速

されます。1つの原子爆弾で冬1945冬、2つの原子爆弾で1945年

秋、3つの原子爆弾で1945年夏など。 
57.82 部隊: 日本降服後の 3 つの連合国プレイヤーターンにつき、

次のユニット（太平洋にある場合）がヨーロッパで使用するために

米国太平洋岸ボックスから米国大西洋岸ボックスに再配備できます。 
A. 10AAF（合計30AAFまで） 
B. 2つの1-3海兵隊ユニット（合計6つの1-2海兵ユニットまで） 
C. 3つの3-4歩兵ユニット（合計9つの3-4歩兵ユニットまで） 
D. 海軍航空コンポーネントを含む3つのCV、2つの4戦力戦艦お

よび3つの駆逐艦戦力（合計で海軍航空コンポーネントを含む9つ

のCV、6隻の4戦力戦艦および9つの駆逐艦戦力まで）。 
57.83 戦略爆撃機: 日本の降服に続く連合国プレイヤーターンの再

配備フェーズ中に、4つの戦略爆撃機戦力が大西洋SWボックスに

置かれます。 
 

57.9 太平洋戦域シナリオ: 
57.91 太平洋戦域シナリオ: 太平洋シナリオがプレイされている場

合、日本の降服によりゲームは終了します。 
 

58. フランスの降服 
58.1 フランスの降服の決定 

58.2 フランスの降服レベル 
58.3 ビシーフランスの設立 
58.4 ヘクス 
58.5 フランスの中小国および植民地 
58.6 ビシーおよび自由フランス部隊 
58.7 BRP 
 

58.1 フランスの降服の決定: 
58.11 フランスが降服する場合: フランスは以下の場合に連合国プ

レイヤーターンの終わりに降服します。 
A. パリが枢軸国によって支配される場合。または、 
B. そうでなければフランスは自発的に降服します。フランスは

1940年秋またはその後まで自発的に降服できません。 
58.12 タイミング: フランスの降服は、フランスが降服したプレイ

ヤーターンの終わりに解決されますが、フランスのプレイヤーター

ンは、パリが枢軸国によって支配される連合国の戦闘フェーズの終

わりまで有効に終了します。フランス部隊は孤立により除去されま

すが（30.54）、フランスのユニットは再建できず、再配備できませ

ん。 
 

58.2 フランス降服レベル: 

58.21 フランス降服レベルの計算: フランス降服レベルは、ビシー

および自由フランスの部隊の規模およびフランス植民地の政治的な

分配を決定するための重要な修正です。フランスが自発的に降服す

れば（58.11B）、フランス降服レベルは自動的に+1とされます。そ

うでなければ、フランスの降服レベルは次の修正の累計です（肯定

的な修正は枢軸国に好意的です）。 
A. 領土: パリの枢軸国支配により+2。リヨン、マルセイユの枢軸国

支配により+1（各々+1）。リヨンおよびマルセイユ以外のフランス

の支配下の各重要戦略目標につき-1。 
B. フランスの陸上ユニット: 孤立したユニットが除去された後の

フランスが降服した連合国戦闘フェーズの終わりにフランス内の

10フランス陸上戦力（端数切上げ）につき-1。フランスのユニット

生産は、この計算を行う前に認められません。フランスの航空ユニ

ットは無視されます。 
C. フランス艦隊: フランス艦隊が42艦隊戦力に満たない5海軍戦

力につき+1。これは1939 年秋の開始時海軍部隊および生産可能な

海軍部隊を反映しています（38戦力以上で修正なし、33-37戦力で

+1、28-32戦力で+2など）。「3」以上の列にある未完成の有名艦は

フランスの艦隊戦力を決定する際に数えられません。破損した艦船

およびフランスの造船所の「2」または「進水」列の船は、2:1の割

合で割引され、端数切捨てされます（2 つの破損した海軍戦力は、

降服目的では１海軍戦力として数えられ、余りの破損した海軍戦力

は無視されます）。 
D. 降服のターン: 1940年春以前で+2、1940年夏で修正なし、1940
年秋で-2、1940年冬以降で-4。 
E. DP: 秘密工作により減少されたDP（47.21D）。 
F. 英仏間の協力の研究結果: 西側連合国が「7+」の英仏間の協力の

研究結果を達成したならば-1。 
例: 1940年秋（ターンにより-2）に、フランスが降服し（パリにより+2）、枢

軸国がマルセイユ（+1）を支配し、フランスはフランス内に 18 陸上戦力を

持っています（-2）。DP および秘密工作によって修正されなかったならば、

フランスの降服レベルは-1です。 
58.22 フランスの降服レベルの上限: フランスの降服レベルは+/-3
を超過できません。+3より大きなフランス降服レベルはすべての目

的のために+3 として扱われ、-3 未満のフランス降服レベルは、す

べての目的のために-3として扱われます。 
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58.3 ビシーフランスの設立: 
58.31 枢軸国の選択: フランス降服レベルが連合国プレイヤーター

ンの終わりに決定された後に、枢軸国プレイヤーはビシーフランス

を設立する選択肢を持ちます。 
A. ビシーフランスが設立されます: 枢軸国プレイヤーがビシーフ

ランスを設立すれば、フランス南部およびコルシカは中立の中小国

（ビシーフランス）になり、20BRP の価値およびビシー植民地の

価値を持ちます。 
B. ビシーフランスが設立されません: 枢軸国プレイヤーがビシー

フランスを設立しない場合、枢軸国はすべてのフランスおよびコル

シカのヘクスの支配を獲得し、そうしない場合にビシーの BRP と

なった分を受け取りますが、ビシー植民地の BRP は受け取りませ

ん（58.532）。 
 

58.4 ヘクス: 

58.41 ヘクス支配: フランスが降服する連合国プレイヤーターンの

終わりに、フランス内の非ビシーヘクスはすべて枢軸国支配に移り

ます。フランス内のすべての非フランス連合国の陸上ユニットおよ

び航空基地は除去され、非フランスのすべての航空および海軍ユニ

ットは、英国に支配される基地へ置き換えられます。フランス内の

西側連合国ユニットは、フランスが降服する連合国プレイヤーター

ンの終わりまでは、ビシーの支配下となるビシーフランスおよびビ

シー植民地を含むフランスで自由に活動できます。 
58.42 枢軸国部隊に対する影響: ビシーフランスが設立されるとき

に、ビシーフランスまたはビシーフランス植民地内の枢軸国部隊は、

フランス降服に続く枢軸国プレイヤーターンの初期補給判定中にの

みビシーフランスの領域を通って補給をトレースできます。それら

は、フランス降服に続く枢軸国プレイヤーターンの終了までにビシ

ーの領域を離れるかまたは除去されなくてはならず、ビシー領域か

ら敵が支配するヘクスに移動、消耗または攻勢オペレーションを実

施できませんが、 初にビシー領域から移動した後には実施できま

す。枢軸国がビシーフランスに宣戦布告しなければ、追加の枢軸国

ユニットはビシー領域に進入できません。 
58.43 連合国部隊に対する影響: フランスが降服する連合国プレイ

ヤーターンの終わりにビシーフランスまたはビシー植民地にある連

合国部隊は除去されます。 
 

58.5 フランスの中小国および植民地: 

58.51 中小国: すべてのフランスの中小同盟国および提携中小国は、

英国の中小同盟国および提携中小国になります。 
58.52 フランスの征服地: フランスの征服地およびその他のフラン

スに支配されるヘクスは、英国の陸上ユニットによって占められて

いないか、自由フランス植民地まで陸上補給路をトレースでき、か

つビシーフランスまたはビシー植民地よりも自由フランス植民地に

接近していない限り、枢軸国に支配されます。 
58.53 フランスの植民地: 
58.531 ドイツがビシーフランスを設立するか否かを発表した後、

フランスの植民地の政治的な分配が、レバノン-シリアに対して1つ

のさいころを振り、チュニジア-アルジェリア-モロッコに対して 1
つのさいころを振ることで決定します。フランスの植民地に対する

さい振りは、フランス降服レベルによって修正され、さらにビシー

フランスの設立により+3修正されます。 
A. フランス植民地は 3 以下の修正済のさいの目で自由フランスに

なります。英国は、次の連合国プレイヤーターンの開始時に自由フ

ランス植民地のための比例配分された BRP を受け取ります。自由

フランス植民地のすべてのヘクスは、枢軸国に支配されるヘクス（そ

れらは枢軸国の支配に残ります）を例外として、英国に支配される

ようになります。 
B. フランス植民地は 4 以上の修正済のさいの目でビシーフランス

になります。 
58.532 ビシーフランスが設立されなかったならば、そうでなけれ

ばビシーになっていた各フランス植民地は、その植民地政府を倒し、

首都に配置される1つの2-3歩兵ユニットからなる戦力プールを持

った独立した中立中小国になります。これらの新たに成立した中小

国は、USAT レベルに対する影響を伴う、10BRP を要する宣戦布

告の後にのみ攻撃されます。フランスが降服する連合国プレイヤー

ターンの終わりに旧フランス植民地にある連合国部隊は除去されま

す。フランス降服の直後の枢軸国プレイヤーターンの開始時に旧フ

ランス植民地に枢軸国ユニットがある場合、枢軸国は旧フランス植

民地に宣戦布告するか、またはその枢軸国ユニットはその枢軸国プ

レイヤーターンの終了までに旧フランス植民地を離れなくてはなり

ません。旧フランス植民地を離れる枢軸国ユニットは、旧フランス

植民地にいる間攻撃できず、離れることができない場合、除去され

ます。 
58.533 フランスが降服するときに枢軸国によって支配されていた

フランス植民地は、フランス植民地のさい振りに影響されません。

連合国によって占領されるまで、それらは枢軸国の征服地として扱

われます。 
58.534 フランスが降服するときに英国によって支配されていたフ

ランス植民地は、フランス植民地のさい振りに影響されません。そ

のような植民地は自由フランスになります。これは、フランス植民

地が枢軸国によって征服され、フランス降服前に英国によって再び

征服された場合にのみ発生します。 
 

58.6 ビシーおよび自由フランス部隊: 

58.61 マップから除去されるフランス部隊: フランス植民地の政治

的な分配が確立された後に、自由フランス植民地および英国支配ヘ

クスのフランス艦隊およびフランスの陸上および航空ユニットはマ

ップに残ります。他のすべてのフランスの陸上および航空ユニット

はマップから取り除かれます。その後、自由フランスとビシーフラ

ンスの部隊が設立されます。 
58.611 自由フランスが優先度を持っています: 枢軸国プレイヤー

がビシーフランス部隊の構成を選択する前に、連合国プレイヤーは

自由フランス部隊の構成を選択します。 
58.612 フランス部隊表: 自由フランスおよびビシーフランスの部

隊表中では、歩兵、陸軍航空および駆逐艦部隊のレベルは戦力で記

載され、装甲、戦艦および巡洋艦部隊のレベルはユニット数によっ

て記載されています。 
58.62 自由フランス部隊: 
58.621 自由フランス部隊のレベル: 自由フランス部隊表で詳述さ

れるように自由フランス部隊のレベルが決定されます。 
 

自由フランス部隊表- 58.621 
 ビシーフランス設立 ビシーフランス非設立 
 陸軍 航空 海軍 陸軍 航空 海軍 

FSL Inf  3-5 AAF NS CA  DD Inf  3-5 AAF NS CA  DD 
+3 -     - - -    -    - 3    - - -    -    - 
+2 1    - - -    -    - 6    - - -    1   1 
+1 2    - - -    -    - 6    - 1 1*   1   1 
0 3    - - -    -    - 6    - 2 1*   2   2 
-1 6    - - -    1   1 9    - 2 1*   2   5 
-2 6    - 1 1*   1   1 12    - 2 1*   3   6 
-3 6    - 2 1*   2   2 9    1 2 2*   3   6 

* 選択するプレイヤーの選択による示された数の有名艦。フランスの海軍生

産図表の「2」または「進水」列の未完成の艦船または破損された艦船は選

択できます。 
説明: フランス降服レベル（FSL）およびビシーフランスが設立されたか否

かは、自由フランス部隊のレベルを決定します。 
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58.622 ビシーフランスが設立された場合の自由フランス部隊の縮

小: ドイツがビシーフランスを設立したならば、自由フランス部隊

のレベルはビシーフランスが設立されなかった場合よりも少なくな

ります。 
58.623 自由フランス部隊の配置: 英国プレイヤーは、自由フランス

部隊として自由フランス植民地および英国に支配されるヘクス内の

フランスユニットの全部または一部を選択でき、全く選択しなくて

も構いません。これらのエリアにある選択されなかったフランスユ

ニットはプレイから取り除かれます。追加の自由フランスユニット

が要求される場合、英国プレイヤーは必要なフランスの陸上および

航空ユニットを自由フランス部隊として未生産で英国の戦力プール

に加えます。自由フランスの海軍ユニットの配置に関しては、58.64
を参照してください。 
58.624 自由フランスユニットの地位: 自由フランスユニットはす

べての目的で英国のユニットとして扱われますが、その航空および

艦隊国籍修正を保持します（例外: 自由フランスの陸上および航空

ユニットは太平洋戦域で活動できず、自由フランス駆逐艦は ASW
または輸送船に転換できず、 自由フランスユニットの量産は、

42.332B および 42.333C で述べられる制限に従います）。英国は、

自由フランス部隊を含む攻勢オペレーションのコストを払い、また

自由フランス部隊を英国に生産できます。自由フランスユニットに

よって支配された重要戦略目標ヘクスは、英国に支配される重要戦

略目標とみなされます。 
58.63 ビシーフランス: 
58.631 ビシーフランス部隊のレベル: ビシーフランス部隊表で詳

述されるように、ビシーフランス部隊のレベルが決定されます。 
 

ビシーフランス部隊表- 58.631 
 陸軍 航空 海軍 
FSL  歩兵   3-5 AAF   有名艦   CA   DD 
+3   12      1 3     2*        3       6 
+2   15      - 3     1*        3       6 
+1   12      - 3     1*        2       5 
0   12      - 2     1*        2       2 
-1   12      - 1     1*        1       1 
-2   12      - -     -          1       1 
-3   10      - -     -          -       - 

* 選択するプレイヤーの選択による示された数の有名艦。フランスの海軍

生産図表の「2」または「進水」列の未完成の艦船または破損された艦船

は選択できます。 
説明: フランス降服レベル（FSL）が自由フランス部隊のレベルを決定し

ます。ビシーフランスが設立されなければ、ビシーフランス部隊はありま

せん。 
 
58.632 ビシー部隊の配置: 1 つのビシー2-3 歩兵ユニットがビシー

市および各ビシーフランス植民地に配置され、いずれの側がビシー

フランスを支配するかに関わらず、ビシーフランスがいずれかの側

に提携または同盟するまで、そこに残ります。残りのビシーフラン

スの陸上および航空部隊は、ビシーフランスに置かれます。ビシー

フランスの海軍ユニットの配置に関しては、58.64 を参照してくだ

さい。 
58.633 ビシーフランスの地位: ビシーフランスはそのヘクスがい

ずれの側にも支配されない中立の中小国です。ビシーフランスへ関

係のあるルールについては77を参照してください。 
58.64 フランス艦隊:  
58.641 フランス海軍のユニットの分配: フランスが降服する場合、

フランスの海軍のユニットはそれらの基地に残ります。自由フラン

ス海軍（58.621）を作成するために必要な数のフランス海軍ユニッ

トが英国に支配される港湾を基地としていない場合には、枢軸国に

支配される港湾を基地としている必要な数のフランス海軍ユニット

は、それらを受け入れる容量を備えた活動範囲内の任意の英国に支

配される港湾へ移動しますが、そうするときに枢軸国の航空および

海軍ユニットによるインターセプトを受けます。同様にビシー海軍

（58.631）を作成するために必要な数のフランス海軍ユニットがビ

シーフランスに支配される港湾を基地としていない場合には、必要

な数の英国に支配される港湾を基地とするフランス海軍ユニットが、

妨害なしで任意のビシーに支配される港湾に移動します。 
58.642 自由フランスおよびビシーフランス艦隊は既存のユニット

により制限されます: ビシーおよび自由フランス艦隊の規模は、フ

ランスが降服するときのフランス艦隊の規模によって制限されてい

ます。破損またはフランスの海軍生産図表の「2」列にある未完成

のフランスの艦船は、選択されることができ、その完全な損害を受

けていない価値で数えられます。 
58.643 代用はありません: 58.621または58.631に示されるレベル

を満たすことができる有名艦、巡洋艦または駆逐艦がない場合、不

足するタイプの余分が失われます。 
 
58.7 BRP: 
58.71 フランスのBRP価値: フランス降服後に、パリ、リヨンおよ

びマルセイユは、それぞれ20, 10および10 BRPの価値の重要経済

地帯のままです。征服地としてのフランスの BRP 価値は、フラン

スが降服したときのフランスの BRP ベースからフランスの重要経

済地帯の 40BRP をマイナスしたものです。フランスのキャンペー

ンゲームおよび1939年シナリオ開始時のBRPベースは60BRPで

す。したがってフランスの BRP ベースがプレイの間に変わらない

場合、フランスは征服地として 20BRP の価値があります。この値

は、既にフランスが征服された時点から始まるすべてのシナリオに

使用されます。ゲーム開始後にフランスの BRP ベースが増加また

は減少する場合、征服地としてのフランスの価値は変化します。一

旦フランスが征服されれば、フランスの BRP ベースは変わりませ

ん。 
58.72 フランスの BRP が獲得される時点: フランスを征服した主

要国は、次のプレイヤーターンの 初に征服地としてのフランスの

比例配分されたBRP価値を受け取ります（35.7）。後の各YSSに、

その主要国がフランスの少なくとも1つの都市の支配を保持すれば、

その主要国は征服地としてフランスのBRP価値を受け取ります。 
58.73 協同の征服: 2 つ以上の主要国がフランスの征服または再征

服に協力したならば、上級の同盟パートナーがフランスの BRP
（83.51）を受け取ります。 
 

59. 英国の降服 
59.1 概観 
59.2 英国の抵抗の決定 
59.3 ドイツは英国の降服提案を拒絶します 
59.4 ドイツは英国の降服提案を受理します 
59.5 英国の降服の影響 
59.6 ドイツと英国の交渉 
59.7 ドイツの寛容 
59.8 米国選挙が引き起こされます 
59.9 英国の降服後 
 

59.1 概観: 

59.11 各ゲームターンの終わりに、英国が降服するかどうか決定す

るために英国抵抗レベルが調べられます。ほとんどのターンにおい

ては、明らかに英国降服の可能性は発生せず、安全にこの計算を省

略できます。 
59.12 英国の抵抗レベルが0以下の場合、英国は降服を提案します。

枢軸国はこの提案を受理することも拒絶することもできます。 
59.13 枢軸国が英国の降服提案を受理する場合、英国の陸上および

航空戦力プールの規模が調節され、英国海軍の一部が除去されます。
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英連邦の戦力プールは影響されません。 
59.14 その後枢軸国は、譲歩を行うか、征服した領域を英国の支配

に返還することにより、英国に対する政策を決定します。 
 

59.2 英国の抵抗の決定: 
59.21 英国抵抗表: 各ゲームターンの終わりに、英国が降服を提案

するかどうか決定するために英国抵抗表が調べられます。さい振り

は実施されません。英国抵抗表におけるネット結果が0以下の場合

に英国は降服を提案します。 
59.22 英国の抵抗の修正: 
A. 英国のDPレベル: YSSと同様に英国のDPレベルが計算されま

す。このレベルはゼロ未満にもなります。 
B. ヘクス支配: 枢軸国パルチザンによって支配された重要戦略目

標は、いずれの側によっても支配されず、したがって英国のDPレ

ベルを減少させます。枢軸国の核攻撃マーカーを含んでいるヘクス

は、英国の抵抗レベルを計算する場合に枢軸国の支配であると考え

られます。ヨーロッパシナリオで英国の抵抗レベルを計算する場合、

シンガポールは 1941 年冬に日本によって占領されたと考えられま

す。 
C. 石油効果: アルスター以外の英国に対する石油効果のみが数え

られます。地中海および東南アジア戦線の石油効果は無視されます。 
大西洋の輸送船に関する問題または枢軸国がベルファスト以外のす
べての英国の港湾を支配のために英国へ石油カウンターを送ること
ができない場合、西側連合国のヨーロッパの石油備蓄中の石油カウ
ンターによって相殺されなければ、英国は5 つの石油効果をすべて
受けます。枢軸国がロンドン、バーミンガムおよびマンチェスター
を占領して西側連合国のヨーロッパの石油備蓄（33.422D）を除去
した場合にも、英国は自動的に5つの石油効果をすべて受けます。 
D. 大西洋の輸送船レベル: 大西洋の輸送船レベルは、ゲームターン

の終わりに西側連合国が輸送船の損失を補充する機会を持った後に

決定されます。修理され、新しく生産された輸送船は、大西洋の輸

送船レベルを決定するときに数えられます。 
E. 未生産の英国ユニット: 英連邦ユニット、自由フランスユニット

および研究によって英国の戦力プールに加えられた陸上および航空

ユニットが、この決定をなす場合に含まれます。中小同盟国および

提携中小国ユニットは含まれません。 
F. 海軍部隊の比率: 米国およびロシアの海軍戦力は、それらがドイ

ツと戦争中の場合にのみ、含まれます。イタリアの海軍戦力は、イ

タリアが英国と戦争中の場合にのみ含まれます。大西洋およびイン

ド洋SWボックス、米国大西洋岸および南アフリカボックス内の海

軍ユニットは含まれますが、太平洋の海軍ユニット、潜水艦、ASW
および輸送船は含まれません。「3」以上の列にある未完成の有名艦

は数えられませんが、破損した艦船および造船所の「2」または「進

水」の列にある艦船は、2:1 の比率で割引かれ、端数が切り捨てら

れます（2つの破損した海軍戦力は1つの海軍戦力として数えられ、

余りの破損した海軍戦力は無視されます）。4:3の比率は+/-1修正を

産出し、5:3の比率は+/-2修正を産出し、2:1の比率は+/-3修正を産

出し、3:1の比率は+/-4修正を産出し、4:1以上の比率は+/-5修正を

産出します。海軍比率の修正は+/-5を超過しません。常に端数は1:1
の比率に近づくように処理されます。 
G. ロシア部隊の位置: ナチ=ソビエト協定ラインおよび 1944 年の

開始時ラインはトルコおよびペルシアとロシアの国境に沿って走っ

ていると考えられます。したがってトルコまたはペルシアにあるロ

シアのユニットは、これらの修正に影響します。 
 

 
英国抵抗表- 59.21 

+/-# その時点の連合国プレイヤーターンの終わりに計算される英国の

DPレベル。英国のDPレベルはゼロ未満にもなります。 
-1 枢軸国がマルタまたはシンガポールを支配する場合（各-1）。 
-2 オーストラリアまたはインドが降服した場合（各-2）。 
-# 英国に対する個々の核攻撃（1回目の攻撃で-2、2回目の攻撃で追

加の-3、3回目の攻撃で追加の-4など）。 
-2 英国内の各核攻撃マーカーにつき。 
-1 英国のファイアストームされた各都市につき（累積的）。 
-1 その時点で英国に適用される各石油効果につき。 
-# 大西洋 SW ボックスに 10 未満の西側連合国の輸送船のみがある

場合（不足の各輸送船につき-1で 大-10まで）。 
-1 東ヨーロッパにロシアの装甲または歩兵ユニットがない場合。 
-1 未生産の英国および英連邦の陸上または陸軍航空ユニットの 10

戦力（端数切捨て）につき。 
+/-# 連合国/枢軸国の海軍の戦力比率（4:3で+/-1、5:3で+/-2、2:1で+/-3、

3:1 で+/-4、4:1 以上で+/-5）。破損した艦船および造船所の「2」
または進水の列上の未完成の船は、半分の戦力であると考えられ

ます。太平洋の海軍ユニットは数えられません。 
+1 ヨーロッパ枢軸国と戦争中の英国以外の各主要国につき。 
+1 USATレベルが30と39の間（両方含む）にある場合。 
+2 USATレベルが40以上で、米国がドイツと戦争中でない場合。 
+1 西部戦線上の西側連合国の陸上/陸軍航空ユニットの 5 戦力につ

き。米国ボックス内のユニットは数えられません。 
+1 ドイツに西側連合国の装甲または歩兵ユニットがある場合。 
+1 ロシアの装甲または歩兵ユニットが西ポーランドまたはルーマニ

アにある場合。 
-1 前の英国の降服で英国に返還されたか、ドイツに占領されなかっ

た領域の2譲歩ポイントにつき。 
説明: 各連合国プレイヤーターンの終わりにチェックします。ネットの結

果が0以下の場合に英国は降服を提案します。 
 
59.23 英国の降服提案に対するドイツの反応: ドイツは、降服提案

を受け入れるか、またはゲームのその後に英国により厳しい条件を

課することを望んでそれを拒絶する選択肢を持っています。しかし

ながら、英国の抵抗レベルが-10 以下である場合、ドイツは英国の

降服提案を受理しなければなりません。 
 

59.3 ドイツは英国の降服提案を拒絶します: 

59.31 プレイは継続します: ドイツが英国の降服提案を拒絶すれば、

英国とドイツは戦争状態を続け、プレイは通常通り継続します。後

の各ゲームターンの終わりに、英国の抵抗レベルは英国が再び降服

を提案するかどうか決めるために再び計算されます。 
59.32 拒絶された降服提案の失効: 英国の降服提案が拒絶された場

合、ドイツはその後決定を変更できず、提案を受理できません。ド

イツは別のゲームターンの終わりに新しい提案を待ち、それが望む

ように、新しい提案を受けるか、拒絶することができます。 
 

59.4 ドイツは英国の降服提案を受理します: 
59.41 英国の降服手続き: ドイツが英国の降服提案を受理すれば、

英国は降服し、降服の瞬間の英国抵抗レベルが英国の降服レベルに

なります。その後ドイツは、英国に課すことを望む正確な降服条件

を決定します。その後、下記の手続きが実行されます。 
A. 英国の陸上および航空戦力プールおよび英国海軍の規模が調節

されます。 
B. 枢軸国は英国から領土および経済譲歩を強要します。または、 
C. 枢軸国は譲歩の強要を辞退し、交渉に続き英国に領域を返還でき

ます。 
 

59.5 英国の降服の影響: 
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59.51 英国の部隊レベル: 
59.511 「0」の降服後に減少はありません: 「0」の降服レベルは英

国の部隊レベルに効果がありません。 
59.512 英国部隊の減少:「0」未満の各降服レベルにつき、英国はそ

の戦力プールから2つのAAFおよび4BRP分の陸上ユニットまた

は NAS を取り除き、海軍の 10 戦力を除去します。したがって-1
の英国降服レベルは、2つのAAF、4BRP分の他の英国ユニットお

よび10の海軍戦力の除去をもたらします。-2の英国降服レベルは、

4 つのAAF、8BRP 分の他の英国ユニットおよび20 の海軍戦力の

除去をもたらします、など。 
59.513 英国部隊の減少の実行: 「-1」以下の英国の降服に続く英国

部隊の減少は、以下のように実行されます。 
A. 英国プレイヤーの選択: 59.512に従い英国プレイヤーは、英国の

戦力プールから取り除かれる陸上および航空ユニットおよび除去さ

れる海軍ユニットを選択します。 
B. 陸上ユニット: 未生産の陸上ユニット、アジアにある陸上ユニッ

トおよび動員または量産を通じて英国の戦力プールに加えられた任

意のタイプの陸上ユニットは除去の対象となります。カナダ、南ア

フリカ、オーストラリアおよびインドの陸上ユニットは、英国の戦

力プールに残ります。 
C. 航空ユニット: 未生産の航空ユニット、アジアにある航空ユニッ

トおよび動員または生産を通じて英国の戦力プールに加えられた

AAFまたはNASは除去の対象となります。英国の戦略爆撃機、迎

撃機、およびジェット機ならびにオーストラリアの AAF は英国の

戦力プールに残ります。 
D. 海軍ユニット: 「0」未満の各降服レベルにつき、英国海軍ユニ

ットの 10 戦力が除去されます。潜水艦、アジアにある海軍ユニッ

ト、および未完成の海軍ユニット、破損された海軍ユニットまたは

港湾で沈められ引き上げ可能な海軍ユニットは除去対象にできます。

ASW、輸送船およびオーストラリアの海軍ユニットは除去できませ

ん。未完成の海軍ユニット、破損された海軍ユニットまたは港湾で

沈められ引き上げ可能な海軍ユニットは以下のように減算されます。 
・破損した海軍ユニット: -1戦力。 
・港湾で沈められた海軍ユニット: -2戦力。 
・英国の海軍生産図表上の海軍ユニット: 進水の列は完全価値、2
の列では-1 戦力、3 の列では-2 戦力、4 の列では-3 戦力、5 の列で

は-4戦力。 
E. 1つのタイプのユニットの除去: 既存の英国の陸上、航空または

海軍ユニットがすべて除去される場合、残りの英国部隊のレベルに

効果がありません（例えば、陸上ユニットが除去できない場合、英

国の戦力プールからの追加の航空ユニットの除去をもたらしませ

ん）。 
F. 要求は満たされる必要があります: 英国の戦力プールから取り

除かれる陸上および航空ユニットの合計価値はおよび除去される海

軍ユニットは、少なくとも英国降服レベルの要求に等しい必要があ

ります（59.512）。等しい額面の陸上、航空または海軍カウンター

が利用可能でない場合、英国プレイヤーは英国降服の要求を満たす

ために超過したユニットを除去することを強いられます。したがっ

て、10海軍戦力を除去する要求を満たすためには4つの3戦力戦艦

を除去することができます。 
59.514 除去されないユニット: 次のユニットは英国降服に続く除

去を受けません。 
A. 戦略爆撃機、迎撃機およびジェット機（59.513C）。 
B. ASWおよび輸送船（59.513D）。 
C. カナダ、南アフリカ、オーストラリアおよびインドの陸上、航空

および海軍ユニット（59.513B, CおよびD）。 
D. 自由フランスユニット。 
E. 中小同盟国および提携中小国のユニット。それらの政治状況が降

服交渉によって変更されない場合に限ります。 
59.52 ヘクス支配: 

59.521 英国内のヘクス: 英国では、完全に補給できないすべてのヘ

クスが相手側に移る以外は、各陣営が支配するヘクスを保持します。

ZOC、海上補給線のインターセプトの可能性および航空補給は、こ

のようなヘクスの補給状況を決定する際に考慮に入れられません。

英国は枢軸国の前にヘクス支配を決定します。そのようなヘクス上

の英国のユニットは除去され、英国の戦力プールに返されます。そ

のようなヘクス上の枢軸国ユニットは、スタック制限に従い、 も

近い補給された枢軸国支配下のヘクスに送還されます。そのような

ヘクス上の米国ユニットは、その瞬間に占めているヘクスを補給す

ることができなくても、降服の処置に影響されません。米国ユニッ

トの存在は、そのヘクスが枢軸国支配に移ることを防ぎます。 
59.522 英国外のヘクス: 他のすべての英国に支配されるエリアで

は、BRP目的においてそのエリアを支配する側は、補給状況にかか

わらず、そのエリアの全ヘクスの支配を獲得し、相手側は、すべて

のユニットをそのエリアから撤退させ、スタック制限に従い味方の

支配下の も近い補給されたヘクスに送還しなくてはなりません。

BRP価値を持っていないエリアは、首都または首都がないエリアで

はより多くの都市を支配する側によって支配されると考えられます。

ヘクス支配が決定された後に、いくつかのエリアは英国の降服条件

の結果、以下に述べられるように所有者が変わるかもしれません。

支配が変化するために両陣営が1つのエリアを支配する場合、その

エリアは連合国側であるとして扱われます。 
 

59.6 ドイツと英国の交渉: 
59.61 英国の譲歩表: ドイツが英国から得る領土および経済上の譲

歩は、英国の降服レベルによって決定されます。各降服レベルは 2
譲歩ポイントの価値があります。各々の領土および経済上の譲歩の

価値は、英国の譲歩表で述べられています。 
 

英国の譲歩表- 59.61 
優先順位 譲歩（価値） 

1 レバノン/シリア、 チュニジア、アルジェリア、モロッコ、

リビア、アルバニア（各1）。 
2 英国の中小同盟国、提携中小国または征服地（中立: 中小国

の5BRPごとにつき１。枢軸国支配: 中小国の5BRPごとに

つき2）。 
3 マルタ、パレスチナ、トランスヨルダン（各1）。 
4 エジプト、イラク（各2）、ジブラルタル（3）。 
5 アルスター（2: アイルランドの一部になります）、アイルラ

ンド（2）、スカパフロー（3） 
6 スコットランド（4: F列からC列のヘクス） 
7 バーミンガムおよびマンチェスターを含む英国中部（5: Jか

らG列のヘクス） 
8 ロンドンを含む英国南部（6: KおよびL列のヘクス） 

 いつでも、 高30のBRPまでの賠償（10BRPにつき1）。 
説明: 英国の譲歩表は、英国が降服する場合にドイツが要求できる領土お

よび経済上の譲歩の価値を述べています。ドイツが英国に、降服時に枢軸

国支配下にある英国の領土を返還すれば、同じ価値が使用されます。 
譲歩の目的では、キプロスはパレスチナの一部であると考えられ、クウェ

ートはイラクの一部であると考えられます。 
すべての優先順位1の領土は、優先順位2の領土が獲得される前に譲渡さ

れるか、または枢軸国の支配下である必要があります。すべての優先順位

2の領土は、優先順位3の領土が獲得される前に譲渡されるか、または枢

軸国の支配下である必要があり、以下同様となります。10, 20 または30 
BRPの賠償は制限なしで課すことができます。 

 
59.62 領土の要求: ドイツは、米国ユニットを含んでいないヨーロ

ッパの領域のみを選択でき（59.62A）、また、より優先順位の高い

領土は、適格の優先順位のより低いすべての領土が選択されたか、

英国が降服するときに既に枢軸国の支配下にある場合のみに選択で

きるという制限に従い、許可された値まで適格の領土と経済上の譲

歩をいかなる組み合わせでも選択できます。譲歩は以下のように実
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行されます。 
A. 米国ユニットを含んでいるエリア: 米国の陸上、航空または海軍

ユニットを含んでいるエリアは、枢軸国に譲渡されません。航空基

地、人工港湾、橋頭堡およびロケット基地のような他のタイプの米

国カウンターのみを含んでいるエリアは、譲歩として枢軸国が獲得

することができます。 
B. ロシアのユニットを含んでいるエリア: ロシアのユニットはエ

リアが枢軸国に譲渡されることを妨げません。枢軸国に譲渡された

エリア内のロシアのユニットは、譲渡されたエリア外の も近いロ

シアに支配されるヘクスに直ちにスタック制限に従って置かれます。 
C. 英国ユニットに対する影響: 譲渡されたエリア内のすべての英

国ユニットは、スタック制限に従って、英国の支配下に残る も近

いヘクスに直ちに配置され、マップ上のヘクスが可能でない場合に

はマップボックス（米国大西洋岸ボックスまたは南アフリカ。 英国

が選択します）に直ちに配置されます。譲渡されたエリアから英国

ユニットを再配置する場合、補給状況、輸送船および護衛の必要は

考慮されません。 
D. 係争中の英国内のエリア: 英国内のエリアが英国支配のヘクス

および枢軸国支配のヘクスを含んでいる場合、各陣営はそれらのヘ

クスの支配を保持します。ドイツが全エリアの支配を得ることを望

めば、十分な譲歩の代償を払わなければなりません。 
E. 中小国: 中立化された中小国は、本来の状況に戻ります。中立化

または枢軸国支配に移転しない英国の中小同盟国および提携中小国

は、その状況を保持します。枢軸国支配に移転された中小国は、征

服地として扱われます。 
F. ワフド党: 英国が、米国の参戦前に降服し、エジプトの支配を保

持する場合、ワフド党のパルチザンはすべて除去され、新しいワフ

ド党のパルチザンは、米国と戦争中となるまで枢軸国によって生産

できません。枢軸国が譲歩としてエジプトを獲得する場合、または

米国がドイツと戦争中であれば、ワフド党のパルチザンはプレイに

残ります。 
G. イタリアの獲得物: 枢軸国に譲渡された地中海戦線の領土は、ド

イツが認めればイタリアの支配下となります。 
H. USATへの影響: 譲歩により枢軸国が獲得したエリアは、征服に

よって得られたものと同様の効果をUSATにもたらします。 
59.63 賠償: 英国が降服するごとに、ドイツは領土を獲得するのと

同じ方法で、英国に10, 20または30 BRPの賠償を1回だけ課すこ

とができます。英国は、直ちにドイツへ要求された BRP を移転し

ます。これにより赤字となる場合には、英国の BRP ベースはそれ

だけ減少されます。賠償の規模は英国の BRP ベースの規模に制限

されます。 
59.64 降服の条件: 59.51 に述べられた英国の戦力プールの減少は

自動的であり交渉の余地がありません。英国が枢軸国に強いられる

領土および経済上の譲歩は、英国の降服レベルによって制限されて

います。枢軸国が獲得するすべての英国の領土および英国に課され

た賠償の譲歩価値の合計は、英国降服レベルに対する譲歩ポイント

の数を超過できません。 
 

59.7 ドイツの寛容: 
59.71 ドイツの和解: ドイツは、その領土および経済上の要求を、

英国降服レベルによって許可された 大値未満に制限することによ

り、英国および米国に関して和解政策を追求できます。さらに、枢

軸国によって既に支配された領土も英国の支配に返すことができま

す。 
59.72 英国支配への領土返還: 英国が降服するときに枢軸国によっ

て支配されている領域は、和解政策の一部として英国に返還するこ

とができます。ドイツは、望むだけの領土を英国に返還でき、それ

は、より高い優先順位を備えた領土を 初に返還する必要はありま

せん。英国は、領土返還を受けることを拒絶できません。 

59.73 領土返還に関する制限: 英国への領土返還は次の制限に従い

ます。 
A. 領土は英国の譲歩表上にリストされている必要があります。 
B. 領土はゲーム開始時に英国によって支配されていたか、または枢

軸国の宣戦布告の結果以外でプレイの間に英国の支配となったもの

である必要があります。 
C. ある領土は、1 回のゲームにつき 1 回だけ英国に返還できます。

前の英国の降服で英国に返還され、その後枢軸国によって再び征服

された領土は、後の英国降服で再び英国に返還できません。 
D. 和解政策の一部として英国に英国南部を返還するためには、枢

軸国はロンドンを支配していなければなりません。 
E. 英国に英国中部を返還するためには、枢軸国はバーミンガムおよ

びマンチェスターを支配していなければなりません。 
F. 重要経済地帯を含んでいないスコットランドは、英国に返還する

前に枢軸国によって完全に支配されていなければなりません。 
G. ドイツは、降服の時点で既に枢軸国によって支配された領土を

英国によって支配された領土と交換できません。ドイツが英国に領

土を返還した場合、ドイツは他の領土を獲得できず、経済および政

治的な譲歩で満足しなくてはなりません。 
59.74 部隊の縮小は和解に影響されません: ドイツの和解政策は、

英国降服表によって要求された英国部隊の縮小に影響しません。 
59.75 和解政策の影響: ドイツが獲得しなかった譲歩の価値は、交

渉によりドイツから英国に返還された領土の価値と同様に、英国の

譲歩表によって決定されます。ドイツの和解政策の外交的影響は、

米国がドイツと戦争中かどうかに依存します。 
A. 英国抵抗レベルの減少: 将来のターンにおける英国抵抗レベル

は、英国に返還されたか、ドイツが獲得しなかった領土の2譲歩ポ

イント（端数切捨て）につき1ずつ減少します。この影響は、米国

がドイツと戦争中か、後にドイツに宣戦布告し、その結果英国が再

び参戦した場合にのみ関係あります（59.96）。英国が2回以上降服

する場合、 後の英国降服における譲歩の抵抗への影響だけが、そ

の後の英国抵抗レベルの計算に適用されます。前の英国降服におけ

る譲歩の抵抗への影響は無視されます。 
B. 米国が中立の場合: 英国が降服するときに米国がドイツと戦争

中でなければ、USATレベルは、英国に返還されたか、ドイツが獲

得しなかった領土の各譲歩ポイントにつき2だけ減少します。 
C. 米国がドイツと戦争中の場合: 英国が降服するときに米国がド

イツと戦争中であれば、英国の降服が引き金となって起こる米国選

挙は、英国に返還されたか、英国降服時にドイツが獲得しなかった

領土の2譲歩ポイント（端数切捨て）につき-1ずつ修正されます。 
 

59.8 米国選挙が引き起こされます: 
59.81 米国の参戦の再考: 英国が降服したときに米国がドイツと戦

争中であれば、英国の降服手続きが終了した後に、米国選挙が、英

国が降服するゲームターンの終わりに直ちに計算されます

（62.21A）。これは、行政部門および議会によるヨーロッパの戦争

への米国の関与の再評価を反映しています。英国の降服レベルおよ

びドイツの和解は、米国選挙を修正値します。 
59.82 ヨーロッパのみ: 英国降服後の選挙はヨーロッパでのみ生じ

ます。米国の選挙は太平洋では実施されず、米国と日本の関係はヨ

ーロッパのための米国選挙に影響されません。 
 

59.9 英国の降服後: 
59.91 英国は主要国として継続します: 英国降服後に、英国はそれ

自身の BRP ベースおよび BRP レベル、戦力プール、RP、DP お

よび航空基地カウンターを有する主要国としてゲームを継続します。

英国のBRPベースは、英連邦に関連した40BRP未満に低下しませ

んが、オーストラリアとインドのいずれかまたは両方が降服する場
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合に30または20BRPになります（35.46）。 
59.92 英国は米国に対する制限で管理されます: 英国が降服した後

は、英国の参戦は、米国の参戦を規定するすべての政治的な制限に

従います。米国が未だ中立か、米国選挙結果により戦争を離脱また

は参加を制限した場合、英国部隊も中立となるか、米国部隊と同じ

制限に従います。 
59.93 中立の英国の配備: 米国および英国が中立の間、英国および

英連邦のユニットはヨーロッパに配備できますが、米国のユニット

は配備できません。中立の英国は、枢軸国に支配されるジブラルタ

ルを通過して、または枢軸国に支配される領土を通過してユニット

を再配備できず、中立の中小国に宣戦布告できません。 
59.94 戦争の継続: 米国が英国降服後に戦争中で残れば、米国およ

び英国は枢軸国と引き続き戦争中となります。 
59.95 戦争の再開: 米国が英国降服後にヨーロッパで戦争から撤退

すれば、次のルールが戦争の再開に適用されます。 
A. 戦争の即時再開の禁止: ドイツおよび米国は、英国降服の直後の

ターンには他方に宣戦布告できません。 
B. ドイツによる宣戦布告: 英国降服後の 2 番目以降のターンにお

けるドイツによる米国への宣戦布告は、ドイツを米国および英国と

交戦状態に置き、枢軸国による英国の領土および部隊に対する攻撃

を許可します。ドイツは、英国のみに宣戦布告できません。 
C. 米国による戦線布告: USATレベルが英国降服後の2番目以降の

ターンに 50 に達する場合、米国はドイツに宣戦布告できます。こ

れは米国および英国をドイツとの戦争状態にします。 
59.96 追加の英国の降服: 
59.961 米国がドイツに宣戦布告した場合のみ: 英国が降服してお

り、米国が戦争中で残るか、またはその後ドイツに宣戦布告する場

合（59.95C）、英国の抵抗レベルは、各ターンの終わりに通常通り

計算され、その抵抗レベルが初期の降服時のレベル以下に落ちる場

合、英国は再び降服できます。英国の抵抗の計算は、英国降服後に

ドイツが西側連合国に宣戦布告した（59.95B）後には実施されませ

ん。このような場合には、英国は再度降服をすることができません。 
59.962 英国抵抗レベルの計算: 初の降服時に英国の戦力プール

から取り除かれた英国のユニットは、2 回目に英国抵抗レベルを計

算する場合に未生産であると考えられます。ドイツが前の降服交渉

で英国に対する和解政策を採用したならば、追加の修正が英国の抵

抗レベルに適用されます（59.75A）。 
59.963 2回目の降服の影響: 英国が2回目の降服をする場合、譲歩

レベルおよび除去された部隊の価値は、新旧の降服レベルの差によ

って決定されます。 
59.964 繰り返し降服が可能: 理論上、英国が降服できる回数に制限

はありません。 
59.97 英国パルチザン: 西側連合国は、ドイツと戦争中の場合、英

国内の枢軸国に支配される領土に2つ（西側連合国のパルチザンの

量産によって 大 4 まで増加します-  11.22B）のパルチザンを生

産できます。 
59.98 極東における英国降服の影響: 
59.981 英国がドイツに降服した場合、以下のようになります。 
A. 日本が英国または米国のいずれとも戦争中でない場合、日本は米

国と開戦せずに英国と開戦できません。 
B. 日本が英国および米国の両方と戦争中である場合、英国降服はヨ

ーロッパでのみ有効であり、英国は米国と共に日本と戦い続けます。 
C. 日本が英国と戦争しているが米国と戦争中でない場合、日本は英

国と戦争状態を終了することも、または戦争を継続することもでき

ます。日本プレイヤーは、降服の瞬間にこれを決定します。 
59.982 日本が、ドイツと英国の間の和平条約を遵守する場合には

以下のようになります。 
A. ヘクス支配は59.522によって決定されます。 
B. 英国の譲歩は極東では実施されません。オーストラリアとインド

は英国の中小同盟国で残ります。 

C. 英国降服後の 2 番目以降のターンに、日本は英国および米国に

宣戦布告し、戦争を再開できます。 
59.983 日本が、ドイツと英国の間の和平条約を遵守したか否かに

関わらず、アジアにある英国の陸上、航空および海軍ユニットは通

常の英国の戦力プール縮小に従います。 
59.984 日本がドイツと英国の条約を遵守することを拒絶した場合、

英国がヨーロッパの戦争に再度参戦し、ドイツに2回目の降服をし

ない限り、日本と英国の戦争は無期限に継続します。 
 

60. ロシアの降服 
60.1 ロシア降服の決定 
60.2 ロシア降服の影響 
60.3 ユニット 
60.4 ヘクス 
60.5 中小国 
60.6 BRP 
60.7 日本の参加 
60.8 降服後のロシア 
60.9 太平洋戦域シナリオ 
 

60.1 ロシア降服の決定: 

60.11 ロシアの降服条件: ロシアは、連合国プレイヤーターンの終

わりにロシア抵抗表で決定されるロシア抵抗レベルが0以下であれ

ば降服を提案します。ドイツは、降服提案を受理するか、ロシアに

より厳しい条件を課すことを望んでそれを拒絶するという選択肢を

持っています。 
 

ロシアの抵抗表- 60.11 
+/-# その時点の連合国プレイヤーターンの終わりに計算されるロシア

のDPレベル。ロシアのDPレベルはゼロ未満にもなります。 
-# ロシアに対する各核攻撃につき（1回目の攻撃で-2、2回目の攻撃

で追加の-3、3回目の攻撃で追加の-4、など）。 
-2 ロシア内の各核攻撃マーカーにつき。 
-1 ファイアストームされたロシアの各都市につき（累積的）。 
-1 ロシアにその時点で適用される各石油効果につき。 
-1 枢軸国部隊が英国で少なくとも 1 つのヘクスを支配する場合（ス

カパフローは含まれますがアルスターは含まれません）。 
-1 未生産のロシア陸上/陸軍航空の10戦力につき。 
-1 5を下回るロシアにより支配されるICの数につき（4つのICで-1、

3つの ICで-2、2つの ICで-3、1つの ICで-4、ICなしで-5）。 
+1 5 を上回るロシアにより支配される IC の数につき（6 つの IC で

+1、7つのICで+2、8つの ICで+3、など）。 
+1 ドイツと戦争中の西側連合国の主要国につき。 
+1 西側連合国がヨーロッパのフランスで少なくとも 2 ヘクスを支配

する場合。 
説明: 連合国プレイヤーターンの終わりにチェックします。ネットの結果

が0以下であれば、ロシアは降服を提案します。 
 
ロシアの抵抗表と降服ルールを大まかに調べれば、ロシアが本質的
な領土、経済および軍事上の損失を受けるまで、ロシアが降服を提
案しないだろうということを確認できるでしょう。これは、ロシア
が困難な状況にある場合にのみ、プレイヤーがロシアの抵抗レベル
を計算しなければならないことを意味します。 
60.12 ドイツはロシアの降服提案を拒絶します: ドイツがロシアの

降服提案を拒絶すれば、ロシアとドイツは戦争中で残り、プレイは

通常に継続します。後のロシアプレイヤーターンの終わりに、ロシ

ア抵抗表が再び調べられ、ロシアが再度降服を提案するかどうかが

決められます。一旦ドイツがロシアの降服提案を拒絶すれば、ドイ

ツはその決定を変更することができず、後のロシアプレイヤーター

ンの終わりに新しい提案を待たなくてはなりません。その時には降

服提案を受理または拒絶できます。 
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60.2 ロシアの降服の影響: 
60.21 ドイツはロシアの降服提案を受理します: ドイツがロシアの

降服提案を受理すれば、ロシアは以下に述べられる結果で降服しま

す。 
 

60.3 ユニット: 
60.31 ユニットはプレイに残ります: パルチザン以外のすべてのロ

シアユニットは、プレイに残ります。 
60.32 補給されていないヘクス内のユニット: ドイツの支配に移転

するヘクス（60.42）内のロシアユニットは除去され、生産可能部隊

としてロシアの戦力プールに返されます。 
60.33 西側連合国のヘクス内のロシアユニット: 西側連合国の支配

するヘクス内のロシアユニットは、スタック制限に従い も近いロ

シアに支配されるヘクスに送還されます。 
60.34 ロシアのパルチザン: 中小国のものを含むロシアおよび共産

主義のパルチザンはすべて除去されます（例外: 中国共産党のパル

チザンはロシアの降服に影響されません）。 
60.35 西側連合国のパルチザン: ロシアが再び参戦するまで、西側

連合国はロシア降服後にヨーロッパでパルチザンを生産できません。

ロシアが降服するときにマップ上にいる西側連合国のパルチザンは

プレイに残ります。 
60.36 政治的な影響: ロシアが降服するときに米国がドイツと戦争

中であれば、米国選挙の計算が、ロシアの降服手続きの終了後、ロ

シアが降服するゲームターンの終わりに直ちに実施されます。ロシ

ア降服後の選挙はヨーロッパでのみ発生します。米国の選挙は太平

洋のために実施されず、米国と日本の関係はヨーロッパのための米

国選挙に影響されません。 
 

60.4 ヘクス: 
60.41 ロシアに支配されるヘクスは補給を要求します: ロシアは、

マップ東端から補給線をトレースすることでそのヘクスを完全に補

給することができる場合には、降服するときに支配していた全ヘク

スの支配を保持します。枢軸国の ZOC および海上補給線に対する

航空および海軍のインターセプトの可能性は、ロシアに支配される

ヘクスの補給状況を決定する際に考慮に入れられません。ICからの

補給および航空補給は部分的な補給のみを提供するので、ヘクス支

配を保持するには不十分です。 
60.42 非補給のヘクス: マップ東端から補給線をトレースすること

ができないロシアに支配されるヘクスは、ドイツの支配となります。 
60.43 例外はありません: 60.41および60.42に述べられたヘクス支

配のルールに例外はありません。モスクワを含むロシアの IC およ

び重要戦略目標ヘクスは、マップ東端から補給線をトレースするこ

とができない場合、ドイツの支配に転換されます。そのようなヘク

ス内のロシアの陣地および要塞は除去されます。 
60.44 孤立した枢軸国ヘクス: 補給されていないロシアに支配され

るヘクスがドイツの支配に転換された後、枢軸国補給源から少なく

とも制限補給を受け取ることができない枢軸国に支配されるヘクス

は、ロシアの支配に戻り、そのようなヘクス内の枢軸国ユニットは、

も近い補給され枢軸国に支配されたヘクスに送還されます。ロシ

アのZOC、航空補給、および海上補給線に対する航空および海軍の

インターセプトの可能性は、枢軸国に支配されるヘクスの補給状況

を決定する際に考慮に入れられません。 
60.45 パルチザンはヘクス支配に無視されます: ロシアのパルチザ

ンは、ロシアの降服を実行する場合、ヘクス支配または補給のトレ

ースを決定する際に考慮に入れられません。 
 

60.5 中小国: 
60.51 補給の要求: ロシアは、降服後にその中小同盟国、提携中小

国、外交的に支配された中小国および征服地を、それらの首都へマ

ップ東端から補給線をトレースすることにより、完全に補給するこ

とができる場合には、保持します。枢軸国の ZOC および海上補給

線への航空および海軍のインターセプトの可能性は、ロシアに支配

される中小国の補給状況を決定する際に考慮に入れられません。IC
からの補給および航空補給は部分的な補給のみを提供するので、こ

の目的には不十分です。ロシアの支配にならなかった中小国は、征

服地としてドイツの支配下となり、それらのユニットは永久に除去

されます。 
 
60.6 BRP: 
60.61 ロシアによるドイツへの BRP 譲渡: ロシア降服後の次のロ

シアのプレイヤーターンに始まる各ロシアのユニット生産フェーズ

中に、ロシアは、ロシアの も価値のある IC のその時点における

生産価値と等価な BRP をドイツに譲渡しなくてはなりません（ロ

シアが ICを持っていなければ、1ターンにつき10BRP）。 
60.62 BRP 譲渡は強制的です: ロシアによるドイツへのBRP 譲渡

は、ロシアが ICを保持しているか否かに関わらず、またBRPが利

用可能でない場合であっても実施しなくてはなりません。赤字をも

たらすようなロシアの BRP 譲渡は、同じフェーズに西側連合国に

よるBRP譲渡によってカバーされなかったならば、ロシアのBRP
ベースを減少させます。 
60.63 西側の援助: 降服後にロシアは、ロシアへのBRP譲渡が実施

される方法に関する通常のルールに従って、西側連合国から援助を

受けることができ、枢軸国は認められた手段で、そのような譲渡を

妨害できます（40）。ペルシアのBRPルートは、ロシア降服後にも

開設することができます。 
 

60.7 日本の参加: 
60.71 日本の参加は任意です: ロシアがドイツへ降服するときに日

本がロシアと戦争中であれば、日本はロシアと戦争状態を終了する

か、または戦争を継続することができます。ロシアが降服するとき

に日本のプレイヤーがこれを決定します。 
60.72 和平: 日本が和平条約を遵守すれば、ルール60.3および60.4
が太平洋戦域に適用されます（例外: 中国共産党のパルチザンは影

響されません）。日本は、その後ロシアに宣戦布告し、戦争を再開す

ることができます。 
60.73 戦争: 日本がドイツとロシアの条約を遵守することを拒絶す

れば、日本とロシアの戦争は無期限に継続します。 
 

60.8 降服後のロシア: 

60.81 ロシアはプレイを継続します: 降服後にロシアはゲームに残

り、そのターンを通常通り続けます。各YSSにロシアのBRP合計

が計算され、ロシアのRPおよびDPは通常通り割り付けられ、活

性化され、ロシアの ICは通常通り価値を増加させます（例外: 降服

状態にある間、ロシアは外交目標を指定できせん）。西側連合国ユニ

ットは、依然としてロシア内部のヘクスに進入することを禁じられ

ます。 
60.82 戦争状態の再開: 前のロシアプレイヤーターンの終わりにお

けるロシアの抵抗レベルが0より大きかった場合、降服後のロシア

はヨーロッパ枢軸国または日本に宣戦布告できます。ロシアが降服

した後、ドイツと日本はいつでもロシアに宣戦布告できます。その

ような宣戦布告は、通常のBRPコストを要し、USATとUSJTに

通常通りに影響します。 
60.83 2回目のロシアとドイツの戦争の影響: 2回目のドイツとロシ
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アの戦争が起こる場合、ドイツはもはやロシアから BRP 譲渡を受

け取りません。ロシア降服後にロシアが枢軸国に宣戦布告した場合、

ロシアの抵抗レベルが引き続き計算され、2 回目のロシア降服が可

能です。ロシア降服後にドイツがロシアに宣戦布告した場合、2 回

目のロシア降服は不可能であり、ロシア抵抗レベルの計算はそれ以

降実施される必要がありません。 
 

60.9 太平洋戦域シナリオ: 
60.91 太平洋戦域シナリオでは、ロシアは降服しません。 
 

61. 中国の降服 
61.1 中国の降服の決定 
61.2 修正 
61.3 結果 
 

61.1 中国の降服の決定: 
61.11 中国は降服しません: 中国国民党は正式には降服しませんが、

中国国民党政府は日本の圧力で崩壊することがあります。各中国プ

レイヤーターンの終わりに、中国の抵抗表が調べられます。結果は

次の日本プレイヤーターンの始めから次の中国プレイヤーターンの

終わりまで適用され、その時点で次の中国の抵抗レベルが決定され

ます。 
 

中国抵抗表- 61.11 
-1 未生産の5戦力分の中国国民党の陸上戦力につき。 
+2 中国国民党が北京、上海、南京または広東を支配する場合（各+2）。 
+1 中国または満州内にある5戦力の英国、米国またはロシアの陸上/

航空部隊につき。 
+1 日本が雲南を支配する場合。 

結果 
-5 中国国民党の政府は崩壊し、中国は戦争中の党派から離脱します。

すべての中国国民党のユニットは移動できずそのヘクスに留まり

ます。 
-4 中国国民党のユニットは生産されません。 
-3 中国国民党のユニットはすべて-1DMを受けます。 
-2 中国国民党は攻勢オペレーションを実行できません。 
-1 中国国民党のユニットは貸与できません。 
0 効果はありません。 

+1 中国外で活動する貸与された中国国民党のユニットは-1DM を受

けません。 
+2 国民党と共産党の協力に対する制限がすべて撤廃されます。中国

国民党の部隊は、貸与されなかったとしても中国外で活動できま

す。 
説明: 各中国プレイヤーターンの終わりにチェックして、結果を実行して

ください。結果は累積的です。各結果は、「0」の結果に近いより劣ったす

べての結果を含んでいます。 
 

61.2 修正: 
61.21 未生産ユニット: 未生産のパルチザンは中国抵抗レベルに影

響しません。 
61.22 フライングタイガーズ: フライングタイガーズは米国の航空

戦力として数えられません。 
 

61.3 効果: 

61.31 参照: 特定の中国の抵抗結果の適用に関する詳細は、ルール

78-80に記述されています。 
 

62. 米国の選挙 
62.1 概観 
62.2 米国選挙の発生時点 
62.3 米国選挙結果の決定 
62.4 米国選挙結果 
62.5 選挙後の緊張 
62.6 単独講和 
62.7 米国の再参戦 
62.8 核戦争 
 

62.1 概観: 
62.11 米国は征服されません。しかしながら米国は、不利な軍事的

および政治的展開により、その戦争努力を縮小し、あるいは一方ま

たは両方の戦域で単独講和協定を締結するかもしれません。 
62.12 「米国の選挙」は広い意味を持ちます: ほとんどのゲームで

は、1944年11月の米国大統領選挙を表す1945年YSSの後に唯一

の「米国の選挙」が発生し、その結果は 1945 年 1 月に効果を現わ

します。しかしながら英国またはロシアの降服あるいはドイツによ

る米国に対する核攻撃も「米国の選挙」を引き起こし、それは米国

の戦争への関与に対する完全な議会調査を表わします。 
 

62.2 米国選挙の発生時点: 
62.21 引き起こす事件: 米国選挙は次の時に発生します。 
A. 英国またはロシアが降服する場合: 米国がドイツと戦争中であ

れば、英国またはロシアが降服するゲームターンの終わりに。 
B. 米国が核攻撃を受けた場合: 米国本土が成功したドイツの核攻

撃を受けたゲームターンの終わりに。 
C. 1945年のYSSの後に: すべてのゲームにおいて1945年のYSS
直後に。 
 

62.3 米国選挙結果の決定: 

62.31 各戦域で計算されます: 米国選挙結果は次の修正を使用して、

各戦域で計算を実施して決定されます。選挙が1945年のYSSのた

めに発生する場合、両方の戦域の結果が組み合わされます。選挙が

降服または核攻撃のために発生する場合、ヨーロッパ戦域のみで計

算が実施されます。結果が1以上である場合、米国の政策または活

動に効果はありません。結果が0以下の場合には、親枢軸の米国選

挙結果が発生します。 
 

米国選挙修正- 62.31 
ヨーロッパ 

-# 選挙が実施される時点に計算された、中立のイタリアの DP を含

む枢軸国のDPレベル。 
-# 米国に対する各核攻撃につき（1回目の攻撃用で-2、2回目の攻撃

で追加の-3、3回目の攻撃で追加の-4、など）。 
-2 米国内の各核攻撃マーカーにつき。 
-1 英国に返還されたか、英国降服時にドイツが獲得しなかった領土

の2譲歩ポイントにつき（端数切捨て）。 
-1 その時点で-5 を下回る英国降服レベルにつき（-6 で-1、-7 で-2、

-8で-3、-9で-4、-10で-5）。 
+1 その時点で-5を上回る英国降服レベルにつき（-4で+1、-3で+2、

-2で+3、-1で+4、0で+5）。 
+5 英国が降服状態でない場合。 
+# 選挙が実施される時点に計算された、中立のロシアの DP を含む

連合国のDPレベル。 
+10 日本が降服した場合。 

太平洋 
+/-# 日本の抵抗レベル（基本的な+20 の日本の抵抗修正ならびに未生
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産の日本の陸上および陸軍航空戦力による否定の修正は無視され

ます）。 
+5 日本から米国に宣戦布告した場合。 
+10 ドイツが降服した場合。 

 
通常の場合の米国選挙は、選挙が発生したときに計算される各陣営
のDP 合計を比較するだけであるので単純です。しかし英国降服が
関心をそそるようになる後には、複雑になります。-2または-3のよ
うな低い英国降服レベルは、英国が参戦していることによる通常の
+5 修正を減少させますが、-7 または-8 のようなより高い英国降服
レベルは、通常の+5 修正に代わり枢軸国に好意的な修正を与えま
す。英国の降服に続くドイツの和解は、将来の米国選挙に勝利する
さらに大きな機会を枢軸国に与えることができます。しかしドイツ
がロシアを征服することができず、枢軸国がうまくやっており、日
本が征服される前に、米国選挙を強要することができなければ、こ
れはドイツに好意的な米国の戦後政策をもたらすだけかもしれませ
ん。 
 

62.4 米国選挙結果: 
62.41 両戦域の結果が組み合わされます: 1945 年の YSS の終わり

に、両戦域の米国選挙結果は足し合わされます。すべての米国選挙

において、合計の結果がプラスの場合、ルーズベルト大統領は再選

を勝ち取り（または議会が彼のリーダーシップを支持します）、米国

の政策は不変です。しかし合計が0以下の場合には、米国の政策は

離脱を支持する方向に変わり、適切なレベルの結果が各戦域に別々

に実行されます。各結果はより高い数の結果をすべて含んでいます。 
 

米国選挙結果- 62.41 
結果 影響 

0 米国は、戦略爆撃と通常爆撃、潜水艦による戦略戦闘、および

飛行爆弾とロケットによる攻撃を含む攻勢の経済戦争をすべて

中止し、核攻撃を実施できません。 
-1 米国は、政治的な理由のために死傷者を減らすことを求めます。

米国部隊は 2:1 の比率未満で陸上攻撃を開始または継続できま

せん。 
-2 米国は全面攻勢を実施できません。 
-3 米国部隊はすべての攻勢オペレーションに従事できません。 
-4 米国部隊は消耗に参加できません。 
-5 米国陸上ユニットは米国ボックスを離れることができません。 
-6 米国航空ユニットは米国ボックスを離れることができません。 
-7 米国はその戦域において 46 の緊張レベルで単独講和に署名し

ます。 
一方の戦域のための米国選挙結果が-8以下の場合には、米国は単独講和に

署名し、その戦域の緊張レベルは追加の各選挙レベルにつき4だけ減少さ

れます。-8で42緊張レベル、-9で38緊張レベル、など。 
 
62.411 一方の戦域のゲーム: 一方の戦域のゲームでは、プレイされ

ていない戦域の選挙結果は0であると考えられ、プレイされている

戦域における米国の政策に関係がありません。 
62.42 結果は両戦域に別々に適用されます: 米国選挙結果は、両戦

域に別々に適用され、ヨーロッパの戦争、太平洋の戦争またはその

両方から米国が撤退するか否か、およびその程度は、両戦域で別々

に決定されます。 
62.421 BRP譲渡: -7以下の選挙結果の後に米国のBRP譲渡が認め

られる限度は、その戦域の USAT または USJT レベルによって規

定されます。 
62.422 ASW: 米国のASWユニットは、選挙後のUSATレベルが

34 以上であれば、大西洋およびインド洋 SW ボックス内で使用で

きます。 
62.43 より高い結果を選択できます: ドイツおよび日本は、それが

利点となると考える場合には、その戦域でより高い結果を選択でき

ます。例えば、-9の結果の後に、ドイツは-6の結果を課して、米国

が制限された状況で戦争に残ることを認めることができます。 
62.44 選挙結果は米国ユニットにのみ適用されます: 米国選挙結果

の0から-5による制限は、米国が生産したパルチザンを含む米国の

ユニットにのみ適用されます（例外: 英国が降服した場合には米国

選挙結果の0から-4は英国にも適用されます）。 
 

62.5 選挙後の緊張: 
62.51 再び緊張が記録されます: 反戦的な米国選挙結果の後に

USATおよびUSJT（場合に応じて）が、米国がその戦域における

戦争への関与を再開する範囲を決定するために再び記録されます。

USATまたはUSJTレベルの増加は、米国がドイツまたは日本と個

別の和解に署名したとしても、枢軸国または日本の攻撃が米国の世

論に対して継続した影響をもたらすことを反映します。 
62.52 ４緊張ポイント=１選挙結果レベル: 適用可能な緊張レベル

が増加した4ポイントにつき、 終的に米国が制限なしでその戦域

の戦争に再び参加できるまで、米国選挙結果は対応する戦域で1レ

ベルだけ増加します。したがってヨーロッパ戦域における「-3」の

選挙結果の後に米国部隊が攻勢オペレーションを実施できるように

なるには、USATが4だけ増加しなければなりません。別の4によ

り米国の2:1未満の攻撃が許可され、さらに別の4により 終の制

限である攻勢経済戦争の禁止が解除され、米国はヨーロッパの戦争

に完全に参加することができます。 
62.53 選挙後の緊張修正: 反戦的な選挙結果後にのみ適用される米

国の緊張修正は、通常の修正から区別されてリストされています。

通常の緊張修正もすべて適用されます（例外: 枢軸国と戦争中の主

要国の数による通常の状況修正は、ドイツと戦争中の米国以外の各

主要国につき+1 の修正に取り替えられます）。日本に対する米国の

石油禁輸も撤回されたと考えられますが、米国が日本と単独講和に

署名し、USJT レベルが 20 未満に低下したのでない限り、そのタ

ーンまたは以降のターンで緊張の+1 の増加が引き起こされた後の

ターンに米国は日本に再び石油禁輸を課すことができます。 
 

62.6 単独講和: 

62.61 ヨーロッパ: 「-7」以下の選挙結果に続きドイツと単独講和

に署名した後に、ヨーロッパにある米国ユニットは、それ以降の連

合国の各再配備フェーズ中にヨーロッパに1ユニットも残らなくな

るまで、マップから取り除かれ、米国大西洋岸ボックスに置かれま

す。各ターンに取り除かれる米国ユニットの数は、大西洋の輸送船

が他の用途に用いられていたとしても、大西洋SWボックス内の西

側連合国の輸送船の数によって決定されます。米国ユニットが取り

除かれる順序は枢軸国プレイヤーによって決定されます。米国への

帰還に先立って、米国ユニットはプレイに残り、枢軸国または中立

に支配されたヘクスに進入できず、ドイツによる宣戦布告なしでは

攻撃されません。米国がドイツと単独講和に署名すれば、米国ユニ

ットは南アフリカボックス内に残り、また通過することができます。 
62.62 太平洋: 日本との単独講和に署名した後に、太平洋のすべて

の米国ユニットは、その時点で米国の支配にある太平洋の戦前から

の米国の所有地または米国太平洋岸ボックスに米国プレイヤーによ

り即座に移動されてプレイに残り、宣戦布告なしで日本により攻撃

されません。 
62.63 帰還する米国ユニットは攻撃されません: ヨーロッパからの、

および太平洋内の米国の撤退は枢軸国または日本によってインター

セプトされません。 
62.64 戦争は継続します: 一方または両方の戦域における戦争から

の米国の撤退は、直接的には残りの戦争に影響しません。ドイツお

よび日本と戦争中の残りの連合国はすべて戦い続けます。日本と米

国が開戦していない場合、プレイは太平洋で通常通り継続します。 
62.65 単独講和後の緊張: 米国がドイツまたは日本のいずれかと単
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独講和に署名した場合、USATまたはUSJTレベルは50未満に下

がり、米国の選挙結果に従い4緊張ポイントが1選挙結果レベルと

等しいものとして設定されます。選挙結果が-7であれば、緊張レベ

ルは46に設定されます。選挙結果が-8であれば、緊張レベルは42
に設定されます。 
62.66 緊張レベルに管理される米国の再参戦: 単独講和後の戦争へ

の米国の関与範囲は、適用可能な緊張レベルによって管理されます。

緊張が上昇するとともに、次の制限に従い、ゲームで以前に行った

ように、戦争前の米国の関与は緊張結果によって増加します。 
A. 既に発生した動員は再び引き起こされません。 
B. 緊張結果は米国選挙結果による制限を無効にしません。例えば、

太平洋マップへの米国ユニットの配備を認めるUSJT結果は、-5の

選挙結果によって禁止されます。 
62.67 米国の動員は継続します: 米国が中立でも以下のようになり

ます。 
A. 陸上および航空戦力プールの増加: 米国の陸上および航空戦力

の動員は継続します。 
B. BRP: 米国は、各動員につき25BRPを受け取ります。 
C. DPおよびRP: 米国は、戦争中と同様に各YSSにDPおよびRP
を受け取ります。米国は中立の間でも外交、研究および量産を継続

できます。 
 

62.7 米国の再参戦: 
62.71 限定的な再参戦が可能です: 米国は、緊張が十分に増加した

場合にいずれの戦域においても、 初の米国の参戦前と同様に、戦

争に再度参入できます。しかしながら米国が再参戦した後にも米国

選挙結果に関連した制限は適用され、したがって、米国がいかなる

制限も受けなくなるまで、いつ-6の選挙結果から-5の選挙結果へ移

動するかなどを決定するために緊張は引き続き記録されます。 
62.72 ドイツまたは日本が宣戦布告すれば制限はありません: 米国

が中立の間にドイツまたは日本が米国に宣戦布告すれば、米国は直

ちにその戦域で戦争への全面参加を再開し、米国選挙結果に関連し

た制限は適用されません。米国がヨーロッパの戦争に既に参加した

ことがあれば、ドイツは米国に対する宣戦布告により潜水艦戦にお

ける修正を受け取りません。 
 

62.8 核戦争: 
62.81 ドイツの核攻撃: ヨーロッパ戦域のための米国選挙結果は、

ドイツが米国で成功裡に核物質を爆発させたすべてのゲームターン

の終わりに計算されます。 
62.82 米国の敗北: 米国が、ドイツの核攻撃の結果ドイツとの単独

講和に署名すれば、米国は敗北したとみなされます。太平洋での選

挙結果が太平洋の戦争の継続を通常通り指定したとしても、米国は

ドイツおよび日本の両方との単独講和に署名し、米国はゲームの残

りの間、いずれの戦域でも参戦または何らかの方法で戦争への役割

を実施できません。ほとんどの状況では、これはドイツおよび日本

の決定的勝利を勝ち取ることを意味しますが、これは他の連合国の

主要国が戦い続けることを排除しません。 
62.83 米国を敗北させることの失敗: ドイツの核攻撃が米国にドイ

ツとの単独講和に署名することを強いなかった場合、それは米国の

戦争参加に影響がありません。同様に、米国が米国選挙結果による

制限を受けているときに、ドイツが米国を核攻撃し、米国が単独講

和に署名しなければ、ヨーロッパ戦域での米国の参加に対するすべ

ての制限が撤廃されます。米国に対する核攻撃は一か八かの問題で

す。 
米国は制限なしで戦っている場合に限り核攻撃を実施できますが、
ドイツによる米国への核攻撃は、ヨーロッパの戦争への米国の参加
に対するすべての制限を撤廃します。 初に移動するドイツが、米

国を核攻撃すれば、米国は報復することができ、報復の成功は米国
が戦い続けるかどうかを決定するかもしれません。英国またはロシ
アに対するドイツの核攻撃では、ドイツの報復を米国が恐れるため
に、自動的な対応を米国に許可しないので、ドイツは米国への核攻
撃を行なう前にためらうかもしれません。核戦争は危険な取引で
す！ 
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ナチ=ソビエト協定および東ヨーロッパ 
63. 東ヨーロッパ 
63.1 定義 
63.2 ナチ=ソビエト協定ライン 
63.3 個別征服 
63.4 東ヨーロッパへの進入 
63.5 ロシアの活動に対する制限 
 

63.1 定義: 
63.11 「東ヨーロッパ」の定義: 東ヨーロッパは次のものからなり

ます。 
A. 東ポーランド（10BRP）。 
B. バルト三国（15BRP）。 
C. ベッサラビア（東部戦線の境界東方のルーマニア- 5BRP）。およ

び、 
D. フィンランドの国境ヘクス（A46/B45/C44- 5BRP）。 
63.12 東ヨーロッパに関係のあるルール: 東ヨーロッパの 4 つの部

分に関係のある詳細は、ルール64-67に記載されています。 
63.13 ロシアと区別される東ヨーロッパ: 東ヨーロッパの一部のロ

シアによる占領は、天候、移動、ユニット生産またはパルチザンの

目的では、そのエリアをロシアの一部とはしません（例外: ロシア

のパルチザンは東ポーランドで生産および活動できます- 11.33C）。 
 

63.2 ナチ=ソビエト協定ライン:  

63.21 ナチ=ソビエト協定ライン: マップ北端から黒海へ走る点線

は、1939年8月のナチ=ソビエト協定で同意された分割ラインです。

ナチ=ソビエト協定ラインの位置は全ゲームに対して同じです。ゲ

ーム目的では、ナチ=ソビエト協定ラインはトルコおよびペルシア

とロシアの間の国境にそって伸びると考えられます。 
 

63.3 個別征服: 
63.31 征服目的では個別のエリア: 東ヨーロッパの 4 つの部分はす

べて、征服および再征服の決定において個別のエリアとして扱われ

ます。 
 

63.4 東ヨーロッパへの進入: 
63.41 協定ラインは開戦後には無視されます: ドイツとロシアの開

戦後は、一方の側は他方によって支配された東ヨーロッパのすべて

の部分に進入できます。 
63.42 バルト三国への進入に必要な宣戦布告: 10BRPを要する宣戦

布告は、ドイツとロシアが戦争中でも、バルト三国が中立の場合に

バルト三国に進入するために要求されます。 
63.43 国境エリア: ベッサラビアおよびフィンランドの国境ヘクス

は、ドイツとロシアの開戦時にロシアによって征服されていない場

合、ゲームの残りの間、それぞれルーマニアとフィンランドの一部

として残ります。ドイツとロシアが開戦した後には、ルーマニアま

たはフィンランドがドイツと同盟または提携していないならば、ロ

シアはルーマニアまたはフィンランドに対する 10BRP を要する個

別の宣戦布告なしでベッサラビアおよびフィンランドの国境ヘクス

に進入できません。 
 

63.5 ロシアの活動に対する制限: 

63.51 RGT制限: ロシアの活動はRGTレベルによって以下のよう

に制限されています。 
A. 共産主義者による転覆: RGTレベルが15以上である場合、ロシ

アは中立のバルカンの中小国を転覆させることを試みることができ

ます。 
B. ロシアによる中立中小国への宣戦布告: RGTレベルが25以上で

ある場合、ロシアは、枢軸国に支配されておらず、またドイツが経

済権益を持っていない国境を接する中小国に宣戦布告できます。 
C. ロシアによる経済的に浸透された中小国への宣戦布告: RGT レ

ベルが 35 以上である場合、ロシアは、ドイツが経済権益を持って

いるが、ドイツが支配していない国境を接する中小国に宣戦布告で

きます。 
D. ロシアの警戒: RGTレベルが40以上となるまで、ドイツの侵攻

の 初の枢軸国プレイヤーターンに以下のようになります。 
・ロシアの歩兵ユニットは全タイプのヨーロッパのヘクス上で

-1DMを受けます（15.33G）。 
・次の障害が、ヨーロッパ戦域に配置された、すべてのロシアの装

甲ユニットに適用されます。 
o 枢軸国が1つのオーバーランを実行するか、または戦闘フェー

ズ中に陸上攻撃を解決するまで、ロシアの装甲ユニットはZOC
を持ちません。 

o ロシアの装甲ユニットが ZOC を持った後には、枢軸国の陸上

ユニットは、ロシア装甲ユニットのZOCのへクスを離れるか、

またはZOCヘクスから別のZOCヘクスに移動するために追加

１移動力のみを消費しなければなりません。 
E. ドイツの石油補給: RGTレベルが45以上である場合、ロシアは

ドイツへの直接の石油出荷を停止し、プロエシェチまたはドイツが

石油補給線をトレースしなければならない中小国を支配する場合、

ドイツへの石油補給を切断できます。 
F. ロシアによるドイツへの宣戦布告: RGTレベルが50以上である

場合、ロシアはドイツに宣戦布告できます。 
 

64. ポーランド 
64.1 戦争中のドイツおよびポーランド 
64.2 英国がポーランド部隊を支配します 
64.3 東ポーランド 
64.4 ポーランドの存続 
 

64.1 戦争中のドイツおよびポーランド: 

64.11 宣戦布告または無料の攻勢オペレーションはありません: キ
ャンペーンゲームおよび 1939 年シナリオは、ドイツが英国、フラ

ンスおよびポーランドと戦争中の状況で始まります。この状況は、

宣戦布告またはそれに関連するBRPコストおよびUSATへの影響

の必要なしで存在します。ドイツは、ポーランドに対する攻勢オペ

レーションのコストを払わなければなりません。 
 

64.2 英国がポーランド部隊を支配します: 
64.21 英国がポーランド部隊を支配します: 英国はポーランド部隊

をセットアップし支配します。 
 

64.3 東ポーランド: 
64.31 西ポーランドと区別されます: 東ポーランドは、ナチ=ソビエ

ト分割ライン東方のポーランドの部分からなります。東ポーランド

は、ゲーム全体にわたり西ポーランドとは別の実体として扱われま

す。 
64.32 東ポーランドは10BRPの価値を持ちます: 東ポーランドは、

ポーランドの 20BRP とは異なる 10BRP の価値を持っています。
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東ポーランドは、ポーランド自体が征服されていなくても、ヴィル

ナ、ブレストリトフスクおよびリボフのすべてが征服する主要国に

よって支配される場合に征服されます。 
64.33 BRP目的の支配: 一方の側が東ポーランドの3つの都市をす

べて支配したならば、3 つの都市がすべて敵の支配を受け、元の支

配する主要国が次のプレイヤーターン中に 3 つの都市のうち 低 1
つを奪還しなくなるときまで、その主要国は東ポーランドの BRP
を受け取り続けます。 
64.34 1939 年秋のドイツの占領禁止: 1939 年秋にドイツのユニッ

トは分割ラインを横切って東ポーランドへ移動できますが、ドイツ

のユニットは枢軸国プレイヤーターンの終わりに東ポーランドに残

ることができません。この制限の遵守には、ドイツのユニットの任

意除去を要求するかもしれません（28.91）。1939年秋の枢軸国プレ

イヤーターン中の東ポーランドへの侵入は、RGTレベルに影響しま

せん。 
64.35 ロシアによる東ポーランドへの進入: 1939年秋にロシアは東

ポーランドを占領できます。東ポーランドへのロシアの進入は、宣

戦布告または攻勢オペレーションを要求しません。ロシアがドイツ

と戦争中でなければ、ロシアのユニットはポーランドの分割ライン

を横切って移動できません。ドイツとロシアのユニットは互いの

ZOCを無視します。ロシアが東ポーランドを征服した後は、ポーラ

ンドのヘクス支配は分割ラインによって自動的に決定されます。 
64.36 遅れたロシアによる東ポーランドの占領: ロシアが 1939 年

秋に東ポーランドを占領しなければ、ドイツまたはロシアのいずれ

かは任意の後のターンにそうすることができます。どちらの側も、

この活動を実施するために宣戦布告する必要がありません。一方の

側が東ポーランドに進入した後には、ドイツとロシアが開戦するま

で、相手側は進入できません。 
 

64.4 ポーランドの存続: 
64.41 ポーランドがドイツの 初の攻撃を生き残れば、ポーランド

は英国の中小同盟国になり、BRPコストなしで東部戦線において独

立した攻勢オペレーションまたは消耗を実施できます。ロシアが東

ポーランドを占領したとしても、ポーランドによる攻撃は枢軸国に

対してのみ指向されます。ナチ=ソビエト分割ラインはポーランド

のユニットまたはそれらの移動に効果がありません。ポーランドの

ユニットはドイツのへクスに進入でき、またはポーランド内に留ま

ることもできます。 
64.42 ロシアの活動: ロシアが東ポーランドに進入した場合、1 つ

以上のロシアのユニットが、分割ライン東方にあるポーランドのユ

ニットに隣接している場合にのみ、ロシアはポーランドに対する消

耗さい振りを実施できます。ロシアはポーランドのために介入でき

ません。ロシアがドイツと戦争中であれば、ロシア軍は分割ライン

を横断し西ポーランドに進入できますが、これは介入となりません。

すべてのロシアと連合国の協力制限が適用されます（53.4）。 
 

65. バルト三国 
65.1 1つの中小国と考えられます 
65.2 バルト三国の征服 
 

65.1 1つの中小国と考えられます: 
65.11 バルト三国は 15BRP の価値を持ちます: バルト三国は、

15BRP の価値を持つ 1 つの中小国として扱われます。リガ、パル

ヌおよびタリンのすべてが征服する主要国によって支配される場合、

バルト三国は征服されます。 
65.12 BRP目的の支配: 一方の側がバルト三国の3つの都市すべて

を支配したならば、3 つの都市のすべてが敵の支配を受けて、元の

支配する主要国が、次のプレイヤーターン中に3つの都市のうちい

ずれか 1 つを奪還しなくなるまで、それはバルト三国のBRP を受

け取り続けます。 
 

65.2 バルト三国の征服: 
65.21 宣戦布告の要求: バルト三国の占領は 10BRP を要する宣戦

布告を要求しますが、攻勢オペレーションはその征服に必要ありま

せん。攻撃された場合、バルト三国は部隊を展開させません。 
65.211 ドイツとロシアが開戦したときにバルト三国が未だ中立な

らば、その占領に先だって宣戦布告が必要になります。 
65.22 1939年秋のドイツの占領禁止: ドイツは1939年秋にバルト

三国に宣戦布告できません。65.23に従いロシアは、RGTレベルに

かかわらず、バルト三国にいつでも宣戦布告できます。 
65.23 ロシアによる遅れたバルト三国の占領: ロシアが 1939 年秋

にバルト三国に宣戦布告しなければ、ドイツまたはロシアのいずれ

かは任意の後のターンにそうすることができます。一方の側が宣戦

布告してバルト三国に入ったならば、枢軸国およびロシアが開戦す

るまで、相手側はバルト三国に進入できません。 
 

66. ベッサラビア 
66.1 ロシアの領土要求 
66.2 国境戦争 
66.3 ベッサラビアの征服 
66.4 ロシアとルーマニアの戦争 
 

66.1 ロシアの領土要求: 

66.11 ロシアの要求: ロシアは、その時点のRGTレベルにかかわら

ず枢軸国がルーマニア内のいずれかのヘクスを支配していない場合

には、ロシアの外交フェーズ中にルーマニアに対して領土の譲歩を

要求できます。 
66.12 ルーマニアの対応: ルーマニアに対するロシアの要求は、ル

ーマニアに対する即時の外交さい振りを引き起こし、それは通常の

外交結果と同様に、ロシアのベッサラビア要求に対するルーマニア

の反応を決定します。 
A. ルーマニア崩壊: 「0」以下のルーマニアの外交結果においては、

ベッサラビアの獲得に加えてロシアは、ルーマニアの5BRP（「0」
の場合）、ルーマニアの5BRPおよびルーマニアのヘクス支配（「-1」
の場合）、ルーマニアとの提携（「-2」の場合）またはルーマニアと

の同盟（「-3」の場合）を獲得します。 
B. ルーマニアは限定的な譲歩を行ないます: 「1-2」のルーマニア

の外交結果においては、ルーマニアはロシアにベッサラビアを与え、

ロシアとルーマニアは開戦せず、ロシアのユニットは自由にベッサ

ラビアに進入できます。 
C. ルーマニアは抵抗します: 「3-4」または「5-6」のルーマニアの

外交結果においては、ルーマニアはロシアの要求に抵抗することが

できます。抵抗する場合、ロシアとルーマニアの国境戦争が、10BRP
を要する正式なロシアの宣戦布告の必要なしで、およびUSATレベ

ルに対する影響なしで発生します。ドイツプレイヤーは、ルーマニ

アが抵抗するかどうか決定します。 
D. ルーマニアはドイツの援助を求めます: 「7」以上のルーマニア

の外交結果においては、枢軸国がより低位の結果を選択するのでな

い限り、ルーマニアに対する親枢軸国の外交結果が実行され、ルー

マニアはベッサラビアの割譲を拒絶し、ルーマニアとロシアの間で

国境戦争が発生します。「8」以上のルーマニアの外交結果（ヘクス

支配、提携または同盟）においては、ロシアはドイツに宣戦布告し

ない限り、その要求を放棄しなければなりません。 
66.13 要求および対応は実行される必要があります: ロシアがルー
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マニアに領土を要求した後には、ルーマニアに対する外交さい振り

によってルーマニアの対応が決定され、実行される必要があります。

ルーマニアの対応が決定されるまで、ロシアはその要求を撤回でき

ません。 
66.14 ベッサラビア: ベッサラビアは、東部戦線の境界線の東方に

あるルーマニアの5ヘクスからなり、5BRPの価値があります。 
 

66.2 国境戦争: 
66.21 ルーマニアの配備: ロシアが、ベッサラビアをめぐってルー

マニアとの国境戦争に従事すれば、2 つの 2-3 のルーマニア歩兵ユ

ニットを含む少なくとも6つのルーマニア陸上ユニットがベッサラ

ビアに配備されなくてはなりません。ルーマニアが望む場合、ルー

マニアは国境戦争の開始時にベッサラビアにすべてのユニットを配

備することができます。ルーマニアはブカレストに陸上ユニットを

配備する必要がありません。 
66.22 ロシアのユニットに対する制限: 国境戦争中に、ロシアのユ

ニットは次の制限に従います。 
A. ロシアのユニットはルーマニア本土ではなくベッサラビアに進

入できます。 
B. ロシアのZOCはルーマニア本土へ伸びません。 
C. ベッサラビアに基地を置かない限り、ルーマニアの航空戦力は航

空優勢されません。 
66.23 国境戦争を戦うこと: ルーマニアのユニットは国境戦争の間

に BRP コストなしで消耗または攻勢オペレーションを実行できま

す。 
66.24 国境戦争の終結: ロシアとルーマニア間の国境戦争は、一方

の側がそのプレイヤーの 初にベッサラビアへの要求を放棄する場

合、またはルーマニアの戦闘フェーズの終わりにロシアがベッサラ

ビアのすべてを支配する場合に終了します。 
66.25 ベッサラビア要求の放棄: ロシアまたはルーマニアは、その

プレイヤーターンの 初にのみベッサラビアの要求を放棄できます

（例外: 66.28）。ロシアがベッサラビア要求に続くプレイヤーター

ンを完了した後、ルーマニアはそのターンの 初にベッサラビア要

求を放棄するか、または枢軸国と同時に独立したプレイヤーターン

を持つものとして戦争を継続できます。この手続きは国境戦争の間

繰り返され、両国はそのターンの 初に戦争を継続するか放棄する

かという決定を発表します。ルーマニアが、その移動フェーズの終

わりにベッサラビア内にユニットを持っていない場合には、ルーマ

ニアはベッサラビアについての要求を放棄したとみなされ、国境戦

争は終了し、そのターンにはルーマニアの攻勢または消耗攻撃は実

施されません。 
66.26 放棄の影響: いずれかの側がベッサラビアに関する要求を放

棄する場合、それはそのターンに敵ユニットに対する攻撃を実施で

きず、そのプレイヤーターンの終わりにベッサラビアに残るその国

のユニットは除去されます。ロシアがベッサラビアに関する要求を

放棄した場合には、ロシアはその後に新たに要求を実施し、2 回目

の国境戦争を戦うことができます。 
66.27 ルーマニアユニットの再生産: ロシアとの国境戦争が発生し

た後にルーマニアは各ターンに1つの歩兵ユニットを再生産できま

す。この手順は国境戦争が終わったとしても各ターン継続し、すべ

てのルーマニアのユニットはマップに残り、ドイツプレイヤーによ

って支配されます（例外: 枢軸国が国境戦争後にルーマニアに宣戦

布告する場合、英国プレイヤーがマップ上にあるルーマニアのユニ

ットを再配備します）。 
66.28 国境戦争の間におけるドイツによるルーマニア支配の影響: 
ルーマニアとロシアが国境戦争をしており、ドイツがルーマニアの

支配を外交的に獲得し（ルーマニアに対する「8」以上の外交結果）、

どちらの側も直ちにベッサラビアに関する要求を放棄しない場合に

は、85.341の規定が適用されます。ドイツは外交結果を保持するた

めにロシアに宣戦布告するか、またはより低位の結果を採用しなく

てはなりません。 
 

66.3 ベッサラビアの征服: 

66.31 征服: ベッサラビアの 5 ヘクスがすべて征服する主要国によ

って支配される場合、ベッサラビアが征服されます。 
66.32 ルーマニアの一部としてのベッサラビア: ロシアがベッサラ

ビアを征服すれば、東部戦線の境界線が新しいルーマニアの国境線

になり、残りのルーマニアは 10BRP の価値となります。その後に

枢軸国がベッサラビアを再征服すれば、ベッサラビアはルーマニア

へ再統合され、ルーマニアが枢軸国と提携または同盟する場合、ル

ーマニアは 15BRP の完全な価値に回復されます。ベッサラビアが

枢軸国に再征服されたときにルーマニアが中立であれば、ルーマニ

アが枢軸国と提携または同盟するまで、ベッサラビアは5BRPの価

値の枢軸国の征服地として扱われます。その後にロシアが残りのル

ーマニアを征服した場合には、ルーマニアとベッサラビアは両方が

後に枢軸国に再征服されるまで個別で残ります。ドイツとロシアが

開戦するときにベッサラビアがロシアに征服されていなければ、ベ

ッサラビアは永久にルーマニアの一部として残り、ルーマニアが枢

軸国の支配を受けない限り、ルーマニアに対する個別の宣戦布告な

しでロシアにより進入されません。 
 

66.4 ロシアとルーマニアの戦争: 
66.41 ルーマニア本土に対するロシアの攻撃: RGTレベルにより認

められた場合にのみ、ロシアはルーマニアを攻撃できます。ルーマ

ニア本土に対する攻撃は、10BRPを要する宣戦布告を要求します。

ロシアがベッサラビアを占領する前にルーマニアを攻撃すれば、ル

ーマニアのユニットはベッサラビアで開始できます。 
66.42 ロシアがルーマニア本土に宣戦布告しない限り、ルーマニア

は自動的にドイツと提携しません。 
 

67. フィンランドの国境ヘクス 
67.1 ロシアの領土要求 
67.2 国境戦争 
67.3 フィンランドの国境ヘクスの征服 
67.4 ロシアとフィンランドの戦争 
 

67.1 ロシアの領土要求: 
67.11 ロシアの要求: ロシアは、その時点のRGTレベルに関わらず、

枢軸国がフィンランドのへクスを支配していない場合に、ロシアの

任意の外交フェーズにフィンランドに領土の割譲を要求できます。 
67.12 フィンランドの対応: フィンランドに対するロシアの要求は、

フィンランドに対する即時の外交さい振りを引き起こし、それは通

常の外交結果と同様に、ロシアのフィンランド国境ヘクス要求に対

するフィンランドの反応を決定します。 
A. フィンランド崩壊: 「0」以下のフィンランドの外交結果におい

ては、フィンランドの国境ヘクスの獲得に加えて、ロシアは、フィ

ンランドの BRP（「0」）、フィンランドのヘクス支配（「-1」）、フィ

ンランドとの提携（「-2」）またはフィンランドとの同盟（「-3」）を

獲得します。 
B. フィンランドは限定的な譲歩を行ないます: 「1-2」のフィンラ

ンドの外交結果においては、フィンランドはロシアにフィンランド

の国境ヘクスを割譲し、ロシアとフィンランドは開戦せず、ロシア

のユニットは自由にフィンランドの国境ヘクスに進入できます。 
C. フィンランドは抵抗します: 「3-4」または「5-6」のフィンラン

ドの外交結果においては、フィンランドがロシアの要求に抵抗でき
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ます。抵抗する場合、ロシアとフィンランドの国境戦争が、10BRP
を要するロシアによる正式の宣戦布告なしで、およびUSATレベル

に対する影響なしで発生します。ドイツプレイヤーは、フィンラン

ドが抵抗するか否かを決定します。 
D. フィンランドはドイツの援助を求めます: 「7」以上のフィンラ

ンドの外交結果においては、枢軸国がより低位の結果を選択するの

でない限り、フィンランドに対する親枢軸国の外交結果が実行され、

フィンランドはフィンランド国境ヘクスの割譲を拒絶し、フィンラ

ンドとロシアの間で国境戦争が発生します。「8」以上のフィンラン

ドの外交結果（ヘクス支配、提携または同盟）においては、ロシア

はドイツに宣戦布告しない限り、その要求を放棄しなければなりま

せん。 
67.13 要求および対応は実行される必要があります: ロシアがフィ

ンランドに領土を要求した後には、フィンランドに対する外交さい

振りによってフィンランドの対応が決定され、それが実行される必

要があります。フィンランドの対応が決定されるまで、ロシアはそ

の要求を撤回できません。 
67.14 フィンランドの国境ヘクス: フィンランドの国境ヘクスは、

ナチ=ソビエト協定ライン東方のフィンランドの3ヘクスからなり、

5BRPの価値があります。 
 

67.2 国境戦争: 

67.21 フィンランドの配備: ロシアが、フィンランドの国境ヘクス

をめぐってフィンランドとの国境戦争に従事すれば、少なくとも 3
つのフィンランドの2-3 歩兵ユニットがフィンランドの国境ヘクス

内に配備される必要があります。フィンランドは、希望する場合に

は、国境戦争の 初にフィンランドの国境ヘクス内にすべてのユニ

ットを配備できます。フィンランドはヘルシンキに陸上ユニットを

配備する必要がありません。 
67.22 ロシアのユニットに対する制限: 国境戦争中に、ロシアのユ

ニットは次の制限に従います。 
A. ロシアのユニットはフィンランド本土ではなくフィンランドの

国境ヘクスに進入できます。 
B. ロシアのZOCはフィンランド本土へ伸びません。 
C. フィンランドの航空戦力は航空優勢されません。 
67.23 国境戦争を戦うこと: フィンランドのユニットは、国境戦争

の間、BRPコストなしで消耗または攻勢オペレーションを実施でき

ます。 
67.24 国境戦争の終結: フィンランドとロシア間の国境戦争は、一

方の側がそのプレイヤーターンの 初にフィンランドの国境ヘクス

に関する要求を放棄する場合またはフィンランドの戦闘フェーズの

終わりにロシアがすべてのフィンランドの国境ヘクスを支配する場

合に終了します。 
67.25 フィンランドの国境へクスに関する要求の放棄: ロシアまた

はフィンランドのいずれかは、そのプレイヤーターンの 初にのみ

フィンランドの国境ヘクスに関する要求を放棄できます（例外: 
67.28）。ロシアがフィンランドの国境ヘクス要求に続くプレイヤー

ターンを完了した後、フィンランドはそのターンの 初にフィンラ

ンドの国境ヘクス要求を放棄するか、または枢軸国と同時に独立し

たプレイヤーターンを持つものとして戦争を継続できます。この手

続きは国境戦争の間繰り返され、両国はそのターンの 初に戦争を

継続するか放棄するかという決定を発表します。フィンランドが、

その移動フェーズの終わりにフィンランドの国境ヘクス内にユニッ

トを持っていない場合には、フィンランドはフィンランドの国境ヘ

クスについての要求を放棄したとみなされ、国境戦争は終了し、そ

のターンにはフィンランドの攻勢または消耗攻撃は実施されません。 
66.26 放棄の影響: いずれかの側がフィンランドの国境ヘクスに関

する要求を放棄する場合、その国はそのターンに敵ユニットに対す

る攻撃を実施できず、そのプレイヤーターンの終わりにフィンラン

ドの国境ヘクスに残るその国のユニットは除去されます。ロシアが

フィンランドの国境ヘクスに関する要求を放棄した場合には、ロシ

アはその後に新たに要求を実施し、2 回目の国境戦争を戦うことが

できます。 
66.27 フィンランドユニットの再生産: ロシアとの国境戦争が発生

した後にフィンランドは各ターンに1つの歩兵ユニットを再生産で

きます。この手順は国境戦争が終わったとしても、すべてのフィン

ランドのユニットはマップに残り、ドイツプレイヤーによって支配

されるまで毎ターン継続します（例外: 枢軸国が国境戦争後にフィ

ンランドに宣戦布告する場合、英国プレイヤーはマップ上にあるフ

ィンランドのユニットを再配備します）。 
66.28 国境戦争の間におけるドイツによるフィンランドの支配の

影響: フィンランドとロシアが国境戦争をしており、ドイツがフィ

ンランドの支配を外交的に（フィンランドに対する「8」以上の外

交結果）獲得し、どちらの側も直ちにフィンランドの国境ヘクスに

関する要求を放棄しない場合には、85.341 の規定が適用されます。

ドイツは外交結果を保持するためにロシアに宣戦布告するか、また

はより低位の結果を採用しなくてはなりません。 
 

67.3 フィンランドの国境ヘクスの征服: 
67.31 征服: フィンランド国境ヘクスはその 3 ヘクスがすべて征服

する主要国によって支配される場合に征服されます。 
67.32 フィンランドの一部としてのフィンランドの国境ヘクス: ロ
シアがフィンランドの国境ヘクスを征服すれば、ナチ=ソビエト協

定ラインが新しいフィンランドの国境線になり、残りのフィンラン

ドは5BRPの価値となります。その後に枢軸国がフィンランドの国

境ヘクスを再征服すれば、フィンランドの国境ヘクスはフィンラン

ドへ再統合され、フィンランドが枢軸国により支配される場合、フ

ィンランドは 10BRP の完全な価値に回復されます。フィンランド

の国境ヘクスが枢軸国に再征服されたときにフィンランドが中立で

あれば、フィンランドが枢軸国に支配されるまで、フィンランドの

国境ヘクスは5BRPの価値の枢軸国征服地として扱われます。その

後にロシアが残りのフィンランドを征服した場合には、フィンラン

ドとフィンランドの国境ヘクスは両方が後に枢軸国に再征服される

まで個別で残ります。ドイツとロシアが開戦するときにフィンラン

ドの国境ヘクスがロシアに征服されていなければ、フィンランドの

国境ヘクスは永久にフィンランドの一部として残り、フィンランド

が枢軸国の支配を受けない限り、フィンランドに対する個別の宣戦

布告なしでロシアにより進入されません。 
 

67.4 ロシアとフィンランドの戦争: 
67.41 フィンランド本土に対するロシアの攻撃: RGTレベルにより

認められた場合にのみ、ロシアはフィンランドを攻撃できます。フ

ィンランド本土に対する攻撃は、10BRP を要する宣戦布告を要求

します。ロシアがフィンランドの国境ヘクスを占領する前にフィン

ランドを攻撃すれば、フィンランドのユニットはフィンランドの国

境ヘクスで開始できます。 
67.42 ロシアがフィンランド本土に宣戦布告しない限り、フィンラ

ンドは自動的にドイツと提携しません。 
 

68. ウクライナ 
68.1 ウクライナ 
68.2 外交目標としてのウクライナ 
68.3 ドイツの中小同盟国としてのウクライナ 
 

68.1 ウクライナ: 
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68.11 定義: ウクライナはドン川の西のN列からT列（両方を含み

ます）間のロシアの部分からなる 10BRP の価値を持つロシアの植

民地です。首都はキエフです。 
 

68.2 外交目標としてのウクライナ: 
68.21 枢軸国はキエフを支配しなければなりません: ウクライナは

いずれの側によっても外交目標として指名できますが、枢軸国がキ

エフを支配する場合に限られます。 
68.22 占領政策の影響: ロシアの占領政策の各結果につき、ドイツ

はウクライナの外交さい振りの+1 修正を、 大で+3 修正まで受け

取ります。 
68.23 結果: ウクライナの外交テーブルで述べられるように、ウク

ライナの外交結果は実行されます。 
 

68.3 ドイツの中小同盟国としてのウクライナ: 

68.31 ヘクス支配: ドイツの中小同盟国としてのウクライナの活性

化はウクライナでのヘクス支配に効果がありません。 
68.32 ユニットの配置: ドイツの中小同盟国としてウクライナが活

性化する場合、ドイツは外交結果によって認められたウクライナの

歩兵ユニットを、完全に補給され、枢軸国に支配されたウクライナ

のヘクスに配置します。 
68.33 ユニットの生産: ウクライナがドイツの中小同盟国として活

性化した後、ドイツは、完全に補給され、枢軸国に支配されたウク

ライナの都市でウクライナの歩兵ユニットおよび研究結果で認めら

れた場合にはVlasov歩兵ユニットを生産できます。またロシアは、

完全に補給され、ロシアに支配されたウクライナのヘクスでロシア

のユニットを生産できます。すべての場合において生産されるヘク

スは生産するプレイヤーターンの 初に味方の支配下にある必要が

あります。 
68.34 パルチザン: ウクライナ内のロシアのパルチザンは、ウクラ

イナが活性化したときには、次のロシアプレイヤーターンの終了ま

でにウクライナを離れなくてはならず、そうでなければ除去されま

す。それらは離れる前に攻撃できません。ウクライナで「5」以下

の外交結果が有効でない限り、ロシアのパルチザンはウクライナで

生産または進入できません。 
68.35 ウクライナはロシアの一部のままです: ウクライナは、ドイ

ツの中小同盟国として活性化している間でも、ロシアのユニット生

産（例外: パルチザン- 68.34）、天候、USAT、および西側連合国の

ロシアへの進入禁止（53.47）に関してロシアの一部です。 
68.36 ロシアの再征服: ウクライナがドイツの中小同盟国として活

性化した後にロシアがウクライナを征服すれば、ロシアはウクライ

ナの 10BRP を受け取りますが、ロシアのパルチザンは、ウクライ

ナ内で活動することを依然として禁じられます。 
 

69. ドイツ経済権益 
69.1 ドイツの経済権益 
69.2 ロシアの宣戦布告 
69.3 ドイツの宣戦布告 
 

69.1 ドイツの経済権益: 
69.11 ドイツはロシアに 10BRP の経済権益をもってキャンペーン

ゲームを開始します。この経済権益はロシアの BRP レベルに影響

を与えず、ドイツとロシアが開戦するかRGTレベルが45に達した

後のターンに終了します。したがってドイツが 1941 年夏にロシア

に宣戦布告したならば、ドイツは 1941 年秋に経済権益の比例配分

された値（5BRP）を失います。 

 

69.2 ロシアの宣戦布告: 
69.21 ロシアの宣戦布告: ドイツが中小国に経済権益を持った後に

は、RGTレベルが35以上である場合にのみ、ロシアはドイツに宣

戦布告せずに、その中小国に宣戦布告できます。その後ドイツはそ

の中小国への支援を宣言でき、そうした場合にはロシアは追加

35BRP のコストでドイツに宣戦布告するか、引き下がって中小国

への宣戦布告に費やした 10BRP を失わなくてはなりません。ドイ

ツの経済権益は、ベッサラビアまたはフィンランドの国境ヘクスに

対するロシアの攻撃を禁止しません。 
69.22 ドイツの経済権益の損失: 国境戦争中のルーマニアおよびフ

ィンランド以外に関してドイツが中小国の経済権益を持ち、ロシア

の攻撃に対してそれを支援しなければ、ドイツはその中小国から受

け取った、比例配分されたBRPを直ちに失います。 
69.23 ヘクス支配を伴う経済権益: ドイツがバルカンの中小国の経

済権益、およびその中小国のヘクス支配の両方を持っていれば、ロ

シアはドイツへの宣戦布告なしでその中小国を攻撃できません。し

たがってルーマニアまたはフィンランドのドイツの支配は、ベッサ

ラビアまたはフィンランドの国境ヘクスに対するロシアの攻撃を防

ぎます。 
 

69.3 ドイツの宣戦布告: 
69.31 経済権益のみ: ドイツがロシアとルーマニアまたはロシアと

フィンランドの国境戦争以外の場合でロシアと戦争中の中小国にお

いてヘクス支配を伴わない経済権益を得た場合には、ドイツはロシ

アに宣戦布告するか、またはより低い外交結果を選択しなければな

りません。 
69.32 経済権益およびヘクス支配: ドイツがロシアとルーマニアま

たはロシアとフィンランドの国境戦争を含むロシアと戦争中の中小

国のヘクス支配を獲得すれば、ドイツはロシアに宣戦布告するか、

またはより低い外交結果を選択しなければなりません。 
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英連邦 
70. カナダおよび南アフリカ 
70.1 カナダ 
70.2 南アフリカ 
 

70.1 カナダ: 
70.11 概観: カナダは英連邦の一部であり、それ自身のユニットを

持っています。 
70.12 位置: カナダは両方の米国ボックスによってマップ上で表現

されます。カナダおよび英国のユニットは、米国大西洋岸および米

国太平洋岸ボックスの間でSRできます。 
カナダは米国よりも広いので、米国ボックスは、実際には「カナダ
ボックス」と呼ぶべきであるという議論がなされるかもしれません。 
70.13 BRP: カナダは10BRPの価値があります。カナダのBRPは

英国のベースに含まれており、英国の生産限度に寄与します。 
70.14 部隊: 
A. カナダは、米国大西洋岸ボックス内の1つの3-4歩兵ユニットで

ゲームを開始します。このユニットは1939年秋にヨーロッパへNR
できます。 
B. 1940年秋に1つの3-4歩兵ユニットがカナダの戦力プールに未

生産で加えられます。 
C. 1941年春に1つの4-5装甲ユニットがカナダの戦力プールに未

生産で加えられます。 
D. これ以上のカナダのユニットは動員または量産されません。 
70.15ユニット生産: 
A. 陸上ユニット: カナダの4-5装甲ユニットおよび3-4歩兵ユニッ

トは、常にカナダで生産され、いずれかの米国ボックスに置かれま

す。 
B. 海軍ユニット: 西側連合国の潜水艦、ASW、輸送船および英国

の駆逐艦は、カナダで生産できます。カナダで生産された海軍ユニ

ットは、米国大西洋岸ボックス内で進水します。 
C. 生産コスト: カナダのユニットを生産するコストは、次の国が支

払うことができます。 
・英国の生産限度に数えられる生産コストにより英国によって。ま

たは、 
・米国の生産限度に数えられる生産コストにより米国によって。米

国がドイツと開戦する前のカナダのユニット生産に対する米国の消

費は、米国の参戦前の譲渡限度に数えられます。 
70.16 英国降服後のカナダ: カナダの部隊および BRP は英国の降

服（59.513B）に影響されません。 
 

70.2 南アフリカ: 
70.21 概観: 南アフリカは英連邦の一部であり、それ自身のユニッ

トを持っています。これらのユニットはゲームの目的のみで南アフ

リカのユニットと考えられるアフリカのユニットを含んでいます。 
70.22 位置: 南アフリカは南アフリカボックスによってマップ上に

表現されています。 
70.23 BRP: 南アフリカは10BRPの価値があります。南アフリカの

BRPは英国のベースに含まれており、英国の生産限度に寄与します。 
70.24 部隊: 南アフリカは、南アフリカボックス内に 1 つの 3-4 歩

兵ユニットおよび3つの1-3歩兵ユニットを持ちゲームを開始しま

す。これらのユニットは 1939 年秋にヨーロッパへNR できます。

これ以上の南アフリカのユニットは、動員または量産されません。 
70.25ユニット生産: 
A. 位置: 南アフリカのユニットは、常に南アフリカで生産されます。 
B. 生産コスト: 南アフリカのユニットを生産するコストは、次の国

が支払うことができます。 
・英国の生産限度に数えられる生産コストにより英国によって。ま

たは、 
・米国の生産限度に数えられる生産コストにより米国によって。1
つの大西洋の輸送船が、米国が南アフリカのユニットの生産コスト

を払うすべてのターンに、必要な米国の BRP を南アフリカへ送る

ために使用されなければなりません。南アフリカのユニット生産に

対する米国の消費は、米国がドイツと開戦する前には、米国の参戦

前の譲渡限度に数えられます。 
70.26 英国降服後の南アフリカ: 南アフリカの部隊およびBRP は、

英国降服（59.513B）に影響されません。 
 

71. オーストラリア 
71.1 概観 
71.2 オーストラリアボックス 
71.3 オーストラリアボックスが関与する戦闘 
71.4 オーストラリアボックスに隣接している日本の部隊 
71.5 オーストラリアの降服 
71.6 補給 
71.7 オーストラリアボックスからの海軍オペレーション 
71.8 アウトバック 
71.9 ニュージーランド 
 

71.1 概観: 
71.11 BRP価値: オーストラリアは英連邦の一部で、それ自身のユ

ニットを持っています。オーストラリアボックスは 10BRP の価値

があり、英国のBRPベースの一部として数えられます。 
71.12 部隊: 
A. オーストラリアは、1 つの2-2 および3 つの1-2 歩兵ユニット、

2 つのCA（4 つの巡洋艦戦力）および 2 つのDD でゲームを開始

します。 
B. 1940 年秋に2 つの2-2 歩兵ユニット、1 つの1-2 歩兵ユニット

および 2 つのAAF がオーストラリアの戦力プールに未生産で加え

られます。 
C. 1942年春または英国と日本の開戦のいずれか早い時点に続くい

ずれかの連合国プレイヤーターンに、西側連合国の陸軍の量産は、

オーストラリアの歩兵戦力プールを任意の額面で3つまでの歩兵戦

力（1つの2-2および1つの1-2、または3つの1-2）だけ増加させ

るために使用できます。 
71.13 地理的な制限: オーストラリアのユニットは、ゲーム開始時

にマップに置かれ、英国と日本が開戦するまで、以下の表に述べら

れる配備範囲に従います。英国と日本の開戦後にも71.14の制限は

適用され続けますが、オーストラリアのユニットは太平洋戦域では

制限なしで配備され、活動できます。 
 

オーストラリアの配備制限 
 オーストラリア 太平洋戦線の 

英国領 
ヨーロッパ、ビルマ、

マラヤおよび 
シンガポール 

小 4 0 0 
大 10 6 3 

配備制限はオーストラリアの歩兵戦力の数で記述されています。2つのオ

ーストラリアのAAF、および 6 つのオーストラリアの艦隊戦力は、英国

と日本の開戦までオーストラリアに残らなくてはなりません。 
 
71.14 ヨーロッパでの使用限度: 1939年秋には、1つのオーストラ

リア1-2歩兵ユニットがヨーロッパへNRできます。他の4つのオ

ーストラリア歩兵戦力は、オーストラリアに残らなくてはなりませ

ん。1940年秋またはその後に、1つのオーストラリア2-2歩兵ユニ
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ットが英国によって生産され、ヨーロッパへNRできます。除去さ

れたオーストラリアのユニットは英国の BRP を使用して再生産さ

れ、ヨーロッパへNRできます。オーストラリアのユニットは地中

海戦線およびエチオピアに制限されます。 
71.15ユニット生産: 
71.151 位置: オーストラリアのユニットはオーストラリアのヘク

スまたはオーストラリアボックスに生産できます。 
71.152 1ターンあたりの限度: オーストラリアの生産限度は1ター

ンにつき9BRPで、各ターンに下記の制限に従います。9BRPの限

度は、オーストラリアボックスへの日本の爆撃（71.321）またはオ

ーストラリアボックスに隣接している日本の陸上ユニットの存在

（71.42）により、1ターンにつき 大3BRPまで減少されます。 
A. 歩兵: 任意の額面の組み合わせによる3歩兵戦力。 
B. 航空: 1つの陸軍航空戦力。 
C. 造船: 英国と日本が戦争中の場合、1 造船ポイント（27.731F）。
これは、西側連合国の輸送船を生産するか、または1つのオースト

ラリアの駆逐艦戦力を再生産するために使用できます。いずれの時

点においても2つを超えるオーストラリアの駆逐艦戦力がプレイさ

れることはありません。追加のオーストラリアの巡洋艦は生産でき

ません。 
71.153 コスト: オーストラリアのユニットを生産するコストは以

下の国が支払うことができます。 
・英国の生産限度に数えられる生産コストにより英国によって。ま

たは、 
・日本と英国の開戦に続く、オーストラリアのユニットが生産可能

となる 初の連合国プレイヤーターン以降には、米国の生産限度に

数えられる生産コストにより米国によって。太平洋の1つの輸送船

が、米国がオーストラリアのユニット生産コストを払うすべてのタ

ーンに必要な米国の BRP をオーストラリアへ送るために使用され

る必要があります。 
 

71.2 オーストラリアボックス: 
71.21 オーストラリアボックス: オーストラリアボックスは、マッ

プに現われないオーストラリアの一部を表わします。 
71.211 基地: オーストラリアボックスは、西側連合国の航空および

海軍ユニットに対する無制限の基地容量を持っています。 
71.22 オーストラリアボックスへの進入: 西側連合国のユニットは

次の方法でオーストラリアボックスに進入できます。 
71.221 移動フェーズ中: 
A. 陸上ユニット: オーストラリアのへクスからマップ南端外への

移動あるいは空輸または海輸によって。アウトバックヘクスサイド

を横切った移動は禁止されます。 
B. 航空ユニット: オーストラリアのヘクスからマップ南端外への

基地変更または海輸によって。 
C. 海軍ユニット: オーストラリアボックスに基地変更することに

よって（71.71）。 
71.222 戦闘フェーズ中: 
A. 装甲および空挺ユニット: オーストラリアのヘクスからマップ

南端外への展開移動または空挺降下によって。 
71.223 再配備フェーズ中: 
A. 太平洋マップ南端外からTRまたはSRによって、または米国太

平洋岸ボックス、インドボックス、太平洋マップ南端外にヘクス

NN15、NN24（タウンズビル）または NN31（ヌーメア）を通じ

て、またはスエズ、バスラまたはアバダンからのNRによって。 
B. オーストラリアボックスと米国太平洋岸およびインドボックス

の間のNRは、日本のユニットによってインターセプトされません。 
71.224 日本のユニットに対する禁止: 日本のユニットはオースト

ラリアボックスに進入できません（例外: 日本の爆撃- 26.462）。 
71.23 オーストラリアボックスを離れること: オーストラリアボッ

クス内の西側連合国ユニットはマップ上に移動、基地変更、海輸、

海上侵攻または再配備できます。西側連合国の陸上ユニットは、オ

ーストラリアボックス内にマップ南端のオーストラリアボックスに

隣接している日本の陸上戦力よりも少数の陸上戦力が存在すること

とならない限り、オーストラリアボックスからマップ南端に隣接し

ている非アウトバックのオーストラリアのヘクス上に移動できます。

オーストラリアボックス内の空母を基地とする海軍航空ユニットは、

マップ上に基地変更できません。 
71.24 航空任務: 日本の航空ユニットは、オーストラリアボックス

へ任務を実施できません（例外: 日本の爆撃- 26.462）。オーストラ

リアボックス内の西側連合国の航空ユニットは、マップ上に任務を

実施できません。 
71.25 陸上攻撃: オーストラリアボックスからマップ上への、また

はマップからオーストラリアボックス内への陸上攻撃は禁止されま

す。 
 

71.3 オーストラリアボックスが関与する戦闘: 
71.31 消耗戦闘のみ: 消耗戦闘の目的では、オーストラリアボック

スはすべての隣接する北部オーストラリアの消耗ゾーンの一部であ

ると考えられます。オーストラリアボックスに隣接している日本の

陸上ユニットは、オーストラリアボックス内の西側連合国の陸上ユ

ニットを消耗させることができ、また消耗されます。オーストラリ

アボックスに対する消耗戦闘で獲得されたヘクスは効果がなく、西

側連合国の陸上ユニットはオーストラリアボックスからの消耗によ

る前進によってヘクスを獲得できません。陸上ユニットが関与する

攻勢オペレーションは、オーストラリアボックス内で認められませ

ん。 
71.32 航空オペレーション: オーストラリアボックスに対して認め

られる唯一の攻勢航空オペレーションは日本の爆撃です。オースト

ラリアボックスを爆撃している日本の航空ユニットとオーストラリ

アボックス内の西側連合国航空ユニットの航空戦闘は、通常どおり

解決されます。攻勢オペレーションの目的では、オーストラリアボ

ックスは東南アジア戦線の一部と考えられます。オーストラリアボ

ックス内の西側連合国の航空ユニットに対する航空攻撃は禁止され

ます。 
71.321 日本の爆撃の影響: オーストラリアボックスに対する日本

の爆撃の結果失われた 3BRP につきオーストラリアの生産限度

（71.152）および英国の全体的な生産限度が1BRPだけ減少します。 
71.33 海軍活動のインターセプト: オーストラリアボックスを出入

りする海輸、海上侵攻およびNRは、マップ上のヘクスを通り抜け

る場合にのみインターセプトされます。 
 

71.4 オーストラリアボックスに隣接している日本の部隊: 
71.41 英国の BRP: 日本の戦闘フェーズの終わりにオーストラリ

アボックス内の西側連合国陸上戦力数を超えてオーストラリアボッ

クスに隣接している日本の各陸上戦力につき、英国は1ターンあた

り1BRPを、 高10BRPまで、オーストラリアが降服していなけ

れば失います。 
71.42 オーストラリアの生産: オーストラリアボックスに隣接して

いる日本の陸上戦力のために失われた英国の3BRPごと（端数切捨

て）につき、オーストラリアの生産限度および英国全体の生産限度

が1BRPだけ減少します（71.152）。 
71.43 オーストラリアの降服: 任意の連合国プレイヤーターンの終

わりに、オーストラリアボックス内の西側連合国の陸上戦力数より

も、オーストラリアボックスに隣接している日本の陸上戦力数が10
以上多い場合にオーストラリアは降服します。 
71.431 オーストラリアは、任意の連合国プレイヤーターンの終わ

りに自発的に降服できます。 
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71.5 オーストラリアの降服: 
71.51 オーストラリア降服の影響: オーストラリアが降服した場合、

以下の影響があります。 
A. すべてのオーストラリアのユニットはマップから永久に取り除

かれます。 
B. オーストラリアボックス内の非オーストラリアの西側連合国ユ

ニットはすべて除去されます。 
C. 西側連合国ユニットはオーストラリアボックスに進入できず、そ

こから補給を引くことができません。 
D. オーストラリアボックス内でのすべての生産が禁止されます。 
E. 英国のBRPベースが10BRPだけ縮小され、英国はオーストラ

リアボックスの比例配分された価値を失います。オーストラリアボ

ックスに隣接している日本のユニットによる BRP のペナルティー

は、もはや適用されません（71.41）。 
F. オーストラリア内のヘクス支配は影響されません。オーストラリ

アのヘクスはいずれの側によっても進入できます。 
G. 英国の抵抗レベル2だけ減少します。 
71.52 オーストラリアによる日本の BRP: オーストラリアが降服

すれば、オーストラリアは 10BRP の価値を持つ日本の海外征服地

と考えられます。 
71.53 再征服の禁止: オーストラリア降服の影響は恒久的であり、

回復されません。 
 

71.6 補給: 
71.61 オーストラリアが降服していない限りオーストラリアボック

スは西側連合国ユニットの無制限補給源です。オーストラリアボッ

クスからの補給は、マップの南端に沿った非アウトバックのオース

トラリアヘクスを通ってマップ上への陸上により、あるいはヘクス

NN24を通ってタウンズビルまで、またはヘクスNN17を通ってヌ

ーメア（ニューカレドニア）まで海上によってトレースできます。 
 

71.7 オーストラリアボックスからの海軍オペレーション: 
71.71 オーストラリアボックスからの海軍オペレーション: オース

トラリアボックス内を基地とする海軍ユニットは、インターセプト

を含む海軍の活動を実行できます。オーストラリアボックスと太平

洋マップ間の海軍活動の経路は、太平洋マップ南端上のヘクス

NN15、NN24（タウンズビル）または NN31（ヌーメア）のうち

の1つを通ってトレースされます。NN15およびNN24（タウンズ

ビル）はオーストラリアボックス内の海軍ユニットが基地としてい

る港湾からマップ外で 8 ヘクスであり、NN31（ヌーメア）はマッ

プ外で10ヘクスの距離にあると考えられます。 
 

71.8 アウトバック: 
71.81 陸上の移動、戦闘、再配備および補給線のトレースは、全ア

ウトバックヘクスサイド（マップ南端に沿った全アウトバックヘク

スのヘクスサイド、および中央にある4つのアウトバックヘクス内

部のヘクスサイド）を横切って実施できません。この禁止は航空オ

ペレーションには適用されません。この禁止は、西のアウトバック

ヘクスの西、北西および北東のヘクスサイド、東のアウトバックヘ

クスの北西、北東および東のヘクスサイドには及びません。 
 

71.9 ニュージーランド: 

71.91 ゲーム目的では、ニュージーランドはオーストラリアの一部

であると考えられます。オーストラリアのユニットのうち、2 つの

1-2 の歩兵ユニットはニュージーランドユニットであると考えられ

ます。これらのユニットは、オーストラリアユニットと同じ生産お

よび配備制限に従います。 
 

72. インド 
72.1 概観 
72.2 インドボックス 
72.3 インドボックスが関与する戦闘 
72.4 インドボックスに隣接している日本の部隊 
72.5 インドの降服 
72.6 補給 
72.7 インドボックスからの海軍オペレーション 
72.8 インドとビルマの重要戦略目標 
72.9 インド国民軍 
 

72.1 概観: 
72.11 BRP価値: インドは英連邦の一部であり、それ自身のユニッ

トを持っています。インドボックスは 10BRP の価値があり、英国

の BRP ベースの一部として数えられます。カルカッタおよびダッ

カはそれぞれ5BRPの価値があり、英国の植民地として扱われます。 
72.12 部隊: 
A. インドは、4つの2-2および4つの1-2歩兵ユニットでゲームを

開始します。 
B. 西側連合国の陸軍の量産は、英国と日本の開戦または1942年春

のいずれかより早い時点に続くいずれかの連合国プレイヤーターン

に、任意の額面で3歩兵戦力まで（1つの2-2歩兵および1つの1-2
歩兵、または3つの1-2歩兵）インドの歩兵戦力プールを増加させ

るために使用できます。 
72.13 地理的な制限: インドのユニットは、ゲーム開始時にマップ

に置かれ、英国と日本が開戦するまで以下のテーブルに述べられて

いる配備範囲に従います。英国と日本が開戦した後も72.14の制限

は適用され続けますが、インドのユニットは太平洋戦域の東南アジ

ア戦線に制限なしで配備され活動できます。 
 

インドの配備制限 
 インド ビルマ、マラヤおよび

シンガポール 
ヨーロッパ 

小 4 0 0 
大 12 8 3 

配備制限はインドの歩兵戦力数を示しています。インドのユニットは、イ

ンドボックスを含む東南アジア戦線に制限されます。 
 
72.14 ヨーロッパでの使用制限: 1939 年秋には、1 つのインド 2-2
歩兵および1つのインド1-2歩兵ユニットがヨーロッパへNRでき

ます。他のインドの歩兵戦力はアジアに残らなくてはなりません。

同時に1つのインド2-2歩兵および1つのインド1-2歩兵ユニット

のみがヨーロッパに存在する限り、ヨーロッパへ送られたインドの

ユニットが失われれば交替できます。インドのユニットは地中海戦

線およびエチオピアに制限されます。 
72.15 セイロン: セイロンはすべての目的でインドの一部であると

考えられます。 
72.16ユニット生産: 
72.161 位置: インドのユニットはインドのヘクスまたはインドボ

ックスに生産できます。 
72.162 1ターンあたりの限度: インドの生産限度は1ターンあたり

任意の額面で3BRP分の歩兵ですが、この限界はインドボックスへ

の日本の爆撃（72.321）またはインドボックスに隣接している日本

の陸上ユニットの存在（72.42）によって減少されます。 
72.163 コスト: 英国はインドユニットの生産コストを支払わなく
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てはなりません。インドユニットの生産コストは英国の生産限度に

数えられます。チンディットを生産する BRP コストは、インドで

はなく英国の生産限度に数えられます（27.474D）。 
72.17 英国の部隊: 1つの2-3装甲ユニット、3つの1-2歩兵ユニッ

ト、2つの補充部隊、2つのAAF、1つの巡洋艦および1つの駆逐

艦戦力が、アジアでゲームを開始し、英国と日本の開戦までそこに

残らなくてはなりません。それらの配備は適用しているシナリオの

中で述べられています。 
 

72.2 インドボックス: 

72.21 インドボックス: インドボックスは、マップに現われないイ

ンドの一部を表わします。太平洋マップ上にあるインドボックスは、

ヨーロッパマップ上のインド洋SWボックスとは区別されます。 
72.211 基地: インドボックスは、西側連合国の航空および海軍ユニ

ットに対する無制限の基地容量を持っています。 
72.22 インドボックスへの進入: 西側連合国のユニットは次の方法

でインドボックスに進入できます。 
72.221 移動フェーズ中: 
A. 陸上ユニット: マップ西端に隣接するヒマラヤの南のインドヘ

クスから移動すること、および空輸または海輸によって。海輸は、

太平洋マップ上の適格の港湾、スエズ、バスラまたはアバダンから

実施できます。 
B. 航空ユニット: インドのヘクスからマップ西端外への基地変更

または海輸によって。 
C. 海軍ユニット: インドボックスへの基地変更によって（72.71）。
基地変更は、太平洋マップ上の適格の港湾、スエズ、バスラまたは

アバダンから実施できます。 
72.222 戦闘フェーズ中: 
A. 装甲および空挺ユニット: インドのヘクスからヒマラヤの南の

マップ西端外への展開移動または空挺降下によって。 
72.223 再配備フェーズ中: 
A. ヒマラヤの南のマップ西端外へ、インドのへクスからTRするか、

重要戦略目標からSR するか、あるいはオーストラリアボックス、

南アフリカボックス、スエズ、バスラまたはアバダンからヘクス

CC2を通ってNRすることによって。 
B. インドボックスとオーストラリアおよび南アフリカボックス間

のNRは、日本のユニットによってインターセプトされません。 
72.224 日本のユニットに対する禁止: 日本のユニットはインドボ

ックスに進入できません（例外: 日本の爆撃- 26.462）。 
72.23 インドボックスを離れること: インドボックス内の西側連合

国のユニットは、マップ上に移動、基地変更、海輸、海上侵攻また

は再配備できます。移動しているプレイヤーがインドボックスを支

配していれば、インドボックスから移動する陸上ユニットは、マッ

プの端にある敵が支配するカラのヘクスに進入できますが、これに

よってマップ西端に沿ってインドボックスに隣接している日本の陸

上戦力より少ない西側連合国のユニットがインドボックス内に存在

することとなる場合には、西側連合国のユニットはインドボックス

を離れることができません。インドボックス内の空母を基地とする

NASは、マップ上に基地変更できません。 
72.24 航空任務: 日本の航空ユニットは、インドボックスへ任務を

実施できません（例外: 日本の爆撃- 26.462）。インドボックス内の

西側連合国の航空ユニットは、マップ上に任務を実施できません。 
72.25 陸上攻撃: インドボックスからマップ上への、またはマップ

からインドボックス内への陸上攻撃は禁止されます。 
 

72.3 インドボックスが関与する戦闘: 

72.31 消耗戦闘のみ: 消耗戦闘の目的では、インドボックスはすべ

ての隣接するインドの消耗ゾーンの一部であると考えられます。イ

ンドボックスに隣接している日本の陸上ユニットは、インドボック

ス内の西側連合国の陸上ユニットを消耗させることができ、また消

耗されます。インドボックスに対する消耗戦闘で獲得されたヘクス

は効果がなく、また西側連合国の陸上ユニットはインドボックスか

らの消耗による前進によってヘクスを獲得できません。陸上ユニッ

トが関与する攻勢オペレーションは、インドボックス内で認められ

ません。 
72.32 航空オペレーション: インドボックスに対して認められる唯

一の攻勢の航空オペレーションは日本の爆撃です。インドボックス

を爆撃している日本の航空ユニットとインドボックス内の西側連合

国の航空ユニットとの航空戦闘は、通常どおり解決されます。攻勢

オペレーション目的ではインドボックスは東南アジア戦線の一部と

考えられます。インドボックス内の西側連合国の航空ユニットに対

する航空攻撃は禁止されます。 
72.321 日本の爆撃の影響: インドボックスに対する日本の爆撃の

結果失われた3BRPにつき、インドの生産限度（72.162）および英

国全体の生産限度が1BRPだけ減少します。 
72.33 海軍活動のインターセプト: インドボックスを出入りする海

輸、海上侵攻およびNRは、マップのヘクスを通過する場合にのみ

インターセプトされます。 
 

72.4 インドボックスに隣接している日本の部隊: 

71.41 英国の BRP: 日本の戦闘フェーズの終わりにインドボック

ス内の西側連合国陸上戦力数を超えてインドボックスに隣接してい

る日本の各陸上戦力につき、英国は1ターンあたり1BRPを、 高

10BRPまで、インドが降服していなければ失います。 
71.42 インドの生産: インドボックスに隣接している日本の陸上戦

力のために失われた英国の3BRPごと（端数切捨て）につき、イン

ドの生産限度（72.162）および英国全体の生産限度が1BRPだけ減

少します。 
71.43 インドの降服: 任意の連合国プレイヤーターンの終わりに、

インドボックス内の西側連合国の陸上戦力数よりも、インドボック

スに隣接している日本の陸上戦力数が 10 以上多い場合にインドは

降服します。 
71.431 インドは、任意の連合国プレイヤーターンの終わりに自発

的に降服できます。 
 

71.5 インドの降服: 

71.51 インド降服の影響: インドが降服した場合、以下の影響があ

ります。 
A. すべてのインドのユニットはマップから永久に取り除かれます。 
B. インドボックス内の非インドの西側連合国ユニットはすべて除

去されます。 
C. 西側連合国ユニットはインドボックスに進入できず、そこから補

給を引くことができません。 
D. インドボックス内でのすべての生産が禁止されます。 
E. 英国のBRPベースが10BRPだけ縮小され、英国はインドボッ

クスの比例配分された価値を失います。インドボックスに隣接して

いる日本のユニットによる BRP のペナルティーは、もはや適用さ

れません（72.41）。 
F. インド内のヘクス支配は影響されません。インドのヘクスはいず

れの側によっても進入できます。 
G. 英国の抵抗レベル2だけ減少します。 
H. インドボックスを通過する中国への西側連合国の BRP 譲渡は

禁止されます。 
71.52 インドによる日本の BRP: インドが降服すれば、インドは

10BRPの価値を持つ日本の海外征服地と考えられます。 
71.53 再征服の禁止: インド降服の影響は恒久的であり、回復され



© 2003 GMT Games A World At War 0303-11 06-17-03, 12-31-03 
 

 188

ません。 
 

72.6 補給: 

72.61 連合国の支配: インドが降服していない限り、インドボック

スは西側連合国のユニットの無制限補給源です。インドボックスか

らの補給は、ヒマラヤの南のマップ西端に沿ったインドのヘクスを

通ってマップ上にトレースできます。 
 

72.7 インドボックスからの海軍オペレーション: 

72.71 インドボックスからの海軍オペレーション: インドボックス

内を基地とする海軍ユニットは、インターセプトを含む海軍活動を

実行できます。そのような海軍ユニットは、インドの海岸が太平洋

マップ西端と交差しているヘクス CC2 でマップ上に現われます。

このヘクスはインドボックス内の港湾から8ヘクスです（72.71）。 
 

72.8 インドおよびビルマの重要戦略目標: 
72.81 カルカッタおよびダッカ: カルカッタおよびダッカはそれぞ

れ5BRPの価値があります。英国がカルカッタまたはダッカの支配

を失い、次の連合国プレイヤーターンにこれらの都市の支配を回復

しない場合、英国はこれらの都市の比例配分された BRP 価値を失

い、日本は征服地としてこられの都市の比例配分された BRP 価値

を獲得します。 
カルカッタとダッカは重要経済地帯ではなく、それらの損失は英国
の BRP ベースまたは英国またはインドの生産限度に影響がありま
せん。 
72.82 コロンボ: コロンボはBRP価値を持っていませんが、インド

洋 SW ボックスに対する日本の通商破壊艦の基地として使用でき、

インド洋SWボックス内の潜水艦戦で日本に好意的な修正を与えま

す。 
72.83 ラングーン: ラングーンは英国の植民地であるビルマの首都

です（74.11A）。 
72.84 英国インド陸軍: 日本がカルカッタ、ダッカ、コロンボまた

はラングーンの支配を獲得し、英国が次の連合国プレイヤーターン

にこれらの都市の支配を回復しない場合、日本によって占領された

各重要戦略目標につき1つの歩兵戦力が英国インド陸軍から取り除

かれます。英国インド陸軍のこの縮小は、英国による重要戦略目標

の奪還失敗に続く英国のユニット生産フェーズ中に発生し、未生産

歩兵ユニットが 初に除去されます。西側連合国が重要戦略目標を

奪還すれば、英国インドの陸軍に対する影響が撤回され、奪還に続

く連合国プレイヤーターンに歩兵ユニットが英国の戦力プールに未

生産で戻されます。 
 

72.9 インド国民軍: 
72.91 インド国民軍: インド国民軍は、歴史上はインドにおける英

国支配を打倒するために日本を援助することを試みた日本に支配さ

れる部隊です。 
72.92 生産: 
A. インド国民軍の歩兵ユニットは、プレイヤーターンの 初に日本

によって支配されたインドまたはビルマの完全に補給された都市で

生産できます。 
B. 日本は各ターンに1つの1-2インド国民軍の歩兵ユニットを生産

でき、または次のターンに2-2 インド国民軍の歩兵ユニットを生産

するために1-2インド国民軍歩兵ユニットの生産を延期できます。1
つを超える未生産のインド国民軍戦力は、この方法で将来のターン

のために蓄積できません。 
C. 日本は、インド国民軍ユニットを生産するBRPコストを払いま

す。 
D. インド国民軍の1-2歩兵ユニットは、マップ上のそのような歩兵

ユニットの数が日本に支配されるビルマおよびインドの重要戦略目

標の数を超過しなければ、再生産できます（72.93A）。インド国民

軍2-2 歩兵ユニットを含む、インド転覆の結果によって作成された

追加のインド国民軍ユニット（72.93B）は再建できません。 
72.93戦力プール: 
A. 日本に支配される重要戦略目標: 1つのインドの国民軍1-2歩兵

ユニットが、日本の支配しているカルカッタ、ダッカ、コロンボお

よびラングーンのそれぞれにつき日本の戦力プールに加えられます。

これらのインド国民軍への追加は、日本による重要戦略目標の占領

に続く日本のユニット生産フェーズ中に発生し、その後の英国によ

るこれらの都市の奪還に影響されず、1 ゲームあたり 1 つの都市に

つき1回のみ発生します。 
B. インドの転覆: 日本によるカルカッタ、ダッカ、コロンボおよび

ラングーンの占領によって作成されたインド国民軍の1-2 歩兵ユニ

ットに加えて、日本は、インドの転覆の量産結果を達成した場合

（42.26F, 44.34A）、各ターンに追加1戦力のインドの国民軍歩兵を

生産できます。 
72.94 地理的な制限: インド国民軍ユニットはビルマまたはインド

でのみ活動できます。 
 

73. ジブラルタル 
73.1 英国の所有地 
73.2 防御値 
73.3 海軍活動 
73.4 再配備 
73.5 石油補給 
73.6 海軍ユニットの置き換え 
73.7 潜水艦戦 
 

73.1 英国の所有地: 

73.11 BRP 価値のない英国の所有地: ジブラルタルはBRP 価値の

ない英国の所有地です。 
 

73.2 防御値: 
73.21 防御値: ジブラルタルは要塞、山および海岸を含んでいます。

したがってジブラルタルの連合国ユニットは、ジブラルタル要塞の

防御値が包囲によって減少されていなければ、陸上攻撃に対して防

御する場合には+5 DMを持ち、海上侵攻に対して防御する場合には、

+6DMを持ちます。 
 

73.3 海軍活動: 

73.31 侵攻: ジブラルタルは 2 戦線港湾であり、侵攻の瞬間に 10
未満の海軍戦力がジブラルタルにある場合には、地中海および西部

戦線の両方に基地を置いた海軍ユニットによって侵攻されるかもし

れません。侵攻のコストは地中海戦線で払われます。 
73.32 海輸: ジブラルタルへの海輸のコストは地中海戦線で払われ

ます。 
73.33 インターセプト: ジブラルタルへの、またはジブラルタルか

らの海軍活動は、活動が実施される戦線上でのみインターセプトさ

れます（21.1324）。 
 

73.4 再配備: 

73.41 ジブラルタルを出入りする再配備: ジブラルタルを支配する
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側は、隣接ヘクス上の敵ユニットの存在にかかわらずジブラルタル

への、およびジブラルタルからのユニットの NR ができます

（28.26D）。この逆はできません。ジブラルタルが敵の支配にある

場合、ユニットは、ジブラルタルに隣接する陸上ヘクスである Z8
へ、またはZ8から再配備できません（28.25）。 
73.42 ジブラルタル海峡を通過する NR: ジブラルタルが味方の支

配下にない場合、大西洋と地中海間のジブラルタルを通過する NR
は禁止されます（例外: ジブラルタルが敵の支配下にある場合、ド

イツは西部戦線または大西洋SWボックスと地中海の間で1ターン

につき1つの潜水艦戦力を転送できます- 25.15）。 
 

73.5 石油補給: 
73.51 石油: ジブラルタルは、西部戦線および地中海戦線の一方ま

たは両方から石油補給を引くことができます。 
 

73.6 海軍ユニットの置き換え: 
73.61 戦線の選択: ジブラルタルから置き換えられる海軍ユニット

は、所有者の選択により西部または地中海戦線へ置き換えられます。 
 

73.7 潜水艦戦: 

73.71 潜水艦戦に対する影響: ジブラルタルの枢軸国支配は、潜水

艦戦SW戦闘さい振りにおいて枢軸国に好意的な+/-1修正を与えま

す（25.61）。 
 

74. 英国のアジア植民地 
74.1 英国の植民地 
74.2 英国のBRPレベルに対する影響 
74.3 マラッカ海峡 
 

74.1 英国の植民地: 

74.11 ゲーム開始時に英国は次のアジア植民地を支配しています。 
A. ビルマ（10BRP）。首都:ラングーン。 
B. マラヤ（10BRP）。首都:クアラルンプール。 
C. サラワク（0BRP）。首都:クチン。 
D. 香港（5BRP）。 
E. シンガポール（5BRP）。 
 

74.2 英国のBRPレベルに対する影響: 
74.21 BRPは通常どおり加えられます: 1940年のYSS以降、英国

は、中東の植民地と同様に、そのBRP合計にアジア植民地のBRP
価値を含めます。 
 

74.3 シンガポール: 
74.31 マラッカ海峡: シンガポールはマラッカ海峡（DD11、EE10）
を支配します。シンガポールが味方の部隊によって支配されなけれ

ば、海上補給、海軍活動、日本の船団ルートに対する潜水艦による

インターセプトおよびNRは、これらの2ヘクスを通過してベンガ

ル湾（ヘクスDD10およびEE9）の西へ出入りできず、EE11（シ

ンガポール）および FF10 から東へは出入りできません（例外: シ
ンガポール自体は、西からマラッカ海峡を通じて侵攻されます）。 
 

フランス 
75. フランス部隊に対する制限 
75.1 歴史的事実 
75.2 陸上攻撃 
75.3 英国内のフランスユニット 
75.4 枢軸国によるパリ占領 
75.5 ヨーロッパ戦域に制限されたフランスのユニット 
75.6 フランス植民地のユニット 
 

75.1 歴史的事実: 
75.11 フランスは、国内の政争によって弱められ、第１次世界大戦

で受けた甚大な死傷者の記憶により当惑した状況で戦争に突入しま

した。このような政治的な弱点は、イタリアの戦争努力を特徴づけ

た軍事上の準備不足とは異なっていましたが、フランス部隊の活動

に対する以下の制限に反映されています。これらの制限は、英仏間

の協力制限（53.2）とは独立して存在します。 
 

75.2 陸上攻撃: 

75.21 1:1未満の攻撃禁止: フランスの陸上ユニットは、1:1の比率

未満で陸上攻撃を実行または援助できません。 
 

75.3 英国内のフランスユニット: 
75.31 フランスユニットの英国への進入禁止: フランスのユニット

は英国に進入できず、英国内を基地とすることができません。 
 

75.4 枢軸国によるパリ占領: 
75.41 追加の制限: パリが枢軸国の陸上ユニットによって占領され

ている間には、次の追加の制限が適用されます。パリが枢軸国ユニ

ットによって占められているのではなく、単に枢軸国に支配されて

いるのであれば、これらの追加の制限は適用されません（つまり枢

軸国ユニットがパリを通って移動しパリに残らなかった場合）。パリ

が枢軸国の陸上ユニットによって占領されている間の影響は以下の

とおりです。 
75.42 宣戦布告の禁止: フランスは、宣戦布告を実施できません。 
75.43 海軍ユニット: フランスの海軍ユニットは基地変更および

NR のみを実施できます。フランスの海軍ユニットは海上補給を護

衛できず、海軍の任務を実施できず、敵の海軍活動をインターセプ

トできず、海上護衛を提供できません。 
75.44 地理的な制限: フランスのユニットはフランスを離れること

ができません。フランス外のフランスユニットは、敵に支配される

ヘクスに進入できません。 
75.45 攻勢オペレーション: フランスは西部戦線でのみ攻勢オペレ

ーションを実施できます。フランスは、パリに対する 1:1 以上の比

率の攻撃に関連する攻勢オペレーションのみを実施できます。西側

連合国がパリの支配を回復しない限り、フランスは消耗戦闘に従事

できません。 
75.46 パリへの攻撃: パリへの西側連合国ユニットの移動を妨げる

枢軸国ユニットに対するフランスの攻撃は禁止されます。フランス

のユニットは、以下のようにパリにある枢軸国ユニットに対する攻

撃に制限されています。 
A. 攻撃は1:1以上の比率である必要があります（75.21）。フランス

のユニットは、より低い比率の攻撃がパリの奪還に理論上結びつく

場合でも、より低い比率の攻撃に参加できません。 
B. 少なくとも 1 つの攻撃する連合国の陸上ユニットが補給されて
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おり、パリへ戦闘後前進することに適格でなければ、パリはフラン

スのユニットによって攻撃できません。パリに隣接している英国の

ユニットは、英仏間の協力制限が適用されない場合にのみパリに前

進できます。まれな場合に、パリへの戦闘後前進を禁じられたとし

ても、英国のユニットは、英仏間の協力制限にもかかわらず、パリ

がカラの場合には移動または展開のいずれかの間にそこを通って移

動することにより、パリを奪還することができます。 
C. フランスが攻勢オペレーションを実施するためのBRPを欠いて

いるか、パリに対する 1:1 の比率を得ることができなければ、フラ

ンスのユニットは攻撃できません。枢軸国の防御航空支援が、あり

得る奪還をパリが受けないことを示すために要求される場合には、

枢軸国プレイヤーが望めば、そのような防御航空支援がパリの枢軸

国ユニットに提供されます。これらの計算は考慮に入れる必要があ

りますが、連合国のインターセプトによってこのような防御航空支

援は除去される可能性があります。パリに対する防御航空支援を実

施する枢軸国の航空ユニットは、連合国プレイヤーターンに対して

他の目的で使用できません。 
D. パリが枢軸国陸上ユニットによって占領されている間には、フ

ランスの航空ユニットはパリに対する合法的な陸上攻撃に対する支

援任務のみを実施できます。可能な航空任務は、パリのヘクス、パ

リのヘクスに対する陸上攻撃への対地支援、パリのへクス内の枢軸

国ユニットに防御航空支援を提供できる位置にある枢軸国航空ユニ

ットに対する航空優勢任務、およびそのような防御航空支援へのイ

ンターセプトです。パリが枢軸国ユニットによって占領されている

間には、フランスの航空ユニットは他の航空任務を実施できません。

パリに対する合法的な陸上攻撃が可能でない場合には、フランスは

一切の航空任務を実施できません。これは、フランスの航空ユニッ

トが基地変更すること、または英国海軍のインターセプトのさい振

りに対する修正を禁止しません。連合国が望む場合には、フランス

の航空ユニットはフランスの航空優勢任務が実施された後に陸上攻

撃の実施を中止できますが、その陸上攻撃は可能でなければなりま

せん。連合国ターンにおける展開の結果、パリに対する攻撃が不可

能となった場合には、フランス空軍はもはや任務を実行できず、従

事しているすべての任務が中断されます。フランスの航空ユニット

は、英国のパリに対する1:2攻撃に参加できません。 
75.47 英国に対する影響はありません: これらの制限はフランス部

隊にのみ適用され、英国のパリに対する攻撃を妨げません。 
75.48 パリの奪還: 連合国が、パリの枢軸国部隊をすべて除去しパ

リへの戦闘後前進に成功する場合、西部戦線にある他の未使用のフ

ランスユニットは、その戦闘フェーズ中に攻撃できます。プレイの

手順に注意を払う必要があります。フランスは、以前に禁止されて

いた航空または海軍の任務を遡及して発表することができません。

フランスの航空ユニットは、パリが連合国によって再び占領された

後には、パリが奪還されたターンの展開の間に対地支援または敵の

防御航空支援に対するインターセプトを実施できます。 
75.49 再配備の禁止: フランスの再配備は、フランスが降服するタ

ーンには禁止されます（58.12）。 
 

75.5 ヨーロッパ戦域に制限されたフランスのユニット: 
75.51 フランスのユニットは太平洋戦域へ配備できません。 
 

75.6 フランス植民地ユニット: 
75.61 植民地に制限されたフランスの植民地ユニット: フランス領

北アフリカでゲームを開始する2つの1-3フランス歩兵ユニットは、

フランス領北アフリカまたはリビアに留まらなくてはなりません。

レバノン-シリアでゲームを開始する 1-3 フランス歩兵はレバノン-
シリアに留まらなければなりません。損失した場合には、そのよう

なユニットは、ゲーム開始時にいたフランス植民地でのみ再生産で

きます。3 つのフランスの 1-3 歩兵ユニットは、フランス降服の結

果その地位が変更されるまでフランスに進入できません。 
 

76. フランスのアジア植民地 
76.1 フランス領インドシナ 
76.2 フランス領インドシナの地位 
76.3 フランス領インドシナを通過するBRP譲渡 
76.4 日本によるフランス領インドシナ占領 
76.5 他のフランス領土 
 

76.1 フランス領インドシナ: 
76.11 フランスの植民地: フランス領インドシナは 10BRP の価値

を有するフランス植民地であり、その首都はサイゴンです。 
76.12 BRPは通常通り加えられます: 1940年のYSS以降、フラン

スは、ヨーロッパの植民地と同じ方法でその BRP 合計にフランス

領インドシナのBRP価値を含めます。 
 

76.2 フランス領インドシナの地位: 
76.21 フランス降服前: フランスが枢軸国に征服されるまで、日本

は英国に対する宣戦布告なしでフランス領インドシナに進入できま

せん。 
76.22 フランス降服後: フランスが枢軸国によって征服されれば、

フランス領インドシナは自動的にビシーの支配となり、ビシーフラ

ンスが枢軸国によって設立されない場合には独立した中小国になり

ます。いずれの場合にも、フランス領インドシナは、フランス領北

アフリカおよびレバノン-シリアでは必要になるさい振りなしで、こ

の地位となります。ビシーフランスの外交結果はフランス領インド

シナに効果がありません。英国と日本が戦争状態となるまで、英国

はフランス領インドシナを攻撃できません。 
76.23 シナリオにおける支配: 歴史上、日本は太平洋での開戦前に

フランス領インドシナを占領しました。したがって 1941 年夏より

も後に始まるすべてのシナリオの開始時には、フランス領インドシ

ナは日本によって支配されています。 
 

76.3 フランス領インドシナを通過するBRP譲渡: 
76.31 フランス領インドシナを通過するBRP譲渡: 米国は、枢軸国

によるフランス征服前または征服後に、日本が西側連合国と戦争中

でなく、中国で日本ユニットの隣を通過しないSR ルートが利用可

能であれば、フランス領インドシナを通って中国国民党に BRP を

譲渡できます。 
 

76.4 日本によるフランス領インドシナ占領: 

76.41 宣戦布告は要求されません: フランスが枢軸国によって征服

された後には、日本は、単にそうする意図を発表し、陸上ユニット

をハノイまたはサイゴンへ移動、海輸、空輸、海上侵攻または NR
することにより、宣戦布告なしでフランス領インドシナの一部また

は全部を占領できます。その時点の中国抵抗レベルが「+2」以上で

なければ、日本のユニットは中国内の中国ユニットの隣りに再配備

できます。 
76.42 北部フランス領インドシナの占領: 北部フランス領インドシ

ナに対する日本の占領は、日本の陸上ユニットがハノイに入り、中

国と国境に隣接しているフランス領インドシナのヘクスのみが日本

の支配となる場合に発生します。日本のユニットは、中国に対して

これらのヘクスから活動でき、フランス領インドシナを通過する中

国への BRP 譲渡は禁止され、USJT レベルは影響されません。し
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かしながら、日本は、フランス領インドシナのBRPを受け取らず、

フランス領インドシナにおける他のヘクスの支配を獲得しません。 
76.43 全フランス領インドシナの占領: 全フランス領インドシナに

対する日本の占領は2段階のプロセスです。 
A. 占領の 初のターンでは、1つの日本の陸上ユニットがサイゴン

に進入できます。その後、日本は、その次のプレイヤーターンの

初にフランス領インドシナの比例配分されたBRPを受け取ります。

USJTレベルは、日本の陸上ユニットがサイゴンに進入したターン

に1だけ、およびその後の各ターンに1ずつ増加します。日本のユ

ニットは、日本がサイゴンに進入するターンには、フランス領イン

ドシナの残りのヘクスに進入できません（例外: 北部フランス領イ

ンドシナ- 76.42）。 
B. サイゴンの占領に続く日本プレイヤーターンの開始時に、既に日

本の支配となっていないフランス領インドシナの他のすべてのヘク

スが日本の支配下となります。 
76.44 日本は、前のプレイヤーターンにサイゴンを占領していない

限り、西側連合国を攻撃するプレイヤーターンに南部フランス領イ

ンドシナの航空基地を使用できません。 
76.45 タイに対する影響: 日本が以前に全フランス領インドシナを

占領したならば（76.43B）、日本と英国が開戦するときに、タイは

直ちに日本と提携します。そうでなければ、タイは、日本のサイゴ

ン占領に続く日本のプレイヤーターンに日本と提携します。 
76.46 ヨーロッパへの影響: 日本のフランス領インドシナ占領は

USATレベルまたは外交さい振りに影響がありません。日本がフラ

ンス領インドシナを占領したときにフランスが征服されていなけれ

ば、フランスのBRPレベルがこれに伴い減少します。 
 

76.5 他のフランス領土: 

76.51 フランス領太平洋諸島: 他の太平洋のフランス領土（ニュー

カレドニア、ヴァリス島およびソシエテ諸島）は、ゲーム開始時に

英国の支配下にあるとして扱われ、フランスが枢軸国によって征服

されれば、自動的に自由フランスになります。 
 

77. ビシーフランス 
77.1 ビシーフランス設立の選択 
77.2 ビシーフランス 
77.3 ビシーフランスのヘクス 
77.4 ビシーフランスのユニット 
77.5 ビシーフランスへの攻撃 
77.6 ビシーフランス植民地への攻撃 
77.7 外交目標としてのビシーフランス 
77.8 ドイツの中小同盟国としてのビシーフランス 
77.9 ビシーフランスの除去 
 

77.1 ビシーフランス設立の選択: 
77.11 枢軸国プレイヤーが選択肢を持っています: フランス降服時

に枢軸国プレイヤーはフランス降服の過程の一部としてビシーフラ

ンスを設立する選択肢を持っています（58.3）。 
 

77.2 ビシーフランス: 
77.21 中小国としてのビシーフランス: ビシーフランスは、ビシー

フランス国境により定義されるフランス南部、コルシカおよびビシ

ーフランスとなったフランスの植民地からなります。ビシーフラン

スが枢軸国プレイヤーによって設立されれば、ビシーフランスは

20BRP（リヨンとマルセイユの重要経済地帯分）およびビシー植民

地（58.31A）のBRP 価値を持つ中小国となり、その首都はビシー

市です。 
77.22 ビシー市: フランス降服からビシーフランスの征服または非

活性化までの間に、ビシー市はビシーフランスの首都として機能し

ます。ビシー市はビシーユニットの無制限補給源です。ビシー市は、

ビシーフランスが枢軸国と提携または同盟（ビシーフランスに対す

る「9」または「10+」の外交結果）する場合、またはビシーフラン

スに対する連合国の宣戦布告後に他の枢軸国ユニットの限定補給源

となります。他の時点ではビシー市は通常の都市として扱われます。 
 

77.3 ビシーフランスのヘクス: 

77.31 ビシーフランスのヘクス支配: ビシーフランスのヘクスは中

立であり、いずれか一方の側がビシーフランスのへクス支配を獲得

する外交結果となるまで、いずれの側も支配しません。 
77.32 枢軸国の支配: 枢軸国はビシーフランスに対する「8」以上の

外交結果の後にビシーフランスのヘクス支配を獲得します。 
77.33 連合国の支配: 連合国はビシーフランスに対する「-1」以下

の外交結果の後にビシーフランスのヘクス支配を獲得します。 
77.34 補給: ビシーフランスのヘクスを支配しなければ、どちらの

側もビシーフランスの領域を通って補給をトレースできません（例

外: フランス降服に続く枢軸国プレイヤーターンの枢軸国ユニッ

ト）。 
 

77.4 ビシーフランスのユニット: 
77.41 枢軸国がビシーフランス部隊を支配します: ビシーフランス

が設立された場合、1 つのビシーフランスの 2-3 歩兵ユニットは、

いずれかの側と提携または同盟するまで、ビシー市およびヨーロッ

パのビシーフランス植民地の各首都に配置され、そこに残らなくて

はなりません。他のビシーフランス部隊は、ビシーフランスに置か

れ、外交結果またはビシーフランスへの宣戦布告により引き起こさ

れた提携により状況が変化するまで、フランス降服レベルにかかわ

らず枢軸国によって支配されます。 
77.42 ビシー植民地の増援: ビシーフランスの植民地は、ビシーフ

ランスに対する「5-6」以上の外交結果が有効な場合にのみビシーユ

ニットによって増加できます。ビシーフランス部隊は、海上護衛と

してビシーフランスの駆逐艦を使用して、ビシーフランス植民地へ

NRできます。 
77.43 陸軍および海軍国籍 DRM: ビシーフランスの航空および海

軍ユニットの国籍DRMは1です。これは、ビシーフランスが航空

または海軍国籍研究結果を達成した連合党派と提携または同盟すれ

ば増加されます。 
 

77.5 ビシーフランスへの攻撃: 
77.51 宣戦布告の要求: いずれ側も 10BRP のコストでビシーフラ

ンスに宣戦布告できます。 
77.52 ビシー部隊はその場所に残ります: 主要国がビシーフランス

に宣戦布告すれば、ビシーフランス部隊はヘクスに残り、その攻撃

に対応するために再配備できません。 
77.53 枢軸国による宣戦布告の影響: ドイツがビシーフランスに宣

戦布告すれば、ビシーフランスが枢軸国によって直ちに征服されて

も、次の影響が発生します。 
A. すべてのヨーロッパのビシー植民地およびそこにあるビシーフ

ランスユニットはすべて自由フランスになります。 
B. ビシー艦隊は自由フランスになり、直ちに地中海戦線の任意の英

国が支配する港湾へ移動でき、その際に枢軸国の航空および海軍の

インターセプトを受けます。 
C. ビシー市を含むビシーフランスまたはビシー植民地で、ビシーフ

ランスのユニットにスタックしている枢軸国ユニットは、ビシーフ



© 2003 GMT Games A World At War 0303-11 06-17-03, 12-31-03 
 

 192

ランスのユニットに隣接しているヘクスに置かれます。 
77.54 連合国の宣戦布告の影響: 連合国の主要国がビシーフランス

に宣戦布告すれば、それが攻撃の 初のターンを生き残った場合に

はビシーフランスはドイツと提携します。また、枢軸国は次の外交

フェーズ中にビシーフランスに対する反応さい振りを実施できます

（49.633）。 
 

77.6 ビシーフランス植民地への攻撃: 
77.61 宣戦布告は要求されません: 英国および米国は、ビシーフラ

ンスまたはビシーフランス植民地に対する宣戦布告なしでビシー植

民地を攻撃できます。したがってビシー植民地に対する英国または

米国の攻撃は10BRP を要さず、USAT レベルの減少を引き起こし

ません。 
77.62 ビシーの反応が引き起こされます: 英国または米国によって

攻撃された各ヨーロッパのビシー植民地につき、ビシーの外交さい

振りにおける+1修正が引き起こされます。また枢軸国は次の外交フ

ェーズ中にビシーフランスに対する反応さい振りを実施できます

（49.633）。ビシー植民地が攻撃されたときにビシーフランスがド

イツと提携または同盟していれば、この修正は適用されず、反応さ

い振りは実施されません。このルールは、フランス領インドシナに

は適用されず、英国と日本が開戦するまでそれは英国により攻撃さ

れません（76.22）。 
77.63 攻撃された植民地は単独で戦います: 英国または米国によっ

て攻撃された植民地内のビシー部隊は植民地を防御するために使用

できますが、その植民地の外のビシー部隊は戦いに参加せず、植民

地を強化するためには使用できません（例外: ビシーフランスに対

して「5-6」以上の外交結果が有効な場合- 77.42）。ビシー植民地に

対する連合国の攻撃の間に除去されたビシー歩兵および補充部隊ユ

ニットは、1 ターンにつき 1 ユニットの割合でビシーフランスに再

生産できます。 
77.631 各植民地は個別です: モロッコ、アルジェリア、チュニジア

およびレバノン-シリアはそれぞれこのルールでは個別の植民地と

して扱われます。 
 

77.7 外交目標としてのビシーフランス: 
77.71 ビシーフランスの指名: ビシーフランスはいずれかの側によ

って、フランス降服よりも後の年に外交目標として指名できます。

加えて、連合国がビシー植民地を攻撃する場合には、枢軸国はビシ

ーフランスに対して反応さい振りを実施できます。 
77.72 修正としてのフランス降服レベル: プラスのフランスの降服

レベルは、すべてのビシーの外交さい振りに対して+1修正を生成し、

マイナスのフランスの降服レベルは、すべてのビシーの外交さい振

りに-1修正を生成します。 
 

77.8 ドイツの中小同盟国としてのビシーフランス: 
77.81 ビシーフランスの活性化: ビシーフランスは、ビシーフラン

スに対する「10+」の外交結果によってのみドイツの中小同盟国と

して活性化されます。活性化された時にビシーユニットはすべてド

イツの戦力プールの一部になり、ドイツはビシーフランスの BRP
を受け取ります。 
77.82 活性化したビシー部隊に対するエリア制限はありません: ビ
シーフランスがドイツの中小同盟国として活性化すれば、ビシーユ

ニット活動エリアに制限はありません。 
77.83 フランス領土外のビシー部隊: フランスまたはフランス植民

地外で攻撃された場合には、ビシーの陸上ユニットは-1DM を受け

ます（15.33B; 例外: ビシーフランスに対する「5-6」、「7」または

「8」の外交結果後にロシアで戦うビシー志願兵）。 

77.84 ビシーユニットの再生産: ビシーユニットは、フランス本土

のビシー部分内でのみ再生産できます。 
 

77.9 ビシーフランスの除去: 

77.91 征服: ビシー市がパルチザンを含む敵部隊のみによって占め

られるか支配される戦闘フェーズの終わりに、ビシーフランスは存

在を中止し、すべてのビシーフランスのユニットはマップから取り

除かれます。自由フランスユニットは影響されません。 
77.92 連合国のパリ奪還: 連合国がビシーフランスに宣戦布告して

おらず、「-2」または「-3」の外交結果が有効でない場合には、枢軸

国が連合国またはパルチザンに支配されたパリの奪還に失敗した枢

軸国の戦闘フェーズの終了時に、ビシーフランスは存在を中止し、

すべてのビシーフランスのユニットはマップから除去されます。自

由フランスユニットは影響されません。 
77.93 「0」または「-1」の外交結果: ビシーの活性化の前後におけ

るビシーフランスに対する「0」また「-1」の外交結果により、ビシ

ーフランスは非活性化され、すべてのビシー部隊がマップから取り

除かれます。ビシーフランスは政治主体としての存在を中止し、再

び単なるフランスの一部になります。ビシーフランスに対する「-1」
の外交結果の後には、ビシーフランスのヘクスは連合国の支配とな

ります。「0」の結果の後には、ビシーフランスのヘクスは誰によっ

ても支配されません。 
ビシーフランスに対する「-2」または「-3」の外交結果が有効であ
るときに、枢軸国が外交目標としてビシーフランスを指名し、「-1」
または「0」の結果を達成した場合には、連合国は、より劣った「3-4」
の結果を選択することによりビシーフランスの非活性化を回避する
ことができます（49.53）。 
77.94 効果: ビシーフランスが 77.91 または 77.92 に述べられるよ

うに除去された場合には、ヨーロッパのビシーフランスおよびコル

シカのヘクスは、連合国ユニットがそれらへ、またはそれらを通っ

て移動していなければ、すべてドイツの支配に移転します。その他

のビシー植民地は、誰によっても支配されません。 
77.95 「-1」の外交結果: ビシーの活性化の前後におけるビシーフ

ランスに対する「-1」の外交結果は、ビシーフランスを非活性化し

（77.93）、ビシーフランスのヘクスを連合国の支配下にします。 
77.96 「-2」または「-3」の外交結果: ビシーフランスに対する「-2」
の外交結果の後に、ビシーフランスは連合国の提携中小国になり、

ビシーフランスに対する「-3」の外交結果の後に、ビシーフランス

は連合国の中小同盟国になります。両方の場合で、すべてのビシー

植民地がそこにいる部隊を含めて自由フランスになり、英国はビシ

ーフランスおよび自由フランス植民地の比例配分された BRP を受

け取ります。陣営の変更（85.5）を生き残ったすべてのビシーフラ

ンスユニットおよび自由フランスユニットは、英国の中小同盟国ユ

ニットとして扱われ、除去された場合には、大陸フランス内の任意

の連合国が支配するヘクスで再生産できます。 
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中国、満州およびシベリア 
78. 中国国民党 
78.1 主要国 
78.2 領土 
78.3 抵抗レベル 
78.4 経済 
78.5 西側連合国 
78.6 フライングタイガーズ 
78.7 中国共産党との関係 
78.8 中国国民党の部隊に対する制限 
78.9 補給 
 

78.1 主要国: 

78.11 中国国民党は主要国です: 中国国民党は主要国であり、日本

と米国の開戦に続く連合国プレイヤーターンの開始時に西側連合国

の主要国になります。 
 

78.2 領土: 

78.21 範囲: 中国国民党は、中国共産党、満州および香港以外の中

国本土からなります。 
 

78.3 抵抗レベル: 
78.31 中国の抵抗: 各中国プレイヤーターンの終わりに、中国抵抗

テーブルが調べられ、その結果が次のゲームターンに実施されます

（61）。すべてのシナリオの開始時において中国の抵抗レベルは 0
です。 
 

78.4 経済: 

78.41 BRPベースおよびレベル: 中国国民党は40BRPのBRPベー

スを持っており、成長率はありません。中国国民党は、中国国民党

の支配下にない個々の中国の重要戦略目標につき5BRPを失います

（38.37）。中国の重要戦略目標ヘクスの所有者が変わらなければ、

中国国民党のYSSのBRPレベルは20BRPです。いくつかのシナ

リオの開始時における中国国民党の BRP レベルは、ゲーム開始前

に既に受けている損失を反映して20BRP未満となっています。 
78.42 BRP譲渡: 西側連合国は様々なルート（40.8）で中国国民党

にBRPを譲渡できます。 
 

78.5 西側連合国: 

78.51 西側連合国への参加: 中国国民党は、日本と米国の開戦に続

く連合国プレイヤーターンの開始時に西側連合国の同盟党派に参加

します。 
78.52 ヘクス支配: 中国国民党によって支配されたヘクスは西側連

合国によって支配されていると考えられます。 
78.53 基地: 西側連合国は、海軍、航空、戦略爆撃機または潜水艦

の任務の基地として中国国民党支配下のヘクスを使用でき、また中

国国民党に支配される港湾を、そのヘクスが西側連合国補給源から

補給される場合には、海軍活動のために使用できます。 
 

78.6 フライングタイガーズ: 

78.61 フライングタイガーズ: 中国の抵抗は、引退した米国陸軍航

空部隊の将校であるクレア・シェンノートが指揮する米国志願兵グ

ループ（フライングタイガーズ）の存在によって相当に堅固になり

ました。この小さいが有効な部隊は2つのAAFによって表わされ、

米国の航空国籍DRMを使用しますが、基地、攻勢オペレーション、

生産コストおよび補給を含む他のすべての目的において中国国民党

のものであると考えられます。西側連合国によるレーダーの研究結

果は、フライングタイガーズと中国を爆撃する日本の航空ユニット

の航空戦闘を修正しません。多くのシナリオでは、このユニットは

中国国民党の開始時戦力の一部です。他のシナリオでは、それらが、

USJTレベルによって認められる後続生産可能部隊として中国国民

党の戦力プールに加えられます。 
中国国民党は、フライングタイガーズを生産し、活動させ、再生産
するBRPコストを払います。中国国民党が日本の圧力下にあれば、
米国は、フライングタイガーズが有効に使用されるために中国に
BRPを譲渡しなければならないかもしれません。 
78.62 初期の日本の攻撃中における使用制限: フライングタイガー

ズは、西側連合国に対する日本の 初の攻撃ターン中には、中国が

まだ西側連合国に加わっていないので、中国の抵抗レベルがそれを

認めたとしても、西側連合国のヘクス（例えば香港）を防御できま

せん。 
78.63 フライングタイガーズは貸与できます: 下記の条件が満たさ

れた場合には、フライングタイガーズは米国へ貸与できます。 
A. 米国は日本と戦争中であり、かつ、 
B. 中国の抵抗レベルが「0」以上の場合。 
 

78.7 中国共産党との関係: 
78.71 協力制限: 国民党と共産党の協力禁止（53.5）は中国の抵抗

テーブルの結果において「+2」が有効でない限り適用されます。 
 

78.8 中国国民党の部隊に対する制限: 
78.81 参照: ルール80を参照してください。 
 

78.9 補給: 

78.91 中国国民党の補給源: 重慶、広東、南京、北京および上海は

中国国民党ユニットの無制限補給源です。 
78.92 他の補給源: 
78.921 ロシアの補給源: ロシアが日本と戦争中あるか否かに関わ

らず、また中国国民党が西側連合国に参加しているか否かに関わら

ず、中国国民党はロシアの補給源から補給を受けることができます。 
78.922 西側連合国の補給源: 西側連合国が日本と戦争中か否かに

関わらず、中国国民党は西側連合国の補給源から補給を受けること

ができます。 
78.923 中国共産党の補給源: 中国国民党は、前のターンにおける中

国抵抗レベルが「+2」以上であった場合にのみ、雲南および中国共

産党が支配している中国国民党の補給源から補給を受けることがで

きます。 
78.93 補給線: 中国国民党の補給線は、ロシア、中国共産党または

西側連合国によって支配されたヘクスを通ってトレースできますが、

日本によって支配されたヘクスを通ってトレースできません。 
78.94 パルチザンは補給を要求しません: 中国国民党のパルチザン

は補給を要求しません（11.51）。 
78.95 孤立したユニット: 中国国民党の陸上ユニットは補給不足に

よって除去されません（30.542D）。 
 

79. 中国共産党 
79.1 中小国 
79.2 領土 
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79.3 攻勢オペレーション 
79.4ユニット生産 
79.5 BRPコスト 
79.6 補給 
79.7 征服およびヘクス支配 
79.8 中国国民党との関係 
79.9 中国共産党の部隊に対する制限 
 

79.1 中小国: 

79.11 中国共産党は中小国です: 中国共産党は、日本と独立して戦

争中の中小国です。中国共産党は日本とロシアの開戦直後にロシア

の中小同盟国になります。日本とロシアの開戦後にロシアが降服し、

日本がドイツとロシアの間の和平協定を遵守する場合には、中国共

産党は元の状況に戻ります。 
79.12 プレイヤーターンの時期: 中国共産党は、中国国民党と同時

に移動します。 
 

79.2 領域: 
79.21 範囲: 中国共産党は、ヘクス列M以北およびシナリオ開始ラ

イン以西の中国の一部からなります。 
 

79.3 攻勢オペレーション: 
79.31 攻勢オペレーション: 中国共産党は、中国国民党または他の

連合国の主要国がアジア戦線で攻勢オペレーションを実施するかま

たは消耗攻撃を実施するかにかかわらず、次の例外に従って日本に

対する攻勢オペレーションおよび/または消耗攻撃を試みることが

できます。 
A. 中国共産党がロシアの中小同盟国になった場合には、中国共産党

およびロシアのアクションは一致しなければなりません。 
B. 前のターンの終了時における中国の抵抗レベルが+2 以上であり、

中国共産党がロシアの中小同盟国でない場合、中国共産党のアクシ

ョンは中国国民党のアクションに一致しなければなりません。 
 

79.4ユニット生産: 
79.41 歩兵: 中国共産党は各ターンに 2 つの歩兵戦力（1 つの 2-2
歩兵ユニットまたは2つの1-2歩兵ユニット）を生産できます。中

国共産党の歩兵ユニットは、日本の ZOC ではなく、補給されてい

る中国のターンの開始時に中国共産党またはロシアによって支配さ

れた中国内の任意のヘクスに生産できます。 
79.42 パルチザン: 中国共産党は各ターンに 1 つのパルチザンを生

産できます。中国共産党のパルチザンは中国内の任意の日本が支配

するヘクスに生産できます。 
79.43 生産の禁止: 中国共産党のユニットは、中国国民党に支配さ

れるヘクス、満州または香港に生産できません。 
 

79.5 BRPコスト: 
79.51 攻勢オペレーション: 
A. コストなし: 以下の場合には、中国共産党の攻勢オペレーション

のためにコストは必要ありません。 
・ロシアと日本が戦争中でなく、かつ、 
・中国共産党が雲南を支配する場合。 
B. ロシアは払います: 以下の場合には、ロシアは中国共産党の攻勢

オペレーションのコストを払います。 
・ロシアと日本が戦争中の場合。または、 
・中国共産党が雲南を支配しない場合。 

79.52ユニット生産: 中国共産党またはロシアが雲南を支配すれば、

中国共産党のユニット生産のためのコストは必要ありません。そう

でなければ、ロシアが中国共産党のユニット生産のコストを払いま

す。 
79.53 太平洋のシナリオ: 太平洋戦域シナリオでは雲南の状況にか

かわらず、中国共産党の攻勢オペレーションまたはユニット生産の

ためのBRPコストは必要ありません。 
 

79.6 補給: 

79.61 中国共産党の補給源: 雲南は中国共産党のユニットの限定補

給源です。中国共産党は、それが支配する中国の重要戦略目標から

補給を引くことができます。 
79.62 他の補給源: 
79.621 ロシアの補給源: ロシアが日本と戦争中であるか否かに関

わらず、中国共産党はロシアの補給源から補給を引くことができま

す。 
79.622 西側連合国の補給源: 中国共産党がロシアの中小同盟国で

なければ、中国共産党は西側連合国の補給源から補給を引くことが

できます。 
79.623 中国国民党の補給源: その時点の中国の抵抗レベルが「+2」
以上である場合にのみ、中国共産党は中国国民党の補給源から補給

を引くことができます。 
79.63 補給線: 中国共産党の補給線は、ロシア、中国国民党または

西側連合国によって支配されたヘクスによってトレースできますが、

日本によって支配されたヘクスをトレースできません。 
79.64 パルチザンは補給を要求しません: 中国共産党のパルチザン

は補給を要求しません（11.51）。 
79.65 孤立したユニット: 中国共産党の陸上ユニットは補給がない

ために除去されません（30.542D）。 
 

79.7 征服およびヘクス支配: 
79.71 中国共産党は征服されません: 日本による雲南の占領は中国

共産党の征服を引き起こしません。中国共産党は降服しません。 
79.72 日本による雲南占領の影響: 
A. 雲南が日本によって占領される場合、ロシアは中国共産党の攻勢

攻撃およびユニット生産のコストを払わなければなりません

（79.52）。 
B. すべてのシナリオで、雲南は勝利決定の目的において重要戦略目

標と考えられます。 
79.73 ヘクス支配: 勝利決定の目的においては、中国共産党によっ

て支配されたヘクスはロシアによって支配されると考えられます。

中国共産党がグローバルウォーゲームにおいてロシアの中小同盟国

であれば、ロシアは中国共産党によって支配された中国の各重要戦

略目標につき5BRPを受け取ります。ロシアの中小同盟国としての

中国共産党の活性化よりも前には、誰も中国共産党の支配下にある

中国の重要戦略目標のBRPを受け取りません。 
 

79.8 中国国民党との関係: 
79.81 協力制限: 中国の抵抗レベルが「+2」以上でなければ、国民

党と共産党の協力禁止（53.5）が適用されます。 
 

79.9 中国共産党の部隊に対する制限: 
79.91 参照: ルール80を参照してください。 
 

80. 中国の部隊に対する制限 
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80.1 中国の戦争努力 
80.2 1:1未満の比率の攻撃 
80.3 地理的な制限 
80.4 マイナスの中国国民党のDM 
 

80.1 中国の戦争努力: 
80.11 制限の理論的根拠: 中国の戦争努力は、中国国民党の腐敗、

中国共産党の重火器不足、および戦争後の対決における地位を得る

ために国民党と中国共産党の部隊間の政治的および軍事的内部抗争

に相当な時間およびエネルギーを費やしたことによって妨げられま

した。この分裂は日本の利益となりました。これらの弱点は、国民

党および中国共産党の部隊の活動に適用される次の制限に反映され

ています。 
 

80.2 1:1未満の比率の攻撃: 

80.21 禁止: パルチザンを含む中国国民党および中国共産党のユニ

ットは、1:1の比率未満の陸上攻撃を実行または支援できません。 
 

80.3 地理的な制限: 

80.31 ユニットは中国を離れることができません: 中国国民党およ

び中国共産党の陸上ユニットは、以下の場合を除き、中国外へ移動

できず、中国外にある日本のユニットに対して消耗および攻勢攻撃

を実施できず、またフライングタイガーズは中国の外に基地を置け

ません。 
A. 貸与された中国国民党のユニット。 
B. 現在の中国の抵抗レベルが「+2」以上である場合の中国国民党

ユニット。中国共産党のユニットは中国の抵抗レベルに関わらず、

中国の外へ移動できず、攻撃できません。 
80.32 フライングタイガーズ: これらの制限は、中国に基地を置く

フライングタイガーズが中国の外で航空任務を実施すること、1:1
の比率未満で陸上攻撃に参加すること、または日本の海軍活動に対

して攻撃することを妨げません。 
 

80.4 マイナスの中国国民党のDM: 
80.41 次の状況で攻撃されれば、中国国民党の陸上ユニットは

-1DMを受けます。 
A. 中国の抵抗レベルが「0」以下である場合に中国の外にある場合。 
B. 中国の抵抗レベルが「-3」以下である場合には、その位置に関わ

らず。 
 

81. 満州、シベリアおよびウラルボックス 
81.1 満州 
81.2 首都 
81.3 満州守備隊 
81.4 シベリア守備隊 
81.5 宣戦布告 
81.6 ウラルボックス 
81.7 ウラルボックスに隣接している枢軸国部隊 
 

81.1 満州: 
81.11 満州の地位（満州国）: 日本による満州の征服は1931年に始

まり 1933 年に多かれ少なかれ完了しました。日本が設立した傀儡

国である満州国は多くの国に承認されませんでした。満州は、法律

上は中国の一部であったかもしれませんが、ゲーム上では満州は

20BRP の価値を持つ日本の植民地と考えられ、すべての目的にお

いて中国の一部とは考えられません。 
 

81.2 首都: 

81.21 ハルビンおよび奉天: ハルビンおよび奉天は両方とも満州の

首都と考えられます。各々は 10BRP の価値を持つ重要経済地帯で

す。 
 

81.3 満州守備隊: 

81.31 満州守備隊: 日本は満州に45BRP分のユニット（2つの2-3
および2つの1-3装甲ユニット、3つの3-2、3つの2-2および3つ

の1-2歩兵ユニット、そして5つのAAF）を持ってすべてのシナリ

オを始めます。示された正確な種類のユニットが存在しなくてはな

りません。 
81.32 満州のユニットの使用: 満州守備隊ユニットはペナルティー

なしで使用できますが、満州の日本の陸軍航空ユニットの使用およ

びその後の再配備による裏返しを含む満州守備隊の規模縮小は、ロ

シアがシベリア守備隊（81.42C）からユニットを引き出すことを認

め、ロシアが日本に宣戦布告することを認めるかもしれません

（81.51B）。満州にある日本の装甲ユニットのZOCは、中国および

韓国の領域へ満州の国境を越えて伸びます。 
81.33 太平洋シナリオ: 太平洋シナリオでは、日本が、満州から

15BRP 分のユニットを他のところで使用するために取り除くこと

ができます。残りのユニットは、ロシアの攻撃から満州を守るため

に残らなくてはなりません。 
 

81.4 シベリア守備隊: 
81.41 シベリア守備隊: ロシアはシベリアに 45BRP 分のユニット

（2つの3-3装甲ユニット、2つの3-2、4つの2-2および4つの1-2
歩兵ユニット、そして5つのAAF）を持ってすべてのシナリオを始

めます。シベリア守備隊はシベリア、モンゴルおよびタンヌ・ツバ

に置くことができます。 
81.42 シベリア守備隊の縮小: ロシアは、下記の条件の少なくとも

1 つが満たされた後の連合国の再配備フェーズまでウラルボックス

へシベリアのユニットを移すことによりシベリア守備隊を縮小でき

ません。 
A. ドイツとの戦争: ロシアとドイツが戦争中の場合。 
B. 日本に対する石油禁輸: 米国が日本に石油禁輸を課した場合。 
C. 日本による満州守備隊の縮小: 日本が満州守備隊の規模を縮小

した場合。日本はいつでもこれを実施できます。その後ロシアは、

シベリアからヨーロッパへ同じ種類の部隊を転送することができま

す。日本の満州守備隊の規模は、ロシアのプレイヤーターンの 初

に決定されます。端数はロシアに有利に切り捨てられます。日本が

満州に6未満の装甲戦力を持っていれば、１個のロシア3-3装甲ユ

ニットが転送できます。日本が満州に3未満の装甲戦力を持ってい

れば、別のロシアの3-3装甲ユニットが転送できます。 
81.43 守備隊の 小限度: ロシアと日本が開戦するまで、ロシアは

30BRP 未満分のユニットにシベリア守備隊を減らすことができま

せん。 
 

81.5 宣戦布告: 
81.51 制限: 
A. 日本によるロシアへの宣戦布告: 日本がロシアに宣戦布告でき

る時期に制限はありません。 
B. ロシアによる日本への宣戦布告: シベリア守備隊のBRP 価値が

少なくとも満州守備隊のBRP 価値の少なくとも 2 倍である場合に
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のみ、ロシアは日本に宣戦布告できます。この制限は以下の場合に

は適用されません。 
・満州守備隊のBRP価値が30BRP未満の場合。または、 
・ドイツが降服した場合。 
81.52 守備隊の規模の決定: シベリアおよび満州守備隊の規模は、

ロシアまたは日本が他方に宣戦布告を望む場合に常に計算されます。

裏返された航空ユニットはシベリアおよび満州守備隊の BRP 価値

を決定する場合に数えられません。 
81.53 BRPコスト: 日本およびロシアによる他方への宣戦布告のコ

ストは35BRPです。 
 

81.6 ウラルボックス: 
81.61 ウラルボックス: ウラルボックスは、いずれのマップにも現

われないロシアの部分を表わします。 
81.62 基地: ウラルボックスは、ロシアの航空ユニットに対する無

制限の基地容量を持っています。 
81.63 ウラルボックスへの進入: ロシアのユニットは以下に述べる

方法で次のヘクスを通る場合にのみウラルボックスに進入できます。 
A. ヨーロッパ: ヨーロッパマップ東端のロシアの任意のヘクス

（A62-Z53）。 
B. 太平洋: 太平洋マップ西端のロシア（A23-F18）または中国共産

党（ 初はG18-L15）の任意のヘクス。 
81.631 移動フェーズ中: 
A. 陸上ユニット: 81.63A およびB にリストされたヘクスのうち 1
つを通って移動することによって。 
B. 航空ユニット: 81.63A およびB にリストされたヘクスのうち 1
つを通って基地変更することによって。 
81.632 戦闘フェーズ中: 
A. 装甲および空挺ユニット: 81.63AおよびBにリストされたヘク

スのうち1つを通って展開移動、空輸または空挺降下することによ

って。 
81.633 再配備フェーズ中: 
A. 81.63AおよびBにリストされたヘクスのうち1つを通るTRま

たはSRによって。 
81.634 枢軸国ユニットへの禁止: ヨーロッパ枢軸国および日本の

ユニットはウラルボックスに進入できません（例外: 爆撃- 26.462）。 
81.64 ウラルボックスからの離脱: ウラルボックス内のロシアのユ

ニットは、マップ上へ移動、基地変更または再配備できます。ウラ

ルボックスから移動するロシアの陸上ユニットは、ウラルボックス

に隣接している81.63AおよびBにリストされたヘクス内のヨーロ

ッパ枢軸国および日本の陸上戦力よりも少ないロシアの陸上戦力が

ウラルボックス内に存在することとならない場合に限り、マップの

端にある81.63AおよびBにリストされた敵に支配されるカラのヘ

クスに進入できます。 
81.65 航空任務: 枢軸国の航空ユニットは、ウラルボックス内に任

務を実施できません（例外: 爆撃- 26.462）。 
81.66 陸上攻撃: ウラルボックスからマップ上への、またはマップ

からウラルボックス内への陸上攻撃は禁止されます。 
 

81.7 ウラルボックスに隣接している枢軸国部隊: 

81.71 ロシアの BRP: ロシアがヨーロッパ枢軸国または日本と戦

争中である場合には、枢軸国の戦闘フェーズの終わりにウラルボッ

クス内のロシアの陸上戦力数を超過している、ウラルボックスに隣

接しているヨーロッパ枢軸国または日本の各陸上戦力につき、ロシ

アは1BRPを、1ターンに 高15BRPまで失います。 
81.72 ロシアの生産: ウラルボックスに隣接しているヨーロッパ枢

軸国または日本の陸上戦力のために失われたロシアの3BRP（端数

切捨て）につき、ロシアの生産限度が1BRPだけ、 高5BRPまで

減少します。 
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中小国 
82. 中小国 
82.1 中小国の地位 
82.2 中小国のBRP 
82.3 中小国ヘクスの支配 
82.4 中小国に対する攻撃 
82.5 ヨーロッパの中小国部隊の配備 
82.6 中小国の戦力レベル 
82.7 初期攻撃に対する防御 
82.8 中小国の存続 
82.9 太平洋戦域の中小国 
 

82.1 中小国の地位: 

82.11 カテゴリー: どの時点でも、すべての中小国は次のカテゴリ

ーの1つに分類されます。 
A. 中立。 
B. 主要国へのBRP帰属。 
C. 主要国によるへクス支配。 
D. 主要国と提携。 
E. 主要国と同盟。 
F. 主要国による征服。 
G. 主要国の植民地。 
H. 英連邦（カナダ、南アフリカ、オーストラリアおよびインド）。 
82.12 1939年秋: キャンペーンゲームおよび1939年シナリオの開

始時に戦争に参加しているヨーロッパの中小国はポーランドおよび

英国とフランスのヨーロッパの植民地であり、ポーランドは 1939
年秋のターンを生き延びた場合には英国と同盟します。イタリアの

植民地（アルバニアとリビア）およびロシアの植民地（ウクライナ）

は、それぞれイタリアおよびロシアと共に戦争に参加します。他の

中小国は、主要国に侵攻されることにより、または外交結果により

戦争に参加します。 
 

82.2 中小国のBRP: 
82.21 外交結果の要求: 外交テーブルで述べられるように、主要国

は中小国のBRPを外交的に獲得できます。 
A. 「7」（枢軸国）または「0」（西側連合国およびロシア）の外交

結果の後に、 
・すべてのヨーロッパ中小国について5BRP。 
・ただしスペイン、トルコおよびビシーフランスについては10BRP。 
B. 「8」（枢軸国）または「-1」（西側連合国およびロシア）の外交

結果の後に、 
・すべてのヨーロッパ中小国について10BRP 
・ただしスペイン、トルコおよびビシーフランスについては20BRP。 
82.22 BRPの追加: このような外交結果が生じた時点で、主要国は

そのBRP合計に獲得した中小国BRPの比例配分された値を直ちに

加えます。その後に外交結果が否定されるか、その中小国が別の主

要国によって征服される場合、その時点の中小国 BRP の比例配分

された値が、中小国のBRPを 初に得た主要国のBRPレベルから

控除されます。 
 

82.3 中小国へクスの支配: 
82.31 外交結果は要求しました: 主要国は「8」（枢軸国）または「-1」
（西側連合国およびロシア）の外交結果の後にヨーロッパの中小国

のヘクス支配を獲得できます。そのような外交結果が生じる場合、

その中小国のすべてのヘクスは、別の同盟党派に属するユニットに

よって占められているヘクスを除き、直ちに外交結果を得た同盟党

派の支配下となります。 
82.32 10戦力の限度:「8」（枢軸国）または「-1」（西側連合国およ

びロシア）の外交結果の後には、10 戦力を超えない主要国の海軍/
陸上/航空戦力が、各ターンに支配された中小国を通って補給でき、

または移動、戦闘および再配備フェーズの終わりに支配された中小

国に残ることができます。（例外: フィンランドについての限度は5
海軍/陸上/航空戦力です- 82.322）。攻撃は中小国の領土から実施で

きます。支配する主要国の主要国同盟国および中小同盟国ユニット

も、中小同盟国ユニットに対する通常の地理的な制限およびその中

小国で認められる戦力数である 10 戦力という外交制限に従い、そ

のような国に進入できます。 
82.321 限度の適用: 支配された中小国へ、または支配された中小国

を通じての補給、移動または再配備できる戦力数に対する外交制限

は、以下のように適用されます。 
A. 補給: 支配された中小国へ、または支配された中小国を通じての

ユニットへの補給に対する制限は、支配された中小国の首都からの

限定補給を含めて完全および限定補給に適用されます。支配された

中小国内のユニットは、支配された中小国の外にあるユニットが、

支配された中小国を通って補給線をトレースすることにより補給さ

れる前に、補給されなければなりません。プレイヤーが支配してい

る中小国の外にあるユニットを優先的に補給することを望むならば、

彼は支配している中小国内の超過ユニットを任意除去しなければな

りません。 
B. 移動および再配備: 支配された中小国内のユニット数に対する

制限は、移動、戦闘および再配備フェーズの終わりに適用されます。

これは、これらの時点にマップ上のその国において可能な数を超え

る陸上および航空戦力があってはならないということです。敵によ

る消耗によって退却を強いられたユニットでさえ、この限度を超過

できず、超過ユニットは除去されます。 
C. 他のカウンター: 支配された中小国には、航空基地、ロケット基

地、レールヘッドおよび陣地の配置に制限はありません。 
82.322 フィンランド内の枢軸国部隊に対する制限: 5戦力を超えな

い枢軸国の海軍/陸上/航空戦力が、フィンランドの提携、活性化ま

たはフィンランドが連合国によって征服された後にさえ、フィンラ

ンドに進入またはフィンランドを通って補給をトレースできます。

フィンランドとスウェーデンのユニットはこの限度に数えられませ

ん。 
82.33 結果の逆転: 後の外交さい振りで中小国のヘクス支配の結果

を逆転する場合、その国内の外国ユニットはその国から攻撃できず、

外交さい振りの直後のそのプレイヤーターンの終了までに離れなけ

ればなりません。次の再配備フェーズの終了までに離れなかったユ

ニットは除去されます。 
82.34 守備された中小国への攻撃: 主要国が、戦争中の別の主要国

によって攻撃される中小国内にユニットを持っている場合、中小同

盟国としての活性化ではなく、提携が即時に自動的に実施されます。

中小国内の主要国ユニットおよび主要国によって支配された他のユ

ニットの両方は、その中小国が攻撃を撃退することを援助できます。

戦争中でない主要国は、守備している主要国に宣戦布告せずに、守

備された中小国を攻撃できません。 
82.35 攻撃側によって支配された中小国に対する攻撃: 主要国は、

その主要国がユニットを置いている中小国を含め、それが支配して

いる中小国に宣戦布告できます。 
82.351 宣戦布告は活性化を妨げます: 主要国が潜在的な中小同盟

国に宣戦布告すれば、その中小国は、その主要国またはその主要国

同盟国のいずれかとその後に提携または同盟しません。 
82.352 中小国ユニットの配備: 主要国が、その主要国が既にユニッ

トを置いている中小国を攻撃すれば、中小国部隊は82.56に従って

配置されます。 
82.36 守備隊に関わらず転覆は認められます: ドイツの守備隊は、
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適格の中小国に対する共産主義者による転覆を防ぎません。 
 

82.4 中小国に対する攻撃: 

82.41 宣戦布告の要求: 主要国は、中小国に 初に宣戦布告する場

合にのみ、敵の同盟党派によって経済的に浸透されているか支配さ

れている中小国を含む中立の中小国を攻撃できます（50.22）。 
82.42 不必要な宣戦布告: 主要国は、敵の同盟党派と提携または同

盟しているか、または征服されている中小国を、中小国に宣戦布告

せずに攻撃できます。 
 

82.5 ヨーロッパの中小国部隊の配備: 
82.51 通常は中小国ユニットは配置されません: ヨーロッパの中小

国ユニットは、攻撃されるか、外交結果後に主要国と提携または同

盟するまでマップ上に配置されません。一旦配置された中小国ユニ

ットは、除去されるまでマップに残ります。 
82.52 攻撃に対応する配置: 主要国が中小国に宣戦布告したときに、

その中小国が枢軸国によって攻撃されれば中小国部隊（もしあれば）

は英国または米国によって配置され、連合国によって攻撃されれば

ドイツによって配置されます。ビシーフランスのユニットのような

既にマップ上にある中小国ユニットは、それらが占めているヘクス

に留まります（例外: ドイツがロシアとの国境戦争後にフィンラン

ドまたはルーマニアに宣戦布告すれば、英国はフィンランドまたは

ルーマニアのユニットを再配備します- 66.27, 67.27）。 
82.53 タイミング: 攻撃された中小国の部隊は、攻撃側がそのター

ンのすべての宣戦布告を実施した直後に、セットアップされます。 
82.54 首都への義務的な配置: 少なくとも 1 つの中小国陸上ユニッ

トは、攻撃された中小国の首都に配置しなくてはなりません。この

配置の要求は、中小国の 初のセットアップにのみ適用されます。 
82.55 スタッキングの問題: 国内すべての配置可能なヘクスに守備

隊または敵ユニットが存在するために合法的に配置できない中小国

の陸上および航空ユニットは除去されます。 
82.56 中小国内の敵ユニット: 中小国が以前の外交の結果、その中

小国内に既にユニットを置いている主要国によって攻撃される場合、

宣戦布告の時点にその中小国内にあるすべての主要国のユニットは、

侵攻のターン中には少なくとも限定補給下に自動的にあります。攻

撃する主要国またはその主要国の同盟国が、中小国の首都に陸上ユ

ニットを置いている場合には、その陸上ユニットは所有する主要国

の選択によりその中小国の首都に隣接するヘクスに置かれます。そ

の後に中小国部隊が配置されます。中小国のユニットが攻撃側の宣

戦布告の前に配置されていた場合、それらは再配置されません（例

外: ルーマニア- 66.27、フィンランド- 67.27）。 
 

82.6 中小国の戦力レベル: 

82.61 中小国戦力表: 各中小国の利用可能な部隊は、中小国部隊表

および英連邦表で述べられています。 
 

中小国戦力表- 11.23, 82.61 
ヨーロッパ戦域 

 陸軍 航空 海軍 パルチザン 
 2-3  1-3  2-5 AF CA  DD Ax  WA  Ru 
ベルギー 1    3    - 1 -    - -    -    - 
ブルガリア -     4    - 1 -    - -    -    - 
デンマーク -     -    - - -    - -    -    - 
エジプト -    -    - - -    - 0:2   -    - 
フィンランド 5    -    - 1 -    - -    -    - 
ギリシア 4    -    - 1 1    2 -   1:2  1:2 
ハンガリー 1    6    - 1 -    - -    -    - 
イラク* -    -    - - -    - 0:2   -    - 

アイルランド -    -    - - -    - 2†    -    - 
オランダ 1    -    - 1 -    - -    -    - 
ノルウェー -    2    - - -    - -    -    - 
ペルシア -    -    - - -    - 0:2   -    - 
西ポーランド 3    7   - 2 -    - -   2:4   - 
ルーマニア 2    6   - 1 -    2 -    -    - 
スペイン 7    -    1 2 3    3 3  2:4  2:4 
スウェーデン 5    -    - 1 1    2 -  1:2  1:2 
トルコ 7    -    1 2 2§   2 3  2:4  2:4 
ウクライナ† 2    3    - - -    - -    -    - 
ユーゴスラビア 1    6    - 1 -    - -   2:4  2:4 

太平洋戦域 
 陸軍 航空 海軍 パルチザン 
 2-2     1-2 AF CA  DD Jap WA  Ru 
中国共産党   4       4   -   -    -  -    -  1** 
蘭領東インド   -       3   1   1    1  -    -    - 
フィリピン   -       2   -   -    -  -    -    - 
タイ   -       2   -   -    -  -    -    - 
* およびクウェート、アラビア、トランスヨルダン、パレスチナ、レバノン/
シリア。 
†利用可能な部隊は現在の外交結果に依存します。 
§トルコは１隻の2戦力巡洋艦および巡洋戦艦Yavuzを受け取ります。 
** 1942年以降、毎年1ユニットの中国共産党のパルチザンを加えます。 
「:」の前のパルチザン数は自動的です。「:」の後ろのパルチザン数は、イス

ラム教徒の不穏またはパルチザンの量産結果が必要な数だけ得られた後に当

該中小国で生産可能なパルチザンの 大数です。  
 

英連邦- 82.61 
カナダ 

 陸軍 航空 海軍 
 4-5     3-4 AAF 艦船 

開始時    -       -       -       1 
1940年秋    -      1[2]       -       - 
1941年春    1       -       -       - 

南アフリカ 
 陸軍 航空 海軍 
 3-4     1-3 AAF - 

開始時    1       3       -       - 
オーストラリア 

 陸軍 航空 海軍 
 2-2     1-2 AAF  CA    DD   艦船 

開始時 1       3 -   2      2     1 
1940年秋 2[3]     1[4] 2   -       -     - 

インド 
 陸軍 航空 海軍 
 2-2     1-2 AAF  CA    DD   艦船 

開始時    4       4 -   -       -      - 
日本はインドの転覆の量産結果を達成した場合に 2 つのインドパルチザ

ンを生産できます。 
オーストラリアおよびインドの歩兵戦力プールは、英国と日本の開戦また

は1942年春のいずれか早い時点に続く連合国プレイヤーターンに、それ

ぞれ任意の額面で、3歩兵戦力だけ（1つの2-2および1つの 1-2、また

は3つの1-2）増加されます。 
 
82.62 部隊を持たない中小国: ポルトガルおよびバルト三国のよう

な中小国は部隊を持っていません。そのような中小国に侵攻する主

要国は対抗されませんが、宣戦布告用の 10BRP を払わなければな

りません。植民地は部隊を持っていません（例外: ヨーロッパのフ

ランス植民地- 75.61）。 
82.63 外交に依存するウクライナ部隊: ウクライナのユニットは、

ウクライナに対する成功した外交さい振りの後にのみ配置されます。 
 

82.7 初期攻撃に対する防御: 
82.71 中小国ユニット: 攻撃する主要国のプレイヤーターンに、新

規に攻撃される中小国の航空および海軍ユニットは、その中小国へ
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の直接攻撃に対してのみ活動できます。航空ユニットは、攻撃側の

海軍任務のインターセプトおよび防御側航空支援の提供に制限され

ます。海軍ユニットは攻撃側の海軍任務のインターセプトに制限さ

れます。 
中小国の航空および海軍ユニットは、攻撃の 初のターン中には敵
の海上補給線を攻撃できません。 
82.72 敵の主要国ユニット: 攻撃側の主要国のプレイヤーターン中

に、攻撃側の主要国と既に戦争中の主要国の航空および海軍ユニッ

トは、敵の海軍活動のインターセプトによってのみ新規に攻撃され

た中小国を援助できます。敵の主要国の航空ユニットは、攻撃の

初のターン中には、攻撃された中小国のヘクスで空輸任務をインタ

ーセプトできず、攻撃された中小国陸上ユニットへの防御航空支援

を実施できません。 
82.73 ZOC: 攻撃側主要国のプレイヤーターンに、新規に攻撃され

た中小国に隣接している敵主要国の装甲ユニットの ZOC は、中小

国のヘクスへ伸びます。 
 

82.8 中小国の存続: 
82.81 自動提携: 中小国が主要国に攻撃された 初のターンを生き

残る場合には、ドイツまたはイタリアに攻撃されれば直ちに英国と

提携し、連合国の主要国に攻撃されればドイツ（例外: 82.341）と

提携します（例外: イタリアのユニットのみにより守備されている

中小国は、連合国の主要国によって攻撃されればイタリアと提携し

ます- 82.341。中立の主要国によって攻撃された中小国は、その主

要国が別の主要国と開戦するまで提携しません）。 
 

82.9 太平洋戦域の中小国: 
82.91 太平洋の中小国は次のカテゴリーに分類されます。 
A. 英連邦: オーストラリアとインド。 
B. 独立の中小国: 中国共産党（ロシアが日本と戦争中でない場合）。 
C. 中小同盟国: 中国共産党（ロシアが日本と戦争中であれば、ロシ

アと同盟します）。 
D. 提携中小国: オランダ領東インド（日本による英国への宣戦布告

に続くターンに英国と提携します- 89.24）。フィリピン（米国）。タ

イ（日本がフランス領インドシナを占領しており、英国と戦争中で

あれば、日本と提携します- 89.51）。 
E. 植民地: ブータン、ビルマ、カルカッタ、ダッカ、香港、マラヤ、

ネパール、サラワク、シンガポール（英国）。フランス領インドシナ

（フランス）。モンゴル、タンヌ・ツバ（ロシア）。満州国、朝鮮、

台湾（日本）。 
82.92 中小国ユニットの配置: すべての太平洋シナリオの開始時に

は、他に明示されていない限り、すべての太平洋戦域の中小国ユニ

ットはそれを支配する主要国によってその本国内のマップ上に配置

されます。 
82.93 地位の決定: キャンペーンゲームを含むすべての太平洋シナ

リオの開始時には、すべての太平洋戦域の中小国はいずれかの側と

関係しています。日本が英国と戦争中となるまで、中国共産党は日

本と戦争している唯一の太平洋の中小国です。他の太平洋の中小国

は、各中小国を扱うルールで述べられているように、それを支配す

る主要国と同時に戦争に参入します。 
82.94 ユニット生産: 太平洋の中小国ユニットの生産を規定するル

ールは、その中小国の地位に依存します（71, 72, 84, 85）。中小国

ユニットは、その中小国内で支配され補給される、敵 ZOC 内でな

いヘクス（27.44）、またはオーストラリアかインドボックス（27.473, 
27.474）で再生産されます。 
82.95 地理的な制限: 太平洋の中小国ユニットは、その地位に依存

する地理的な制限に従います（71, 72, 84, 85）。 
 

83. 中小国の征服 
83.1 征服 
83.2 征服の影響 
83.3 中小国のBRP 
83.4 植民地 
83.5 協同征服 
83.6 中小国の支配の移転 
 

83.1 征服: 

83.11 首都の支配による征服: 中小国は、その首都が、攻撃側の戦

闘フェーズの終わりにパルチザンを含む敵の支配下にある場合に征

服されます。（例外: 首都のない中小国- 83.12、 陣営を切り替える

中小国 -85.53A、オーストラリアおよびインド- 71.5, 72.5）。中小

国は、その首都または他の重要な都市の奪還を試みるための1ター

ンを持ちません。占められていない中小国首都でのパルチザンの生

産は、戦闘フェーズの後にあるユニット生産フェーズに実施される

ので、中小国の即時の征服を発生させません。 
83.12 首都のない中小国: ルクセンブルクは、その 1 ヘクスが占め

られる場合に征服されます。ルクセンブルクは消耗の目的では首都

と考えられません。バルト三国は、リガ、パルヌおよびタリンが占

領される場合に征服されます。アラビアは、カーフおよびジャウフ

が占領される場合に征服されます。 
83.12 首都のない中小国: 以下にリストされた都市またはヘクスが

支配される場合に、次のエリアは征服されます。 
A. 東ポーランド: ヴィルナ、ブレストリトフスクおよびリボフ。 
B. バルト三国: リガ、パルヌおよびタリン。 
C. アラビア: カーフおよびジャウフ。 
D. べッサラビア: べッサラビアの5ヘクスすべて。 
E. フィンランドの国境ヘクス: フィンランドの国境の 3 ヘクスす

べて。 
F. ルクセンブルク: ルクセンブルクの1ヘクス。 
83.13 オーストラリアおよびインド: 特別ルールがオーストラリア

（71.5）およびインド（72.5）の降服を規定します。 
 

83.2 征服の影響: 
83.21 ユニット: 征服された中小国に属するすべてのユニットは、

どこに置かれていたとしても、またその中小国が中立あるいは主要

国と提携または同盟していたとしても、征服する主要国の戦闘フェ

ーズの終わりにマップから取り除かれます。そのような中小国の首

都を直ちに奪還することによって、主要国は中小国の BRP の損失

を防ぎますが、その中小国のユニットはプレイから永久に取り除か

れます。 
83.22 中立の中小国のヘクス支配: 征服された中小国内のすべての

ヘクスは、征服する主要国のプレイヤーターンの終わりの再配備フ

ェーズ後に、以下にしたがって征服する主要国の支配に移転します。 
A. このルールは、中立の中小国に対する 初の征服にのみ適用され

ます。その後に中小国の首都の所有者が変わる場合は、通常のヘク

ス支配のルール（29.2）が常に適用されます。 
B. ギリシア、スウェーデン、バルト三国（サーレ- F39）およびス

ペインの島は、その中小国を支配する征服国の支配を受けます。 
C. 太平洋戦域では、敵ユニットを含んでいる島グループは、征服国

に移転しません（29.71）。 
D. オランダ領東インド（89.23）およびフィリピン（89.43）に対

する 初の日本の征服には特別のルールが適用されます。 
83.23 他の中小国のヘクス支配: 征服された中小国、植民地、提携

中小国および活性化した中小同盟国のヘクス支配は、中小国の首都

の占領に影響されません。ヘクス支配は、通常通り達成されます
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（29.2）。 
 

83.3 中小国のBRP: 

83.31 奪還のための 1 ターン: 中小国の首都または重要な都市を支

配する主要国は、各 YSS にマップ上に印刷されている征服された

中小国の BRP 価値を受け取り、征服が冬ターンに発生したのでな

い限り、次のターンにその中小国の比例配分された BRP を受け取

ります（35.62）。主要国が中小国の BRP を受け取っており、相手

がその中小国の首都または重要な都市の支配を獲得すれば、以前に

支配していた主要国はそのプレイヤーの次の戦闘フェーズの終了ま

でにその中小国の首都または重要な都市の支配を再確立しなければ

ならず、そうでなければ中小国の比例配分されたBRPを失います。

同様に以前に支配する主要国が、次のそのプレイヤーターンの戦闘

フェーズの終了までに中小国の首都または1つの重要な都市の支配

を回復しなければ、相手は次のそのプレイヤーターンの 初に中小

国の比例配分されたBRPを獲得します。 
例: ドイツはベルギーを支配しています。1944年夏の連合国プレイヤーター

ンに米国がブラッセルを占領します。1944年秋の枢軸国プレイヤーのターン

にドイツがブラッセルを奪還します。ドイツがブラッセルを直ちに奪還した

ので、ベルギーの支配によるBRPの変更はありません。もしドイツの逆襲が

失敗していたならば、ドイツはその 1944 年秋の戦闘フェーズの終わりにベ

ルギーの比例配分されたBRPを失い、米国は1944年秋のプレイヤーターン

の 初にベルギーの比例配分された価値を受け取ります。 
83.32 冬プレイヤーターン: 枢軸主要国が冬の連合国プレイヤータ

ーン中に、征服された中小国の首都または重要な都市の支配を失え

ば、その枢軸主要国は次の YSS にその中小国の BRP を受け取り

（35.64）、それがその中小国の首都または1つの重要な都市を奪還

しなかった場合、その春のプレイヤーターンの戦闘フェーズの終わ

りに中小国の比例配分された BRP を失います。中小国の支配を獲

得した連合国の主要国は、そのYSSに中小国のBRPを加えません

が、その支配を保持すれば、春のプレイヤーターンにその中小国の

BRPを加えます。これはその中小国の首都によるDPを枢軸主要国

に与えません。YSSのDPは、年の終わりにおける支配にのみ基づ

きます（49.152）。 
例: ドイツは1939年冬にベルギーを征服します。フランスは1939年冬の連

合国プレイヤーターンにブラッセルを占領します。ドイツは、ブラッセルを

奪還するために 1 ターンを持っているので、1940 年の YSS にベルギーの

15BRPを受け取ります。ドイツがその1940年春のプレイヤーターンにブラ

ッセルを奪還しなければ、ドイツはベルギーの15BRPを失い、フランスは、

その1940年春のプレイヤーターンにベルギーの15BRPを獲得します。 
83.33 植民地のBRP: 植民地のBRP の収入または損失は、他の中

小国と同じ方法で扱われます。 
A. 損失: 主要国がヨーロッパまたは太平洋の植民地を失えば、植民

地の首都を奪還することを失敗した 初のターンの戦闘フェーズの

終わりに、その植民地の比例配分されたBRPがそのBRP合計から

控除されます。 
B. 収入: 主要国が別の主要国によってもとは支配された植民地の

支配を獲得し、もともと支配する主要国が、その次のプレイヤータ

ーン中に植民地の首都を奪還しない場合、征服した主要国は次のタ

ーンに比例配分された BRP を受け取り、その支配を保持するその

後の YSS に植民地の完全な BRP 価値を受け取ります。この BRP
は、敵の主要国が植民地の首都の支配を獲得し、所有する主要国が、

その次の戦闘フェーズの終了までに植民地の首都の支配を回復しな

ければ失われます（83.31）。 
例: 1939年冬にイタリアがチュニジアを征服し、フランスはその奪還に失敗

しました。フランスは1939年冬に比例配分された1BRPを失い、1940年の

YSSにチュニジアの5BRPを受け取りません。 
英国のBRP合計は、エジプト、パレスチナ、ビルマ、カルカッタ、
ダッカ、マラヤ、香港およびシンガポールのBRPを含んでいます。

枢軸国または日本がこれらの植民地を征服した場合には、英国は、
その植民地の首都の奪還に失敗した 初のターンの戦闘フェーズの
終わりに、そのBRP合計からその植民地の比例配分されたBRPを
控除します。さらに英国は、その植民地を支配しないその後の各
YSS に、これらの植民地のBRP を受け取りません。枢軸国または
日本は、その次のプレイヤーターンにその植民地の比例配分された
BRPを受け取り、それが植民地の支配を保持する、その後の各YSS
にその植民地の完全なBRP価値を受け取ります。 
 

83.4 植民地: 
83.41 征服された中小国: 征服、ヘクス支配およびBRPの目的にお

いては、植民地はゲームの開始前に征服された中小国であると考え

られます。主要国は、植民地の首都を占領し、またその支配を保持

することにより、植民地を征服し、次のターンにその比例配分され

たBRP を獲得し、次のYSS にその完全なBRP を獲得します。香

港とシンガポールは、それらが占められる場合に征服されます。 
83.42 ヘクス支配: 初期の征服が既に実施されていると考えられる

ので、植民地の首都の所有者が変わった場合、通常のヘクス支配の

ルールが適用されます。 
83.43 BRP: 英国、フランス、ロシア、イタリアおよび日本は、征

服されていない主要国として参加する各シナリオの開始時にそれら

の植民地のBRPを受け取ります。このBRPは、それらの主要国の

BRPベースには含まれていません（例外: 日本の植民地。それらは

重要経済地帯です）。 
83.44 植民地: 両方の戦域の植民地およびその BRP 価値は以下の

とおりです。植民地の首都が括弧内に書かれています。 
83.441 英国の植民地: 
A. ヨーロッパ: エジプト（カイロ）:5BRP、イラク（バグダッ

ド）:0BRP、クウェート（アル・クウェート）: 0BRP、パレスチナ

（エルサレム）:5BRP、トランスヨルダン（アンマン）: 0BRP。 
B. アジア: ビルマ（ラングーン）:10BRP、カルカッタ:5BRP、ダ

ッカ:5BRP、香港:5BRP、マラヤ（クアラルンプール）:10BRP、
サラワク（クチン）:0BRP、シンガポール:5BRP。 
83.442 オランダの植民地: ボルネオ（バリクパパン）:10BRP、ジ

ャワ（バタヴィア）:10BRP、スマトラ（パレンバン）:10BRP。 
83.443 フランスの植民地: 
A. ヨーロッパ: アルジェリア（アルジェ）:5BRP、レバノン-シリ

ア（ダマスカス）:5BRP、モロッコ（ラバト）:5BRP、チュニジア

（チュニス）:5BRP。 
B. アジア: フランス領インドシナ（サイゴン）:10BRP。 
83.444 イタリアの植民地: アルバニア（ティラナ）:5BRP、エチオ

ピア（マップ外）:0BRP、リビア（トリポリ）:5BRP。 
83.445 日本の植民地: 台湾（台北）:5BRP、朝鮮（ソウル）:10BRP、
満州（ハルビンと奉天）:20BRP。すべての日本の植民地は、日本

の重要経済地帯（38.36）であると考えられます。 
83.446 ロシアの植民地: 
A. ヨーロッパ: ウクライナ（キエフ）:10BRP。 
B. アジア: モンゴル（ウランバートル）およびタンヌ・ツバ（キジ

ル）:0BRP。 
83.447 スペインの植民地: スペイン領モロッコ（タンジー

ル）:0BRP。 
 

83.5 協同征服: 
83.51 上位の同盟パートナーの利益: 2 国以上の主要国同盟パート

ナーが、主要国、重要経済地帯、中小国または植民地の征服または

再征服に参加する場合は常に、その活動に由来した BRP およびヘ

クスは、以下のように上位の同盟パートナーが獲得します。 
A. ヨーロッパ枢軸国: ドイツ。 
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B. 西側連合国: 米国、英国、フランスの順。 
83.52 征服への参加: 低位の同盟パートナーは、征服のターンに、

より上位の同盟パートナーが、その領域を征服するために攻勢オペ

レーションに BRP を消費するか、または征服された中小国部隊に

対する消耗に参加することにより、協同征服に参加したならば、征

服の利益から除外されます。 
83.53 資格を与える消費: 征服のターンにおけるいずれかの直接の

BRPの消費は、上位の同盟パートナーに征服の利益を与えるのに十

分です。 
83.54 資格を与えない消費: 次のBRP消費は、上位の同盟パートナ

ーに征服の利益を与えるのには十分ではありません。 
A. 海上補給線に対する海軍のインターセプトを試みることができ

る敵の海軍ユニットに上空援護を提供可能な敵の航空ユニットに対

する航空優勢の実施。 
実際のゲームでこれを区別できれば、特別賞が与えられるでしょう。 
B. 征服されたエリア内にいないが、敵の次のターンに首都の奪還を

試みることができる範囲内にある敵ユニットに対する攻撃。 
C. 攻撃する同盟国にBRPを譲渡すること。 
 

83.6 中小国の支配の移転: 
83.61 エリアを征服する主要国は、そのエリアの BRP 生産を同盟

国に移転することができず、そのエリアの重要戦略目標または他の

ヘクスの支配を同盟国に移転することができません。このような移

転は、再征服の結果のみ発生します。 
例: イタリアは、ドイツのユニットがアルバニアのヘクスに進入することを

認めることができますが、それらのヘクスおよびアルバニアは、イタリアの

支配下に残ります。連合国がアルバニアを征服し、枢軸国が共同でそれを再

征服した場合には、ドイツはアルバニアを支配することができます。 
例: イタリアは独力でユーゴスラビアを征服します。その後にドイツのユニ

ットがベオグラードに進入します。イタリアはユーゴスラビアのBRPを保持

し、ベオグラードはイタリアに支配される重要戦略目標で残ります。 
例: イタリアはベオグラードを支配し、ユーゴスラビアのBRPを受け取りま

した。パルチザンがベオグラードを占領し、ドイツのユニットは直ちにそれ

らを除去します。イタリアはユーゴスラビアの比例配分されたBRPを失いま

せん。ドイツおよびイタリアのいずれもベオグラードを直ちに奪還しない場

合には、イタリアはユーゴスラビアの比例配分されたBRPを失います。パル

チザンがベオグラードから除去された後のターンに、イタリアはユーゴスラ

ビアの比例配分されたBRPを回復します。ドイツは、パルチザンを除去した

後にベオグラードに前進したとしても、ドイツはベオグラードの支配を獲得

しません。 
 

84. 提携中小国 
84.1 提携 
84.2 ヨーロッパでの提携 
84.3 アジアでの提携 
84.4 提携の影響 
84.5 降服および陣営の変更 
 

84.1 提携: 
84.11 メカニズム: 中小国は 4 つの方法で主要国と提携できます。

初の 3 つはヨーロッパにのみ適用され、4 番目は太平洋でのみ適

用されます。 
A. 敵の主要国による攻撃（ヨーロッパのみ）: 中小国は、敵の主要

国による攻撃の 初のターンを生き残る場合。 
B. 中立の主要国による攻撃（ヨーロッパのみ）: 中小国は、中立の

主要国による攻撃を生き残る場合。中小国は、中立の主要国に宣戦

布告する主要国と提携します。 

C. 外交（ヨーロッパのみ）: 「9」（枢軸国）または「-2」（西側連

合国およびロシア）の外交結果の後に。 
D. 引き金となる事態（太平洋のみ）: 太平洋戦域では、指定された

事態が生じる場合に特定の中小国は主要国と提携します。 
 

84.2 ヨーロッパでの提携: 
84.21 自動的な提携: 中小国が主要国によって攻撃される 初のタ

ーンを生き残った場合、その中小国は、外交のさい振りが実施され

る前に、自動的に次の外交フェーズの 初に敵の主要国と提携しま

す（例外: 中立の主要国による攻撃を生き残る中小国は、攻撃する

主要国が別の主要国と開戦するまで提携しません）。ドイツまたはイ

タリアによって攻撃された中小国は英国と提携し、連合国の主要国

によって攻撃された中小国はドイツと提携します。 
 

84.3 アジアでの提携: 

84.31 フィリピン: フィリピンは米国の提携中小国です。米国は、

米国と日本の開戦に続く米国プレイヤーターンの開始時までフィリ

ピンの比例配分された BRP を受け取りません。フィリピンの部隊

は、ゲーム開始時にマップに置かれます。 
84.32 タイ: タイは、日本が以前のターンにフランス領インドシナ

を占領していれば日本と英国が開戦するときに、そうでなければ日

本がフランス領インドシナを占領するときに日本の提携中小国にな

る中立の中小国です。その時点まで、どちらの側のユニットもタイ

に進入できません。タイの部隊は、ゲーム開始時にマップに置かれ

ます。 
84.33 オランダ領東インド: オランダ領東インドは、英国と日本の

開戦に続く連合国プレイヤーターンに英国の提携中小国になります。

英国は、英国に対する日本の攻撃に続く2番目の連合国プレイヤー

ターンの外交フェーズ終了までオランダ領東インドの BRP を受け

取りません。オランダの部隊は、常にゲームの開始時にマップに置

かれます。 
 

84.4 提携の影響: 
84.41 影響: 中小国が主要国に提携すれば、次のルールが適用され

ます。 
84.42 政治的状況: 提携中小国は、支配する主要国と戦争中のすべ

ての国と自動的に戦争中となります。 
84.43 フィンランド部隊の制限: フィンランドへ、またはフィンラ

ンドを通って補給をトレースできる枢軸国の戦力数に対する5戦力

の制限は残ります。フィンランドおよびスウェーデンのユニットは

この制限に数えられません（82.322）。 
84.44 ヘクス支配: 支配する主要国は、提携中小国によって支配さ

れるすべてのヘクスを支配します。提携中小国のユニット以外のユ

ニットに関して、そのようなヘクスが完全に補給されているとみな

すためには、補給がその中小国へトレースされる必要があります（例

外: ブルネイ、パレンバン、30.223）。 
84.45 スタッキングおよび移動: 支配する主要国と提携中小国のユ

ニットは、ともにスタックできます。提携中小国のユニットは支配

する主要国によって移動されます。支配する主要国および提携中小

国は同時期に移動し、中小国のユニットは、どのような攻勢オペレ

ーションが認められるかを決定する目的ではその主要国が所有して

いると考えられます。 
84.46 地理的な制限: 提携中小国の陸上ユニットは、中小同盟国ユ

ニットに適用される地理的な制限（85.46）に従い、その本国内また

は本国に隣接する場所に残らなくてはなりません。それらは制限さ

れた場所に隣接している敵ユニットを攻撃できますが、戦闘後にそ

の場所から前進できません。提携中小国の航空および海軍ユニット
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は、その本国外を基地とすることはできませんが、国内の基地から

自由に活動できます。 
84.47 ユニット生産: 提携中小国は、BRP コストなしで各ターンに

1つの1戦力または2戦力歩兵ユニットを再生産できます（例外: オ
ランダ領東インド内のオランダのユニットは再生産できません）。各

ターンに2戦力を超える歩兵は再生産できません。提携中小国ユニ

ットは、その中小国内の、敵 ZOC にない支配され補給されるヘク

ス内で再生産できます（27.44）。提携中小国の航空および装甲ユニ

ットは、中小国が中小同盟国として活性化しなければ、再生産でき

ません。提携中小国の海軍ユニットは修理できますが、再生産でき

ません。 
84.48 BRP: 支配する主要国は、その年に既に中小国のBRPを受け

取っていなければ、提携に続くそのプレイヤーターンの 初に提携

中小国の比例配分されたBRPを受け取り（例外: オランダ領東イン

ドのBRPおよび英国- 84.33）、中小国が征服されない限り、後の各

YSSにその中小国のBRPを受け取ります。 
A. 中小国が敵の攻撃を生き残った場合には、中小国の比例配分され

た BRP は、攻撃側プレイヤーターンの直後のプレイヤーターンの

開始時に受け取られます。 
B. 提携が、外交、転覆またはアジアでの引き金となる事態により生

じたところでは、中小国の比例配分された BRP は、外交結果また

は引き金となる事態が発生した主要国プレイヤーターンに受け取ら

れます（例外: オランダ領東インドのBRPおよび英国- 84.33）。 
 

84.5 降服および陣営の変更: 
84.51 ルール85.5への参照: 提携中小国がどのように降服し、陣営

を変更するかについての説明についてはルール 85.5 を参照してく

ださい。 
 

85. 中小同盟国 
85.1 同盟 
85.2 ヨーロッパの中小同盟国 
85.3 ヨーロッパの中小同盟国の活性化 
85.4 活性化の影響 
85.5 降服および陣営変更 
85.6 太平洋の中小同盟国 
 

85.1 同盟: 

85.11 メカニズム: 中小国は 2 つの方法で主要国と同盟します。1
番目はヨーロッパにのみ適用され、2 番目は太平洋にのみ適用され

ます。 
A. 外交（ヨーロッパのみ）:「10」（枢軸国）または「-3」（西側連

合国およびロシア）の外交結果の後に。 
B. 引き金となる事態（太平洋のみ）: 太平洋戦域では、指定された

事態が生じる場合、特定の中小国は主要国と同盟します。 
 

85.2 ヨーロッパの中小同盟国: 
85.21 潜在的なヨーロッパの中小同盟国: 主要国は以下のヨーロッ

パの中小同盟国を獲得できます。 
85.211 ドイツ: ベルギー、ブルガリア、フィンランド、ギリシア、

ハンガリー、ノルウェー、ルーマニア、スペイン、スウェーデン、

トルコ、ウクライナ、ビシーフランスおよびユーゴスラビア。 
85.212 イタリア: なし。 
85.213 西側連合国: ベルギー、ブルガリア、フィンランド、ギリシ

ア、ハンガリー、ノルウェー、ルーマニア、スペイン、スウェーデ

ン、トルコ、ビシーフランスおよびユーゴスラビア。 

85.214 ロシア: ブルガリア、フィンランド、ギリシア、ハンガリー、

ルーマニア、スウェーデン、トルコおよびユーゴスラビア。 
85.215 陣営を変更する中小国: 中小同盟国としての活性化を含む

一方の同盟党派に好意的な外交結果の後に、敵の同盟党派は、必要

な外交結果（85.51B）を得た場合には、中小国はその後に陣営を変

更します。 
85.216 網羅的なリスト: 85.211- 85.214にリストされている以外の

ヨーロッパの中小国は、主要国の中小同盟国として活性化しません。 
 

85.3 ヨーロッパの中小同盟国の活性化: 

85.31 外交フェーズ中の活性化: ヨーロッパの中小国は、それらを

活性化する外交さい振りが実施された外交フェーズ中に中小同盟国

として活性化します。 
85.32 活性化により加えられる BRP: ヨーロッパの中小同盟国の

比例配分された BRP は、活性化させる主要国が提携または以前の

外交結果により既に BRP を受け取っていなければ、中小同盟国が

活性化するときに活性化させる主要国のBRP合計に加えられます。 
85.33 活性化の外交的影響: 中小同盟国の活性化の外交的影響は、

中小同盟国の外交さい振りが実施された外交フェーズの後まで、効

果を現わしません。 
85.34 活性化にとっての障害: 主要国と戦争中のヨーロッパの中小

国は、活性化する主要国が以下の場合のみに中小同盟国として活性

化されます。 
A. 中小国と戦争中の主要国と既に戦争中である場合。または、 
B. その中小国と戦争中の主要国に 初の機会で宣戦布告する場合。 
85.341 条件が満たされない場合: 主要国が 85.34 に記されている

条件を満たさない場合、中小同盟国としての中小国の活性化が否定

されます。主要国は、必要な宣戦布告を実施しないか実施できない

と予想する場合には外交フェーズ中により劣った外交結果を選択で

きます。 
 

85.4 活性化の影響: 

85.41 活性化した中小同盟国: 中小国が中小同盟国として活性化す

る場合、次のルールが適用されます。 
85.42 政治的状況: 中小同盟国は、その支配する主要国と戦争中の

すべての国と自動的に戦争中となります。 
85.43 フィンランド部隊の限度: フィンランドへ、またはフィンラ

ンドを通って補給をトレースできる枢軸国の戦力数に対する5戦力

の制限は残ります。フィンランドおよびスウェーデンのユニットは

この制限に数えられません（82.322）。 
85.44 ヘクス支配: 支配する主要国は、中小同盟国によって支配さ

れるすべてのヘクスを支配し、活性化が実施されるプレイヤーター

ンの開始時からそのようなヘクスを支配していたと考えられます。

中小同盟国のユニット以外のユニットに関して、そのようなヘクス

が完全に補給されているとみなすためには、補給がその中小国へト

レースされる必要があります。 
85.45 ユニットの初期配置、スタッキング、移動および再配備: 中
小国が中小同盟国として活性化するときにユニットが既にマップ上

になければ、その中小国のユニットは補給され支配された本国のヘ

クスに置かれます。支配する主要国のユニットおよび中小同盟国の

ユニットはともにスタックできます。中小同盟国のユニットは支配

する主要国によって移動されます。支配する主要国および中小同盟

国は同じときに移動し、中小同盟国のユニットは攻勢オペレーショ

ンの目的においては支配する主要国のものであると考えられます。

中小同盟国ユニットは支配する主要国によって再配備できます。 
85.46 地理的な制限: 中小同盟国ユニットは、次のエリアおよび提

携中小国の地位で認められるヘクス（84.46）に進入できます。 
A. バルカンの中小同盟国: 
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・ブルガリア: アルバニア、ギリシア、ヨーロッパトルコ、および

征服されたかまたは敵のバルカン中小国の領域。ブルガリアのユニ

ットは、同じ同盟に属するバルカン中小国の領域に進入できません。 
・ハンガリー: バルト三国、東ポーランドを含むポーランド、ロシ

ア、アルバニア、ギリシア、ヨーロッパトルコ、および征服された

かまたは敵のバルカン中小国の領域。ハンガリーのユニットは、同

じ同盟に属するバルカン中小国の領域に進入できません。 
・ルーマニア: バルト三国、東ポーランドを含むポーランド、ロシ

ア、アルバニア、ギリシア、ヨーロッパトルコ、および征服された

かまたは敵のバルカン中小国の領域。ルーマニアのユニットは、同

じ同盟に属するバルカン中小国の領域に進入できません。ルーマニ

アの海軍ユニットは黒海およびその港湾に制限されています。 
・ユーゴスラビア: アルバニア、ギリシア、ヨーロッパトルコ、お

よび征服されたかまたは敵のバルカン中小国の領域。ユーゴスラビ

アのユニットは、同じ同盟に属するバルカン中小国の領域に進入で

きません。 
B. ベルギー: 西部戦線。 
C. ギリシア: フランス領北アフリカおよびスペインを除く地中海

戦線。 
D. スカンジナビアの中小同盟国（フィンランド、ノルウェー、ス

ウェーデン）: フィンランド、ノルウェーおよびスウェーデンの中

小同盟国ユニットは、スウェーデン、フィンランド、ノルウェー、

バルト三国およびフィンランド国境から6ヘクス以内のロシアのヘ

クスに制限されます。スカンジナビアの陸上および航空ユニットは、

ノルウェーの北海沿岸ヘクスおよびバルト海を通じて海輸または

NR できます。スウェーデンの海軍ユニットは、キールを含むドイ

ツのバルト海の港湾を基地とすることができます。 
E. スペイン: 地中海および東部戦線（例外: 「5-6」、「7」または「8」
のスペインの外交結果後のスペインの志願兵は、東部戦線のみで使

用できます）。スペインのユニットは、西部戦線を通過して地中海お

よび東部戦線へ海上侵攻、海輸、NRまたはSRできます。 
F. トルコ: 地中海戦線、ロシアおよびべッサラビア。 
G. ウクライナ: ウクライナ。 
H. ビシーフランス: 制限はありません（例外:「5-6」、「7」または

「8」のビシーの外交結果後のビシーフランスの志願兵は、東部戦

線のみで使用できます。それらは西部戦線を通ってSRできます）。 
I. VLASOV ユニット: Vlasov ユニットは成功したロシアの占領政

策の量産結果後に生産できます（42.26D）。Vlasovユニットはドイ

ツの中小同盟国ユニットとして扱われ、ロシアまたはポーランドの

枢軸国が支配する完全に補給された都市に生産でき、これらの国内

でのみ活動できます（44.32）。 
85.461 航空および海軍ユニットは上記の制限に従って基地を置き

ますが（例外: 破損した中小国の巡洋艦は、その主要国の同盟国の

造船所で修理できます- 27.7266C）、その基地から自由に活動できま

す（例外: ルーマニアの海軍ユニットは黒海でのみ活動できます。

スウェーデン、スペインおよびトルコの海軍ユニットは通商破壊が

できません）。したがって北スペインを基地とするスペインの艦隊お

よびジブラルタルを基地とするトルコの艦隊は、両方とも大西洋で

活動できます。陸上ユニットは制限されたエリアを通って再配備さ

れることを禁止されます（例外: スペインおよびビシーフランスの

志願兵- 85.46E, H）。航空ユニットは、禁止されたエリアに着陸し

なければ、禁止されたエリアを通過して再配備できます。 
85.462 中小連合国の陸上ユニットは、制限されたエリアに隣接し

ている敵ユニットを攻撃できますが、戦闘後に制限されたエリアか

ら前進できません。 
85.47 戦力プール: 中小国が中小同盟国として活性化する場合、そ

のすべての陸上および航空ユニットが、活性化前に除去されていた

としても主要国同盟国の戦力プールに加えられます。マップ上にあ

る海軍ユニットはプレイに残ります。除去された海軍ユニットは再

生産できません。 

85.48 ユニット生産: 戦力プールの限度に従い、中小同盟国ユニッ

トは、その中小国内の敵 ZOC にない、支配下の補給されるヘクス

内に以下のように再生産されなくてはなりません（27.44）。 
85.481 歩兵: 
A. ヨーロッパの中小同盟国: BRP コストなしで1 つの1 戦力また

は2戦力歩兵ユニット。それぞれのヨーロッパの中小同盟国は、各

ターンに1つの歩兵ユニットのみを生産できます。 
B. 中国共産党: BRPコストなしで2歩兵戦力（1つの2-2または2
つの1-2歩兵ユニット）。 
85.482 装甲および航空: 各ターンに 1 つの装甲ユニットおよび 1
つの AAF を超えません。装甲および航空ユニットの生産は、支配

する主要国により支払われる必要があり、その主要国のユニット生

産限度に数えられます。 
85.483 海軍ユニット: 中小同盟国の海軍ユニットは生産できませ

ん。中小同盟国の巡洋艦は、その主要国同盟国によって支配された

造船所で修理できます。 
85.49 BRP: 支配する主要国は、その年に既にその中小同盟国の

BRPを受け取っていなければ、中小同盟国が活性化したプレイヤー

ターンの 初に、中小同盟国の比例配分された BRP を受け取り、

その中小同盟国が征服または中立化されない限り、その後の各YSS
にその中小国のBRPを受け取ります。 
85.491 ルーマニア: ベッサラビアがロシアによって占領された場

合、ルーマニアのBRP価値は5BRPだけ減少します（66.32）。 
85.492 フィンランド: フィンランドの国境ヘクスがロシアによっ

て占領された場合、フィンランドのBRP 価値は5BRP だけ減少し

ます（67.32）。 
85.493 ビシーフランス: ビシーフランスのBRP価値（77.21）は、

自由フランスになるか、連合国によって征服されたビシー植民地に

つき5BRPだけ減少します。 
 

85.5 降服および陣営変更: 
85.51 外交結果の要求: 
A. 降服: 提携中小国および中小同盟国は、より劣った結果が選択さ

れない限り「5-6」、「7」または「8」（西側連合国またはロシアの提

携または同盟の否定）の外交結果または「1-2」、「0」または「-1」
（枢軸国の提携または同盟の否定）の外交結果により降服します。 
B. 陣営変更: 提携中小国および中小同盟国は、より劣った結果が選

択されない限り「9」または「10」（西側連合国またはロシアの提携

または同盟の否定）の外交結果または「-2」または「-3」（枢軸国の

提携または同盟の否定）の外交結果により陣営を変更します。 
85.52 降服の影響: 中小国が降服すれば、そのユニットがすべて直

ちに永久にプレイから取り除かれます。中小国のヘクス支配および

BRPは、新規の外交結果がヘクス支配またはBRPの分配を相手に

変更するのに十分でない限り、降服に影響されません。敵ユニット

を含んでいるヘクスは、敵支配下に残ります。これらの敵ユニット

は、外交結果に続くその所有者の 初のプレイヤーターンには少な

くとも部分的な補給下にあると考えられます。比例配分されたBRP
は、中小国が以前に同盟または連携していた主要国が、その次の戦

闘フェーズの終了までにその中小国の首都を支配しない場合にのみ、

失われます。中小国の首都が敵陸上ユニットによって占領される場

合にはBRPは獲得されません。 
85.53 陣営変更の効果: 中小国が陣営を変更する場合には、それに

より多くのDPを置いた同盟党派（同数の場合はさい振り）の提携

中小国または中小同盟国となります。その後、以下の調節が実施さ

れます。 
A. ユニット: 未生産または敵ユニットにスタックした中小国ユニ

ットはすべて、永久に除去されます。敵ユニットとスタックしてい

ないマップ上の中小国ユニットはプレイに残り、新規に支配する主

要国の戦力プールに直ちに加えられます。新規に支配する主要国が、
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次の彼の戦闘フェーズの終わりに首都を支配しなければ、中小国に

属するユニットがすべて永久に除去されます。 
B. ヘクス: 敵ユニットによって占領められていない中小国内のす

べてのヘクスは、新規に支配する主要国の支配下になります。敵ユ

ニットによって占められたヘクスの支配は変わりません。これらの

敵ユニットは、外交結果に続くその所有者の 初のプレイヤーター

ンには、少なくとも部分的な補給下にあると考えられます。 
C. BRP: 中小国の比例配分されたBRPは、新規に支配する主要国

の BRP 合計に直ちに加えられます。中小国の首都が、新規に支配

する主要国の戦闘フェーズの終わりに支配されない場合、そのBRP
が失われます。同様に、比例配分された BRP は、以前に中小国を

支配していた主要国の次の戦闘フェーズの終了までに首都の支配を

回復しない場合、以前に中小国を支配した主要国から失われます。 
 

85.6 太平洋の中小同盟国: 

85.61 中国共産党: 中国共産党は日本とロシアの開戦の直後にロシ

アの中小同盟国になります。太平洋戦域の他の中小国は、中小同盟

国として活性化しません。オーストラリアとインドは英連邦の国で

す（ルール71および72参照）。 
85.62 活性化前の地位: ロシアと日本の開戦により活性化されるま

では、中国共産党は独立して日本と戦争中です。ロシアのユニット

は、ロシアが日本と開戦するまで中国共産党によって支配されたヘ

クスに進入できません。 
85.63 地理的な制限: 中国共産党のユニットは中国に制限され、し

たがって満州または香港に進入できません。中国共産党のユニット

は中国国民党に支配されるヘクスに進入できません。 
 

86. スカンジナビア 
86.1 デンマーク 
86.2 フィンランド 
86.3 ノルウェー 
86.4 スウェーデン 
86.5 地理的な制限 
 

86.1 デンマーク: 
86.11 デンマーク: デンマークは部隊のない 10BRP の価値の中立

の中小国です。 
86.12 宣戦布告: 
86.121 デンマークおよびノルウェー: 主要国は10BRPのコストで

デンマークおよびノルウェーに対してまとめて1つの宣戦布告を実

施することができ、希望する場合にはその一方のみに宣戦布告する

こともできます（50.22B）。 
86.122 ドイツの宣戦布告の影響: ドイツがデンマークに宣戦布告

すれば、デンマークはドイツによる占領に抵抗せず、デンマーク内

のすべてのヘクスは、ドイツが宣戦布告した枢軸国プレイヤーター

ンの開始時からドイツによって支配されていたとみなされます。し

たがってドイツはデンマークに宣戦布告したターンにコペンハーゲ

ンから航空ユニットを活動させ、デンマークのヘクスに航空基地を

生産してそれを使用できます。 
86.13 海軍のオペレーション: コペンハーゲンが味方の支配下にあ

る場合のみ、カテガット（H32およびH33）とバルト海の間の海軍

による移動が認められます（21.211D）。したがってノルウェー南部

の海岸ヘクスD35は、デンマークが味方の支配下の場合にのみキー

ルまたは他のバルト海の港湾から侵攻されます。 
 

86.2 フィンランド: 

86.21 フィンランド: フィンランドは 10BRP の価値を持つ中立の

中小国です。 
86.22 外交目標としてのフィンランド: フィンランドは、ドイツが

フィンランドにDPを置いたか否かに関わらず、ドイツが希望する

年のあらゆる時点に外交目標として指名できます（49.423）。 
86.23 ドイツの部隊に対する制限: フィンランドの提携、活性化ま

たは連合国による征服の後にさえ、5つを超えない枢軸国の海軍/陸
上/航空戦力がフィンランドへ進入でき、またはフィンランドを通っ

て補給をトレースできます。フィンランドおよびスウェーデンのユ

ニットはこの制限に数えられません。 
86.24 フィンランドの国境ヘクス: ロシアはフィンランドの国境ヘ

クスを要求でき、フィンランドはそこをめぐって戦うことができま

す（67）。 
86.25 フィンランドの頑強さ: フィンランドは本国外で防御する場

合の-1DMを受けません（15.33B）。 
 

86.3 ノルウェー: 
86.31 ノルウェー: ノルウェーは 10BRP の価値を持つ中立の中小

国です。 
86.32 鉄鉱石の出荷: スウェーデンの鉄鉱石は各ターンにドイツへ

送られ（86.42）、冬と春のターンにはノルウェーの海岸に沿いに船

によって輸送されます。ドイツの生産限度は、ドイツへの鉄鉱石出

荷が中断されるターンごとに 5BRP だけ減少します（86.421）。鉄

鉱石の出荷は、下記条件のどちらかが適用される冬または春のター

ンに中断されます。 
A. 連合国がベルゲンを支配している場合。 
B. 連合国はノルウェーの同意の下に、またはその同意なしで、ノル

ウェー水域に機雷を敷設し、ドイツがベルゲンの支配を獲得しない

場合。 
86.33 ノルウェー水域への機雷敷設: 西側連合国は、ドイツが既に

ノルウェーの支配を獲得していない任意の西側連合国の秋または冬

プレイヤーターンの宣戦布告フェーズにその事実を発表することに

より、ノルウェー水域に機雷を敷設できます。西側連合国がノルウ

ェー水域に機雷敷設をしていると発表した後には、決定を撤回でき

ません。 
86.34 ノルウェーの同意: ノルウェーに対する「0」以下の外交結果

が有効である場合には、ノルウェーはその水域の機雷敷設に同意し、

外交的および政治的な影響はありません。 
86.35 ノルウェーの不同意: ノルウェーの同意のないノルウェー水

域の機雷敷設は、次の外交的および政治的な効果を引き起こします。 
A. USATレベルは1だけ減少します。 
B. +1 修正が、ノルウェーに対する将来のすべての外交さい振りに

適用されます。 
C. ドイツはその次の外交フェーズにノルウェーの反応さい振りを

実施できます。 
86.36 機雷敷設の持続: ノルウェー水域への機雷敷設は、ドイツが

ノルウェーの支配を外交的または征服によって獲得するまで、有効

に継続します。ドイツが冬または春のターンにノルウェーに対して

「8」以上の外交結果を得れば、ドイツは枢軸国プレイヤーターン

の開始時からノルウェーの支配を獲得したと考えられるので、ドイ

ツの生産限度は、鉄鉱石出荷の中断による5BRPの減少を受けませ

ん。タイミングに関しては、86.421を参照してください。 
86.37 ドイツの核研究: ノルウェーはドイツがその核研究プログラ

ムで使用した重水の唯一の重要な供給源でした。ドイツは、以下の

場合には反応制御の研究さい振りで-2修正を受けます。 
A. 連合国がオスロを支配する場合。または、 
B. ノルウェーで「1-2」以下の外交結果が有効な場合。 
86.38 宣戦布告: 主要国は 10BRP のコストでデンマークおよびノ

ルウェーに対してまとめて 1 つの宣戦布告を実施することができ、



© 2003 GMT Games A World At War 0303-11 06-17-03, 12-31-03 
 

 205

希望する場合にはその一方のみに宣戦布告することもできます

（50.22B）。 
 

86.4 スウェーデン: 

86.41 スウェーデン: スウェーデンは 15BRP の価値を持つ中立の

中小国です。 
86.42 鉄鉱石の出荷: スウェーデンの鉄鉱石は各ターンにドイツへ

送られます。下記条件のいずれかが存在する場合、鉄鉱石の出荷が

中断されます。: 
A. 連合国がストックホルムを支配している場合。 
B. ドイツがスウェーデンに宣戦布告し、スウェーデンがドイツの

初の攻撃を生き残る場合。 
C. スウェーデンに対して「0」以下の外交結果が有効な場合。 
D. ノルウェーが連合国によって支配されるか、ノルウェーの水域

が連合国によって機雷敷設され、ドイツがベルゲンの支配を獲得し

ていない場合（冬および春のみ- 86.32）。 
86.421 効果: ドイツの生産限度は、鉄鉱石出荷が中断される各ター

ンに5BRPだけ減少します。この決定は、石油効果の決定と同時に

なされます。この効果は累積的でなく、鉄鉱石出荷が回復される場

合には戻ります。 
86.43 スウェーデンの頑強さ: スウェーデンのユニットは本国外で

防御する場合に-1DMを受けません（15.33B）。 
 

86.5 地理的な制限: 
86.51 活性化後の地理的な制限: 中小同盟国としてのフィンランド、

ノルウェーおよびスウェーデンのユニットは、スウェーデン、フィ

ンランド、ノルウェー、バルト三国およびフィンランド国境から 6
ヘクス以内のロシアのヘクスに制限されます。スカンジナビアの陸

上および航空ユニットは、ノルウェーの北海沿岸ヘクスおよびバル

ト海を通って海輸またはNRできます。スウェーデンの海軍ユニッ

トは、キールを含むドイツのバルト海の港湾を基地とすることがで

きます。 
 

87. 西ヨーロッパ 
87.1 ベルギーおよびルクセンブルク 
87.2 アイルランド 
87.3 オランダ 
87.4 ポルトガル 
87.5 スペイン 
 

87.1 ベルギーおよびルクセンブルク: 
87.11 ベルギー: ベルギーは 15BRP の価値を持つ中立の中小国で

あり、その首都はブラッセルです。 
87.12 ルクセンブルク: ルクセンブルクは5BRPの価値を持つ中立

の中小国であり、首都はありません。 
87.13 1 つの国として扱われます: ベルギーおよびルクセンブルク

は次の目的では1つの国として扱われます。 
A. 宣戦布告。主要国は希望する場合には一方にのみ宣戦布告できま

す（50.22A）。 
B. 外交。 
 

87.2 アイルランド: 
87.21 アルスター: 北アイルランド（アルスター）はすべての目的

において英国の不可欠な部分です。 
87.22 エール: アイルランド南部（エール）はゲーム目的ではBRP

価値を持たない中立の中小国です。どちらの側も 10BRP を要する

宣戦布告なしでエールに進入できません。 
87.23 IRA のパルチザン: 連合国がアイルランドに宣戦布告した場

合、連合国がアイルランドを征服したか否かに関わらず、ドイツは

通常のBRPコストで1ターンにつき1つの割合で、連合国のZOC
にない任意のカラのアイルランドのヘクスに、いずれの側がそのヘ

クスを支配するかに関わらず、2 つのパルチザンを生産できます。

ドイツは、アイルランドに対する「7」（1 つのパルチザン）または

「8」（2 つのパルチザン）の外交結果の後にアイルランドでパルチ

ザンを生産できます。枢軸国のパルチザンはアルスターで生産でき

ませんが、生産された後にはアルスターへ移動または攻撃できます。

英国は、連合国の戦闘フェーズ（11.71A）の終わりにアルスター内

にあるか、または隣接しているアイルランドのパルチザン1つにつ

き各ターンに1BRPを失います。英国は、アイルランドに対する宣

戦布告なしでアルスターに隣接しているパルチザンを攻撃できませ

ん。ドイツがアイルランドに宣戦布告すれば、すべてのアイルラン

ドのパルチザンが直ちに永久に除去されます。 
87.24 潜水艦戦への影響: アイルランドに対する「7」以上の外交結

果は、ドイツのUボートに対するアイルランドの秘密の援助を引き

起こし、枢軸国の大西洋の潜水艦戦における戦略戦闘のダイス振り

が 1 だけ増加されます（25.725）。枢軸国によるアイルランド征服

はこの潜水艦戦の修正を引き起こしません。この結果は、アイルラ

ンドに対する「2」または「3-4」の外交結果または連合国によるア

イルランド征服によって否定されます。 
 

87.3 オランダ: 
87.31 オランダ: オランダは 10BRP の価値を持つ中立の中小国で

あり、その首都はハーグです。 
 

87.4 ポルトガル: 
87.41 ポルトガル: ポルトガルは5BRPの価値を有する、ユニット

を持たない中立の中小国であり、その首都はリスボンです。 
 

87.5 スペイン: 
87.51 スペイン: スペインは 30BRP の価値を持つ中立の中小国で

あり、その首都はマドリッドです。 
87.52 潜水艦戦に対する影響: 枢軸国がビーゴまたはラコルニャを

支配し完全に補給する場合には、ドイツは大西洋での潜水艦戦に対

する好意的な修正を受け取ります（25.723）。 
 

88. 中東 
88.1 概観 
88.2 アラビア 
88.3 エジプトおよびスエズ運河 
88.4 エチオピア 
88.5 イラクおよび周辺地域 
88.6 ペルシア 
 

88.1 概観: 
88.11 適用地域: 次の国が中東の一部であると考えられます。 
A. アラビア。 
B. スエズ運河を含むエジプト。 
C. エチオピア。 
D. イラク、クウェート、レバノン-シリア、パレスチナおよびトラ

ンスヨルダン。 
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E. ペルシア。 
 

88.2 アラビア: 

88.21 アラビアはゲーム目的では BRP 価値を持たない中立の中小

国です。どちらの側も宣戦布告に必要な 10BRP を払わずに、中立

のアラビアに進入できません。 初のアラビアの征服は、攻撃側が

カーフとジャウフの支配を獲得する場合に発生します。 
 

88.3 エジプトおよびスエズ運河: 

88.31 エジプト: エジプトは5BRPの価値を持つ英国の植民地であ

り、その首都はカイロです。 
88.32 アレキサンドリアおよびスエズ: アレキサンドリアおよび

（または）スエズの損失は USAT レベルおよび英国とイタリアの

DPの分配に影響しますが、英国のBRPに直接影響しません。ワフ

ド党によるスエズまたはアレキサンドリアの支配は USAT レベル

またはイタリアのDP分配に影響しませんが、英国のDP分配を減

少させます。 
88.33 ワフド党のパルチザン: ドイツは、枢軸国によるイスラム教

徒の不穏の量産結果（42.26G）によって可能となるようにエジプト

に2つまでのワフド党のパルチザンを生産し活動させることができ

ます。これらの結果はワフド党パルチザンの戦力プールを作成し拡

張するために使用されます。ワフド党のパルチザンは、1 ターンに

つき1つのパルチザンの割合で生産できます。 
88.34 スエズ運河: 
88.341 海軍活動が可能です: スエズ運河は、ヘクスサイド

LL30/LL31、MM30/LL31およびMM30/MM31からなります。ス

エズ運河は、海軍ユニットが運河を通って移動できるという例外を

除いて、陸上移動および戦闘を含むすべての目的において河川とし

て扱われます。 
88.342 必要条件: 運河に隣接しているすべてのヘクスが味方の支

配下にある場合にのみ、スエズ運河による海軍活動が認められます。

航空および海軍のインターセプトの目的では、スエズ運河を通って

移動する海軍ユニットは、ヘクス MM30 および LL31 を通過しま

す。運河の南の2ヘクス（スエズ湾）は、全海面ヘクスとして扱わ

れます。 
88.343 スエズからの海上護衛: スエズを基地とする連合国の海軍

ユニットは、バスラ、アバダン、エチオピア、インドボックス、オ

ーストラリアボックス、南アフリカボックスへのユニットのNRに

保護を提供でき、スエズ運河が使用可能な場合には、地中海の港湾

へのユニットのNRを海上護衛できます。 
88.344 スエズ運河の閉鎖: スエズ運河は、それに隣接しているいず

れかのヘクスがワフド党パルチザンを含む枢軸国の支配下にある場

合、西側連合国によって使用されません。枢軸国がスエズ運河を占

領した場合、同じことが相手に適用されます。 
88.35 ポートサイドおよびスエズからの置き換え: 枢軸国の陸上ユ

ニットによってポートサイドから置き換えられる連合国の海軍ユニ

ットは地中海に進入し、マップ南端からスエズ運河を通って移動で

きません。同様に、枢軸国の陸上ユニットによってスエズから置き

換えられる連合国の海軍ユニットは連合国プレイヤーの選択により

インドボックス、バスラまたはアバダンに行きますが、地中海へス

エズ運河を通って移動できません。スエズから置き換えられた海軍

ユニットは、スエズを離れるか、ペルシア湾に現われるときに枢軸

国の航空攻撃を受けます。 
88.36 スエズを通過する NR: 連合国のユニットはスエズから南ア

フリカボックス（28.753）、インドボックス（28.754）、オーストラ

リアボックス（28.755）、エチオピアボックス（88.422A）、バスラ

またはアバダンまでNR できます。これらの位置からスエズへNR
される陸上および航空ユニットは、海上護衛を提供する駆逐艦がス

エズにいる場合には、同じターン中にさらに地中海へNRできます。

スエズとバスラまたはアバダンの間のNRはマップボックスを通過

しないので1ターン遅れを受けません。 
88.37 枢軸国によるスエズ運河の使用: 枢軸国は次の 3 つの目的で

スエズ運河を使用できます。これ以外でスエズ運河を通過すること、

またはスエズからの枢軸国海軍の活動は禁止されます。連合国の陸

上ユニットによって置き換えられるスエズの枢軸国艦隊は、バスラ

またはアバダンが枢軸国に支配されていたとしても除去されます。 
A. エチオピアの補強: イタリアは、イタリアと英国の開戦前の各タ

ーンにエチオピアへ1つの陸上ユニットをNRできます。枢軸国は、

英国が降服後に中立である間に、枢軸国がスエズ運河を支配してい

る場合には、各ターンにエチオピアへ1つの陸上ユニットをNRで

きます。 
B. 通商破壊艦: 枢軸国がスエズ運河を占領しており、エチオピアを

支配する場合には、合計3隻までのイタリアまたはドイツの艦船が

スエズから通商破壊を実施できます（21.5333B）。 
C. 潜水艦: 枢軸国がスエズ運河を占領しエチオピアを支配する場

合には、ドイツの潜水艦はインド洋SWボックスに進入できます。 
 

88.4 エチオピア: 
88.41 エチオピア: エチオピアはエチオピアボックスによって表わ

される BRP 価値のないイタリアの植民地です。イタリアはエチオ

ピア内に3つの1-3歩兵ユニットを持ってゲームを始めます。 
88.42 エチオピアへの進入と退出: ユニットは再配備フェーズ中に

のみエチオピアに進入および退出できます。: 
88.421 枢軸国: 枢軸国ユニットは、連合国によるエチオピアの征服

前に以下のようにエチオピアに進入できます。 
A. 枢軸国は88.37Aによって認められているようにスエズ運河を通

って、各ターンに1つの陸上ユニットをエチオピアへ、またはエチ

オピアからNRできます。イタリアのユニットは、英国とイタリア

開戦前にエチオピアから取り除くことができません。 
B. 枢軸国はエジプトのヘクスNN27-NN30の1つ以上を支配する

場合には、各ターンに1つの陸上ユニットをエチオピアへ、または

エチオピアからマップ南端を通過してSRできます。 
88.422 西側連合国: 西側連合国がイタリアと戦争中の場合には、以

下のように連合国によるエチオピアの征服前に、西側連合国のユニ

ットはエチオピアに進入できます。 
A. 西側連合国はインド洋の輸送船を使用してエチオピアへ、または

エチオピアから陸上ユニットをNRできます。 
B. 西側連合国はエジプトのヘクスNN27-NN30の1つ以上を支配

する場合には、各ターンに1つの陸上ユニットをエチオピアへ、ま

たはエチオピアからマップ南端を通過してSRできます。 
C. 西側連合国は南アフリカボックスからエチオピアへ、またはエチ

オピアから1つの陸上ユニットをSRできます。 
88.423 制限: 
A. 航空および海軍ユニットはエチオピアボックスに進入できませ

ん。 
B. 陸上ユニットは同じ再配備フェーズ中にエチオピアボックスに

進入して離脱することができません。 
C. 陸上ユニットは再配備フェーズ以外にエチオピアボックスに進

入または離脱できず、エチオピアへTRできません。 
88.43 エチオピアの征服: エチオピアは、完全な 1 ターンにおよび

それに続く枢軸国プレイヤーターンの間にわたって、エチオピア内

にある枢軸国の陸上戦力の少なくとも2倍の西側連合国の陸上戦力

がある場合、連合国によって征服されます。エチオピアは、その枢

軸国プレイヤーターンの終わりに降服し、以下の影響が発生します。 
A. すべてのエチオピア内の枢軸国ユニットは除去され、もしそれら

がエジプトのヘクス NN27-NN30 のうち 1 つを通じてエジプトか

ら補給線をトレースすることができなければ、所有する国の戦力プ
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ールから取り除かれます。これらのヘクスから補給線をトレースで

きる場合には、エチオピアに残っていた枢軸国ユニットは戦力プー

ルに返され、再生産できます。 
B. 枢軸国の通商破壊艦およびドイツの潜水艦は、スエズから出発し

てインド洋で活動できません。 
88.431 イタリア降服の影響: イタリアがまだエチオピアを支配し

ている間に降服すれば、イタリアのユニットがすべて除去された後

にエチオピアの支配が決定されます（56.3）。枢軸国が連合国と同数

またはより多くの陸上戦力をエチオピアに持っている場合、ドイツ

がエチオピアの支配を保持します。連合国が枢軸国より多くの陸上

ユニットをエチオピアに戦力を持っている場合、連合国がエチオピ

アを征服します。そのときにどちらの側もエチオピアに陸上戦力を

持っていない場合、いずれかの側がエチオピアに移動するまでいず

れの側もエチオピアを支配しません。 
88.432 再征服の禁止: エチオピアは枢軸国によって再征服されま

せん。 
88.44 戦闘の禁止: 攻勢および消耗戦闘はエチオピアボックス内で

は禁止されます。 
88.45 補給: すべての枢軸国および西側連合国の陸上ユニットはエ

チオピアにいる間に無制限補給にあると考えられます。 
88.46 エチオピアの支配の影響: 枢軸国によるエチオピアの支配は、

スエズ（88.37B, C）からの枢軸国海軍のオペレーションのために必

要になります。枢軸国によるエチオピアの支配は、連合国海軍ユニ

ットのスエズからインド洋への移動または他のすべての連合国のイ

ンド洋での活動に影響しません。 
 

88.5 イラクおよび周辺地域: 

88.51 イラク: イラクはBRP価値のない英国の植民地であり、その

首都はバグダッドです。 
88.52 補給: バグダッドはそれを支配する側のための限定補給源で

す（30.265）。西側連合国はインド洋を通ってバスラまで海上補給

をトレースできます。 
88.53 石油: モスルは 3 つの石油効果を相殺する容量を備えた石油

センターです（33.22B）。 
88.54 バスラを出入りする西側連合国の NR: 連合国はバスラへま

たはバスラからインド洋を通って、スエズ、アバダン、エチオピア、

南アフリカおよびインドボックスとの間でユニットをNRできます。 
88.55 イラクに対する枢軸国の宣戦布告は不要です: 枢軸国は、宣

戦布告なしでイラクに進入できます。英国が降服しており枢軸国が

米国と戦争中でない場合、枢軸国ユニットがイラクに入る前に、ド

イツは米国に宣戦布告しなければなりません。 
88.56 パレスチナ、トランスヨルダンおよびクウェート: パレスチ

ナは5BRPの価値を持つ英国の植民地で、その首都はエルサレムで

す。トランスヨルダンは BRP 価値のない英国の植民地で、その首

都はアンマンです。クウェートはBRP価値のない英国の植民地で、

その首都としてのアル・クウェートです。 
88.57 アラビアのパルチザン: ドイツは、枢軸国によるイスラム教

徒の不穏の研究結果によって可能になれば、イラク、クウェート、

パレスチナ、トランスヨルダン、レバノン/シリアおよびアラビアに

2 つまでのアラビアのパルチザンを生産し活動させることができま

す。この結果は、この地域でのアラビアのパルチザンの戦力プール

を作成し拡張するために使用されます。アラビアのパルチザンは 1
ターンに1つの割合で生産できます。 
 

88.6 ペルシア: 
88.61 中立のペルシア: ペルシアはBRP 価値を持たない中立国で、

その首都はテヘランです。 
88.62 ペルシアへの進入: 枢軸国および連合国のユニットは、枢軸

国または連合国によるペルシアへの宣戦布告、またはペルシアの

BRPルートの開設（連合国のユニットのみ- 40.5）の後にのみペル

シアに進入できます。枢軸国のペルシアパルチザンはペルシアで生

産および活動できます（88.63）。 
88.63 ペルシアのパルチザン: ドイツは、枢軸国によるイスラム教

徒の不穏の研究結果によって可能になるように、ペルシアで2つま

でのペルシアパルチザンを生産し活動させることができます。この

結果はペルシアのパルチザンの戦力プールを作成し拡張するために

使用されます。ペルシアのパルチザンは、1 ターンに 1 つの割合で

生産できます。 
88.64 ペルシアのBRPルート: 西側連合国は、ドイツとロシアの

初の開戦に続く任意のターンにペルシアの BRP ルートを開設でき

ます。連合国または枢軸国がペルシアに宣戦布告した場合には、ペ

ルシアのBRPルートは通常の25BRPの代わりに15BRPだけで開

設できます。 
88.641 ペルシアルート開設の影響: 西側連合国によるペルシアの

ルートの開設は、枢軸国ユニットを含んでいる以外のペルシアの全

ヘクスを、ペルシアルートを開設するために BRP を払った西側連

合国の主要国の支配下に置き、アバダンとの間のマップ外のNRを

認めます（40.524）。ペルシア内のロシアに支配されるすべてのヘ

クスが、西側連合国の支配に移転します。連合国は、ペルシアルー

トが開設されるターンにペルシア内のヘクスを通ってユニットを再

配備できます。 
88.642 ペルシアの枢軸国ユニット: 西側連合国がペルシアルート

を開設した後には、枢軸国ユニットは、ペルシアに対する宣戦布告

の必要なしでペルシアに進入できます。西側連合国がペルシアルー

トを開設したときにペルシア内にある枢軸国ユニットは、ペルシア

ルートの開設に続く 初の枢軸国プレイヤーターン中に部分的な補

給にあると考えられます。 
88.643 補給源としてのテヘラン: 連合国の支配下にある場合には、

テヘランは連合国の限定補給源です。 
 

89. 極東 
89.1 中国共産党 
89.2 オランダ領東インド 
89.3 フランス領インドシナ 
89.4 フィリピン 
89.5 タイ 
 

89.1 中国共産党: 
89.11 中国共産党: 中国共産党は日本と独立して戦争中の潜在的な

ロシアの中小同盟国です。79を参照してください。 
 

89.2 オランダ領東インド: 

89.21 オランダ領東インド: オランダ領東インドは、アロエ、バリ、

ビアク、ブル、セレベス、セラム、フロレス、ハルマヘラ、ジャワ、

オランダ領ニューギニア、南ボルネオ、スマトラ、スンバワ、タニ

ンバルおよびティモールの島からなるオランダの植民地です。 
89.22 BRP価値: オランダ領東インドは合計30BRPの価値があり

ます。植民地を構成する3つの主要な領域のそれぞれは、BRP目的

において以下のように別々に征服され支配されます。 
A. ジャワ（10BRP）。その首都はバタヴィアです。 
B. スマトラ（10BRP）。その首都はパレンバンです。 
C. 南ボルネオ（10BRP）。その首都はバリクパパンです。 
89.23 初の日本の征服およびヘクス支配: ジャワ、スマトラおよ

び南ボルネオに対する 初の日本の征服は、日本の戦闘フェーズの

終わりに連合国のユニットを含んでいるヘクス以外のオランダ領東
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インド内の全ヘクスの支配を日本に与えます（29.54）。ジャワ、ス

マトラおよび南ボルネオの 初の日本の征服は、3 つの領域がすべ

て征服されていなければ、日本のユニットが進入した以外のヘクス

支配を日本に与えません。 
89.24 英国の提携中小国と考えられます: オランダ領東インドは、

英国と日本の開戦に続く連合国プレイヤーターンに英国の提携中小

国になります。英国は、英国に対する日本の攻撃に続く2番目の連

合国プレイヤーターンの外交フェーズの終了までオランダ領東イン

ドのBRPを受け取りません。 
89.25 オランダのユニット: オランダ部隊は、常にゲームの 初に

マップ上に置かれます。オランダ領東インド内のオランダのユニッ

トは一旦除去されれば、再生産できません。オランダ領東インド内

のオランダの全ユニットが、パレンバン、バタヴィアおよびバリク

パパンが日本によって占領される場合、除去されます。 
89.26 石油: パレンバンおよびブルネイは石油センターであり、そ

の支配は日本が適切な石油補給を持っているかを決定します。 
 

89.3 フランス領インドシナ: 
89.31 フランス領インドシナ: フランス領インドシナは 10BRP の

価値を持つフランスの植民地で、その首都はサイゴンです。76を参

照してください。 
 

89.4 フィリピン: 
89.41 フィリピン: フィリピンはセブ、レイテ、ルソン、ミンダナ

オ、ミンドロ、ネグロス、パラワン、パナイおよびサマールからな

る米国の提携中小国です。 
89.42 BRP価値: フィリピンは合計10BRPの価値があります。米

国は、米国と日本の開戦に続く米国プレイヤーターンの開始時まで

フィリピンの比例配分されたBRPを受け取りません。 
89.43 初の日本の征服およびヘクス支配: 日本による 初のマニ

ラ征服は、日本の戦闘フェーズの終わりに、連合国ユニットを含ん

でいるヘクスを含むフィリピンの全ヘクスの支配を日本に与えます

（29.54）。フィリピンに残存する連合国の陸上ユニットはすべて降

服したと考えられ、戦力プールに返されます。フィリピンのすべて

の米国海軍ユニットが置き換えられます。 
89.44 部隊: フィリピンの 2 つの 1-2 歩兵ユニットは、キャンペー

ンゲームおよびグローバルウォーゲームの開始時にマップ上に置か

れます。フィリピンが征服されるまで、各ターンに1つの1-2フィ

リピン歩兵ユニットがBRPコストなしで再生産できます（84.47）。 
 

89.5 タイ: 
89.51 タイ: タイは、日本が以前のターンにサイゴンを占領してい

る場合（76.43）には日本と英国の開戦時に、そうでない場合にはそ

の占領に続いて、日本の提携中小国になる中立の中小国です。その

時点まで、どちらの側のユニットもタイに進入できません。タイの

部隊は、ゲーム開始時にマップ上に置かれます。タイが連合国に征

服されるまで、各ターンに 1 つの 1-2 タイ歩兵ユニットがBRP コ

ストなしで再生産できます（84.47）。 
 

和訳：zenineko 2004.05.21 


